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子供のように、無邪気に奇跡を信じるのではなく

大人のように、ただ現実を受け入れるのではなく

この世に死があるを知り悲しみがあるを知り絶望があるを知り

それでも、明日を夢見るのを諦あきらめないこと









　　　第零章　二人の騎士～Beautiful days～







（攻こう撃げき失敗。敵軌道予測不能。防御不能。回かい避ひ不能）

　Ｉ－ブレインが抑揚のない声で叫んだ。

　あっと思ったときには、すべてが遅かった。渾こん身しんの力を込めて放った上段からの一撃はあっけなく空を斬きり、次の瞬しゆん間かんには軽い浮遊感とともに視界がぐるりと回転。受身を取ることすらできずに、背中から地面に叩たたきつけられる。

　衝しよう撃げきに、息が詰まる。

　痛みをこらえて立ち上がる間もなく、喉のど元もとには剣の切っ先が突きつけられていた。

「どう？　そろそろ降参しない？」

　言葉こそ辛らつだったが、彼女の声はかすかにうわずっていた。気遣わしげなその表情を見たとたん、張り詰めていた緊きん張ちようの糸の最後の一本が音を立てて切れる。

　体中の力が抜け、どっと汗が噴ふき出した。

「……ま、まいった……降参……」

　荒い息をつきながら、かろうじてそれだけ絞り出すと、そのまま草の上に大の字になってしまう。全身の筋肉が悲鳴をあげているようで、とても起き上がれそうにない。

　冬の名な残ごりを残す三月の風が、体の余分な熱を吸い取って吹きぬけていくのが心地よかった。

「だめじゃない。この前から、なんにも進歩してないわよ」

　苦笑混じりのその言葉に、反論する気にもならない。七二戦全敗という戦績は控えめに言っても情けない数字だったし、こっちは体力も気力も限界まで絞り尽くしたというのに、彼女の方は余裕綽しやく々しやくといった体で、雪のように白いその肌には汗の一滴さえ浮かんではいない。

「……なんで……そんなに元気なんだよ」

「あら。疲れるのは、体に頼ってるからよ」

　彼女は慣れた動作で騎き士し剣を鞘さやに収めて傍らのひときわ大きな桜の木に立てかけ、うんっ、と大きく伸びをひとつ、スポーツバッグから大きめのタオルとミネラルウォーターのパックを取り出し、頭の上にいそいそと座り込んだ。

「……雪ゆき？　なにを……おい！」

「ほら動かないの。汗、拭ふいてあげるから」

「うわっばか！　膝ひざ枕まくらはやめろ！」

「こーら。遠えん慮りよしないの」

　すったもんだのすえに、なんとか膝枕だけは勘弁してもらったものの、人に見られたら言い訳のできない格好であることに変わりはない。首筋をなでるタオルの感触がくすぐったくてなんとか逃れようとするのだが、動いちゃだめ、とばかりに細い腕に押さえ込まれてしまう。

「ああ、もう。たった三時間ちょっと特訓したぐらいで、どうしてこんなに汗だくになっちゃうの？　ちゃんとＩ－ブレインが使えてない証拠よ」

　いかに騎き士しといえども、三時間もぶっ続けで剣を振り回して、それで汗ひとつかかないほど都合よくできてはいない。彼女が特別なのだ。だがそれを言うと、彼女は顔を真っ赤にして「練習が足りない！」と怒るのだった。

「祐ゆう一いちはいっつもそう。なまじ筋力とか体力とかあるから無意識にそっちに頼ってるわ。騎士剣を持ったら、普通の感覚は全部捨てないとだめよ。だいたい……」

　彼女のお説教は続く。いつものことだがこれが始まると長い。はじめのうちこそ、ああ、とか、うん、とか返事をはさんでいたが、しまいには面倒くさくなって適当に聞き流してしまう。

　どこか遠くで、名前も知らない鳥が高くひと声鳴いた。

　ぼんやりと見上げた空は、木々の梢こずえの額がく縁ぶちの中で、どこまでも青く澄すみ渡っていた。

　もうすぐ春だな、そんな考えが頭に浮かんだ。

「……ねえ。ちゃんと聞いてる……わけないわよね」

「聞いてるよ」

「噓うそおっしゃい」ため息ひとつ。「もう。どうしてもっと真ま面じ目めにやらないのよ。祐一は才能あるんだから、今よりずっと強くなれるのに……」

「これ以上強くなってもしょうがないだろ。雪ゆき以外の相手には負けたことないし」

「私より強くなってくれないと、困るのよ！」

　彼女より弱いとどうして困るのか、さっぱりわからない。

「そう言われてもなあ……大体、なんで騎士なんだよ」

　口を衝ついてでたのはそんな言葉だった。攻こう撃げきをかわすためだったが、半分は本音だった。

　彼女は、驚おどろいたように顔を覗のぞき込んできた。

「祐一、もしかして騎士になったこと後悔してるの？」

「は？」

「ごめんね、私……」

「いや、そうじゃない！」大慌てでさえぎる。「そうじゃないけど……名前がなあ」

　うまい言葉が見つからない。右手に握ったままの騎士剣を掲げると、柄つかに埋め込まれた結晶体が子供のおもちゃのように安っぽく光った。

「これだって、単に技術上の都合で剣の形になってるだけだろ？　騎士剣、なんていかにもな名前、つけなくてもいいと思わないか？」

「そうかな。私は結構気に入ってるんだけど」彼女の華きや奢しやな指が、灰色の刀身をそっと滑る。

「だって、騎士っていう肩書きがあると、すごくかっこいいことをしても恥ずかしくないような気がしない？　なんか、騎き士し道どうとか守ってそうで」

　あまりにも彼女らしい物言いだったので、思わず吹き出してしまった。

「なんで笑うのよ！」

「いや、雪ゆき。知ってるか？　もともと騎士道が生まれたのは、戦争がなくなって、騎士が体面を保てなくなったからで」

「関係ないわよ、そんなこと。ここは中世ヨーロッパじゃないもの」

「じゃあ、二二世紀の日本の騎士は、どんな騎士道守るんだ？」

「そうねえ……たとえば」

　ふいに、ひときわ強い風が吹き抜け、幾千幾万の木の葉がこすれ合う潮しお騒さいにも似たざわめきが、一いつ瞬しゆんだけ空間を満たした。

　それを合図にしたかのように、すべての物が静まり返る。

　静せい謐ひつの中に、彼女の声が歌うように響ひびいた。

「騎士、七なな瀬せ雪は自分の周りの、すべての大切な人たちを守るために、戦う」凜りんとした真ま面じ目めな顔は、はにかんだような笑顔にとって代わられてしまう。「……っていうのは、どう？」

「聞いてて、恥ずかしくなる」

「なにが恥ずかしいのよ。じゃあ、次は祐ゆう一いちの分ね」

　とっさに体を起こしかけ、すぐに押さえ込まれてしまった。

「なんで、おれの分まで雪が考えるんだよ！」

「かたいこと言わないの。すごくいい言葉、思いついたんだから。いい？」

　ちっともよくなかったが、気がついたときには、彼女の顔が鼻先すれすれまで迫っていた。

　覆おおい被かぶさるようにして耳元に唇を寄せ、かすれるほど小さな声でささやく。

「…………」

　予想していたよりもはるかに恥ずかしくて、そのくせ妙に心に残る言葉だった。

「なあ、もっと他ほかのやつにしないか？」

「こういうの、嫌い？　いい言葉だと思わない？」

　いい言葉には違いなかったので、しぶしぶ頷うなずく。

「じゃあ、決まりね。これで祐一も本物の騎士よ。ちょっとは、やる気でてきた？」

「ああ、でてきたよ。だから、はやくどいてくれ！」

　声がうわずっているのが、自分でもわかった。彼女の顔は、いまだに目の前数センチの場所にあった。

「いいじゃない。もう少しだけ、このままで」

　心臓が、早はや鐘がねを打つようだった。彼女の吐息が前髪をなぶるのが心地よい。たおやかな指が、そっとあごのラインを描く。

「はやく、私より強くなってね……」

　目を閉じ、唇は心もち上を向いて、彼女の顔がゆっくりと近づいてくる。そして。

　ふわり。

　ふいに、二人の間を、なにかが通り過ぎていった。

　弾はじかれたように彼女の顔が離れる。と、目の前に、ひらひらとまた一枚。小さくて、ピンク色で、頼りなく風にゆれる、それは、桜の花びらだった。

　頭上の梢こずえを見上げ、顔を見合わせ、やがて二人はどちらからともなく笑い出す。

　大ぶりの桜の枝一面に、鈴なりに連なる無数のつぼみたち。

　その中に一輪、ここ数日の陽気にさそわれた気の早い花が、風の冷たさに身を震ふるわせていた。

　春。

　すべての命が芽吹く恵みの季節は、もう、すぐそこまで迫っていた。

「桜が咲いたら、みんなでお花見でもしましょうか」

　笑いながら、ぽつりと彼女が呟つぶやいた。

「……そうだな」

　悪くない考えだった。




　結局、この日の約束が果たされることはなかった。

　春は、二度とやってこなかった。

　青い空も桜の木も、永遠に失われてしまった。

　そして、雪ゆきは。

　──彼女は、最後の最後まで、本物の騎士だった。







　　　第一章　騎士と天使と悪魔使い～Dance in the air～







　深い水の底から浮上するような、息苦しさを伴う開放感とともに、急速に意識が覚かく醒せいする。

　うつろな視界に飛び込んできたのは、チタン外がい壁へきのくすんだ灰色と、合皮製シートのつややかな黒、そして、計けい器き盤ばんに整然と並んだ無数のランプの放つ赤と緑の明滅だった。

　アフリカ海上空、高度一万メートル。ベルリンシティ所属小型偵察機。自分の現在位置を示す数々の言葉の羅ら列れつが、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちの意識の表層に浮かび上がる。

　脳内時計が『西暦二一九八年二月一三日午後二時三五分』を告げた。

「……お目覚めですか？」

「すまん、少し眠った。……現状は？」

「一五分前に予定ポイントに到着。以降、警けい戒かいを続けていますが、異常は見られません」

　パイロットのきびきびとした報告に、了解した、と答え、窓の外に目をやる。どこかに青空が見えないものかと一いつ瞬しゆんだけ視線をさまよわせ、苦笑まじりに小さなため息をこぼす。

　世界は、闇やみに包まれていた。

　風防ガラス越しの空は鉛色の分厚い雲にどこまでも覆おおい隠され、逆巻く吹雪は螺ら旋せんを描き、暗灰色のカーテンとなって視界をふさぐ。南極と北極の上空に一つずつ設置された大気制御システムが、原因不明の暴走を起こして干ばつ対策用の遮光性気体を撒まき散らし、すべてが冬に閉ざされたのは、今から一二年前のことだ。

　永久凍土に覆われ、死に絶えた大地。どれだけ寒冷に強い植物であっても、太陽の光なしには生きてはいけない。氷点下四〇度の大気はあらゆる生命に容赦なく襲おそいかかり、陸りく棲せい生物の九〇パーセント以上が絶滅した。

　春、という言葉は、もはや思い出の中にしか存在しない。

　それにしても、と祐一は不思議に思う。何な故ぜ今更、あんな夢を見たのか。

　昔は、それこそ毎晩のようにうなされていた。なん度もなん度も同じ光景を見続けたせいで、祐一の頭にはその映像が、背景の草一本にいたるまで精密に焼きついている。

　それなのに、なん度見ても、一番大事な部分だけ思い出すことができない。

　あのときの、彼女の言葉。もっとも鮮せん明めいに覚えていなければならないはずの、騎き士しの誓い。

　油彩絵の具で描いたように鮮明な記き憶おくの中で、そのひと言だけが、削り取られたかのようにぽっかりと抜け落ちているのだ。

　はじめの頃ころは、ずいぶんと悩んだ。やがて諦あきらめ、ついには夢そのものを見なくなった。一〇年ぶりに見た今回の夢でも、やはり思い出すことはできなかった。理由は、祐一自身が一番よく知っていた。

　心のどこかに、罪の意識があるからだ。

　傍らに立てかけられた剣に手を伸ばし、柄つかに象眼された小さな結晶体に指を触れる。それを合図に祐ゆう一いちのＩ－ブレインは起動状態へ移行。脳内分泌物と神経パルスを巧みに操作し、一秒とかからずにその肉体をトップギアへと引き上げる。

（コンディションチェック終了。肉体各部、正常に作動）

　胸ポケットからミラーシェード型の網膜投影ディスプレイを取り出し、視界の隅に『システム起動』と表示される頃ころには、さっきの夢のことは完全に祐一の意識から消失していた。

　脳内時計が『二時三六分』を告げる。依然として、状況に変化はない。

「『ジークフリード』からの定時報告は？」

「まったく問題ありません。作戦はタイムスケジュール通りに進行していますが……」

　パイロットの物問いたげな視線に、祐一は、なにか答える必要を感じた。

「司令部に話は通してある。なにも起こらなければ、それでいい」

「了解であります、黒くろ沢さわ少佐」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくがあった。祐一は視線を滑らせて、自分の襟えり元もとに認識票がついていないのを確認し、パイロットのやせた童顔と自分の記き憶おくとをすばやく照会した。

「……なぜ、おれの名を？　君とは面識がないはずだが」

「そのお姿を拝見すれば、わかります。自分のような戦中育ちにとって、少佐のお名前は生きた伝説でありますから」シート越しに身を乗り出すようにして振り返り、大げさな身振りでまくし立てる。「お会いできて光栄です。一〇年前のリビア会戦では、父があなたに助けられました。父は連合軍の空中戦車大隊に所属しておりまして……」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせたパイロットのよく動く口を見ながら、祐一は内心でため息をついた。一〇年近く世界を放浪していると、こういう手合いに出会うことも一度や二度ではなかった。

　確かに一〇年前、祐一はリビアにいた。連合軍の空中戦車部隊との合同作戦に参加したこともある。だが、それだけだ。この若者の言う通りに、自分が共和軍の魔ま法ほう士しを一いつ騎き打ちのすえに倒したとして、それが一人の戦車兵の人生に多大な影えい響きようを与えたのだとしても、そんなことは祐一の知ったことではなかった。

　多種多様な『魔法士』の中にあって、なぜ『騎士』だけが英雄視されるのか。それは、騎士が主に対魔法士戦で活かつ躍やくし、決して一般兵を攻こう撃げきしなかったからだ。だが、それが『一対一、及びそれに類する少人数戦において、その力を最大限に発揮する』という能力の方向性の結果に過ぎなかったことを、大多数の人間は知らない。騎士は一般兵を相手にしなかったのではない。単に、一般兵との戦せん闘とうには不向きだったのだ。

　それにしても。

　この格好も、ずいぶん有名になってしまったな。祐一は、パイロットのモスグリーンの制服と自分のそれとを見比べた。黒一色に染め上げられたジャケットとスラックスは、かつて神こう戸べシティで正式採用されていたものだ。その上に黒いブーツ、黒いロングコート、黒いミラーシェードまでかけていれば、自分はここにいるぞと宣伝して歩いているようなものだろう。

　ベルリン自治軍の客員仕官になってから二年、上からどれだけ文句を言われようとこれで通してきたせいで、最近では、こういう一般兵でさえ祐ゆう一いちのことを知っている。道端ですれ違えば最敬礼し、ときには戦場の心得などを尋ねてくる。

　英雄などどこにもいないということが、なぜ理解できないのか。

「……そのとき、少佐と七なな瀬せ中佐のお二人がそこに駆けつけ……」

　などと祐一が考えている間にも、パイロットは延々としゃべりつづけていた。いいかげん、うんざりだ。パイロットの認識票から名前と階級を読み取り、とにかく、そのよく動く口をふさぐことにした。

「……軍曹」

　こういう人間を下へ手たに名前で呼んでやると、往々にしてろくな目にあわない。

「あ！　失礼しました！　そのとき少佐の隣となりにいたのは七瀬中佐ではなく」

「極秘任務中だ。わきまえてくれ」

　パイロットのほうけた顔は、水をぶっかけられたようだった。

　口の中で何事か呟つぶやきながら、しぶしぶといった様子で操作卓に向き直る。

　祐一は視界の端にそれを確認しつつ、ミラーシェードを端末に接続。網膜投影ディスプレイによって目の前に二重映しに浮かんだ半透明のアイコンを視線で操作し、データベースから今日一日の地球全域での電磁波マップを呼び出す。すべての数値は、きわめて正常。

　正面のメインディスプレイ中央には、ベルリン市軍所属空中戦せん艦かん『ジークフリード』と、神戸市軍所属大型輸送艦『桜おう花か』を表す二つの光点。それを取り囲むように、作戦が予定通り進行していることを示す複雑なコードが、整せい然ぜんと表示されていた。

　手持ちぶさたになったのだろう。パイロットは、操作卓脇わきのサブディスプレイのスイッチに手を伸ばした。ノイズ混じりの画像がめまぐるしく入れ替わり、やがて、スピーカーから張りのあるソプラノが流れ出す。

「……ジーン・Ｄの『パーフェクト・ワールド』か」

「ご存知ですか？」

「ああ」二一五〇年代を代表する歌姫『ジーン・ダリア』の、最高傑作と評される歌だ。

　夢破れて故郷に帰りついた男が、かつての恋人と再会する。なにもかもなくしてしまったと嘆く男に、恋人は優しく微笑ほほえみかける。たとえすべてを失っても、明日に望みがもてなくても、青い空があり緑の草原があり、そして愛する人が傍そばにいれば、それだけで世界は美しい。『I LOVE THIS PERFECT WORLD』。そんな歌だった。

　彼女の、好きだった歌だ。

　──だが、その美しい歌声に聞きはれかけた祐ゆう一いちは、すぐに重大な事実に気づいた。

「軍曹、この周波数はいくつだ」

「は？……一六〇〇、ギガヘルツ」言いかけたパイロットの表情が、凍りついた。

「なぜ、軍用周波数帯で民間の放送が聞こえる！」叫びの半分は、自分自身のうかつさに対して向けられたものだった。すぐさま公共電波の利用状況を呼び出し、この放送が本来流れているべき周波数と一六〇〇ギガヘルツという値を見比べる。

　Ｉ－ブレインは、一いつ瞬しゆんで解答を弾はじき出した。

　パイロットを押しのけるようにして操作卓に手を伸ばし、タッチパネルに周波数を叩たたき込む。

　次の瞬間、スピーカーから流れ出したノイズ混じりの音声に、祐一は息を吞のんだ。

『……こちら『ジークフリード』！　異常事態発生！　至急、救援をこう……どうした、本部！　なぜ応答しない！』




　排気ダクトのチタン合金製の床は、もちろん人が座るためにあるわけではないのだから、座り心地は最低だった。

　冷たくて、固くて、磨みがいたガラスみたいによく滑る。おまけに、背中にあたる壁かべが蛇じや腹ばら模様になっているせいで、どんな座り方をしても落ち着かない。

　硬くなってしまった関節をなんとかほぐそうと上半身だけで伸びをするが、天井に手がぶつかってしまう。それじゃあ、と体を前に倒すのだが、今度は足がつかえてうまくいかない。

　もう二度と、排気ダクトだけはやめよう。天樹錬はため息をついた。

「……いい考えだと思ったんだけどなあ……」

　声変わり前の高いボーイソプラノの呟つぶやきは、天井に反はん響きようしてかすかなビブラートを奏でた。

　天樹錬の、名字が『天樹』で名前が『錬』だ。『あまぎれん』と読む。この『錬』という名前をつけてくれたのは兄と姉なのだが、どうにも妙な名前だ。

　三年ほど前のことだが、家中のデータライブラリーをひっくり返して、ありったけの小説を読み漁あさっても、自分と同じ名前が一度も出てこないのが不安になって、兄に由来を尋ねてみたことがある。

「『錬』っていう字はね、錬金術からとったんだ」

「錬金術って、あの、金を創つくるやつ？　中世ヨーロッパの」

「金を創る、というのは錬金術師達が自分の研究を比ひ喩ゆ的に言い表したもの。彼らの目的はあくまでも真理の探究、フラスコの中での奇跡の再現であって……」

　以下、説明は一時間に及んだ。そのときは、なるほどいい名前をつけてくれたもんだと感心したが、あとになってよく考えてみたら、すごいのは錬金術であって錬という名前ではない。

　要するに、珍しい名前がつけたかっただけなのだろう。

　それが悪いとか、自分の名前が嫌いだとかいうわけではないのだが。

　月つき姉ねえと真ま昼ひる兄にい、心配してるかな。ぼんやりと、そんなことを考える。『ちょっと、仕事してきます』と書置き一つテーブルの上に残したきりで飛び出してきたわけだから、心配していないはずがない。

　まあ、悩んでも仕方ないか。

　よっと掛け声ひとつ。それやこれやを頭から追い払い、作業を再開する。

　錬れんが今いるのは神こう戸べ市軍所属大型輸ゆ送そう艦かん『桜おう花か』の艦内で、この船は旧ロシア地方上空を平均時速一万五〇〇〇キロで飛行し、まもなく目的のポイントに着こうかというところだ。

　昨夜遅くに、資材の搬入にまぎれてこの船に忍び込んでから、もうすぐ一二時間になる。

　錬はその間、ぼんやりとただ座っていたわけではない。ダクトの壁へき面めんの一部は切り裂かれてケーブルがむき出しになり、有機コードをつたって錬のうなじのあたりまで延びている。生体細胞をベースに造られたコードは首筋のところで皮ひ膚ふに潜もぐり込み、Ｉ－ブレインと分子レベルで融ゆう合ごうしている。

　Ｉ－ブレインは『INFORMATIONAL BRAIN』。大脳四六野のすぐ隣となりに存在するその器官は、大脳生理学と遺い伝でん学の結晶たる、人類の生み出した最高の生体コンピュータだ。その演算速度は、個人差もあるが、通常の一〇万ビットクラス量子ＣＰＵの数百、数千万倍に及ぶ。

（零ゼロ番から一〇の二二乗マイナス一番までをクリア。全システムを掌握）

「できたっ！」

『桜花』の乗っ取りに成功したことを示すメッセージが、脳の裏側に浮かび上がった。

　Ｉ－ブレインの感覚を他人に説明するのは難しい。通常のディスプレイのように画面が目の前にあるわけではないが、そうかといって、二一世紀の終わり頃ごろにはやったように、五感のすべてを機械に預けてネットの世界に没入するわけでもない。

　肉体の感覚をすべてこちら側に残しながら、同時に、額ひたいの裏側にもう一人自分がいて、そいつは『こちら側』ではない『あちら側』をもう一つの肉体で体感するような、そんな奇妙な二重感覚。完全に覚かく醒せいしながら見る白昼夢、とでも言えばいいのかもしれない。

　あちら側の錬のまわりには無数の窓が浮かび、その中を高速で文字列が流れていく。やろうと思えばもっとリアリティーのある、それこそ、現実世界と区別がつかないような仮想現実を脳内に構築することもできるが、Ｉ－ブレインに負担をかけるだけでなんの意味もない。少なくとも作戦中は、この一番シンプルで一番アナクロな絵を使うことにしている。

　そう、今は作戦中なのだ。

『二月一三日午後二時三〇分、旧ロシア上空、東経八五度北緯五〇度地点高度一万メートルにおいて、ベルリン市軍から神戸市軍に、ある実験のサンプルが引き渡される』

　それを奪取することが依頼の内容だった。サンプルは、『四番』と呼ばれるもの一つだけを回収し、他ほかのものには絶対に手をつけないこと。一週間後にこちらのエージェントが接触するまで、それを保ほ護ごすること。

　依頼人はわからない、入手すべき物の正体もわからない、普通なら絶対に受けないこの奇妙な依頼をそれでも受けたのは、結局のところ、報酬につられたからだった。

　シティ・マサチューセッツの市民ＩＤ、三人分。

　世界に七つしかないシティは、その閉へい鎖さ性ゆえに厳きびしい人口調整を行い、外部からの入植者を受け入れない。シティの人口は、大戦後の混乱期に幸運にもシティに住むことのできたその人口から、決して増えることはないのだ。

　錬れんの住むダウンタウンの海賊紙し幣へいや世界的に流通しているクレジットをいくら積んだところで絶対に手に入らないそのパスを、三人分。

　なんとしても成功させなければならない。

　脳内時計が『二時三〇分』を告げる。時間がきた。

　自分の脳内で起動していた通常のハッキングプログラムを終了し、Ｉ－ブレインの記き憶おく領域に圧あつ縮しゆく保存されていた特殊なプログラムを展開する。

（フォルダ『デーモン』をオープン。仮想精神体制御デーモン『チューリング』起動）

「作戦、開始」

　はやる心を抑えて淡々と呟つぶやいた錬は、もはや自分の支配下に置かれた輸ゆ送そう艦かん『桜おう花か』のメインシステムに対して、一連の命令を送り込んだ。




　スピーカーから飛び出す悲鳴混じりの叫びに、祐ゆう一いちは拳こぶしを握りしめた。

「ジークフリードの様子を出してくれ」

「は？」パイロットは怪け訝げんそうに「で、ですが、この距離ではカメラの解像度が……」

「足りない部分は、おれが演算する」有機コードを取り出し、Ｉ－ブレインを画像処理系統に接続する。「始めてくれ」

　パイロットがうなずき、操作卓に向き直る。数秒の間を置いて、サブディスプレイの映像が船外カメラ視点に切り替わる。

　ひっ、と息をのむ音が、パイロットの喉のどから漏れた。

　ノイズだらけの不鮮せん明めいな画像は、それでも十分に事態の異様さを伝えていた。

　モニター左側の赤い船影が、ベルリン・シティ防衛局所属、空中戦艦『ジークフリード』。全長五〇〇メートルの威容が、闇やみ色の空に映える。

　それはよい。

　だが問題は、映像の右半分をしめる白い物体だった。中央部分は、ジークフリードとほぼ同じ大きさ。見ようによっては、デフォルメされた輸送艦のように見えないこともない。

　そこから、触手、としか形容の仕様がない物体が無数に生えていた。

　一本一本の太さが一メートルほどのそれは、あるものは牙きばがびっしりと生えた怪物の頭部を持ち、あるものは先端に巨大な人間の手や足を生やし、またあるものは、植物の蔓つるのように途中で無数に枝わかれし、そのどれもが、うねうねとうごめいていた。

　そいつらは、次々にジークフリードに取りつくと互いに絡み合って巨大な網となり、赤い船を自分の方へ引き寄せはじめた。

「ゴースト・ハックか」祐ゆう一いちは、モニターの向こうの化け物を睨にらみつけた。

「……は？」パイロットが呆ぼう然ぜんと振り返り「ゴースト……ハック？」

「仮想精神体を送り込むことで、無生物を生物化する能力だ」早口に説明しながら、通信機のスイッチを叩たたく。「おそらく、情報構造の維持に『桜おう花か』のメインシステムそのものを利用している。大戦中に魔ま法ほう士しが散々使った手だ」

　パイロットが放心状態で、魔法士、と呟つぶやきを返すが、相手にしてはいられない。

「……本部か？　黒くろ沢さわ少佐だ。ジークフリードが攻こう撃げきを受けている……違う、その通信はダミーだ……そうだ、すぐに対魔法士戦の準備。それと、准将を出してくれ」

　ほどなくしてモニターの向こうに、祐一の直接の上司である、ひげ面づらの小男が現れた。

『……少佐か！　どういうことだ？　こちらにはそんな連絡は』

「電波かく乱が行われている。おそらく、ウクライナの中継基地だ。同時にデータベースの電磁波マップも改ざんされていたために、気づくのが遅れた。なかなか手の込んだ相手だ」

『……こちらでも確認した……結局は、君の方が正しかったということか』

　祐一は、作戦内容の再検討を進言したときの、准将の皮肉な笑みを思い出していた。

「作戦立案をすべてコンピュータに任せているから、こういうことになる……それとも、作戦内容を疑いたくない理由でもあったのか？」

　その瞬しゆん間かん、准将の頰ほおがかすかにひきつったのを、祐一は見逃さなかった。

『……なにが言いたい！』

「なら、質問を変えよう。艦かん内ない戦せんになった場合、『ジークフリード』の現在の戦力は？」

　准将の禿はげ上がった額ひたいには、玉のような汗がびっしりと浮かんでいた。

『……自動防衛機構と、非武装の研究員が数名だ』

「通常、輸送任務は護ご衛えい艦三機を含む四機編成で行われる。まして、今回は神こう戸べとの共同作戦。最大限の兵力をもってあたるのが妥当だろう。だが作戦立案コンピュータの出した結論は『戦艦一隻による輸送』。そして、あんたらは渡りに船とばかりにその作戦案に乗り、わざわざ無人航行の可能な戦艦まで持ち出した。なぜだ？」

『……それは……』

「理由は一つ。積荷の正体が、万が一にも一般兵に漏れてはまずいからだ」祐一は、今やはっきりとわかるほど震ふるえている、名目上の上司を睨にらみつけた。「答えてもらおう。ジークフリードの積荷は、なんだ？」

　准将は青ざめた顔で、それでもなんとか祐一の眼光を受け止めようとし、失敗した。

『……マザー・コアだ』

「やはり、そういうことか」

　それさえ聞けば、用はない。

　ドアに手をかけ、いっきに開く。エントロピー制御のおかげで外気の流入は押しとどめられているが、一歩でも踏み出せばそこはマイナス四〇度の死の世界だ。

「時間がない」パイロットを振り返り「おれは今すぐジークフリードの救助に向かう。君はこのまま帰き還かんし、後続部隊に合流しろ」

　それだけ言って機外に身を乗り出す。

　見上げれば、鉛色の空はいっそう重くのしかかり、眼下の人間達を押しつぶそうとしているかのようだった。

　ようやく我に返ったパイロットが「了解！」と叫ぶのを背後に聞きながら、祐ゆう一いちはその身を極寒の空へと投げ出した。




『ジークフリード』第一階層。錬れんの足音は、リノリウム張りの天井に幾重にも反はん響きようして、どこか不吉な響ひびきを形成していた。

「ああ！　もう！」

　なんでこんなことになっちゃったんだろ。最後の呟つぶやきは、口に出すのももどかしい。

　心臓は、早はや鐘がねどころか、変則的な三二ビートを刻んでいるが、とにかく我慢。白っぽい無機光に照らされた通路を、ただひたすらに走る。

　実際、自分でも信じられないほどうまくいっていたのだ、途中までは。

　普段なら、作戦に入るまでの下準備や終わったあとの事後処理などは兄と姉がやってくれるのだが、今回は二人には内緒で受けた依頼だったから、全部自分でやらなければならなかった。

　錬は知恵を絞って、二つの手を打っておいた。

　まず、神こう戸べシティとベルリンシティの作戦立案コンピュータをハッキングして、計画表を一部書き換えさせてもらった。作戦に参加する艦かんは双方から一隻ずつ。護ご衛えい艦をぞろぞろ引き連れてこられては、さすがに対処しきれない。

　それから、ウクライナ平原の電波中継施設をハッキングして、偽にせの通信を流しておいた。念のために公共のデータベースに侵入して、電磁波マップも改ざんしておいた。

　それだけ準備万端整えておいたのがよかったのだろうか、『ジークフリード』の制圧は、あっけないほど簡単に成功した。

　本当は、もう少し大がかりな抵抗を予想していたのだが、ゴーストハックした『桜おう花か』を使って『ジークフリード』を取り込み、メインシステムをハッキングして自動防衛機構を乗っ取ってしまうと、白衣の研究員達は自室に逃げ込んでしまい、錬を拍子抜けさせてくれた。

　不思議なことに、この船にも『桜花』にも、戦せん闘とう員いんは一人も乗っていないらしい。

　データベースから船内構造を呼び出すついでに研究員達の部屋をロックし、最後に触手づたいにこっちの船に乗り移って、所要時間はたったの一五分。

　そこまでは、よかったのだ。

　それなのに。

　──なんなんだ、あれは！

　錬れんの脳と直結した『ジークフリード』船外カメラは、信じがたい光景を捉とらえていた。

　鉛色の闇やみ空に悠然と漂う触手の化け物、神こう戸べ市軍所属大型輸ゆ送そう艦かん『桜おう花か』のなれの果て。

　その無数の触手の上を、飛び回る物体があった。

　触手を相手に戦いを繰くり広げるその正体は、カメラの視点からでは黒い点としか判別できない。それはあまりに高速で、触手に比べてあまりに小さ過ぎる。

　だが、それが触手に接触するたびに、錬の脳にさざなみのような不快なパルスが走り、巨大な触手は一つ、また一つと破は壊かいされていくのだった。

　錬は、なんとか敵の正体を見極めようと、カメラに命令を送り込んだ。

　が、次の瞬しゆん間かん、その映像は唐突に消え去った。破砕された触手のかけらが、船外カメラを装甲板ごと削り取っていったのだった。

　そういうわけで、錬は走っている。

　室温二五度に保たれた船内を全力で走っていると、呼吸が乱れ、汗が頰ほおを伝って流れ落ちる。だが、そんなことに構ってはいられない。こうなったら一分一秒でもはやく作戦を終了し、脱出しなければならない。

　目的の部屋は、四層に分かれたこの船の第二層の一番奥。そこに、船内システムから完全に隔離された独立した空間がある。『サンプル』があるとしたら、ここしかない。

　脳内時計が『二時四七分』を告げた。

　階段を数段飛ばしで飛び降り、横の通路に飛び込む。なん度か角を曲がり、比較的開けたホールのような空間にでた。

　倉庫代わりに使われていると思おぼしきその場所は照明がカットされていてひんやりと薄うす暗く、今はからっぽだった。

　直径一〇メートルほどのホールをはさんだ反対側に、目的の部屋が見えた。

　そして。

「遅かったな」

　薄暗いホールの闇と静寂を従えて、その男は悠然とたたずんでいた。黒い軍服と、黒いロングコートと、黒いミラーシェードに身を包んで。

　東洋系の人種、おそらくは日本人。年は二〇代後半、三〇代かもしれない。短くそろえられた黒髪も一九〇センチ近い無駄のない体たい軀くも、そいつが優秀な軍人であろうことを示していた。

　だが、それ以前に、そいつは人間とは異なる、なにか死神めいたものに見えた。

「ずいぶんと好き勝手に暴れてくれたが、ここまでだ」

　男は、手に持った剣をゆっくりと鞘さやから引き抜いた。放り捨てられた鞘は、冷たく乾いた音を立てて床に転がった。

　構えもなにもなく無造作にさげられたその剣は、おとぎばなしに出てくる西洋の騎き士しが使うものを少し短くしたような大きさで、刃の表面から柄つかの先までをびっしりと覆おおうように細かな文様が彫り込まれ、ところどころに材質もわからない宝石がいくつも象眼されていた。

　全体として一つの巨大な構造をなすよう形作られたその細工は、飾りと呼ぶにはいささか大げさで、芸術と呼ぶにはあまりに無機的だったが、錬れんにある物を連想させた。
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「投降しろ。抵抗するなら、殺す」

　すなわち、精巧な電子回路を。




　祐ゆう一いちは、剣をだらりとさげた『無形の位』の構えをとりつつ、敵の姿を見やった。

　……まさか、子供一人とはな。

　中途半端な長さの少し癖くせのある黒髪に、顔のサイズの割に大きな黒い瞳ひとみの、どこにでもいそうな日本人の少年。年は一三、四歳だろう。体が小さくてやせているから、本当はもう少し上かもしれない。特殊工作員よろしく肌にぴったりとつくタイプの防ぼう刃じんシャツに身を包み、腰には論理回路の刻まれたサバイバルナイフをさげている。

　単独で行動するということは、自分自身のＩ－ブレインに相当の自信を持っているのだろう。実際、ここまでの手並みは子供とは思えないほど見事なものだ。

　だが、魔ま法ほう士し戦せん闘とうの優劣は、Ｉ－ブレインの演算速度とは違う次元に存在する。

　……君の力、見せてもらおう。

　先手必勝。瞳ひとみをすっと細め、頭の中に意識を集中する。

（Ｉ－ブレイン、戦闘起動）

　思考の主体をＩ－ブレインに移行。思考単位をナノセカント（一〇億分の一秒）に固定。

（情報構造体を接続。「自我ローカルネツト」と「情報の海グローパルネツト」をリンク）

　状況の認識。体内の熱量の流れ、神経パルスの波形、筋きん繊せん維いの張力、外部の温度、湿度、圧力、床面の摩ま擦さつ係数……。無数の情報を脳に収めたら、次はそれらを『書き換えて』いく。

（「身体能力制御」発動）

　Ｉ－ブレインは単なるコンピュータではない。より正確に言うなら『ある一定以上の演算速度を持ったコンピュータは、もはや、コンピュータではない』。

　コンピュータは、情報を扱う機械だ。

　端末ディスプレイの生み出す映像、音、言葉、思考。すべては、抽象化された零ゼロと一の無限列によって構成される『情報』に過ぎない。

　では、情報とはなんなのか。

　その答を最初に見出したのは、二一世紀のネットダイバー達だった。彼らはよりリアルな仮想現実を追求した末に、あるとき気づいた。

　自分達が扱ってきたものは、ディスプレイに表示される文字列や、回路を流れる電流のオンオフではない、もっと抽象的ななにかであったことに。そして、そのなにかは現実の世界にまで広がっていることに、現実と仮想現実の間に本質的な区別がないことに。

　世界は『情報』でできている。

　人の心も、物理法則も、所しよ詮せんは情報に過ぎない。ただ、それらの情報は広大で、この世界の本質に深く食い込んでいるために、固くて変質しにくいだけだ。

　ならば、こちらもより速くより強く、情報を押しつければいい。

　電子や光の流れを媒介せずに『情報』を直接操作することが可能ならば、物理法則はたやすく乗り越えることができる。

　ネットワーク構造を伝ってコンピュータのデータを書き換えることと、世界のすべての情報によって構成される広大で煩雑な『情報の海』を伝って、物理定数や基本式を書き換えることとの間には、本質的な違いはなに一つない。

　世界で最初の一〇〇万ビット量子コンピュータが起動され、現実に『熱力学第二エントロピー増大法則の破れ』が観測された。『情報の海』の実在が確認され、二〇世紀の科学が切り捨てたあらゆるオカルトに再び科学の光があてられた。二二世紀半ばのことだ。

　そして、『魔法士』が生まれた。

（運動速度、知覚速度を二〇倍で定義）

　時間が遅くなり、五感の情報がすべて数値データに変換されていく。『身体能力制御』は自分の体内における物理法則を改変し、筋力、反応速度、神経伝達速度を増幅。同時に、不自然な運動の生み出す反作用から肉体を保ほ護ごする。

　多様な魔ま法ほう士し能力の中にあって、その力は最も単純で、近接戦せん闘とうにおいては最も効果的だ。

　踏み込む。

　二〇倍に加速された肉体は、本来の物理法則を切り裂いて、疾走を開始。

　一歩目、足が床面に接する。Ｉ－ブレインがめまぐるしく回転し、高速運動が生み出す衝しよう撃げきを、片っ端から打ち消していく。

　少年が驚きよう愕がくに目を見開く。

　予想よりも反応が早い。知覚速度はおそらくこちらと同等。

　だが、運動速度が伴っていない。

　続けて二歩目。

　ここで、少年の肉体が動作を開始。

　推定運動係数は約五倍。なかなかの数値だ。

　三歩で射程距離に飛び込む。袈け裟さ斬ぎりに一いつ閃せん、狙ねらうは少年の右腕。

　剣の軌道上にあった腕が寸前で引かれ、小さな体が向かって左に大きく跳びすさる。

　剣先が床に叩たたきつけられる寸前で、右足に力を込める。直線の運動量を円の動きに転化させ、まだ回かい避ひ運動中の少年に向かって斬きり上げるように一閃。

　刹せつ那な、チタン合金製の床が大きく変形して巨大な手が出現、剣の軌道に立ちふさがる。

（騎き士し剣「冥めい王おう六式」情報解体発動）

　かまわず、チタン合金の手に向かって叩きつける。接触した瞬しゆん間かん、騎士専用剣型デバイス『冥王六式』が『手』の論理構造をハッキング、消去。自らのよって立つ論理を失った『手』が、砂のように崩れる。

　少年が、さらに一歩距離を稼かせぐ。

　斬り上げた剣先を引き戻しつつ踏み込む。少年との距離を一瞬で零ゼロに戻し三撃目。剣を水平に構え、まっすぐに突き出す。

　正確に少年の右腕を狙ったこの突きは、しかし、いつのまにか少年の手に出現していたナイフに受け止められた。

（情報解体、失敗）

『冥王六式』の干渉力がナイフの論理構造に抵抗される。ハッキングが終了する前に、少年は突きの勢いを利用して跳ちよう躍やく。ナイフを騎士剣の干渉から逃れさせ、距離を取ろうとする。

　よく、かわす。

　祐ゆう一いちは、剣を正眼に構えた。

（騎き士し剣「冥めい王おう六式」完全同調。光速度、万有引力定数、プランク定数、取得。「自己領域」起動準備）

　論理構造を回復したチタン合金が空中で再結晶し、床に跳ねて甲高い金属音を立てた。




（運動係数制御デーモン「ラグランジュ」常じよう駐ちゆう。知覚倍率を二〇、運動能力を五に設定）

　と同時に、男が踏み込んできた。

　速い。

　二〇倍に引き伸ばされた時間の中で、男は当たり前のように『普通』に動いて見せた。錬れんには、剣の動きを目で追いつつじりじりと体を逃がすことしかできない。

　知覚速度と運動速度の比率は四分の一。空気がコールタールのように重く感じられ、ひどくじれったい。

　だが、これ以上の速度での運動は、自分の肉体を破は壊かいしかねない。脳内に常駐した『運動係数制御デーモンラグランジユ』によって肉体の運動速度と知覚速度は限界まで加速されているが、錬のＩ－ブレインは近接戦せん闘とうに特化されているわけではないのだ。

　右手めがけて剣が迫る。予測できていなければ到底かわせないスピード。ぎりぎりのところで腕を引き戻しながら、体ごと右に飛びすさってかわす。

　男の体勢がほんの一いつ瞬しゆんだけ流れる。そのわずかな時間にＩ－ブレインの容量を一部解放し、床面を構成するチタン合金に対して意識のチャンネルを開く。

（仮想精神体制御デーモン「チューリング」起動。「ゴースト・ハック」をオートスタート）

　Ｉ－ブレイン内に圧あつ縮しゆく保存されている仮想精神体がチタン原子の情報を上書きしていく。

『仮想精神体制御デーモンチユーリング』は情報の海を介して対象の物体に仮想意識を送り込み、生物化させて支配下に置く。

　送り込まれた意識体は、なんらかの手段で対象の物体に『思考』させ続けない限り、一〇秒足らずで拡散、消滅してしまう。本来はコンピュータ制御された一般兵器に対する攻こう撃げき手段として用いる以外に使い道のない能力だが、ナノセカント単位で進行する対魔ま法ほう士し戦闘においては有効な攻撃・防御手段として機能する。

　錬の命令に従ってチタン合金の床が変形し、巨大な『腕』が出現する。

　男はすぐに体勢を立て直し、切り上げるように一撃を放つ。速すぎる。こちらはまだ着地もできていない。創つくったばかりの『腕』でかろうじて受け止める。

（論理式破損。ゴースト強制解除）

『腕』を腕たらしめていた情報はおろか、『チタン合金』という属性までもが一時崩ほう壊かい。金属結合をとかれたチタン原子がばらばらにくだける。対応が速すぎる。これでは距離を取ることができない。

　とっさに腰のサバイバルナイフに手を伸ばす。

（右腕の運動を一五に再設定）

　右腕が跳ね上がり、三撃げき目の突きを受け止める。同時に軽く跳ちよう躍やくし、剣の勢いを利用して後方に逃れる。姉のお手製のサバイバルナイフは騎き士し剣の干渉力をなんとかしのいでくれたが、超過運動と衝しよう撃げきの相乗効果に耐えられず右腕の毛細血管が破裂、腱けんもなん本か切れた。神経パルスを制御して痛覚を遮断する。

　男が、剣を正眼に構えるのが見えた。

　後方に跳躍した現実の肉体は、慣性の法則にしたがって宙を滑る。着地するまでほんの一秒足らず、そのわずかな時間を使って、Ｉ－ブレインの起動状態を変更する。

（肉体制御、自動回路に移行。脳内容量開放。全力起動準備）

　目の前の一点を中心に、視界が裏返る。周囲が闇やみに包まれ、文字列に埋め尽くされた無数の『窓』が浮かぶ。思考の主体を『Ｉ－ブレインの中の錬れん』に移行。ナノセカント単位に引き延ばされた極限まで濃のう密みつな時間の流れの中で、思考が研ぎ澄すまされていく。

　正面の一番小さな窓を指差す。窓が弾はじけていくつかの銀色の球体に分かれる。銀色の球体は、りんごの皮をむくようにするするとほどけて無限に連なる文字列の紐ひもとなり、互いにより合わさって二つの能面のような人の顔を形作る。

　それに呼応するように、それまで錬の周りを飛び回っていた二つの銀色の妖よう精せいが文字列の紐に分解、窓の中へと吸い込まれていく。

（「ラプラス」「マクスウェル」常じよう駐ちゆう。容量不足。「運ラ動グ係ラ数ン制ジ御ユ」「仮想精神体制御チユーリング」強制終了。肉体感覚復帰）

　思考の主体が再び『現実の錬』に戻り、視界の中に薄うす暗いホールの灰色の壁かべが出現。

　右足、左足、と着地の感触。

　正面から、男が突っ込んでくる。

　肉体が反応するよりも、意識が反応するよりも遥はるかに速く、Ｉ－ブレイン内に常駐した短期未来予測デーモン『ラプラス』が起動する。その能力は、近接空間内の全物質の座標、運動量を初期値とした、三秒先までのニュートン力学的未来予測。

　視界の中に、予想され得る剣の軌跡が可能性の高い順に書き込まれ、盾たてを創つくるのに最適のポイントが赤く点滅する。

（エントロピー制御開始。「氷ひよう盾じゆん」起動）

　右腕を振り上げ、目の前の空間を払う。と、手のひらが通過した一角で気温が低下。一〇センチ立方ほどのわずかな空間は瞬しゆん時じに絶対零れい度近くまで低温化し、小指ほどの大きさに固体化した空気結晶が淡青色のきらめきを放つ。

　分子運動制御デーモン『マクスウェル』。その能力は、気体分子の運動を制御する仮想存在『マクスウェルの悪あく魔ま』の生成による、局所空間内のエネルギー、運動量の操作。

　生み出された空気結晶は、その一部は寄り集まって手のひらほどの大きさの淡青色の盾となり剣の衝しよう撃げきを拡散吸収、残りは一定の運動量を与えられて銃弾となり男に襲おそいかかる。

　男は寸前で剣を引き戻し、氷の銃弾を弾はじきつつ後方に跳ちよう躍やくする。

　回かい避ひする軌道など予測のうち。

　男が着地した瞬しゆん間かんには、『マクスウェルの悪あく魔ま』は情報の海を伝って移動を終えている。

（「氷ひよう槍そう」起動）

　男の左右、後方、頭上の四方向に氷の槍やりを生成、回避軌道をふさぐ。

　男が迎撃のために構える。その表情には、あせりの色はまったく見られない。男の能力をもってすれば、氷の攻撃をすべて叩たたき落とすのは容た易やすいことだろう。

　予測通りの反応だ。

（「マクスウェル」熱量操作。「炎えん神じん」発動）

　氷の槍を創つくり出すために奪い去った熱量。エネルギー保存則ゆえに消えることもできず周囲に漂うそいつらを、そっくりそのまま槍の中へと戻してやる。

　槍を構成する窒素結晶が一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とうする。固体と気体の体積差はおよそ数千倍、高圧あつ縮しゆく状態に置かれた気体は音速の壁かべすら超過して膨ぼう張ちようする。

　あとに続くのは、水蒸気爆ばく発はつ。

　男を中心として、空間が爆はぜた。爆心地の床が異様な音をたてて陥没し、四方に飛び散る衝撃波は、真空の盾に包まれた錬れんの体を避さけてチタン外がい壁へきに叩たたきつける。

　爆発が収束するまで、ほんの一秒足らず。空間に残る振動の余よ韻いんもすぐに消え去り、やがて、ホールは静寂に包まれた。

　錬は、ほうと安あん堵どの息を吐いた。

　──危険信号が真後ろから襲ってきた。

（攻撃感知。回避不能、防御不能）

『ラプラス』の告げる警けい告こくの意味を理解するよりはやく、焼けるような痛みが左足を貫いた。

「……がっ！」

　すさまじい痛みは神経を伝い、脳を撃うち抜いた。

　意識を集中することができない、痛覚を遮断することができない。

　転げるように二撃目三撃目をかわしながら、体をひねって振り向いた錬の視界に、闇やみ色のロングコートが死神の翼つばさのごとくはためいた。

　立ち上がろうとして、失敗する。足を斬きられた。たぶん、骨の近くまで達している。

　這はいずるようにして男の攻撃から逃れる。

　かわしきれない。右腕を浅く斬られる。

　動くたびに新たな痛みが走り、鮮せん血けつが飛び散る。

　頭が混乱する。わからない。どうやってあの爆発をかわしたのか。どうやってこちらの真後ろに移動したのか。一億分の一秒単位で世界を見る『ラプラス』の力をもってしても、瞬間移動にしか見えなかった。

　背中に、とん、という軽い衝しよう撃げき。血の気の引く思いで後ろ手に探ると、チタン外がい壁へきの滑らかな手触りがあった。

　朦もう朧ろうとした視界の中、男が剣を突きつける姿が、やけにはっきりと見えた。

　体中の血液が逆流しているかのような、すさまじいめまいと吐き気。力を失った四肢は、どれだけ動け動けと念じても、まったく反応してくれない。

　自分の意志とは無関係にまぶたが閉ざされていくのを、錬れんは感じた。

　……脳裏に、家で待っている兄と姉の顔が浮かんだ。

　考えるより先に体が動いた。ぼろぼろの右腕が跳ね上がり、剣先をはじく。同時に体は壁かべ伝いに左に横転、剣の間合いから逃れる。

　完全に使い物にならなくなった右手から、ナイフが滑り落ちる。

　頭が冷えた。

　もし自分が負けたら、死んでしまったら、兄と姉はどうなるか、どれだけ悲しむか。

　痛覚遮断、左足の血流をカット。

　砕けるほど奥歯をかみしめ、壁を支えに立ち上がる。

　この足では動けない。『マクスウェル』の攻撃は効果がない。脳内麻薬が思考を活性化し、末まつ梢しよう神経の一本一本にいたるまで感覚が行き渡る。自分と相手と、二人を繫つなぐ一筋の線に世界が閉じ込められていく。

　やるしかない。

（「アインシュタイン」常じよう駐ちゆう。容量不足。「ラプラス」「マクスウェル」強制終了）

　まだ動く右足で床を蹴けり、左腕で壁を突き放し、迷わず男に向かって突っ込む。

　剣先をかいくぐり、目の前に着地。左足が体重を支えられず体がよろけたが、かまわず男の顔を正面から見据える。

　男はたじろいだように半歩後ずさり、反射的に剣を振り下ろす。

　錬は、無我夢中で左手を突き出した。

（空間曲率制御開始。「次元回廊」発動）




「ふう、これでよし」

　左足と右腕の応急処置をすませると、錬は、壁に頭をもたれさせて目を閉じた。

　疲れた。あんな強い相手と戦ったのは生まれてはじめてだった。次にやったら、たぶん勝てないだろう。

　このまま眠ってしまいたかったが、そうも言っていられない。脳内時計が『二時五二分』を告げる。壁に預けたままの体を引きずるようにして立ち上がり、あらためて周囲を見まわした。

　ここが目的の部屋の中だ。さっきの男は隣となりの部屋、『空間曲率制御デーモンアインシユタイン』によって生み出された『無限の深さを持つ空間の穴』の底にいる。情報の海の復元力によって『次元回廊』が自然消滅するまで、およそ三〇分。自力で脱出される可能性はほとんどないが、念のために扉を支配して硬化させておく。

　気温が低い。ここは一種の冷蔵庫なのだろう。五〇メートル四方ほどの大きさの部屋には、錬れんの身長よりも遥はるかに大きな円筒形ガラスの培ばい養よう槽そうが、全部で四〇本並んでいる。

「ってことは、どれかが四番だね」

　ガラス筒はどれも、表面が霜しもで覆おおわれていて中の様子はわからない。試しにそのうちの一つに近づき、霜を拭ぬぐってみた。

「……脳？」

　培養槽に浮かんでいたのは、人間のものと思おぼしき脳だった。灰色に近いくすんだ色のそれにはチューブや電極が何本も繫つながれ、規則正しい脈動を繰くり返している。

「これ、生きてる」

　あることに気づいた。まわり込んで脳の正面、前頭葉のあたりを見る。中心から少し外れたところに、まわりの組織に比べてしわの数が多すぎる、少し膨ふくらんだ部分を見つけた。

「……Ｉ－ブレイン」

　魔ま法ほう士しだ。それも、外科手術の跡が見られないから、遺い伝でん子しレベルで合成された『先天性』の魔法士だ。

　慌てて他ほかの培養槽に駆け寄る。どれにもこれにも同じように、脳が一つずつ浮かんでいた。

「ってことは、四番っていうのも……」

　錬の頭に、自分のベッドの隣となりに脳のう髄ずい入りのガラス筒が立っている、あまり楽しくない光景が浮かんだ。

　かすかに顔をひきつらせながら、培養槽の番号を読み取り、四番を見つける。

　ひんやりとしたガラス筒の表面に手を当て、さっと拭ふく。

　その瞬しゆん間かん、自分の心臓が跳ねるのを、錬は感じた。

　そこにいたのは灰色の脳ではなくて、白い肌の人間、それも錬と同おない年ぐらいの少女だった。

　錬は思わず見とれた。肌が、文字通り透き通るように白い。肩までの長さの金色の髪に縁ふち取られた顔も、その中にある薄うす紅くれない色の唇も、どれも小づくりで人形のように整っている。目を閉じているせいもあってか、本当に人形のようだ。

　視線を下げると、胸のあたりが規則正しく動いていた。人形ではない。

　ところで、少女は培養槽の中に入っているわけだから、当然なにも身に着けていない。

　頰ほおが熱くなる感覚に、錬は大慌てで視線を上に戻した。

　──大きな、エメラルドグリーンの瞳ひとみと、目が合った。

　少女の目がいつのまにか開いていて、人形が人間になっていた。少女は数回瞬まばたきすると、錬の瞳を覗のぞき込むように、にっこりと微笑ほほえみかけた。

　つられて、錬れんもぎこちなく微笑ほほえむ。次の瞬しゆん間かん、培ばい養よう槽そうの正面が真っ二つに割れ、かすかな粘性のある培養液とともに少女が降ってきた。

　慌てて両腕を広げ、少女を抱き止めた。

「うっ！」

　痛覚遮断の大きな欠点は、けがをしているという事実を本人がときどき忘れてしまうことだ。腰が砕けそうになるが、なんとか片腕片足で踏みとどまることができた。

　幸いなことに、少女の体はとても軽かった。

　試し行こう錯さく誤ごの末、なんとか片腕で抱き上げる方法を発見する。少女は再び目を閉じ、眠っているようだ。こうして改めてよく見ると、少女の寝顔はずいぶんとあどけない感じがする。
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「と、とにかくはやく脱出しないと」

　なんとか声がうわずるのを抑えようとして、ひとつ咳せき払い。自分の上着を脱いで少女の体を包み、部屋の奥へと向かう。

　と、部屋の片隅のテーブルの上に置かれた携帯端末に目が止まった。ラップトップ型のずいぶん古いタイプのものだ。

　なにげなく歩み寄り、起動する。ドライブにディスクが一枚。ファイルを開こうとしたが、思いのほかロックが固く中身を読むことはできない。

　データをＩ－ブレインにコピーするのは諦あきらめ、ディスクを抜き取った。

「これぐらいもらって行っても、罰ばちはあたらないよね……サンプルじゃないし」

　呟つぶやいたときだった。

　かすかな金属音と、それに続く轟ごう音おんが、錬れんの鼓膜を叩たたいた。

　反射的に四〇メートル後方の扉を振り返る。

「……噓うそ」

　硬化された扉は見事に円形に切り抜かれ、黒ずくめの男が部屋に入ってくるところだった。

「やってくれたな」

　男は錬の姿を認めると、ミラーシェードをはずして胸ポケットに収めた。

「空間を歪ゆがめて時空のトラップを創つくり出すとはな。いいセンスだ」

　そっちこそどうやって『次元回廊』から抜け出した、その言葉を錬はかみ殺した。

　こちらの受けた傷は、右腕と左足に致命的なものが二つ、細かいものにいたっては数え切れず。対して、相手に与えることのできたダメージはまったくの皆無。

　逃げ切れるかな？

（「チューリング」起動。「ゴーストハック」をオートスタート）

　床面の構造情報を伝って、男の足もとに『腕』を生成。

　同時に、床を蹴けった男の体が宙を舞う。

　一いつ瞬しゆん前まで男のいた空間を『腕』がなぎ払う。男は空中で反転すると天井を蹴り、『腕』めがけて襲おそいかかる。

　その隙すきに少女の体を支え直し、ディスクを握りしめて、錬は部屋の一角に駆け寄った。壁かべに手を触れると、それは生物のように震ふるえ、人間が一人通れるほどの穴が生まれる。

　その向こうに広がるのは、マイナス四〇度の大気と、鉛色の空。

　男がチタン合金の腕を切り飛ばし、こちらを見た。錬は息を吸い込み、床を蹴って跳ちよう躍やく。

　雪混じりの風が、耳もとで低く唸うなった。




「……本部か？　黒くろ沢さわ少佐だ……サンプルの一つが敵の手に渡った。……ああ、『四番フイア』だ……追つい撃げきか？　総員フル装備で。ダメージは与えたが油断するな」

　祐ゆう一いちは通信を切り、少年の消えた穴から眼下を見下ろした。

「まあ、あの連中に捕らえられるとは思えんがな」

　気だるげに呟き、騎き士し剣を無造作に放り捨てる。床に触れた瞬間、それは柄つかだけを残してガラスのように砕け散った。

　騎士剣の刀身を構成する銀の不安定同素体、通称『ミスリル』は情報制御のもとでしか存在することができない物質だ。そのためにこの物質は『情報の海』の中で強い影えい響きようをもち、逆に許容量を上回る情報の流れにさらされると構造を侵食されてたやすく腐ふ蝕しよくしてしまう。

　もともと、祐一の能力に耐えられるほどの設計はなされていなかったのだが、少年が予想外に手て強ごわかったために、全力起動せざるを得なかった。

　この剣さえまともなら、逃がしはしなかった。

「大量生産品は、役に立たん」

　柄つかだけになった剣をつま先で蹴けり、残されたサンプルを振り返る。

　……まさか、もう一度『マザーシステム』と関かかわることになるとはな。

　あるいは、あんな夢を見たのも、なにかの符丁なのだろうか。

　大きく息を吐き、チタン外がい壁へきの向こうに広がる空に視線を戻した。祐ゆう一いち個人の働きはともかく、作戦として見るならばこれは完敗だ。上層部のなん人かの首がすげ変わり、すぐにでも奪だつ還かん作戦が立案されるだろう。

　ことによると、一〇年ぶりに日本に帰ることになるかもしれない。

「……神こう戸べ、か」

　鉛色の空は、いつのまにか少し落ち着いた軽い灰色に染まっていた。激しかった雪も、ちらほらとした小降りなものに変わっていた。

　それを見ながら、ふと考えた。

　あの少年は、青空の色をおぼえているだろうか、と。







　　　第二章　それぞれの帰る場所～A week──the first day～







　ポットに一杯のコーヒーと、テーブルシュガー。ミルクは合成に手間がかかるから、できるだけ使わないことにしている。

　一杯目をカップに注ぐと、苦いような甘いような香りが、三畳ほどの空間いっぱいに広がる。砂糖を大さじで二杯半。甘めのコーヒーを飲むと頭がよく働くのだ。

『真ま昼ひる・仕事用・歴史』とタイトルのついたディスクをボイスレコーダーに差し込み、スイッチをオンにする。

「……西暦二一九八年二月一四日。記録者名、天あま樹ぎ真昼。題目、第三次世界大戦と地球連合の崩ほう壊かいについて」

　数秒の間を置くために、コーヒーをひと口。それから、ゆっくりと語りだす。

「世界大戦の勃ぼつ発ぱつと、それによる文明の崩壊について論ずるためには、まず、西暦二〇八二年の地球連合の発足まで遡さかのぼらなければならない。

　人類史上初めて結成された、現実的な実行力を持った世界組織。そこにいたる要因は、大きく三つに分類される。ネットの発達、人口問題の解決、そして、シティの建設。

　このうち、ネットと人口問題に関しては、特筆するには及ばない。

　二〇世紀末に端を発するコンピュータネットワーク網、いわゆる『ネット』の発達による、国家や民族といった概念の実質的な消失。

　人工食しよく糧りよう生産プラントの実用化による食糧問題の解決。太陽光、地熱、風力などのフリーエネルギーと、月で採掘されるヘリウム三による核かく融ゆう合ごうがもたらした、エネルギー問題の解決。

　建けん築ちく学の革命といわれた『積層方閉へい鎖さ都市』の建設による、人口密度と環かん境きよう問題の解決。

　これらの諸しよ要素は、いずれも戦前の歴史学者達によってすでに議論の尽くされた問題であり、特につけ加えるべき命題を見出すことはできない。

　だが、第三の要素、積層方閉鎖都市『シティ』というシステムが人類に与えた、文化・社会面への影えい響きようについては、いささか議論の余地があるように思う」

　いったん言葉を切り、ボイスレコーダーをオフにする。

　次の瞬しゆん間かん、地の底から響ひびくような重苦しい轟ごう音おんとともに『処理が終了しました』という機械合成音が響いた。ぴったりのタイミングだ。

　部屋の一角、というより本来なら六畳はあるこの部屋の半分を占拠する、そのばかでかい機械、分子配列変換システムに歩みより、取り出し口を開く。

　両手のひらに少し余るほどの白い物体を取り出す。滑らかな手触りで、やわらかく、少し引っ張ってみてもちぎれる様子はない。

　申し分ないできだ。今日は調子がいいらしい。

　給湯器の温度を五〇度に設定し、ボウルにいっぱいに湯を張る。先ほどの物体は少し小さめのボウルに移して湯の中につけ、表面をラップで覆おおって湯せんにかける。

　席に戻って、コーヒーをひと口。

　再び、ボイスレコーダーのスイッチをオンにする。

「……さて。

　有史以来人類の生み出した中で、万里の長城についで巨大な建築物がこの『シティ』であることに関しては、異論をさしはさむ余地はない。

　直径二万メートル。高さ一万メートル。内容積、約二〇〇〇キロ立方のドーム型都市。その外観とサイズから、『バベルの塔の再来』として宗教関係者からの反対運動が起こったという、第一都市『ワシントン』建設当時の記録が残されている。

　二〇〇〇万人の生活を恒久的に維持することが可能なこのシステムの誕たん生じようによって、人類は当面の人口・環境問題から解放され、同時に、画一化されたシティの環境は、あらゆる貧富の差、地域格差を消し去り、国家の消滅と地球連合発足の直接の引き金となった。

　だが、このシステムが『人類のほとんどすべてが、一つの建築物から一歩も出ることなく一生を終えることができる』という、歴史上かつてない異常な状況を引き起こしたことは、あまり指摘されていない。

　シティは、国家という概念を消滅させたが、一方で国家よりはるかに閉へい鎖さ的な政治単位の、温床となったのである」

　座ったままの体勢でボウルに手を伸ばし、湯せんによって二倍ほどに膨ふくらんだ白い生地を台の上に取り出す。

　軽くガスを抜き、包丁を使って切り分けていく。このとき間違っても手でちぎったりしてはいけない。断面が荒れると、最後に蒸すときに生地が破れてしまう。

　切り分けた生地は丸めて形を整え、乾かん燥そうしないようにラップをかけて休ませる。手もとのタイマーを一〇分にセット。

　空になってしまったカップに二杯目のコーヒーを注ぎ、再び言葉を紡ぐ。

「……地球連合樹じゆ立りつ宣言は、二〇八二年三月一〇日、ジュネーブの国際会議において満場一致で採択された。この瞬しゆん間かんに地球上から『国家』が消滅し、世界は最小の自治単位である『シティ』とそれらの代表会議である『連合議会』によって運営されることとなった。

　この頃、地球上の総人口は、二〇〇億人に達しようとしていた。

　さまざまな発展があったことは、否定できない。

　人類にとって残された唯一の問題である『老い』と『病』に対して、積極的な研究が行われた。一〇〇年、二〇〇年先を見越して、外宇宙に向けた移民船団が送り出された。大気制御衛星が南極と北極に打ち上げられ、人類は、天候さえ自由に操る術すべを手に入れた。

　世界からは、差別も貧困も争いも消え、誰だれもが思い描いた理想郷がそこにあった」

　ぴたりと、言葉が止まる。ここから論理を逆転していくわけだから、理想郷があったと言いきってしまうのはおかしいかもしれない。そんなことを考えていると、手もとのタイマーが一〇分を知らせた。

　戸棚から麵めん棒ぼうを取り出し、生地を直径一〇センチほどに丸く伸ばす。このとき、生地の中央は厚く、端に近い部分を薄うすめに伸ばすのがコツだ。

「では、なぜ大戦は起こったのか。

　一般的に、この原因は大気制御システムの暴走と、それに続く冬の時代の到来にあると言われている。西暦二一八六年、事件発生の日付から『コード五一四』と呼ばれることになるその事故の原因は、一二年を経た現在でも判明していない。

　南極と北極の大気制御プラントが、世界中の空に遮光性の気体を撒まき散らした。本来なら干ばつの対策に使われるべきこの気体は、自然には分解しにくく、最終的に実用化にはいたらなかったものだった。

　何重にも施された安全機構がなぜ作動しなかったのか、それ以前に、安全性の問題から一〇年以上も前に破棄されたはずのその気体がなぜ衛星に積まれていたのか。反地球連合組織のテロ、シティ上層部の陰いん謀ぼう、気象衛星管理官が麻薬常習者だった、当時のニュースからはさまざまな憶おく測そくを読み取ることができる。

　いずれにせよ、この事故の発生がなければ、地球連合とシティ体制は現在でも存続していたことだろう。

　月のヘリウム三の枯渇化が叫ばれ、エネルギー供給の九〇パーセント以上を太陽光発電プラントに移行していた人類にとって、この事故は致命的だった。地熱、風力などの補助的な生産手段だけでは人類のすべてを養うには到底足りず、旧時代の化石燃料や核分裂に関するノウハウは、すでに失われつつあった。

　同年六月三日、シティ・ミュンヘンが自国近郊の地熱発電プラントの占有権を主張したのを皮切りに、世界は戦争状態に突入していく。

　だが、第三次世界大戦の原因を考察するためには、もう一つ、『軍隊がなければ戦争はできない』という当然の事実から、目をそむけることはできない」

　しゃべりながら麵めん棒ぼうを転がすのは、なかなか難しい。議論が白熱してくれば、なおさらだ。途中何枚か破れてしまいやり直しもあったが、どうにか完成。

　冷蔵庫から作り置きの餡あんを取り出す。材料のほとんどは共同管理の耕作プラントで合成された人工培ばい養よう品だが、白菜だけは隊商から仕入れた本物だ。きっと、おいしいだろう。

　コーヒーをひと口。息を吐く。

「そう。

　世界平和が歴史上かつてないほど完かん璧ぺきな形で実現されていたにもかかわらず、地球上のすべてのシティは、いずれもほぼ同程度の、過剰なほどの軍事力を備えていた。

　初期には、地球連合体制に対する拭ぬぐい難い不信感のために。

　中期には、生物学とスポーツ生理学の発達によって形けい骸がい化したオリンピックに代わる、『平和的な代理戦争』の手段として。

　後期には、労働の消滅によって生きる意義を見失った市民の向上心を煽あおるステータスシンボルとして。

　シティ体制の存続した一〇〇年間、軍隊組織は縮しゆく小しようと拡大を繰くり返しながら、存続しつづけた。

　この事実が、全面的にではないにせよ、シティという環かん境きようの閉へい鎖さ性によっていたことは否定できない。当時のシティ市民の一般的な感覚として、なによりも優先されるべきは自分のシティであり、連合議会の権威はそれより一段下に存在するものだった」

　大さじ一杯ほどの餡をすくい取り、生地で包む。片手でひだを取りながら、もう片方の親指で餡を押し込むようにするとやりやすい。そして、これが肝心なのだが、包み終わりはかならずひねって閉じる。そうしないと、蒸したときに餡が飛び出してしまう。

　すべて包み終わったら、底に薄うす紙を貼はりつけて台の上に載せ、またしばらく休ませる。

「……ここに、もう一つ重要な歴史的事実が存在する。

　ウィッテン・ザインＷＺ型情報制御能力者、のちに『魔ま法ほう士し』と通称されることになるその第一号が、ハノーバーのフリードリッヒ・ガウス記念研究所で誕たん生じようし、『情報制御理論』が単なる机き上じようの空論から実用的な工学へと踏み出したのが、西暦二一八三年。

　大戦勃ぼつ発ぱつの三年前にあたるこの年の一月には、月のヘリウム３の枯渇化が深刻な問題として取り上げられ、残されたわずかな埋蔵量の優先権をめぐって、連合議会は緊きん迫ぱくした空気に包まれていた。

　そのために、情報理論の実用化は遅れた。

　各シティはこの新たな理論に関して閉へい鎖さ的な姿勢をとり、独自の研究を進めていった。

　互いに交流のないまま、研究方針は二転三転し、代替エネルギーとしての実用化のめどがたたないうちに、大戦が勃発。必然的に、研究は軍事利用一本に絞られていった。

　人々は、画期的な兵器として魔ま法ほう士しを受け入れた」

　台所の片隅で、先ほどから蒸気を上げている蒸せい籠ろのふたを取り、一つ一つ、お互いがくっつかないように並べていく。あとは、一五分ほど蒸せば完成だ。

「戦争によって人類は疲ひ弊へいしていった。わずかばかりのエネルギーは瞬またたく間に浪費され、総人口は一〇年で半減した。そして、ニューヨーク市を中心とした連合軍と、上海シヤンハイ市を中心とした共和軍が正面から激突したアフリカでの戦いで、最後の一いち撃げきが振り下ろされた。

　人類がはじめて経験した『魔法災害』。共和軍に従軍した一人の魔法士によって、アフリカ大陸全土で五三のシティの核かく融ゆう合ごう炉が同調して暴走。アフリカ大陸のおよそ九割が消滅し、軍人、民間人、合わせて七〇億人以上が一いつ瞬しゆんで消し飛んだ。

　もはや、戦争に勝者も敗者もない。だが、そのことに気づいたときには、すべてが遅かった。

　人類に残されたのは、わずか七つのシティと二億人足らずの人口。その半分以上が、シティに住むことすらできず、シェルターや発電プラントのまわりに街を作り、かろうじて生存圏を維持している。シティにしたところで、いつまでその機能を維持できるかはわからない。

　試算によれば、太陽を遮る遮光性ガスが分解するまで、およそ一〇〇〇年。人間という生物にとって、その時間は長すぎる」

　今のフレーズは、結構かっこよかったな。そんなことを考えながら、蒸籠のふたを取り、出来栄えを確認する。

　我ながら、完かん璧ぺき。

　ボイスレコーダーのスイッチを切ろうとして、ふと思いとどまる。なにか、締しめの言葉があった方がよくないだろうか。

　少し考え、天あま樹ぎ真ま昼ひるは言った。

「今、西暦二一九八年。人類は、その歴史に幕を引こうとしている」

　それから、たった今でき上がったばかりの肉まんを皿に取り、リビングに入っていった。




「じゃ、ほんっとに、背後関係とかなんにも調べないで受けたの？　報酬につられて！」

「だから、そのことは昨日からなん度も……痛！　痛いよ月つき姉ぬえ。もっと優しくしてよ！」

　まだ乾ききっていない傷口に消毒薬をぶっかけて細胞活性剤をすり込みガーゼと包帯でぐるぐる巻きにする、というあまりにずさんな治ち療りように、天あま樹ぎ錬れんは目に涙を浮かべて抗議した。

「……ひどいよ、月姉」

「あんたがばかやったからでしょ。いい薬だわ」

　弟の恨みがましい視線にそっけなく答えつつ、天樹月つき夜よは治療具の類たぐいを薬箱に投げ込み、細胞活性液と消毒薬にぬれ光る指を、ジーンズのすそで無造作に拭った。

　今日の服は、色気のないトレーナーにジーンズ。おとといに見たときは、油まみれのつなぎの上下。昨日は見ていないが、絶対にジーンズかつなぎのどちらかだ。

　姉がそれ以外の服を着ているところを、錬は見たことがない。

　年は二二、趣しゆ味みは機械製作。長い後ろ髪を無造作に束ね、化粧っけのかけらもないその顔は、それでもはっとするほど美人で、錬はいつも、もったいないなあ、と思ってしまう。

「まったく。軍がらみの仕事は危ないから気をつけろって、あれだけ言ったのに」

「……月姉……怒ってる？」

「当たり前でしょ！」

　いまだ憤ふん懣まんやる方ない様子の月夜の前で、錬はしゅんと小さくなった。

　壁かべにかけられた木彫りの鳩はと時計が、午前八時を告げた。あのあと、追跡者をまくために旧ロシアの石油パイプラインを通って日本海に抜け、ようやく帰り着いたのは午後六時だった。簡単な傷の手当てを受けて、そのまま気を失うように眠ってしまい、目が覚めたと思ったらもうこんな時間。ひどくお腹なかがすいている。

「朝ご飯は？」

「……あんたね、ほんっとに、反省したの？」

「ちゃんとしたよ。だから、あさごはん！」

「……今、真ま昼ひるが作ってるわよ」

　言い終わると同時に台所の扉が開き、肉まんのいいにおいが、ほわりとリビングいっぱいに広がった。

「おはよっ、真昼兄にい」

　錬が元気よく挨あい拶さつすると、おはよう、と静かな答が返ってきた。

　天樹真昼は、錬より七歳年上で、月夜より五分だけ年下、つまり、月夜と真昼は双子だ。男と女の双子だから二卵性のはずなのだが、この二人は錬の目から見ても本当にそっくりで、それなりに親しい人でも髪型と服装ぐらいでしか区別できない。

「真昼兄、ご飯作りながらなにやってたの？」

「仕事だよ。メルボルンの近くに学校を作ろうとしてる奇特な人がいてね、歴史と数学の教科書作りを頼まれたんだ。あとで編集手伝ってね」

「……なんか、すごく変な教科書になりそう」

「真ま昼ひる！　のんきに話してないで、あんたも説教ぐらいしなさいよ！」

「月つき夜よ、朝から怒鳴らない。錬れんも、反省したよね？」

「したした」

「ああ、もう！」月夜は頭をかきむしり「すぐそうやって甘やかす！　だいたい、私の分子配列変換システム、フードプロセッサー代わりに使わないでってなんべん言ったらわかるの？」

「ああ、ごめん。便利だからさ、つい」

「ついじゃない！」

　目を吊つり上げて怒る月夜に、真昼はあくまでも静かな笑みで答える。

　この二人、顔は同じでも、性格は正反対。どうして、こんなにすぐ怒鳴る方が『月の夜』で、常に落ち着いて絶対に声を荒らげたりしない方が『昼』なんだろうと、錬はいつも不思議に思う。

　きっと、人間の性格を決める神様だか遺い伝でん子しだかが、生まれるときにうっかり名前を取り違えたのだろう。

　三人がめいめいの席についたところで、そろって手を合わせ「いただきます」

　真昼が、小皿に醬しよう油ゆを取ってからしを溶きながら、ああそういえば、と錬にたずねた。

「今回は、負けたんだって？」

　錬は、肉まんの裏の薄うす紙がみを丁寧にはがしながら、少しむっとして答えた。

「別に負けてない。ちゃんと目的は果たしたんだから」

「だって、錬はそんなにぼろぼろで、相手に傷ひとつつけられなかったんでしょ？　そういうのは、負けっていうの。……あとで戦せん闘とうデータのチェック、やろう」

　錬のＩ－ブレインは生まれつきのものだが、その構造を解析して『マクスウェル』をはじめとする数々の戦闘用デーモン、つまり魔ま法ほう士し能力用の特殊プログラムをデザインしてくれたのは、この真昼だ。『さまざまな能力のプログラムをバラバラに作って圧あつ縮しゆく保存しておき、必要に応じて展開する』という錬のＩ－ブレインの基本コンセプトはこの兄の発案によるもので、本人いわく『画期的な発明』らしい。

　しばらく、三人は無言で肉まんを食はむ。

　真昼が四つ目の肉まんを取りながら、ところで、と口を開いた。

「結局、今回の仕事の報酬って？」

　錬がほいほいつられるぐらいだから、よっぽどいいものなんだろうね。そう言って、肉まんにからし醬油をつける。錬は、口の中の肉まんをゆっくりと味わってから答えた。

「んー、シティの永住パス。三人分」

　真昼と月夜の動きが、同時にとまった。無言で顔を見合わせる。錬は気づかないふりをして、二つ目の肉まんに手を伸ばす。合成植物蛋たん白ぱく製の生地はふかっと柔らかく、中からは肉汁のうまみがじんわりと染み出してきた。

「……錬れん。いっつも言ってるでしょう？　私たちがシティに住まなかったのはあんたのせいじゃないって……」

「うん……それはわかってるんだけど……うわっ！」

　頭にあたる柔らかい感触。次の瞬しゆん間かんには錬は、月つき夜よの胸の中に抱き込まれていた。

　月夜の柔らかい手が、静かに錬の頭をなでる。錬は、黙だまってなすがままにされた。

「気持ちはうれしいけど、もう二度と、こんな危ないことしちゃだめだよ」

「……ごめん」

　そうそう、と真ま昼ひるがあとを続ける。

「昨日、帰ってくるなり倒れただろ。あのあとたいへんだったんだから。月夜が、『錬、死なないよね』、『錬、死んだらどうしよう』、って涙ぼろぼろこぼして……」

「真昼！　変なこと言わないで！」

　月夜が、顔を真っ赤にして慌てた。

　真昼が声を立てずに小さく笑う。

　つられて錬も笑う。

　六畳一間のリビングに、肉まんの湯気が、ほわっと立ち上った。




「だいたいのことはわかったわ」

　食事が終わったあとで、作戦会議になった。月夜は朝食の後片づけをしながら、真昼は端末の情報を拾い集めながら、錬からおおよその説明を受けた。

「とにかく、依頼主の正体はまったくわからないわけね？」

「うん。メールボックス見たら、名指しで依頼が入ってたんだ。神こう戸べシティの軍用ポートのパスコードと一緒に」

「そーいうのが、一番危ないのよ」錬が食べなかったために二つ残った肉まんを小皿に移し、

「あ、錬。ラップがきれてるから、作って」

「わかった」答えて錬は、かなり広い台所の半分を占める、巨大な機械の操作卓に飛びついた。

　強化タングステンの重厚なボディーに、無骨で冷たい印象を与えるその機械は、月夜の開発した『分子配列変換システム』だ。情報制御によって原子を設計図通りに並べていくことで、水と炭素、空気中の酸素と窒素、そして土中の金属分子から、任意の有機化合物と蛋たん白ぱく質を合成するこの機械。月夜に言わせると、やっぱ私って天才、ということになるらしい。

　だが、二段ベッドほどの大きさの物々しい機械から、ごうんごうんという地の底から響ひびくような轟ごう音おんとともに、肉まんの生地やらポリエステルのラップやら有機洗剤やらが吐き出されてくる様さまはとんでもなく間抜けで、錬はいつも笑いそうになってしまう。

　それに。

「錬れん、できた？」

「……できたけど」

　灰色と茶色のチェック模様の入った半透明のシートを取り出し、月つき夜よに手渡す。

「……なによ、これ」

「だから……ラップ」

　この機械、よく故障するのだ。

「また？　で、今回はなに？」

　錬は無言で、山のようなエラーメッセージを吐き出しつづける操作端末を指差す。作動音も、がたんがたんと不規則かつ不吉に変化し始めた。

　月夜は、やれやれとため息をつき、石せつ鹼けんまみれの指を緊きん急きゆう停止スイッチに伸ばす。機械は、その後も数秒間不平を並べ立てたあとで、動作を停止した。

「……電子系と機械系と両方いっぺんっていうのは、はじめてね」

「前に壊こわれてから一週間もったから、つけがまわってきたんじゃないの？」

「実用化は、遠いわね……」月夜は苦笑し、台所に向き直った。

「完成したら、町の費用でもっと大きいやつ作るんでしょ？　耕作プラントの代わりに」

「一応そういうことになってるけど、そんな簡単にできるものでもないし。ま、気長にやりましょ……ところで真ま昼ひる」月夜は、食器を片づける手を止めてリビングを覗のぞき込んだ。「そっちはどうなってるの？」

　テーブルの端末とにらめっこしていた真昼が、渋い顔を上げた。

「どうも、まずいことになってる」

「やっぱりがせネタだった？」

「そうじゃなくてね」真昼はかぶりを振った「なぞの依頼主さんから、メールが届いてる」

「それのどこがまずいの？」

「あて先が、メルボルンのダミーじゃなくて、ここなんだ」

　月夜は、額ひたいに手をあててかすかによろめいた。

　仕事上のメールのやり取りには、三人とも、シティ・メルボルン跡地の廃棄されたホストの中に作った、ダミーのメールボックスを使っている。

　そこではなく、プライベートでしか使わない自宅の端末にメールが届いたということは、つまり、依頼主にこっちの正体がすっかり知られているということだ。

「……もう、絶対に降りれないじゃない、この仕事」

「そういうこと。あと、メールの元をたどってみたんだけど、神こう戸べシティの中らしいんだ」

「なんで、シティの中からなわけ？　大体、らしいってなによ」

「シティのネットに侵入できないんだ。なんだか知らないけど、神戸シティ全体が自閉症モードに入って、外部との接触を遮断してる」端末のスイッチをオフにし「思ったよりも大事みたいだ。とりあえず、背後関係をもう少し探ってみる」

「そっちはあたしがやっとくから、真ま昼ひる、あんたは錬れんのＩ－ブレインの調整したげて。今回の戦せん闘とうデータの解析も」

「わかった……例のナイフ、表面走査すませて工房に置いてあるから、あとでチェックしておいて。論理回路がすごいことになってる」

　論理回路とは、幾何学的なパターンを組み合わせることで個体の情報に一定の構造を与える技術だ。原理的には旧世紀のオカルトにおける『魔ま法ほう陣じん』に近いものだが、一原子単位の微細な調整が必要とされるため、望んだ効果を得るのは極めて難しい。

「あれ作るの、大変だったのよ……。他ほかには？」

「別口の依頼が六件。隊商の護ご衛えいが三件、工業プラントのサルベージが二件、あと月つき夜よに名指しで、服飾プラントの修理。けっこう報酬いいけど、どうする？」

「んなもん、無視よ、無視」

　二人がてきぱきと話し合うのを聞きながら、錬は、一番大事なことを思い出した。

「……そういえば、あの子は？」

　真昼が無言で、月夜の部屋を指差した。錬がなにも説明しなかったのでとりあえずベッドに寝かせて、かわりに昨日は月夜がリビングのソファーを使ったらしい。

「悪いけど、あんたのパジャマかってに借りたから。もう、裸じゃないわよ」

「……いや、それはべつに、どうでもいいんだけど。ちゃんと、鍵かぎとかかけてある？」

　錬の頰ほおが、かすかに赤らむ。横で真昼がくつくつと笑った。

「ちゃーんと、かけてあるわよ。前に三人で作った『絶対あけられない』特製のやつを」

　その言葉が終わらないうちに、扉のノブがゆっくりとまわった。

　ノブは半分ほどまわったところでその動きを止め、かすかな機械音を立てる。扉がなん度か前後に小さく揺れ、諦あきらめたようにノブがゆっくりと元の位置に戻っていく。

　しばしの沈ちん黙もくに続いて、ひかえめなノックの音がリビングに響ひびいた。

「……ほらね？」

　月夜はどうしてだか嬉うれしそうに笑い、テーブルの下に隠してあるスイッチに手を伸ばした。

　三人の視線が扉に集中する中、肩までで切り揃そろえられた金髪に大きな緑色の瞳ひとみの少女が、半分だけ開かれた扉の隙すき間まから遠えん慮りよがちに顔を覗のぞかせた。

　少女は三人の視線に気がつくと、その大きな瞳にかすかなおびえを浮かべて、ぱっ、と扉の奥に引っ込んだが、しばらくすると、今度はおそるおそる部屋に入ってきた。

「……あの……」




　脳内時計が『西暦二一九八年二月一四日午前九時〇〇分』を告げる。事件発生から約二二時間が経過した。

　黒くろ沢さわ祐ゆう一いちは神こう戸べシティ軍司令部の一室で、ソファーに座っていた。

　窓の外からは人工照明の無機光が差し込み、時折、爆ばく音おんが窓ガラスを突き通って、テーブルの上のコーヒーカップに波紋を残す。神戸市の最上層である第二〇階層は軍事区画に指定され、司令部と他の関連施設、軍用機の専用ポート、残りの大部分が軍事演習場で占められていた。

　昨日、二月一三日一六〇〇時（午後四時）すべての追跡者がシベリア上空で目標を見失い追跡を断念。その五分後にはベルリン市と神戸市の軍司令部に参さん謀ぼう会議から新たな奪だつ還かん作戦案が提出され、さらに一〇分後に司令部はこれを可決。同一六三〇時には具体的なタイムテーブルに従って、行動が開始された。

　祐一に与えられた指令はただ一つ『神戸市軍に合流し、その指示に従うこと』だった。

　ベルリンの司令部は、この作戦にあまり乗り気ではない。困るのは神戸なのだからそちらでなんとかすればいい、というつもりらしい。

　それでも、まるっきり静観するというわけにもいかず、祐一が選ばれたのは、やはり祐一が日本人だからだろう。それに、これは祐一自身の希望でもあった。

　扉のノブがまわる音が、祐一の意識を現実に引き戻した。

　ミラーシェードをはずして立ち上がり、そちらに向き直る。

　扉の向こうには、電動式の車椅い子すに座る老人の姿があった。

　老人。

　一〇年の間に、その女性は壮年と呼ばれる時期を終え、老年へとさしかかっていた。顔や手のしわは一〇年前より少し増え、かつては黒々としていた頭も今では白一色にうめられ、腰も少し曲がったようだった。大戦でなくした右足は相変わらずだったが、祐一の記き憶おくにある彼女は、車椅子の代わりに杖つえをついて元気に歩いていた。

　ただ、その柔和な笑みだけは一〇年前と変わらず、彼女の目め尻じりや口もとに張りついていた。

　祐一の最敬礼に、車椅子の人物がくだけた敬礼を返した。

「堅苦しい挨あい拶さつはいらんよ、祐一。一〇年ぶりか」

「ああ、ばあさんも元気そうでなによりだ」

「お前は変わらんねえ」苦笑まじりに「少佐が総司令官をばあさん呼ばわりなぞ、軍法会議ものだよ」

「総司令官か……出世したな」

「他ほかになり手がおらんのさ。軍も人手不足でね」そこまで言って、車椅子の老人、神戸シティ防衛局総司令官『七なな瀬せ静しず江え』は表情を改めた。「つもる話もあるが、今は時間が惜しい。いろいろと聞きたいこともある」

　祐一は無言でうなずき、ミラーシェードをかけ直した。




「まず、犯人の逃走経路だが」

　七なな瀬せ静しず江えの言葉とともに、テーブルの上に立体映像の世界地図が浮かんだ。しわだらけの指が卓上ペンをつかみ、地表の微細な起伏までも忠実に再現したその立体地図の、旧ロシア北東部・シベリア地方の一点を叩たたく。

「ここが、追跡者が犯人を見失ったポイント。永久凍土の真ん中だ。どう見る？」

　答の代わりに、祐ゆう一いちは端末を操作した。データベースから二一世紀前半の記録が呼び出され、問題のポイントをちょうど横切るように、緑色の光線が走った。

　静江は数秒間考え、

「……石油パイプラインか」

「一〇〇年以上も前に廃棄された海底油田採掘用のラインだが、わざわざ撤てつ去きよしたという記録はない。かなり老朽化が進んでいるはずだが、これを利用したと考えればつじつまが合う」

　普通の人間なら、思いつきもしないだろう。日本海の底にある石油採掘プラントまで抜けたとしても、そこは光も届かない深海。どこにも逃げられない。

「魔ま法ほう士しならば、深度三〇〇〇メートルの水圧にも耐えられる、というわけか」

「昨日、午後五時頃、日本海付近で異常な『情報流フラツクス』が観測されている。他ほかの逃走経路もあり得ないわけじゃないが、これが一番可能性が高い」端末から顔を上げ「犯人は、この日本に潜せん伏ぷくした可能性がある」

「……あるいは、そう見せかけた偽装かもしれんぞ」

「だが、調べる価値はある」

「……その通りだな。さっそく、調査させよう」

　静江の指示に、モニターのむこうで兵士が敬礼する。それを横目に祐一は続けた。

「犯人はフリーの『なんでも屋』か？」

「おそらくな。軍を使うなら、もっとおおっぴらにやるはずだ。大戦中の魔法士のリストに、お前の持ってきたデータに該当するものはなかった」

「……黒幕は、どこだ？」

「マサチューセッツ、モスクワ、ニューデリー。まあ、そのあたりだろう。特に、マサチューセッツは今回のプロジェクトに参加したいと前々から打診しとったからな」

「認めたのか？」

「技術もノウハウもない国に、貴重なデータは渡せんよ。まして、サンプルなど」

　祐一は、サンプルか、といらだたしげに呟つぶやいた。

「あんたらしくない不手際だな。機密情報が外部に漏れたうえに、作戦立案コンピュータにまで侵入されるとは」

「私一人ですべて動かしているわけではないからね……それより」

　テーブルの上から立体地図が消え、代わって一人の少女の姿が映し出された。

「資料にもあったと思うが、もう一度確認しておくぞ。これが『四番』だ」

「……性別、女。基本ベースはドイツ人。二一九三年製造。実年ねん齢れいと外見が合致しないのは、成長促進のためか？」

「そうだ。身体能力も外見に準じて、一四歳の平均的な白人女性と考えてくれ。ベルリンを発つ直前のメディカルチェックの記録では、健康状態にはまったく問題ない」

「だが、急いだ方がいいな。培ばい養よう槽そうから出してしまった以上、自発的に栄養補給を行えるかどうかも怪しい」

「その心配はない。一般生活に必要な知識は、最低限与えてある」

「なんだと？」祐ゆう一いちは身を乗り出した。「研究所では、普通の人間として扱っていたのか？」

「培養槽からは出さんかったがね」

「そんなことは聞いていない！」祐一は、テーブルを叩たたいた。「なぜ、はじめから感情除去ロボトミーしておかなかった！」

「人間として自然に成長させなければ、Ｉ－ブレインが正常に機能しないのさ」こともなげに、静しず江えは答えた。「お前もＩ－ブレインを埋め込んでから、調整に一年かかっただろう。神経回路を発達させるには、ある種の偶然、神の摂理に頼らねばならん。科学の限界だな」

　淡々と説明する静江の顔を、祐一は睨にらみつけた。

　静江は眉まゆひとつ動かさず、射殺すような視線を正面から受け止める。

　やがて、祐一は諦あきらめたように椅い子すに体を預けた。

「……では、『四番』は正常な思考能力と、感情を持っていると？」

「そういうことだ」

「ということは、『四番』が自分の意志で逃亡を企てた可能性もあるな」

「それは、あり得ん」

「なぜそう言いきれる」

「私は、あれのことをよく知っとる。あれが逃げるなど、考えられん」

　祐一が口をはさむ隙すきを与えず、それよりその犯人のことだが、と静江は続けた。

「実際に会ったのがお前一人なのでな、技術部の連中がデータをほしがっとる。あとで、そっちにも行っといてくれ。なかなか珍しいタイプだったようだからな」

「あれのデータか。わかった、おれも興きよう味みがある」

　静江が、ほう、と興味深げに呟つぶやいた。

「まだ子供だったそうだな。お前でも、底が見えなかったか」

「ああ、『ゴーストハック』に『身体能力増強』、『物質制御』と『空間構造制御』まで使ってきた。おれの知らないタイプの魔ま法ほう士しだ」

　ひと口に魔法士といっても、さまざまなタイプに分類される。いや、分類されざるを得ない。物理法則の書き換えとは決して容易たやすいことではなく、現実に役に立つレベルでそれを行おうとすれば、どうしても能力を特化する必要がある。……そのはずだ。

「あれだけの能力を、どうやって同時に使っているのか」と言ったところで、静しず江えがなにか考え込んでいるのに気づいた。「どうした？」

「……いや」静江は、質問を拒絶するように眼めを閉じた。「古い話だ」

　祐ゆう一いちは肩をすくめ、立ち上がった。

「とりあえず、いったん部屋に帰らせてもらう。新しい剣を用意してくれ」

　実は昨日から一睡もしていないんだ。独り言のように呟つぶやき、部屋をでようとする。

「祐一」

　扉を開いたところで、静江に呼び止められた。

「まだ、なにかあるのか」

「どうして、帰ってくる気になった？」

　しばしの沈ちん黙もく。部屋の空気が、質量を増した気がした。

　祐一はミラーシェードをはずし、ゆっくりと、絞り出すように答えた。

「この一〇年、世界中をまわってきた」静江の方を振り返りもせずに、言葉を続ける。「どこも、ひどいもんだ。シティの残ってない南米のあたりは特にひどい。燃料一滴、食しよく糧りよう一粒のために毎日が戦争さ。五歳の子供に銃を突きつけられたこともあった」

　静江からの答はない。かまわず続ける。

「南米だけじゃない。どこもかしこも、自分のことで精いっぱいだった。文明がなくなるってのはこういうことか、って、見せつけられた気がしたよ」

「……そうか」

「完全に割り切ったわけじゃない。けど、神こう戸べ市民一〇〇〇万人の重さも、婆ばあさんの立場も、昔よりはわかるつもりだ。だから」祐一は、剣の柄つかを固く握りしめた。「この事件、おれの手でけりをつける。おれはそのために帰ってきた」




「あの……助けてほしいんです」

　それが、少女の第一声だった。

　真ま昼ひると月つき夜よが一いつ瞬しゆんの間に目配せを交わす。

　月夜が黙だまって席を立ち、真昼が少女に向かってにっこりと微笑ほほえんでみせた。

「……目が覚めたんだね。まずは座って。助けるといっても、君のことをいろいろ説明してもらわないと助けようがないから」

　同時に、月夜が少女の背後にまわり込み、さあどうぞ、と背中を押す。錬れんはとっさになにか言いかけたが、月夜に目で制された。真昼に任せろ、ということらしい。

　少女はこわごわとテーブルに歩み寄り、椅い子すに腰かける。それを確認してから月夜も自分の席に戻り、急きゆう須すからお茶を注いで、少女の前に置いてやった。

　少女はほどよく冷めたそのお茶をひと息に飲み干し、ほうっ、と息をついた。

「どう、少しは落ち着いた？　落ち着いたら、君の名前を教えてほしいんだけど」

「……あ、はい……フィアといいます。名字とかはありません。そう呼んでください」

「……フィア、ね。じゃあ、フィア。まず、どうしてあの船に乗せられていたのか、聞かせてくれるかな」

　フィアは、それは、と言いかけて、錬れんに顔を向けた。

「そういえば、まだお礼も言ってなかったですね」やわらかい笑顔で、ぺこりと頭を下げる。

「ちょっと順番が逆になりましたけど、助けていただいてありがとうございました」

　錬はしどろもどろに、ああこちらこそ、などと答えた。




　フィアの話によれば、彼女はベルリン市の近くの『町』に住んでいたのだという。

『町』といっても人口一〇〇人ほどの、小型の発電プラントが一つあるきりの寂れた村で、二年前に母親が死んでからは彼女独りで暮らしていた。

　ある日、その『町』にベルリン市の軍隊がやってきて、嫌いやがる彼女を無理やり連れていった。フィアにはよくわからなかったが、彼女の遺い伝でん子しには『魔ま法ほう士し適性』があったらしい。

　それから二年間、いろいろな実験を受けた。その間に彼女はなんとかマサチューセッツに住む親類に助けを求め、自分がベルリンから神こう戸べに輸送される今回の作戦に乗じて、脱出を図った。

　日本まで逃げれば、一週間後に迎えに来てくれるはずなんです。彼女は、そう締しめくくった。




「……それじゃ、僕ぼくに依頼をよこしたのは、その親類の人なのかな」

　うっかり口をはさんだ錬に月つき夜よがきつい視線を送る。あとで絶対怒られるな、と錬は確信した。

　フィアは、そうなんですか、と驚おどろいた様子だった。

「じゃあ、ここは、日本なんですね」

「うん、神戸シティの近くの町。錬が依頼を受けてね、あの船に潜せん入にゆうしていたんだ」

　錬、という名前に、フィアが怪け訝げんな顔をした。

　真ま昼ひるは、自己紹介がまだだったね、と三人を順番に指差して見せた。

「僕ぼくは天あま樹ぎ真昼、こっちが双子の姉の天樹月夜。で、そっちが弟の天樹錬。よろしく」

　フィアは、ええっと、と三人の顔を順番に見ながら名前を確認し、錬の方に向き直ってもう一度、ありがとうございました、と微笑ほほえんだ。

　大きなエメラルドグリーンの瞳ひとみに見つめられて、心臓の鼓動が速くなる。

　どういたしまして、と小さな声で答えながら、錬は少女の瞳から視線を逸そらした。

「……あの、他ほかにご家族はいらっしゃらないんですか」

「両親ともなん年も前に死んだからね、今はこの家に三人きり」

「あ……すいません、変なこと聞いちゃって……」

「気にしないで……それより、起きたばっかりでたくさんしゃべってお腹なかがすかない？　よかったら朝ご飯があるんだけど」

　真ま昼ひるがさりげない口調で話題をそらす。月つき夜よが、それがいいわね、とうまくあとをつなげた。

「じゃ、真昼が朝ご飯の準備してる間に着替えましょ。いつまでも錬れんのパジャマのまんまじゃ、せっかくかわいいのが台なしだわ」

　かわいくないパジャマで悪かったね、と錬はむくれて見せた。

　フィアは小さく笑った。

「はい、ありがとうございます」

「いいのいいの、気にしないで。私のお古しかないから、似合うのがあるといいんだけど」

　月夜はフィアを促し、自分の部屋に入っていった。完全防音の扉を閉じる寸前に、真昼に目で合図を送ることも忘れなかった。




　音を立てずに扉が閉まる。錬はそれを確認すると、強こわ張ばった顔を兄に向けた。

「噓うそだね」

「そうだよ」柔和な笑みのままで、真昼がうなずき返す。「どこで気がついた？」

「まず、初めに怪しいと思ったのは……」

　フィアが部屋からでてきた直後のことだった。

　彼女は右も左もわからないこの状況で、迷うことなく「あの」と日本語を使った。

　彼女が言葉通りベルリンの近くに住んでいたのなら、そこで使われている言語はドイツ語、英語、あるいはフランス語かロシア語。少なくとも日本語ではあり得ない。

「それから……」

　彼女の説明の中にもおかしな点はあった。彼女は「ベルリンの軍隊に捕まって実験された」といったが、彼女が本当に魔ま法ほう士し実験に利用されたのなら、それはおかしい。

『情報制御』はいくつもの要素が複雑に絡み合って成り立っているが、その中でも重要なウエイトを占めるのが『自我』から『情報の海』への自発的なチャンネル、ひらたく言ってしまえば『意志』だ。

　魔法士が人間でなければならない理由がここにある。まったく同じ演算速度を持った人間と機械を用意した場合、魔法士としては、人間の方がはるかに勝るのだ。

　自分の意志を失った魔法士など単なる演算装置に過ぎない。もし、彼女がわざわざ日本に輸送しなければならないほど貴重なサンプルなら、力ずくで捕らえたりは絶対にしないで、なんとか懐かい柔じゆうして味方につけようとするはずなのだ。

　そして、もう一つ。

「真昼兄にい、あの子」

「やっぱり、魔法士？」

　Ｉ－ブレインからフィアを見たとき、錬れんに見えたのは、錬を遥はるかに上回る巨大な意識容量の固まりだった。その力のほとんどは内向きに、使われないままで置かれているが。

「本気で敵にまわったら、たぶん、僕ぼく負けるよ」

　戦せん闘とう経験、技術、そんなもの以前に意志力だけでねじ伏せられてしまうだろう。あくまでも、攻こう撃げきに使えれば、という前提だが。

　それにしても。

「真ま昼ひる兄にいは、どうして、あの子が魔ま法ほう士しだって思ったの」

　Ｉ－ブレインを持っていない真昼にどうやってそれがわかったのか。興きよう味み津しん々しんの錬に、真昼は得意げなそぶりも見せずに、それはね、と答えた。

「月つき夜よの部屋に時計がないのは知ってるでしょ。それなのにあの子、時間を尋ねなかった」

「……だって、この部屋、時計あるじゃない。鳩はと時計だから、音が聞こえたのかも……」

「忘れたの？　月夜の部屋の扉は完全防音。そしてあの子は、この部屋に入ってからでて行くまで一度も時計を見なかった」

　少女が部屋にいる間、手の動きから視線の向きに至るまですべて観察していたらしい。錬は、改めて兄に感心した。

「そうやって考えてみると、フィア、という名前も怪しい」

「フィア、ってどんな意味なの？」

「ドイツ語で、数字の『四』だよ、たしか」

　真昼はお茶を注ぎ直し、ほんわりと湯ゆ気げを立てるそれをひと口飲んでから、さらに問うた。

「さて、それらをふまえて、これからどうする？」

　錬は、今度は少し考えてから答えた。

「このまま、騙だまされた振りをしておく」

「……どうして？」

「とりあえず、一週間後に迎えが来るって自分から言い出したんだから、なにか、少なくともあと一週間はこの日本にいる必要があるってことでしょ。それなら、当面逃げられる心配もないわけだし、ここにいてもらった方が都合がいい。……と思うんだけど……」

　真昼は、試験官ができのいい生徒を誉ほめるような顔で、合格、と笑った。

　錬は、はあっ、と大きく息を吐いて、緊きん張ちようしていた顔をほころばせた。




「どう？　我ながら、なかなかの出来栄えだと思うんだけど」

　月夜が見たてた服は、セーターにつりスカート、それから寒くないように厚手のストッキング、というものだった。つりスカートがなんとなくエプロンみたいに見えて、ずいぶんとかわいらしい雰囲気に仕上がっていたが、錬はその姿に心の底から驚おどろいた。

「月姉ねえ！　スカートなんか持ってたの？」

　……思いっきり頭を叩たたかれた。

「あんた、私をなんだと思ってるの！」

　フィアは、笑っていいのかどうかわからない様子で、困ったような表情を浮かべた。

「二人とも、お客様の前で漫才やらない」苦笑混じりの真ま昼ひるの言葉とともに、肉まんの皿がテーブルの中央に置かれた。「さあ、残り物だけど味は保証済みだよ。好きなだけ食べて」

　フィアは、テーブルの上で湯ゆ気げを立てる白い物体を、怪け訝げんそうに凝ぎよう視しした。

「……これ、なんですか？」

「肉まんっていうんだよ。こうやって、からし醬じよう油ゆにつけて食べるとおいしい」

「でも、なんにもつけないで食べてもおいしいわよ」

　真昼と月つき夜よが、それぞれの味の好みを主張し合う。フィアは、はいわかりました、と答えてとにかく小皿に醬油をとり……動かなくなった。

　兄弟三人が不思議そうな表情で見守る中、フィアは肉まんに手をつけようともせず、視線をあちこちにさまよわせてなにかを探しているようだった。

[image: ]

　そのまま、たっぷり一分が経過。フィアはまだ困ったように、きょときょととしている。

　錬れんは、ふと気がついた。

「……あの、それ、手で持って食べればいいんだよ。お箸はしもフォークもナイフも使わないの」

「え……そうなんですか？」

　真ま昼ひると月つき夜よが同時に吹き出した。フィアは肉まんを一口食べ、おいしい、と目を丸くする。

　錬れんは笑いながら、お茶を注ぎ直して彼女の前に置いてあげた。




　ここに、植木鉢があったとしよう。

　上から見れば直径二〇キロの円形、横から見れば深さ五〇〇メートルの巨大な植木鉢だ。植木鉢にしては浅すぎるから、お盆と呼んでもいいかもしれない

　植木鉢の厚みは、約一〇〇メートル。円形の外がい壁へきの内側に高さ三〇〇メートルの高層建けん築ちくを隙すき間まなく貼はりつけ、環かん状じようの交通路を通して超伝でん導どう推進のリニアを走らせる。余った二〇〇メートル分の外周と天井をスクリーンにして、コンピュータグラフィックの空を映写する。

　そうやって作った器の中に、植物をふんだんにちりばめて一つの街を作る。一つの植木鉢の面積はおよそ三万ヘクタール。人間が生活していくのに必要と思われるあらゆる施設を詰め込んで、なお、一〇〇万人以上の人間がゆとりを持って暮らすことができる。

　この植木鉢を全部で二〇階層積み重ね、各階層間をエレベーターでつなぐと、その高さはおよそ一万メートル。天まで届く巨大なドームが完成する。

　内部は完全に外界から独立し、エネルギー供給以外の接触を必要とせず、あらゆる廃棄物は、その種類に応じて材料単位から原子単位にまで分解され、むだなく再利用される。

　一つの『完全な都市』を二〇分の一に圧あつ縮しゆくして詰め込んだ独立空間。それが『シティ』と呼ばれるシステムだった。




　第二〇階層から一二階層までは、階層間エレベーターで一〇分の時間を要した。

　扉が開くと、視界に飛び込んでくるのは、空の青と木々の緑のコントラスト。

　他ほかの乗客たちが急ぎ足に去っていく中、祐ゆう一いちは無意識に立ち止まり、その光景に見入った。

　映像制御系統の失われて久しいベルリンでは見ることのかなわなかった、美しい空だった。

　たとえそれが五〇〇メートル上空の天井に投影されたコンピュータグラフィックの映像とわかっていても、空の青はやはり眩まぶしい。深呼吸をして、暖かな常とこ春はるの風と草木の爽さわやかな香りを胸いっぱいに吸い込む。

　一〇年ぶりに帰る神こう戸べの町は、一〇年前と変わらず、人工の春のまどろみの中にあった。

『手続きの都合でお前はしばらく待機だ。早くとも一四〇〇以降になるから、休んでおけ』

　それが、祐一に下された最初の指令だった。ベルリンの方で除隊という形をとったので処理に手間取っているということだが、そんなことは司令官権限でなんとでもなるはずだ。

　一〇年ぶりに帰ってきたのだから少し休め、という意味なのだろうと、祐一は判断した。

　エレベーター近くの駅から環状リニアで五分。改札を抜け、大通りを北へと歩く。

　道は、円形の街を十字に横切るメインストリート、その交点を中心として同心円を幾重にも連ねた環状の大通り、そして、その間を縫ぬうように複雑に張り巡らされた一般道の三種類があり、どんな小さな道でも常じよう緑りよく樹じゆの並木が途と切ぎれることはない。

　一〇分ほど歩いて、目的の場所に着く。そこに、今でもその家はあった。

　白い壁かべも赤いポストも、彼女の好きだった青い屋根も、一〇年の間にずいぶんくたびれてしまっていたが、それでも、その家は一〇年前と変わらず、そこに残っていてくれた。

　手彫りの不格好な字で『黒くろ沢さわ祐ゆう一いち・雪ゆき』と書かれた御み影かげ石いしの表札。

　そっと触れると、冷たい感触が指先に残った。

　門もん扉びを開くと、軋きしんだ金属音が一〇年の歳月を告げた。

「ただいま」

　言って、ポーチに一歩目を踏み入れた。たとえ「おかえり」と答えてくれる者が誰だれもいなくても、この家には「ただいま」と言ってから入りたかった。




　一〇分ほどしてから家をでた。といっても、庭先から青い屋根を見上げていただけだ。

　あの家に入る勇気は、今はまだ持てない。

　あの家が残っていてくれただけで満足だった。

　閑散とした道を引き返し、今度は第六階層へ。煉れん瓦が色の有機樹じゆ脂しタイルと白いセラミックと模造植物が支配する完かん璧ぺきな町を、ただ歩いた。

　静かだ。

　自分の足音、鼓動の音、木々が風にそよぐざわめき、それだけ。他ほかにはなにも聞こえない。無人清掃車以外に道を行くものはない。からっぽの町を、一人歩く。

　視線は下を向いたまま。上は見ない。見上げれば、空が目に入る。

　はじめは眩まぶしかった空にも、もう慣れてしまった。いくら本物そっくりに見せかけても、かすかな青の濃のう淡たんや雲の動きの微妙なぎこちなさに、どうしても目が行ってしまう。かつてシティの外に本物の空があった頃ころには気にも止めなかったわずかな差異、普通の人間なら気づかないほどの微細な違和感が、祐一の目にははっきりと見えてしまう。

　ものがよく見える、というのは不便だ。

「……いかんな」

　立ち止まり、そう呟つぶやいた。これから古い友人に会いに行くというのに、こんな暗い気分ではいけない。なんだその顔は、と怒られてしまう。

　耳もとで『祐一兄ちゃーん』という、元気のいい声が聞こえた気がした。

　なんの挨あい拶さつもなしにこの町を去って一〇年。二人とも大きくなっているだろう。祐一の記き憶おくにあるその子供達は一二歳の子供だったが、一〇年たてば立派な大人だ。祐一の顔を見たらきっと驚おどろくだろう。姉の方は怒って泣き出すかもしれない。

　天あま樹ぎ家の双子は、元気でやっているだろうか。

　それを思うと、作りものの空も、これはこれで良いのではないかと思えた。




　一〇年前、天あま樹ぎ家があった場所は、今は小さな公園になっていた。

「……引っ越したのか？」

　あの頃ころは、双子の父親で祐ゆう一いちの恩人でもある『天樹健けん三ぞう』博士が亡くなった直後だった。姉弟二人で住むには広すぎる家だったから、引っ越していたとしてもおかしくない。

　昼間だというのに閑散とした公園の片隅に、公衆端末が設置されている。祐一は自分のＩＤを差し込み、住所検索プログラムを立ち上げた。

『氏名、天樹真ま昼ひる、天樹月つき夜よ』

　返ってきた答は、驚おどろくべきものだった。

『西暦二一九〇年三月十五日、市民登録抹消』

「……どういうことだ？」

　祐一は軍部専用の特別回線にアクセスし、双子の行方ゆくえを探った。

　一〇分後、端末は世界中のネットからかき集めた結論を祐一の前に示していた。

『元神こう戸べ市民、天樹真昼、天樹月夜。西暦二一九四年八月九日、シティ・モスクワ近郊の村で、モスクワ市軍と銃じゆう撃げき戦の末、死亡』

　死亡。

　頭を、ハンマーで殴られたようだった。

　祐一は端末の傍そばの小さなベンチに、ふらりと体を落とした。

　考えるまでもない。自分がこの街にいられなかったように、あの子達もここから離れたのだ。その後、二人の人生になにがあったのかはわからないが、それを調べてもどうにもならない。

　空を見上げ、息を吐いた。

　一〇年は長い。そんな当たり前のことに今更気づいた。

　──とん。

　ふいに、足もとに軽い感触があった。

　視線を落とすと、トラぶちの子猫ねこが一匹、黒いスラックスに包まれた足に体を摺すり寄せていた。なんとなく抱き上げると、子猫は祐一の膝ひざの上で丸くなり、甘えた鳴き声をあげる。きれいな毛並みをしている。飼い猫だろう。

「あ！　トラちゃん！」

　目を上げると、一〇歳ぐらいの女の子が祐一の方に駆け寄ってきた。祐一の前で立ちどまり、困ったような表情を浮かべる。

「……あの……トラちゃんが……その……」

　祐一は苦笑し、子猫を抱き上げようと手を伸ばした。子猫は甘えたようにその手に頰ほおを摺り寄せ、抱き上げようとするとじたじたと暴れる。

　慌てて手を引っ込めると、子猫は大あくびをしてまた膝の上で丸くなってしまった。

「トラちゃん。お兄ちゃんのことが気に入ったんだね」

　少女はいつの間にか祐ゆう一いちの隣となりに座って、子猫ねこを覗のぞき込んでいた。

「お兄ちゃん、いい人でしょ？」

「……いや」祐一は否定した。

「うそ」少女は笑い「だって、トラちゃん嬉うれしそうだもん」

　膝ひざの上の猫が、同意するように鳴いた。

　祐一がなんと答えようか戸惑っていると、少女は祐一の黒ずくめをじっくりと検分し、

「お兄ちゃん、軍人さんなの？」

「……ああ」

「よかった」祐一の顔をニコニコと見上げ「うちのお父さんも、軍人さんなんだよ」

「そうか」やっと話題が見つかった。「君の……その……」

「お父さん」

「その、お父さんはどこに？」

「えっとね」少女はしばらく考え「先月から、ベルリンにいるの」

「……なるほど」

　祐一としては、どこの部隊に所属しているのかというつもりで聞いたのだが、少女は勘違いしてしまったらしい。だが、それでわかった。おそらく、研究職関連の駐ちゆう在ざい員だろう。

「お父さんは、好きか？」

「うん！」少女は元気よくうなずき、一転して沈んだ口調で「でも、今月のはじめぐらいから、電話つながらないの」

「それは」そうだろうなと、祐一は考えた。今回の実験に伴って、神こう戸べシティ全域は自閉症モードに入り、外部とのネット接続をいっさい遮断している。大型の電波通信機でも使わない限り、少女が父親と連絡を取ることは不可能だ。

「お父さん、なにかあったのかなあ……」

　少女の心配そうな顔を見ているうちに、祐一はなんとなく居心地の悪い気分になってきた。

「……少し、待っていろ」

　勢いよく立ち上がる。膝の上で眠りこけていた猫が一回転して着地し、抗議の声をあげた。

　公衆端末に自分のＩＤを差し込み、いくつかの操作を行う。

　ほどなくして、少女の前に戻った祐一は、細かい数字のびっしりと書き込まれた紙片を、小さな手に握らせてやった。

「？　なに、これ」

「上級士官用の秘ひ匿とく……まあ、暗号みたいなものだ。お父さんの番号の前にその数字を打ち込めば、つながるはずだ」

　少女は、目の前の黒ずくめの男と、手のひらの小さな紙を、何度も見比べた。

「……お兄ちゃん。もしかして、すごく偉い人なの？」

「ああ」祐ゆう一いちは苦笑した。「実はそうなんだ。だから、それをもらったことは絶対に秘密にしてくれ。軍法会議にかけられてしまうからな」

「うん、わかった！　秘密だね！」

　少女は猫ねこを引き連れて駆け出した。

　公園の入り口あたりで振り返って手を振り、

「ありがとう、お兄ちゃん！」

　その姿に祐一は小さく笑い、そして気がついた。

　公園は、いつのまにか人であふれていた。

　子供達の笑い声、足音、それを見守る大人達の話し声。木陰に座った、若い恋人達。

　雪ゆきのやったことは無意味ではなかったのだ。

　ミラーシェードをはずし、つかの間、本物よりもなお青い空に見入った。

『……少佐』襟えりもとの通信素子から、声が響ひびいた。『犯人の逃走ルートが確定しました。一六〇〇に、ブリーフィングルームにお戻りください』

　休息の時間は、終わりを告げた。

　祐一は騎き士し剣をつかみ、ミラーシェードをかけ直すと立ち上がった。




　フィアが、目を丸くして驚おどろいている。

　錬れんもつられてそちらを見た。見たが、なにもない。

　玄関から一歩外にでたら、目の前に広がるのはいつもと変わらないくたびれた灰色の町並み。

　バラックよりどうにかまし、という程度のプレハブの建物が乱雑に並び、昼間でも薄うす暗い大通りを、街灯の白々とした光が申し訳程度に照らしている。

　人口五〇〇人ほどの小さな町だから、町を真っ二つに横切る大通りも少し行くと唐突にぶつりと途と切ぎれて、その向こうでは鉛色の空に吹ふ雪ぶきが舞まい踊る。

　そこが『町』と『外』の境目。

　エントロピー制御によってかろうじて人間が住める程度の温度を保つその境界線を一歩でも踏み越えれば、マイナス四〇度の死の世界がどこまでも広がっている。

　今日は空の機嫌が特に悪いらしく、いつもより少し寒い。いくら温度制御がなされているといっても、シティのように完全な制御ができるはずがない。外出するときに服を選ぶ基準は、まず、暖かいことだ。

　フィアは、まだ目を丸くしている。

　もともと顔が小さくて目が大きいのだから、そうやって驚いた顔をしていると、本当に目が真ん丸だ。見ていて面白い。

　面白いのはいいが、フィアがなにに驚いているのか、錬にはさっぱりわからない。

「……どうしたの？」

　弾はじかれたように、フィアがこちらを見た。と、驚おどろきの表情に取って代わって、じわじわと顔いっぱいに喜びが広がった。

「錬れんさん！　ありがとうございます！」

　叫ぶなり、彼女は大通りを駆け出した。

「え？　……あっ！　ちょっと、ちょっと！」

　錬は訳もわからずに、慌ててあとを追いかけようとして、

「！　……痛っ、あいたた……」

　けがをしていたのを、すっかり忘れていた。




「お客さんが泊まる部屋を作らないとね」

　フィアの朝食が終わるのを見計らって、月つき夜よがそう切り出した。

「とりあえず、私の部屋にベッドもう一つ置くから、そこを使うってことでいい？」

　家の中で完全防音にしてあるのは、月夜の部屋と真ま昼ひるの作業室だけだ。

　フィアが、驚いた様子で目をしばたかせる。

「そ、そんな……あの、ご迷惑ではないですか？」

「いいのよ、どうせうちには余ってる部屋なんかないんだし。こんなかわいい子、真昼や錬の部屋に泊めるわけにはいかないもの」

　冗談めかした月夜の言葉に、フィアはまた、ありがとうございます、と頭を下げた。

　それじゃあ、と真昼が続けた。右手にはたき、左手に雑ぞう巾きん。しっかりとエプロンと三角巾も身につけている。

「僕ぼくと月夜で部屋のかたづけをしておくから、錬は買い物してきて。町の案内ついでに」

「買い物？」

「ヴィド商会が来てるんだ」

「あれ？」錬は少し考え「でも、二週間前に帰ったばっかりじゃなかったっけ？」

「エンジントラブルですって」物置の奥から布ふ団とんを引っ張り出しながら、月夜が答える。「だから、昨日私が修理したの」

「あの」フィアが、錬の袖そでを引っ張った。なぜだか小声で「ヴィド商会って？」

「え？」つられて錬も小声で「ああ、ヴィド商会っていうのはね……」

　ヴィド商会というのは、日本列島から東南アジア、東ユーラシア大陸のあたりを巡回している、大規模な隊商のキャラバンだ。

　世界には、錬の住んでいるような人口五〇〇人程度の町が数え切れないほど存在するが、それらの町の生産力はばらばらで、品目も一定していない。

　例えば、この町では地下一面に広がる食しよく糧りよう生産プラントによって食べるものはそれなりに手に入るが、それ以外の服や日用品、工業製品の類たぐいはまったく生み出すことができない。プラントが故障しても、修理に使う部品がない。

　それとは逆に、食しよく糧りよう生産力に乏しい代わりに服や工業製品のプラントを備えた町もある。

　偏った生産能力しか持たない町は、当然、物流がなければ立ち行かない。そういう町の間を行き来して物や人を運ぶ隊商は、どんな町でも歓かん迎げいされる。

　ヴィド商会もその一つで、だいたい一ヶ月おきにこの町をおとずれ、主に食料品の類たぐいを買い上げ、服や生活必需品、機械パーツなどを売りさばくと、またよその町へと旅立っていく。

「……というわけなんだ」

　ちなみに、このキャラバンを仕切っているのは、隊商の名前の通りヴィドという四〇前の白人の大男なのだが、このヴィド、どういうわけか天あま樹ぎ家の姉兄弟をいたく気に入っており、錬れんもずいぶんとかわいがってもらった覚えがある。

「そうなんですか」

「フィアの町には来なかった？　隊商」

　人口一〇〇人規模で隊商が必要ない町というのは、聞いたことがない。我ながら、意地の悪い質問だ。

「え？　あ、はい！　その」フィアはしどろもどろに「た、隊商さんですか？」

　えーっと、とか、その、とか言いながら顔を真っ赤にして困り果ててしまう。

　錬は必死に笑いをこらえた。

「そっか、こなかったんだ。なんでもそろってる町なんだね、珍しいな」

　そうやってフィアをからかっていると、袖そでまくりした月つき夜よの腕が頭の上からにゅっと突き出され、細かい文字がびっしりと書き込まれたメモが、鼻先に突きつけられた。

「そういうことで、お買い物よろしく」

　月夜の声は、心なしか冷ややかだった。

「……え？　こんなに？」

「そ。修理パーツに、その子の着替えと歯ブラシと……あー、ヴィドさん来てて助かったわ」

「……月姉ねえ……僕ぼく、けがしてるんだけど……」

「あ！　そうそう、けがで思い出した。帰りに弥生やよいのとこ行って、右腕のけが診てもらってくるのよ」弥生というのは、町外れに住んでいる若い女医の名前だ。「あんたが寝てる間にも一回来てもらったんだけど、すごく心配してたから」

「……はあい」錬は、玄関の棚からマフラーを二つ取り、比較的かわいいデザインの方をフィアに手渡した。「フィア、行こ。なんにもない町だけど、案内してあげる」

「あっ、はい！」

　隊商のことでまだうんうんうなっていたフィアは、ほっとした様子でマフラーを受け取った。

　フィアがマフラーを巻こうと悪戦苦く闘とうするのを、笑いながら見ていると、真ま昼ひるが「錬、ちょっと」と手招きした。

「……わかってると思うけど、なるべく時間を稼かせいで。とりあえず軍のデータベースにアクセスして、あの子の正体と依頼主のこと探ってみる」

「わかった。真ま昼ひる兄にい、あんまりむちゃしないでよ」

「はいはい。錬れんこそ、目を離さないように。こっちの意図を悟られないように気をつけて……それと」

「なになに？」

　真昼は、テーブルの下から両腕でやっと抱えられるぐらいの大きなダンボール箱を取り出した。中には色とりどりのデータディスクがこれでもかというほど詰め込まれている。

　持ち上げてみると、とんでもなく重い。

「ついでに、これをジャンク屋の川かわ奈なさんのところに持っていってくれると、僕ぼくとしてはすごく嬉うれしい」

「……真昼兄……僕、けが……」




「うわあ！　あれ。あれ、なんですか」

　フィアが、またなにか見つけたらしい。今度はなんだ、と思ったら、フィアはいつのまにか一つ向こうの通りにいて、「早く早く！」と手を振っていた。

　錬は、はう、とため息を漏らした。

　ジャンク屋についたのは、確か一〇時前だった。

　店に一歩入るなり、カウンターの前の陳列棚に駆け寄ったフィアは、雑多に並べられたシリコン素子の一つ一つを物珍しげに手にとると、今年で三一になるやせすぎの店主に山のような質問を浴びせたのだった。

　延々二時間。目の前で瞳ひとみを輝かがやかせている少女を無む碍げにもできず、Ｃ三八型チップとｈ七四型メモリーの歴史などを説明させられた店主の川かわ奈なも気の毒だったが、それにつき合わされた錬もたまったものではなかった。

　それだけではない。道を歩いている間にも、行く先々にあるほとんどすべてのもの──それこそ公衆端末から雑草一本にいたるまですべて──に逐一興きよう味みを示し、そのたびに「あれはなんですか？」と錬に説明を求めるのだ。

　家を出てからとっくに四時間。言いつかった用事は、ほとんどすんでいない。

「錬さーん！」

　フィアが一いつ生しよう懸けん命めいに手を振る。錬は苦笑し、小走りに駆け寄った。

「おそいですよ」

「むちゃ言わないでよ、まだ足なおってないんだから……それで、今度はなに？」

「これです、これ！」

　そこは、町はずれの広場の入り口だった。

　五〇メートル四方ほどの空間には、小さな家ほどの大きさのコンテナが規則正しく並んで簡易的な商店街を形成し、その隙すき間まを縫ぬうように建てられた屋台には、酒や肉の匂においにつられた客が、昼間からたむろしている。

　臨りん時じの市ということで、日用品を買い求める者はまれだが、時ならぬ娯楽に町じゅうが沸き立っているようだった。

「これが、隊商さんですか？」

「そうだよ。言っとくけど、遊びに来たんじゃなくて買い物……」

　最後まで言い終わらないうちに、フィアは駆け出していた。

　あまりにも唐突なスタートダッシュだったので、錬れんは止めるタイミングを逸した。

「ちょ、ちょっと！　人の話を」

「錬さん！　はやくはやく！」まったく聞いていない。

「だから、走らない！」

　と錬が叫ぶ間にもフィアはどんどん走っていき、角を曲がって見えなくなってしまった。

　……絶対、演技じゃないな、あれ。

　錬は額ひたいに手を当て、盛大にため息をついた。

「……知ーらない。買い物しよっと」

　──三〇分後。

　買い物袋を抱えた錬がやっとフィアを見つけたのは、広場の一番奥まった所に開かれた、服屋の店先だった。

「あ、やっと来た！」錬の顔を見るなり、幸せいっぱいの笑みを浮かべ「似合います？」

　フィアの肩からはマフラーが消え、代わりに薄うす茶色のストールがかけられていた。

「それ、どうしたの？」

「このお店で買ったんです」

　フィアはストールの裾すそをちょっとつまみ、錬の前でくるりと回って見せた。金糸を梳すいたような髪と、スカートの裾が、ふわりと風をはらむ。

　不覚にも、錬は見とれた。

「……似合いませんか？」

　錬は大慌てで首を左右に振った。

「すごくよく似合うよ。でも、お金なんか持ってたの？」

「あのマフラーと交換してもらいました」まったく邪気のない口調でそう言ってから、少し不安そうに「いけなかったですか？　あの……」

　錬は無言でフィアの手をつかみ、店の奥に入っていった。

　カウンターに肘ひじをついていた若い店員は、錬とフィアとを交互に見比べ、顔をひきつらせた。

「よ、よう錬れんちゃん。元気だったか？　ははは」

　空虚な笑いを遮るように手を伸ばす。なかば逃げ腰の店員の首を押さえつけ、顔を寄せる。

「いいマフラーだったでしょ、あれ。強炭素繊維カーボンナノチユーブ五〇パーセントの対弾仕様だからね。あれ一つで、ストールがいくつ買えるか……」

「ごめん、錬れんちゃん！　悪かった！　錬ちゃんの彼女だって知らなかったから！」

「月つき姉ねえに言いつけちゃおっかなー」

　店員の顔が、目に見えて強こわ張ばった。

「た、頼む、錬ちゃん。それだけは……。なんでもするから！」

「なんでも？」

　しばらくの交渉のすえ、対弾仕様のマフラーと、口止め料代わりのストールを抱えて、錬は意気揚々と店をあとにした。

「……ごめんなさい……」

　暗く沈んだ、少女の声。文句の一つも言ってやろうと振り向いた錬は、心の底からすまなそうなその顔に、気勢をそがれてしまった。

「あ、えーと、その、うん」なにがうんなのか自分でもよくわからないが、とにかくひとつうなずき「以降、気をつけるように」

　そう言って、ストールをかけてあげる。

　フィアの顔に、ぱっと花が咲いた。




「……というわけなのよ！　ヴィドさん、どう思う？」

　おおよその顚てん末まつを話し終えた月つき夜よは、テーブルの上でとうに冷え切ったコーヒーを、ひと息に飲み干した。一時間しゃべりどおしだったので、喉のどがからからだ。

「そりゃまた、妙な依頼だな」ヴィドは神妙な顔でうなずき、無精ひげでざらざらのあごを撫なでた。「その『他ほかのサンプルには絶対に手をつけるな』ってとこなんか、怪しさてんこ盛りだぞ。普通は全部奪うとか、可能な限り持ち帰れだろ？」

「そうでしょ？　変だと思うでしょ？　なのに錬ってば、こんな怪しいのにだまされて！」

「まあ、そう言うなよ月夜」ヴィドの節くれ立った指が、コーヒーカップをつまむ。「錬ちゃんだって、悪気があったわけじゃねえんだ」

　月夜は、ぷいと顔をそむけた。

「わかってるわよ、そんなこと」

「お前の考えてること、当ててやろうか？　お前と真ま昼ひるがあの子を拾ってから、もう八年。たとえ血がつながってなくったって、お前にとっちゃ、命がけで守って大切に育ててきたかわいい弟だ。その弟が、いまさらこんな他人行ぎよう儀ぎなことにこだわってたのが、さびしいんだろ？」

　まったく図星だったので、返す言葉がなかった。

　その通りなのだ。自分は今の生活に満足していて、シティに戻りたいと思ったことなど一度もないというのに、どうしてあの子はそれをわかってくれないのだろう。

「……まあ、これは、お前らを七年見てきた人間の意見と思って聞いてほしいんだが」ヴィドの無骨な手が、月つき夜よの頭をぽんぽんと叩たたく。「お前ら、いい姉兄弟だよ。お前はいい姉貴だし、真ま昼ひるはいい兄貴だし、錬れんちゃんは……お前らにはもったいないぐらいの弟だ。それだけは、自信をもっていい」

　その言葉に、月夜は右腕の古傷をそっと撫なで、大きく息を吐いた。

「ヴィドさん、ありがと」別人のように顔を引きしめ「で、頼みたいことがあるんだけど。神こう戸べシティの偽造パスコード。手に入る？」

「依頼人の素す性じようを探るのは感心せん、と言いたいところだが、事情が事情だからな」ヴィドは、しばし考え「わかった。なんとかやってみよう」

「できるだけはやく、お願いね」

　鳩はと時計が午後四時を知らせた。窓の外は、昼間でも夜よりましという程度の明るさで、ついつい時間感覚が狂ってしまう。

　二人は、まだ帰ってこない。

「……どこまで行ったのよ、まったく」

「ちゃんと時間を稼かせいでくれてるんでしょ？」

　そっけない声は、リビングの隣となりの作業室から飛んできた。携帯端末を抱えて、真昼が顔を覗のぞかせる。

「あ、真昼。なにかわかった？」

「一応、あの子の能力解析してみたよ。それと、錬が持って帰ってきたディスク……ヴィドさん、いらっしゃい」

　ヴィドが、おう、と手を上げる。月夜は、椅い子すごと真昼の方に向き直り、

「どうだったの？」

「それがさっぱり」真昼は首を振りつつ「はじめて見る意識パターンだ。どんな能力を発揮するのか見当もつかない」

「収しゆう穫かくなしね……ディスクの方は？」

「パスワード合わせるのにしばらくかかりそう。あと、サンプルの行方ゆくえがトレースできた」

「サンプルって、例の脳標本三九体？」

「そ、本日付で神戸シティに輸送されてる。出所は、フリードリッヒ・ガウス記念研究所」

「どこだ？　そりゃ」とヴィド。

「情報理論の世界的権威よ。世界で最初に魔ま法ほう士し作った所」

「とにかく、神戸シティのネットにアクセスできないんで、これ以上のことは調べようがない。何とかして中にもぐり込まないと……」

「そっちは、ヴィドさんに頼んだわ」

「頼まれたぞ」

　真ま昼ひるは、助かります、と頭を下げていったん部屋にひっこみ、山のような紙束を抱えてリビングに帰ってきた。

　ヴィドに占領された自分の椅い子すの代わりに来客用の豪華なのを引っ張り出し、ついでに、壁かべにすえつけられたディスプレイのスイッチに手を伸ばす。

　安っぽいラメの服を着込んだＤＪのはつらつとした笑顔が、大映しになった。

　──『ケヴィン・ラッキースターのラヴ・アンド・ピース』。司会は私、ケヴィン・ラッキースターがお届けしております。さて次の曲は、そう、二一世紀テクノサウンド界が生み出した鬼才『Ｅ・エレクトロ・Ｓ・サウンド・Ｃカンパニー』のデビュー曲、『上海技巧シヤンハイ・アート』！──

　一呼吸の間を置いて画面が切り替わり、極彩色のＣＧとともに、雑音すれすれの電子音がスピーカーから飛び出してきた。

「……こういうのって、みんな海賊放送なのよね。暇な人もいたもんだわ」

「そう言うなよ、月つき夜よ。戦前のメディアを高値で買い取ってくれる上客だ」

　月夜とヴィドのそんなやり取りの間に、真昼はテーブルを片づけ、書類の山を積み上げた。

「で、例の件なんですけど」

「ああ、あれな。おれも、いろいろ調べてみた」ヴィドは懐ふところから数枚の写真を取り出し「これが九きゆう州しゆうにある地熱発電プラント。こっちがマレーシアの風力発電プラントで、あとこれが、シベリアの太陽光発電プラント」

「太陽光発電プラント？」真昼の顔に疑問詞が浮かぶ。

「ああ、もともと寒冷で日照量も少ない地方にあったのが幸いしてな、今でも稼か動どう効率五パーセントで動いてるぞ。まあ、今すぐ使えそうなのはこれぐらいだな」

「たったの三ヶ所？」月夜は、思わず口をはさんだ。「前に言ってた地熱発電プラントはどうなったのよ、北ほつ海かい道どうの」

「ああ、ありゃだめだ」ヴィドは渋い顔で「エネルギーバイパスがぼろぼろでな。無理やり動かしたらいつ爆ばく発はつしてもおかしくない。まあ、復旧に一年はかかるな……で、ここはそんなにやばいのか？」

「電算処理系はしばらく大丈夫なんですけど」真昼は書類の山から何枚かを引っ張り出し「耕作プラントが、限界に近づいてます」

「だましだまし動かしてきたけど、ちょっと無理っぽいわ」月夜が、あとを引き継ぐ。「もともと間に合わせに作ったやつだから、メンテナンスのことなんか考えないで設計されてるの」

　一〇年前、アフリカ会戦における事実上の大戦終結のあと、故郷をなくした避ひ難なん民や帰き還かん兵によってこの町は作られた。

　当時の人々の感覚では、この町はあくまでも一時的な避難所、シティが復旧するまでの仮住まいのはずだった。だが世界情勢はそれを許さず、行き場をなくした人々を吸収して、当初一〇〇人だった人口は五倍に膨ふくらんだ。

　たとえ耕作プラントがもったとしても、町の機能はすでに飽和状態にある。

　三人は、そろってため息をついた。

　重苦しい空気に包まれたリビングに、ＤＪのはつらつとした声が空虚に流れる。

　──続いては……これは解説の必要はないでしょう。人類の至宝、二二世紀音楽界の奇跡！　ジーン・Ｄ、『パーフェクト・ワールド』！──

　月つき夜よは反射的にコーヒースプーンをつかみ、スナップをきかせて投げつけた。スプーンの柄えは、狙ねらい違たがわずディスプレイのスイッチに命中。ノスタルジックなイントロが、雑音を残して途と切ぎれる。

「ど、どうしたんだ？　月夜」ヴィドが目を白黒させた。

「私、この歌嫌いなの」

「なんで？」

「雪ゆき姉さんのこと、思い出すから」

　それだけ言うと、なにも話したくないと言わんばかりに目を閉じる。

「おい、真ま昼ひる。こいつ、なんかあったのか？」

「ああ、昨日から機嫌悪いんですよ」

　ヴィドのおろおろした声に、真昼のそっけない答。

「なんで？」

「錬れんが女の子つれて帰ってきたから」

　月夜は思わず目を開き、真昼の顔を睨にらみつけた。

　真昼は涼しい顔で受け流したが、代わりにヴィドが狼ろう狽ばいした。

「そうなのか？」

「違うわよ！」

「違わないよ」真昼の、からかうような口調。「わざわざあの子のベッド、自分の部屋に置いてみたりさ」

「なに言ってんのよ！　夜中にちょろちょろ動きまわられたらたまらないって言ったら、真昼も賛成したじゃない！」

「僕ぼくの場合は純粋に実務的な動機だけど……ねえ、ヴィドさん」

「まあいつの時代も、お姉ちゃんっていうのは弟の彼女に嫉しつ妬とするもんらしいから……」

　……月夜は拳こぶしを振り上げ、テーブルめがけて振り下ろした。

　ものすごい音がコーヒーカップを震ふるわせ、書類の山が宙を舞う。

　そのうちの一枚をつかんで、硬直した二人のひきつった笑顔に突きつける。

「あのね」にこにこと、能面のような笑みで「町の相談、しましょ？」

「……はい」

　男二人は、そろってうなずいた。




「痛っ！　いたいいたい！　だから、痛いって！」

「はいはい、みっともなく騒さわがない。男の子でしょ？」

　錬れんの悲鳴を完全に無視して、右腕の治ち療りようは的確に進められていく。ガーゼをはがし、消毒薬を塗り、糸を抜いて、複雑骨折を矯きよう正せいし……。

「…………」

「こら！」涼しい顔をしていたら、頭を叩たたかれた。「痛覚遮断したら、神経つながってるかどうかわからないでしょ？　痛くても我慢しなさい」

「そんなこといったって……痛っ！　いたいた……」

　さらに数分間、悲鳴の独演会を繰くり広げたあとで、錬はやっと開放された。

「……弥生やよいさん、わざと痛くしたでしょ」

「よくわかったわね。月つき夜よに頼まれたの、できるだけ痛くしてやれって」

　涙目の錬に、今年で二三になる町でただ一人の医者は、たおやかな笑みで答えた。

「だいたい、錬ちゃんは痛覚遮断に頼りすぎなのよ。痛いって感じるってことは、体が『危ないぞ』って知らせてくれてるってことなんだから。もっと自分の体を大切にしなさい」

　細い指が、錬の髪をくしゃっと撫なでる。錬は、くすぐったさに首をすくめた。

　机の上のタイマーが、午後四時を知らせた。

「弥生さん、薬の時間だよ」

「あら、もうそんな時間？」弥生は、白衣のポケットから薬ビンを取り出し「錬ちゃん、水汲くんできてくれる？」

「あ、はいはい」

　ほどなくして台所から帰ってきた錬は、グラスに一杯の水を差し出した。弥生はそれを受け取り、きっかり四錠じようの薬を飲み下す。

　そのままグラスの水も全部飲み干して、ひと息。

「……昔から医者の不ふ養よう生じようっていうけど、不治の病の医者ってどうなのかしらね」

「やっぱり、治らないの？」

「ええ」さばけた口調で答えた弥生は、錬の心配そうな顔に慌ててつけ加える。「でも、今日明日っていうわけじゃないから心配しないで。薬飲み続けてれば、まだまだ大丈夫だから」

　そう言って、心臓のあたりをそっと押さえた。

「移植も、遺い伝でん子し書き換えも効果なし。ワニの脳が原因らしいんだけど、詳しいことは現代医学でもよくわかってないの」

「……弥生さん」

「治らないものは治らないし、どんなにがんばっても人は死ぬ。口く惜やしいけど、これが医学の、人間の限界ってわけ」そこまで言ってから、はっと顔を上げ「ごめんなさいね、つまらない話、聞かせちゃって」

　錬れんは激しく首を振り、診察室に視線をさまよわせた。弥生やよいの顔をまっすぐ見る勇気はない。

「……あれ？」真新しい包帯の巻かれた右腕をさすりながら「弥生さん、フィアは？」

「？　ああ、さっきの女の子なら」弥生は、診察室の入り口を指差した。「さっきまでそこにいたんだけど、錬ちゃんがあんまり痛そうな声出すもんだから、青い顔して出て行ったわよ」

「た、大変だ！」叫ぶなり駆け出した錬は、三歩走ったところで振り返り「あ、あの、弥生さん！　今日、治ち療りよう費が！」

「もう、月つき夜よからもらってあるわよ」弥生はくすくすと笑い「それより、はやく行ってあげなさい。かわいい彼女じゃない」

　思わず足が止まった。そういえば、さっきの服屋でもそんなことを言われた覚えがある。

「……彼女って？」

「あら、違うの？」弥生は不思議そうに「でも、錬ちゃんが女の子と駆け落ちして来たって、朝からみんな噂うわさしてたわよ」

　錬は、天を仰いだ。




　──フィアはすぐに見つかった。彼女は、町の外れに一人で立っていた。

　フィア、と呼びかけようとした錬は、喉のどまで出かかったその言葉を吞のみ込んだ。少女の後ろ姿は、なんだか寂しそうだった。黙だまって隣となりに立つと、彼女は一いつ瞬しゆんだけ視線を錬の方に向け、それから、再び前を向いた。

　そこは大通りの終点だった。目の前で道がふつりと切れて、雪に覆おおわれた荒野の上を吹雪ふぶきが舞い踊っている。

「……ここが、町のはしっこですか？」

「……うん」

　吹雪のはるかむこうで、巨大な物体が二人の視界を遮っていた。空の上まで続くその灰色の壁かべは、どこまで行っても途と切ぎれることなく、二人にのしかかってくるようだった。

　フィアは、目の前に立ちはだかる灰色の壁を、呆ぼう然ぜんと見上げている。錬はそんなフィアを横目に口を開いた。

「あれが」

「シティ……ですね……」

　か細い声が、錬の言葉を遮った。

「なんだ、知ってたの」

「はい。本当なら、私はあそこに運ばれるはずでしたから」

「なんのためだったの？」

　フィアが、一いつ瞬しゆん言葉に詰まる。その顔がかすかに曇くもった、と錬れんが思ったときには、もうフィアは元の明るい顔に戻っていた。

「実は、私もよく知らないんです」

　と言って錬の方に顔を向け、いいじゃないですかそんなこと、と微笑ほほえんだ。

　それからしばらく、二人とも黙だまったままで、吹雪ふぶきのむこうの神こう戸べシティを、ただ見ていた。

「錬さん」灰色のドームから視線を逸そらさずに、フィアが口を開いた。「今日は、すみませんでした」

「……どうしたの、急に」

「だって、私一人ではしゃいじゃって。迷惑だったでしょう」

「……別に迷惑じゃないよ。ちょっと疲れたけど」

　ちょっとどころか、足がしびれて自分の足じゃないみたいだ。でも、フィアの嬉うれしそうな顔を見るのは、確かに楽しかったな。そう思いながら、フィアの方に視線を送ると、彼女は錬の顔を嬉うれしそうに見ていた。

「僕ぼくの顔が、どうかした？」

「なんでもないです……あの、明日も街を案内してくれますか？」

　……今日一日の重労働の数々が、脳裏を過よぎった。

「あ、明日も？」

「……だめですか？」

「別にだめじゃないけど、一週間たったら迎えが来るんでしょ？　そしたら、町なんて……」

　町なんていくらでも見れるじゃない、その言葉を、錬は最後まで言うことができなかった。

　フィアが唇をかみしめ、肩を震ふるわせてうつむいてしまったから。

　──泣くかな？

　だが、そんなしぐさも一いつ瞬しゆんのこと。フィアはすぐに顔を上げ、笑顔を作ってみせた。

「そうですよね。ごめんなさい、無理言って……帰りましょう」

　と町の中心に足を向け、錬の答も待たずに歩き始める。

　かすかに肩を落とした、さびしげな背中。

　その姿を見ているうちに、錬は、自分がなんかとんでもなく理不尽なことを言ってしまったような、そんないたたまれない気分になった。

「いいよ！」

　突然の大声に、フィアが不思議そうに振り返る。錬は駆かけより、その小さな手を取った。

「案内してあげる。まだ、行ってないところいっぱいあるから」

　フィアは不思議そうに目をしばたかせてから、はいありがとうございます、と笑って答えた。

　午後一一時、月つき夜よが部屋から出てきた。

「ぐっすり眠ってるわよ。よっぽど疲れたみたいね」

　そう言って錬れんのコップを取り上げ、ぐいっと一息に飲み干す。

「あ！　月つき姉ねえ、なにするの」

「おだまり。真ま昼ひる、錬に酒飲ませちゃ駄目でしょ！」

「ん？　まあ、ちょっとぐらいいいじゃない。弱い酒だし」

「ウォッカは弱くない！　……はい、錬。あんたはこれ」

　錬の前に、合成オレンジジュースがなみなみと注がれたグラスが乱暴に置かれた。

　錬は黙だまってそれを半分だけ飲み、合成ウォッカのビンに手を伸ばした。

　──月つき夜よの握り拳こぶしが、錬の頭に命中した。

「誰だれがカクテル作れって言ったの！」

　それから三人は、めいめいのグラスを片手に、今日一日のことを話し合った。

「……結局、依頼人の正体はわからなかったんだね」

「わかったのは、あんたが見たっていう脳標本、あれが最高機密並みに重要なものだってことだけ」

「ああ、あれ？　でも、標本ていうより、生きてるみたいだったよ」

「なにか、関係あると思う？　真昼」

「どうかな」真昼はグラスを揺らし「とりあえず、明日もう少しがんばってみるよ」

「じゃあ、私はナイフの修理ね。……で、錬はどうするの」

「明日も、町の案内」

「わかった。夜になったら、新しい戦せん闘とうプログラムの調整やるから……」

「ちょ、ちょっと、明日も？」月夜が、割って入る。「別に連れ出さなくてもいいのよ。真昼は自分の部屋でやるし、私の方は見られても困らないから」

「うん……。でも、約束したから」

　コップにオレンジジュースを注ぎ直す。

「錬……これは、ビジネスよ」

「うん？」

「あんたが、もし、あの子に同情してるなら……」

　月夜の真剣な顔に、錬は思わず吹き出してしまった。

「錬！　笑いごとじゃなくて」

「わかってるよ、月姉」笑いながら「どうして僕ぼくが、昨日会ったばかりの子に同情するのさ。あの子とのつき合いは一週間。依頼主に引き渡すまでの、短いつき合い！」

「……だといいけど」

　月夜が、小さく呟つぶやいた。

　真ま昼ひるはそれを横目に、ウォッカを一口なめた。




　彼は今年、神こう戸べ市軍に入隊したばかりの新兵だった。

　神戸シティにおいて住民の職種は三通りに大別される。サービス業、公営のシンクタンク、そして軍人。

　軍に入るのは難しい。たとえもっとも簡単な一般兵の入隊試験であっても、倍率は常に一〇倍を上まわる。だが、そのことに特にエリート意識は感じない。その程度のことで他人を見下すような人間は性格審しん査さの段階で撥はねられる。

　神戸市第二〇階層。演習場のはずれにある倉庫街の一角が、今日の彼の持ち場だった。

　一〇〇メートル四方はある広い空間には、今け朝さ運び込まれたばかりのサンプル、つまりガラスの培ばい養よう槽そうに入った脳の標本が全部で三九個、規則正しく等間隔にならべて置かれていた。

　彼は緊きん張ちようしていた。そして興こう奮ふんしていた。このサンプルがなんなのか彼は知らされていない。それでも上官の態度を見れば、これが重要なもの、それも最高機密に属する類たぐいのものであることは容易に察しがついた。

　……だから、そのかすかな物音を、彼は聞き逃さなかった。

　倉庫の奥。彼の位置からは死角になっているあたりだった。

　油断なく銃を構え、暗い脳標本の林の中を、物音のした方へゆっくりと歩いていく。

　慎重にそちらを覗のぞくが、なにもいない。そのとき、左手の方でもう一度物音がした。

「誰だれだ！」

　とっさに構えた銃はむなしく空を切り、レーザーサイトの赤い光点がガラス筒の表面に踊った。足もとを小さな黒い物体が、甲高い鳴き声とともに駆け抜けていった。

「……なんだ、ネズミか。おどかしや……」

　脅かしやがる、と言いかけた彼の顔が凍りついた。視線の先で、相方の見張りの兵士がうつぶせに倒れていた。慌てて駆けより、頰ほおをはたく。

「おい、しっかりしろ！　おい！」

　だが、兵士はぴくりとも動かない。と、どこかでなにか音楽のようなものが聞こえた気がした。

「……歌？」

　音が聞こえた方を見るが、誰もいない。

「気のせいか……」

　視線を倒れている兵士の方に戻した彼の耳に、再び歌が聞こえた。今度は真正面から。

　顔を上げると、目の前にガラス筒があった。

　蟬せみの抜け殻を肉づけしたような、灰色の脳が浮かんでいた。

　灰色の脳のう髄ずいは、どくりどくり、と脈打っていた。脳の脈動に合わせてガラス筒の表面が生物のようにうごめき、空気を震ふるわせていた。

　そうやって、そいつは歌っていた。

　……恐怖を感じる暇もなかった。突然、頭ず蓋がい骨こつと脳の間にコールタールを流し込まれるような感覚に襲おそわれ、視界が真っ暗になった。体の力が抜け、意識がかき消されていく。

　なにも、考えられなかった。

　どこか遠くで、自分の体が倒れる重い音が聞こえた。







　　　第三章　雪の降る町で～A week─next four days～







　強化カーボンの粗い床面が、靴越しにざらついた感触を伝えていた。

　絶対にＩ－ブレインを起動しないように。事前にいやというほど聞かされたその言葉を思い出しながら、祐ゆう一いちはなかば手探りで歩を進めた。

　光源と呼べるものは一つもなく、目を凝こらさなければ自分の手さえ認識できない。少しでも気を抜けば、果てのない巨大な空間に放り出されてしまったかのような錯さつ覚かくに陥りかねない。

　はるか前方に見える小さな四角い光と、頭すれすれの天井によって幾重にも反はん響きようする軍靴の響ひびき。その二つだけが、この場所が細くまっすぐな通路であることを知らせていた。

　人間の存在をまったく無視して、ただコンピュータの動作を最優先に調整された空気は、水分というものをいっさい含まず、渇いた喉のどに張りついてくる。

　地下階層。

　神こう戸べシティの地下一キロに横たわるその空間の存在が、市民や一般兵に知らされることは決してない。地下階層に立ち入ることを許された上級将校や一部の研究員は、一人の例外もなく機密保持のための催眠暗示を受け、退役と同時に『外科手術的な手段』によってそれに関するいっさいの記き憶おくを消去される。

　第二〇階層の軍事施設など、所しよ詮せんは一般人の目を欺くためのダミーに過ぎない。『地下階層』こそが、シティの脳であり、心臓であり、シティそのものであるといえるだろう。

　そして今、祐ゆう一いちは地下階層の最深部、『神こう戸べシティの脳』の中にいる。

　通路を進むにつれ、次第に目が慣れ、壁へき面めんの様子がわかってくる。天井も左右の壁かべも床面も、すべてが鈍い黒色に統一され、光を反射しないように粗く仕上げられている。

　闇やみに目を凝こらせば、天井の隅に朱字で書き込まれているのは、コンピュータの型番。

　一辺が一二〇〇メートルの巨大な立方体型コンピュータ。その中心に向かって延びる一筋の線を、祐一は歩いているのだった。

　一〇分ほど歩いて通路の終点にたどり着いた。目の前には、それ自体が光を放つ白い隔かく壁へき。

　通路の脇わきにあるタッチパネルに右手を押しつける。

『遺い伝でん子しパターン確認。黒くろ沢さわ祐一。特例二八七に基づき、マザールームのロックを解除』

　六重の隔壁が、重苦しい機械音とともにゆっくりと開いた。

　そこは直径一〇〇メートルほどの、緩ゆるやかなすり鉢状の空間だった。

　中央のもっとも深い所に一段高いステージが設けられ、それを取り囲むようにさまざまな計器類が無駄なく配置されている。

「やっと来たか」車椅い子すに座り司令官服を身に着けた老人が、入り口脇の操作端末から顔を上げた。「どうした？　はやく入れ」

「……ここに入るには、将官以上の階級が必要なはずだが？」

　祐一の言葉は問いかけというより確認だったが、静しず江えは笑って答えた。

「私の権限で特例を出しておいたよ」

「司令官が権限を振りまわすのは、独裁の第一歩だな。議会には諮はかったのか？」

「議会なぞ」静江は皮肉な笑みを絶やさず「五年も前に永久解散したよ。今は、すべての行政はコンピュータがやっとる」

「なぜ？」

「なり手がおらんからさ。無理もないがね」

　隔壁の閉じる音を背中に、祐一は、部屋の中央へと下りていった。

「……お前がここに来るのは、二度目か」

「一〇年前は、おれは逃げたからな。これがはじめてだ」

　中央のステージには、ライトの白い光に照らされて、大きなガラス筒が置かれていた。

　生命維持槽そうの中には一人の女性が浮かんでいた。

　目を閉じ、口もとにあいまいな微笑ほほえみを浮かべる彼女の顔は、まるで夢の中でまどろんでいるかのように穏やかだった。長い黒髪がゆらめき、白い肌がライトの光りにきらめく様さまは、幻想的なまでに美しかった。

　彼女は、一〇年前と変わらぬ姿でここにいた。

　祐ゆう一いちはミラーシェードをはずし、ガラス越しに語りかけた。

「ただいま。雪ゆき」

　彼女は目を閉じ、ただあいまいな笑みを浮かべているだけだった。




　水すい槽そうに、水を張ったとする。

　この水は、放っておけば最初の温度を保ちつづける。水の一部分が、突然他ほかの部分から熱を吸い取って沸ふつ騰とうする、などということは決して起こらない。そういう現象は、自然ではない。

　この当たり前の事実は、単純な考察によって、次の重大な結論に帰結する。つまり、

『低温の物体から高温の物体ヘエネルギーを移せば、必ずエネルギーの損失が起こる』

　より、わかりやすい表現を用いるなら、

『使ってしまったエネルギーは、一〇〇パーセント再利用することはできない』

　世に言う『エントロピー増大の法則』だ。

　大戦後のシティ再建において、もっとも重要だったのが、この問題だった。

　シティは、自分に必要なほとんどのものを、自らの手で生み出すことができる。だがエネルギーだけは、外から補ってやらなければならない。一つの水槽に熱湯と氷を一緒に入れれば、すぐに溶け合ってただの水になってしまうように、外界からのエネルギー供給を断たれたシティは、すぐに熱量の循じゆん環かん系を維持できなくなる。

　起死回生の策として持ち出されたのが、この『マザーシステム』だった。

『情報理論』に基づく熱力学制御によって物理法則を超越し、シティを永久機関とするシステム。計画だけは大戦前から存在したが、ある理由のために実行に移されることはなかった。

　このシステムは、コア・ブロックの演算素子として魔ま法ほう士しの脳を必要とした。

　強制される者、自ら志願する者、さまざまだったが、彼らは皆、システムの安定のために脳葉除去手術を受けて感情を奪われ、ガラスの培ばい養よう槽そうの中に閉じ込められた。

『マザーシステム』を取り入れた一一のシティだけが生き残った。そして、すぐにその数は七に減少した。『人道的な見地から』感情除去手術に反対した四つのシティのマザーシステムは、一年ともたなかった。

　あれから一〇年。『マザー』は、完かん璧ぺきなシステムのはずだった。




「で」祐一は静しず江えの傍らに歩み寄り「実際のところ、あとどれくらいもちそうなんだ？」

「とうの昔に、耐用年数はオーバーした。時間の問題だ」

「なんで、そんなことに……」

「最強騎き士し、七なな瀬せ雪の脳だから一〇年もった。それだけでも奇跡だよ。並みの魔法士の脳では起動すらしなかったんだからね……だが、一〇年は長かった」

　静しず江えの指が端末を滑ると、雪ゆきの脳の様子が立体映像で映し出された。

「ひどいな」祐ゆう一いちは、脳の中央の一角を凝ぎよう視しした。「旧皮質が死にかけてる」

「情報の過負荷に耐え切れず、ニューロン細胞が自己崩ほう壊かいを起こしとる。学者どもはこの現象を『フリーズ・アウト』と呼んどるよ」

「治ち療りよう法は」

「ない……時間をかければいつかは見つかるだろうがな」

「マザーシステムが止まったとして、シティの機能は何日間維持できる？」

「一日だってもたんよ。次の日までには神こう戸べ市民一〇〇〇万人、まとめてあの世行きさ」

「市民はこのことを？」

「知るわけがなかろう」

「なぜ、公開しない」

「対策がなに一つない以上、暴動が起きるのが関の山だからな……それに、公開するとなれば、マザーシステムの正体もいずれは知られてしまう。なんと言って説明するつもりだ？『お前達が生きてこられたのは罪もない一人の魔ま法ほう士しが犠ぎ牲せいになったおかげで、しかもいつ止まるかわからない不安定な代しろ物ものだから気をつけろ』とでも？」

　静江の声はむしろ穏おだやかなものだったが、祐一は耐え切れずに視線を逸そらした。

「……雪は、こうなることを知ってたのか？　知っていて、実験体になったのか？」

「知っとったよ。システムの欠陥は誰だれの目にも明らかで、しかも、仮想シミュレートの予測では五年が限界だった」

「……で、あんたは止めなかったんだな。自分の娘のことなのに」

「しかたなかろう。それが、あの子の願いだったのだから」

　祐一は壁かべにもたれかかり、大きく息を吐いた。

「……捜査は、どうなってる？」

「情報局を総動員してな、発電施設の位置を元に一五〇〇ほどに絞り込んだ。一つ一つ虱しらみ潰つぶしにいくとして、まあひと月というところだな」

「結局、人海戦術しかないわけか」

「それより、お前の方だ。例の少年相手の戦せん闘とうプランはできたのか？」

「ああ」祐一は、うなずいた。「向こうの能力は未知数だが、手は読めている」

　魔法士の能力は、それが強力なものであればあるほど、選択肢が限られていく。例えば祐一の能力は、『身体能力制御』による単純な運動能力の増幅と、『情報解体』による情報そのものに対する直接的な攻こう撃げき、そして、騎き士しの最強のゆえんたる特殊フィールド形成能力『自己領域』、このたった三つに特化されている。

　どうあがいてもこれ以外の能力を使うことはできない。

　限られた能力の組み合わせによって、いかにして相手の攻こう撃げきをかわし、防御をかいくぐるか。『魔ま法ほう』という言葉のイメージとは裏腹に、魔法士戦せん闘とうの本質はきわめて論理立った、チェスやポーカーに近い。

　必要とされるのは、明確な戦術理念と正確な先行予測、そして、少しのブラフ。

「おれが逆の立場なら、足場のない場所に誘い出してこっちの動きを封じようとするだろう」それが、祐ゆう一いちの出した結論だった。「要は、それを逆手に取ればいい」




　フィアが、不思議そうに空を見上げている。

　彼女が突拍子もないものに興きよう味みを示すのには、錬れんはもう慣れっこになってしまったから、そうやって空を見上げているのも別におかしいとは思わない。

　思わないが、視線を上に向けたままで歩くものだから、いつか転ぶんじゃないか、と心配でしょうがない。

「あ！」

　案あんの定じよう、フィアが足もとの小さな石ころにつまずいた。慌てて手を伸ばし、体を支える。

「あ……ありがとうございます」

「いいよ、軽いから。……それで、今度はなにを見てたの？」

「はい、……あの」もう一度空を見上げ「どうして、雪が降ってこないのかな、と思って」

　錬も、つられて視線を上に向けた。

　暗い鉛色の空の背景を覆おおい隠すように、数え切れないほどの白い雪の結晶が絶え間なく降り注いでいる。しかし、雪は、町の上空のある高さまで降りてくると、まるでそこに見えない壁かべがあるかのようにかき消えてしまう。

「……あの辺りに、大気の境目があるんだよ」

「大気の境目？」

「うん、あっちの、四角い建物が見える？」

　町の中央、三階建ての家ほどの大きさの、四角い灰色の建物を指差す。一階に扉が一つあるだけで、あとは窓もなにもなく四方を壁に包まれたその姿は、建物というより巨大な箱のようだ。

「あそこは『計算室』っていってね」

　錬はその『箱』に向かって歩き出した。フィアが、慌てて横に並ぶ。

「あれ全部が、丸ごと一つのコンピュータなんだ。この町の大気の状態を『情報制御』してるんだよ」

「……あんな大きなコンピュータ、どうやって動かしてるんですか？」

「電源を、ちょっと神こう戸べシティから借りてるんだ。内緒でね」

　フィアが、感心したように、はー、とため息を漏らした。

「……だから、この町では、雨も雪も降らないんですね」

「フィアの町は違ったの？」

「え！　……あ、はい、その、私の町は、地下シェルターになっていたので……」

　しどろもどろに答えてから、フィアは少し寂しそうに、じゃあ雪遊びは無理ですね、と呟つぶやいた。

　聞きなれない言葉だ。

「……雪遊び、ってなに？」

「えっと、雪遊びっていうのはですね」

　フィアは口もとに指を当てた。自分が質問する側ではなく説明する側にまわれたのが、うれしいようだ。

「雪を丸めてボールにしてみんなでぶつけっこしたり、雪をいっぱい集めて『雪だるま』っていう大きな人形を作ったりするんです。昔、シティも大気制御システムもなかった頃ころの子供は、雪がつもったら必ずこの遊びをやっていたそうです」

「ふーん……確かに、ここでも年に何回か雪が降るけど」

「ほんとですか！」

「でも」と喜ぶフィアを遮る。「もし雪が降っても、その『雪遊び』をやるのは無理だよ」

「……どうしてですか？」

「雪が降るっていうことは、計算室が故障した、っていうことだからね。みんな大慌てで、遊んでる暇なんかないよ」

「そうですか……」フィアは、一いつ瞬しゆんうつむいたが、すぐに顔を上げ「それじゃあ、もし、雪が降って、計算室が故障していなかったら、一緒に雪遊びをしてくれますか？」

「それは……」無理だよ、と言いかけて、フィアの真剣な目に気がついた。「そのときは、一日中つき合うよ」

「はい」フィアがにっこり微笑ほほえんだ。「約束ですよ」




「それじゃ、おやすみ」

「はい、おやすみなさい。……あの、明日も……」

「はいはい。喜んで」

　笑い声とともに、扉が閉ざされる。フィアは部屋の灯あかりを消し、ベッドの端に座った。

　目を閉じる。

　自分が今いる場所を、頭に思い浮かべる。そこから、目的の場所まで、線を引いてみる。

『道』をイメージする。その場所まで声が届くように。その場所から、声が聞こえるように。

　……つながった。

「私です。フィアです」

　心の中でそう話す。と、目の前の空間が歪ゆがみ、光が浮かんで文字を形づくった。

『元気でやっているようだな』

「はい。元気です」

『そちらは、楽しいか』

「はい！　とっても」

　心の中で元気よく答えると、空中の文字が『そうか、それはよかった』という形に変化した。

「みんな、私にとってもよくしてくれます」

『それで、今日はどうしたんだね。なにか、困ったことでも？』

「困ったことではないんですけど、お願いがあるんです」

『どんなことだね』

「魔ま法ほうを使いたいんです」窓の外の闇やみ空に視線を向け「……雪を、降らせてみたいんです」




　その日、午前〇時から〇時五分にかけて、神こう戸べシティから西に二〇キロほどのあるポイントを中心に、異常な『情報の乱れ』が観測された。

　神戸シティのセンサーが観測したその異常なデータは、当直の兵士の元に届く前に何者かの改ざんを受け、異常に気づいたものは誰だれもいなかった。




　朝、五時。ジャンク屋の川かわ奈なが、血相を変えて天あま樹ぎ家の戸を叩たたいた。

「真ま昼ひる、真昼！　錬れんちゃんでも月つき夜よでもいい。起きてくれ！」

「……ふぁい、なんですか。こんな朝から」

　あくび混じりに扉を開いた真昼は、家の外の光景に絶句した。

　町一面を雪が覆おおいつくし、見渡す限りの銀世界が広がっていた。

「これは……」

「すぐに『計算室』まで来てくれ！　ヴィドも久ひさ川かわのじいさんも、もうあっちに向かった！」

「わかりました！　錬と月夜叩たたき起こすから、二分待って下さい！」

　数分後、『計算室』の前に集まった町の主だった面々の中に、天あま樹ぎ家の四人はいた。

「状況は、どうなってますか？」

「わからん。とりあえずシールドは正常に機能しとるようじゃが、メンテナンスをやり直さんといかんじゃろ。問題なのは、町に不安が広がっとることじゃ」

　駆けつけた真昼の質問に、町一番の年寄りである久川老は、重い口調で答えた。

「こんなことははじめてじゃ。わしにもさっぱりわからん」

「くそっ！　先月の総点検のときにはなにもなかったのに」

　川奈が吐き捨てるように叫んだ。ネットダイバーでもあり機械にも詳しい彼は、町内会の費用でこの計算室のメンテナンスを任されている。

「あんたが、いいかげんな仕事をしたとは誰だれも思っとりゃせん。それより、早いとこ調べてくれ。このままでは、町の連中に説明ができん」

「わかりました。真ま昼ひる！　おれは、Ａ－一一からやる。お前は＠－九九から逆にたどってくれ」

「センサーの点検はいいのか？」と、これはヴィド。「なんなら、うちの若いのを使ってくれても構わんぞ？」

「助かります」真昼はすぐに答えた。「個別に指示を出しますから、ここに呼んでください。……月つき夜よ、大通りの東から、順番に見ていって！　錬れんは西から」

「わかったわ！」と答えて、月夜が駆け出した。

　錬は、蜂はちの巣をつついたような騒さわぎの町を見渡して、思わず拳こぶしを握りしめた。

「行こう、フィア。……フィア？」

　フィアの顔は、真っ青だった。




　結局、割り当てられたすべてのセンサー類をチェックするのに、昼過ぎまでかかった。

　錬は、雪に覆おおわれた大通りを歩きながら、伸びをした。

「なんともなくて本当によかったね。月つき姉ねえも真昼兄にいも終わってるはずだけど、なんにも知らせに来なかったからきっと大丈夫だったんだよ……だから、そんなに心配しないで」

「……え？」

「顔、真っ青だよ」

「……違うんです。あの、私、こんなに騒ぎになるとは思わなくて……」

「ああ、びっくりしたでしょ。でも、あの計算室がなくなったら、みんな生きていけないから。みんな普段はのほほんとしてるけど、あれに関してだけはすごく敏感なんだ。だから、許してあげて」

「そうじゃないんです！」

「そうじゃないって……」

　どういうこと、と言いかけて、はっとなった。雪に覆われた真っ白な大通りの真ん中で、白衣の女性が倒れていた。

「……弥生やよいさん！」

　錬は駆け寄った。




　病院の二階の診察室に寝かされた弥生の顔は、真っ青だった。脈も心臓の鼓動も弱々しく、呼吸も苦しそうだ。

「月姉、どんなぐあい？」

「やばいわね。真昼、下の棚から強心剤探してきて」

「わかった！」

　真昼が部屋を飛び出した。錬もあとを追いかけようとしたが、月夜に止められた。

「あんたはこっちを手伝って。血流と血中酸素濃のう度どの制御、できる？」

「……わかった、やってみる」

　人の体の中は制御しにくい。その人固有の情報が邪じや魔まをするからだ。だが、そんな泣き言を言ってはいられない。目を閉じ、Ｉ－ブレインの動作状態を書き換える。

　月つき夜よが、必死に弥生やよいに語りかける。

「……どうして」フィアの声は震ふるえていた。「どうして、こんな……」

「弥生さん、心臓が弱かったんだ」

　目を閉じたままで答える。

　フィアが、今にも泣き出しそうな声でさらに問うた。

「でも！　どうして今日に限って」

「弥生ね」静かな口調で、月夜が答えた。「去年の雪の日に子供をなくしてるのよ」

「え……」

「まだ生まれたばかりの女の子でね。弥生、ずいぶんがんばったんだけど、結局寒さに耐え切れなくて……。きっと、あの子のことを思い出したんだわ」

「そんな……」

「だめだ！　やっぱり、うまく制御できない！」

「踏ん張りなさい！　男でしょ！　……ああもう！　真ま昼ひるは何やってんのよ！」

　月夜の叫びを嘲あざ笑わらうように、弥生の呼吸はどんどん荒く、途と切ぎれ途切れになっていく。

　ふいに、錬れんは袖そでを引っ張られた。

　目を開くと、決然としたフィアの顔があった。

「……私に……やらせてください」




　司令部の通路を歩いていた祐ゆう一いちは、突然立ち止まった。唐突にＩ－ブレインが、ほんのわずかな『情報の乱れ』を感じ取った。どこかで、何者かが情報制御を行っている。しかも、ひどく特異なやり方で。

　目を閉じ、Ｉ－ブレインに意識を集中する。『情報の海』を伝って、力の中心を探る。

　……微かすかな力の流れを、たどりきれない。

　情報の乱れは、現れたときと同様に唐突にかき消えた。

　祐一は目を開き、観測室へと急いだ。




　月夜にはなにが起こったのかわからないようだったが、錬のＩ－ブレインには、その光景がはっきりと見えた。

　フィアが、弥生の細く弱々しい手をそっと両手で包み込み、目を閉じた。

　フィアの背中から光の束が広がった。錬にはそれが、錬の『マクスウェル』や『ラプラス』と同じ、『抽象的な情報構造のイメージ』だとわかった。

　それはまるで、天使の翼つばさのようだった。

　翼は弥生やよいの体を包み込み、情報を書き換える、というより彼女本来の情報に『同調』していくようだった。
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　見る見るうちにフィアの顔は青ざめ、呼吸は弱まり、心拍数も低下していく。そうやって弥生と同じレベルまで身体能力が低下し、弥生の情報構造とフィアのそれとが完全に合致した。

　フィアが一回呼吸すると、同時に弥生も一回呼吸した。

　フィアの心臓が一回脈打つと、同時に弥生の心臓も脈動した。

　そうやって五分ほどの間、フィアは弥生の体と同調し続けた。

　強心剤を手に真ま昼ひるが帰ってきたときには、弥生は、なにごともなかったかのように安らかな寝息を立てていた。




「で、いったいなにがどうなってたわけ？」

「さあ、計算室も、他のセンサーもまったく異常なし。みんな、首をかしげてたよ」

　月つき夜よの問いかけに、答になっていない答を返して、真昼は窓の外に目を向けた。

　早朝からの雪騒さわぎも昼過ぎには一段落し、町の住人は普段の生活に戻っていった。

　だが雪のためか、通りに人影はない。

「弥生やよいは？」と、心配そうな月つき夜よの声。

「もう、落ち着いてる。僕ぼくがいない間に、なにがあったの？」

「あの子がなにかやったのは間違いないんだけど、私にはさっぱり……」

「錬れんはなにか言ってた？　……って、そういえば、錬は？」

「知らないわよ。なんか妙に暗い顔して、あの子と二人でどこか行ったわ。私が聞いてもなんにも答えないのよ、頭来ると思わない？」

「なにも答えないのが？　フィアと一緒なのが？」

「両方よ！」

　真ま昼ひるは、はあ、とため息を吐き、端末のスイッチに触れた。

「つまんないこと言ってないで、明日の段取り、始めるよ」

「……明日って、なにがあるんだっけ」

「神こう戸べシティに潜せん入にゆうして、情報集めるんでしょ……ほら、月夜！」

　答が返ってこない。顔を上げると、月夜は、ぼんやりと窓の外を眺めていた。

「どこまで行ったのかしらね……」

「月夜、それ、一昨日も言ってたよ」

　一昨日と同じようにそっけなく答えて、ディスプレイに目を戻す。

「真昼。あんた、錬のことが心配じゃないの？」

「それも一昨日聞いた」

「なん度でも言うわよ！　真ま面じ目めに聞いて！」

　両手で顔をがしっとつかまれ、無理やり月夜の方を向かされる。

「あの子と二人っきりにして心配じゃないのか、って聞いてんの」

　真昼は端末から離れ、月夜を正面から見た。

「……どうしたの？　錬があの子に同情して、仕事を降りるとか言い出すとでも……」

「ちょっと、思ってる」

「錬のこと、信用してないの？」

「信用してるわよ。だから、あの子がかわいい女の子だから言ってるんじゃないわ」

「だったら……」

「真昼。あんた、あの子の目を見てなにも思わなかった？　あの子がはじめて目を覚まして私達を見たときのあの目……」

　しばし考え、唐突に、月夜の危き惧ぐの正体に思い至る。

「それで、そんなに心配してたのか。でも、それだけで」

「錬には、あの子に同情する理由がある。私の思い過ごしかもしれないけどね」月夜の声は、ぞっとするほど冷たかった。「明日のこと、錬には教えない。錬があの子にしゃべるとは思わないけど、万が一ってことがあるわ」




　あれからずっと、錬れんは町を歩いていた。

　半歩後ろから、フィアがとぼとぼとついてきた。

　錬は黙だまったまま、フィアはうつむいたまま、どちらも顔を合わせようともしない。

　道を歩いているのは二人だけ。他ほかに出歩くものは誰だれもいない。雪を踏みしめる固い音だけが空しく響ひびいた。

　……錬は立ち止まった。半はん瞬しゆん遅れて、フィアの足音が止まる。

「ねえ」錬は振り返った。「この町にどうして名前がないか、わかる？」

　フィアはうつむいたまま、なにも答えない。

「明日になれば、なくなるかもしれない。そんな町に名前をつけて、愛着を持ってもしょうがない。……一〇年前、シティに住めなかった人達が寄り集まってこの町を作ったときに、みんなでそう決めたんだ」

　フィアは顔を上げ、真正面から錬の視線を受け止めようとする。

「あの、私、どうやって謝あやまったらいいか」また、目を伏せてしまう。「ごめんなさい……」

「責めてるんじゃないよ。ここでは雪がどんなに危険なものか、教えなかった僕ぼくも悪い。ただ、知っておいてほしいんだ」

　錬は空を見上げた。怒りがないといえば噓うそになる。いつもはうっとうしいだけの灰色の空は、ささくれ立った心を落ち着かせてくれるようで、今は心地よかった。

「隊商のヴィドさんは、八年前に奥さんをなくしてる。ジャンク屋の川かわ奈なさんだって、人には言わないけど、ここに来る前には色々辛つらいことがあったんだと思う。……みんな、必死で生きてるんだ……それだけ！」

　お説教終わり！　そう言って、錬はフィアの顔を上げさせた。

「……どうして、なにも聞かないんですか？……」

「わかってくれれば、それでいいから」

「どうして、私のこと、責めないんですか？」

「……本当は、もしフィアが涙を流したり、ひと言でも言い訳したら、町の外に放り出してやるつもりだったんだ」

　目をしばたかせる少女に、錬は小さく笑った。

「でも、フィアはどっちもしなかった。そんなに一いつ生しよう懸けん命めいに自分を責めてるんだから、もういいよ」

　フィアの小さな手は、固く握りしめられて真っ白になり、手のひらに爪つめが食い込んで血が流れていた。錬はハンカチを取り出して、その手にそっと巻いた。

　それから、足もとの雪を両手にすくいとり、フィアの目の前に差し出した。

「約束通りやろうよ、雪遊び」

　フィアは、暗い顔から、驚おどろき、泣き笑い、照れ、とめまぐるしく表情を変化させ、最後に、こぼれるような笑みを浮かべてうなずいた。

「……はい！」

　……結局その日は、二人ともへとへとになって歩けなくなるまで、雪遊びに興きようじた。




「観測されていないと、そう言うんだな？」

「は、はい。確かに、なんの異常も……」

　祐ゆう一いちの言葉に、当直のオペレーターはしどろもどろに抗弁をした。

「データを、見せてもらおう」

「では、しかるべき申請をランク７以上の係官に……」

　祐一は、無言で騎き士し剣をつかんだ。

「……わ、わかりました。そのかわり、自分が見せたってことは……」

　まだ年若いオペレーターは、祐一の脅しにあっけなく屈し、端末から、今日一日の『情報流束』の観測データを呼び出した。祐一は、そのデータを、食い入るように睨にらみつけた。

「この通り、なにも起きてはいません。自分の言った通りで……」

「君は、オペレーターを何年やってる？」

「……まだ、半年です」

「なら、教えておいてやる」

　祐一は、立体映像で描かれた『なにもない』グラフを指差した。

「このタイプのセンサーは、教練で使うものと違って、データ処理系統が旧式だ」

「……それがなにか」

「たとえなにも起こらなくても、一定量のバックグラウンド・ノイズが観測されるんだよ！」

　一呼吸の間を置いて、オペレーターの顔色が変わった。




『警けい告こくします。当、神こう戸べ市第一階層第七ポートは、西暦二一九三年三月三一日をもって閉へい鎖さされました。当施設への立ち入りは専用のパスコード、または管理レベル五以上の身分証の提示が必要です。……繰くり返し、警告します』

　月つき夜よが目配せをすると、真ま昼ひるはうなずき、ヴィドから預かった偽造カードを警備システムのカメラに突きつけた。

　照会中、照会中という合成音が一分ほど続いたあと、唐突に目の前のゲートが開く。

　アクセルを踏むとフライヤーはゆっくりと速度を上げ、ポート施設を抜けて市街地に入っていった。

　適当に進んだところで一五〇メートルに高度を取り、そこかしこに浮遊するガイドランプの指示に従ってフライヤーの流れに紛れ込んでいく。

　法定速度ぎりぎりまで加速しつつ、さりげなく周囲に視線を走らせる。まばらに飛び交うフライヤーのほとんどは、地上車からタイヤを取っ払ったような形状の小型自家用機。軍用機や警けい備び用機に特有の鋭するどい流線型は見当たらない。

「とりあえず、気づかれてないみたいね」月つき夜よはハンドルを操りながら「そういえば錬れんは？」

「朝から出かけたよ。フィアと二人で」真ま昼ひるは助手席で、端末と睨にらめっこしている。「弥生やよいさんのお見舞いに行くんだって」

「ふーん」月夜は気のない返事をしつつ、真昼の端末を覗のぞき込み「これ、地図？」

「そ。今このあたりだから、とりあえず階層間バイパスに……って、月夜！　前！」

「大丈夫よ」

　月夜が端末から目を離さずにハンドルを軽くひねると、貨物輸送用の大型フライヤーが、こちらの鼻先五センチを掠かすめていった。

　シティの空に鳴り響ひびく、甲高いクラクション。

「ね？」

　月夜が笑うと、真昼は口もとをひきつらせ「いいから前！」と叫んだ。




「これが問題のデータです。バックアップに、改ざんされていないものが残っていました」

　脳内時計が『二月一七日午前八時』を告げる。祐ゆう一いちは、昨日のオペレーターから連絡を受けて、観測室にいた。

「二月一六日、つまり昨日のことですが、一四〇二から一四〇七時にかけて『情報の乱れ』が観測されています。これは、少佐が異常を感じた時刻とほぼ一致します」

　オペレーターは、昨日とはうって変わった丁寧な態度で、祐一に状況を説明する。祐一は、視線だけで先を促した。

「次に、これは二月一六日午前〇時、つまり一昨日の夜中のデータですが、昨日と同一と思われるパターンが観測されています」

「発生源は？」

「このデータからでは、方角と、おおよその距離しか判断できません」

「その範はん囲いにある町は」

「こちらが把握しているものだけで一四。正確な数は不明です」

「データを改ざんした人間は突き止めたか？」

「現在、調査中です……それと、もう一つ」

「なんだ」

「一五分前のことですが、第一階層の閉へい鎖さポートを、何者かが通過した形跡があります」

「管理レベル五以上の将官なら、自由に通れるはずだが？」

「いえ、使われたのは特例のパスコードです」

「事前に申しん請せいは？」

「記録に残っていません」

「そうか」祐ゆう一いちは少し考え「おれが行ってこよう。君は、データ改ざんの調査を続行してくれ」




　フライヤーは階層間バイパスを抜け、第一二階層にたどり着いた。

「とりあえず、雪ゆき姉ねえさんのうちに行きましょ」

「去年の命日以来だね」

「あのときは、あやうく警けい備びに見つかるところだったのよね」

　軽口を叩たたきつつ高度計に目をやる。表示は『五六五〇／一五〇』、地上からは五六五〇メートル、第一二階層の地面からは一五〇メートルという意味だ。一般のフライヤーの通常飛行高度は一〇〇メートルから二〇〇メートル。それ以下の高度で飛行する際には、徐行が義務づけられている。

　三分ほど走ったところで、真ま昼ひるがバックミラーを覗のぞき込んだ。

「……月つき夜よ」

「わかってるわ」

　一〇〇メートルの距離をおいて自分たちのあとを正確に追ってくる軍用フライヤーの姿に、月夜は少し前から気づいていた。

「この高度じゃ、まくのは無理ね……真昼、下りるわよ」

　手もとのスロットルをひくと、見る見るうちに高度が下がっていく。一〇〇メートルラインを越える前に、時速二〇キロにまで減速。推力をホバーに切り替え、閑散とした大通りの地表すれすれを、ゆっくりと走っていく。

「まだついて来てる？」

　真昼は、後部座席に身を乗り出し「うん。しっかり張りついてる」

「しょうがないわね」月夜は舌打ちし「まあ、のんびり行きましょ。まさか、街中で発砲して──え！」

　反射的にハンドルをぶん回す。慣性に従ってドリフトを始めた機体の側面を、小口径の荷電粒子ビームが削り取っていった。

　月夜はアクセルとハンドルをリズミカルに操り、かろうじて機体を立て直すや急加速。

「撃うってきたじゃないの！」

「僕ぼくに怒ってもしょうがないだろ。来るよ、もう一発！」

　ほとんど直角に右折したフライヤーのリアを、荷電粒子の青白い光がかすめた。

「なに考えてるの！　ここ市街地よ、わかってんの？」

「だから、僕ぼくに怒鳴らない」シートから半ばずり落ちながら、あくまでも落ち着いた声で「それより、こっちも応戦しないと！」

「市街地に潜せん入にゆうするのに、武器なんか積んでるわけないでしょうが！」

「……え？　うそ」

　三発目の攻こう撃げきがフライヤーをそれ、見事な枝ぶりの桜の大木が炎に包まれた。

「へたくそ！」月つき夜よは、我ながらめちゃくちゃな叫びをあげ「どんなばかよ！　あっちに乗ってるの！」

　真ま昼ひるは、足もとの鞄かばんからスコープを取り出し、後ろを振り返った。その間にも月夜はアクセルを一番奥まで踏み抜き、フライヤーを加速。ぽかんと口を開けた少年の顔も、『法定速度、法定速度』とばかみたいに繰くり返すスピーカーも、あっという間に視界の彼方に消えていく。

　真昼が、青ざめた顔でスコープを下ろした。

「どんなばかだった？」

「誰だれも乗ってなかった」

「……はい？」

　月夜は、バックミラー覗のぞき込んだ。

　言われてみれば、確かに誰も乗ってないような……

　四発目の攻撃が、『法定速度』好きのスピーカーを撃うち抜いた。

「なんで無人なのよ！」

「知らないよ！　そんなこと……」言いさした真昼の顔が、はっと強こわ張ばった。「月夜、前！」

「え？」

　前に向き直った月夜が見たものは、フライヤーの進路をふさぐように立ちふさがる、黒い人影だった。

　黒いロングコート、黒いミラーシェード、手にはひと振りの剣。

「やば！」

　とっさにハンドルを切り、その人物をすれすれでかわす。

　すれ違う瞬しゆん間かん、凍りついたような奇妙にゆっくりとした時間の中で、男の口もとにかすかな笑みが浮かぶのが、はっきりと見えた。

　男は剣を抜き放ち、フライヤーをかばうように軍用機に対して身構える。

　──次の瞬間、甲高い金属音がシティの空に響ひびいた。




　──なんだ、今の感触は。

　祐ゆう一いちは、手もとの騎き士し剣をまじまじと見つめた。

　奇妙な手ごたえだった。いや、手ごたえというのはおかしいかもしれない。肉体が感じた衝しよう撃げきは、間違いなく金属の塊を切断するものだったのだから。

　だが、Ｉ－ブレインの感じた『情報の海』からの反応は、チタン合金と強化カーボンのそれではなかった。例えていうなら『フライヤーの形をした人間』を斬きったような……

　振り返れば、フロントからリアまで真っ二つに切断された軍用フライヤーの残ざん骸がい。歩み寄って触れてみるが、どうということもない。

　──気のせいか。

　軽く頭を振り、立ち上がる。用があるのはもう一方の、追われていた方だ。

　フライヤーは一〇〇メートルほど進んだところで停車し、運転席から黒髪の女が飛び出してきた。

　彼女は一〇〇メートルの距離を一〇秒で駆け抜け、息を切らせて祐ゆう一いちの前に立つ。

　深呼吸をして息を整え「……私が誰だれか、わかる？」

　祐一はうなずいた。

「大きくなったな、月つき夜よ」

　いきなり月つき夜よが右手を振り上げ、固く握って振り抜いた。

　頰ほおに走る焼けるような衝しよう撃げきを、祐一は甘んじて受けた。

　握ったままの拳こぶしで涙をぬぐった月夜は、崩れるように祐一に抱きつき、涙声で叫びはじめた。

「い、生きてたのなら、なんでもっと早く帰ってこないのよ！　祐一のばか！　私も真ま昼ひるも、ずっと心配してたのに！」

　祐一は痛む頰を押さえて小さく笑い、ミラーシェードをはずした。

　月夜の頭をそっと撫なでる。

「普通、グーで殴るかな……ま、月夜らしいけど」涼しげな声が近づいてきた。「でも、本当なら代わりに僕ぼくが殴ってるところだよ。よかったね」

「……すまなかった」

　祐一は右手を差し出した。

　真昼が、その手を握り返した。

「おかえり、祐一」

　祐一は目を閉じ、月夜の頭をもう一度撫でた。

「ああ」万感の思いを込めて「ああ、ただいま」




　軍に見つかるとまずいという二人に従ってたどり着いた先は、こともあろうに、自分と雪ゆきの家だった。

　──どうにも妙なことになったな。

　そんなことを考えている間に、テーブルの上にはコーヒーカップが並べられていく。

「祐一、確かブラックでよかったわよね」

「ああ」と答えて、月夜の顔を見上げ「一〇年も前のこと、よく覚えてたな」

「当たり前じゃないの」月夜は笑い「祐一は、私たちの分覚えてる？」

　黙だまって月夜の席に砂糖を二つ、真昼にミルクと砂糖を一つずつ手渡すと、月夜は、正解、と手を叩たたいた。

　祐ゆう一いちはコーヒーを一口すすり、部屋全体をぐるりと見回した。最後に見たときとまったく配置の変わっていない部屋は、随所に薄うすくほこりが溜たまっているものの、それなりに掃そう除じがゆき届いている。一〇年放っておいたとは、とても思えない。

「毎年、雪ゆき姉ねえさんの命日には必ず掃除してるんだよ」祐一の視線に気づいたのか、向かいの席で真ま昼ひるが説明した。「毎年毎年、偽造パスを手に入れるのは大変だけどね」

「さ、せっかく祐一も帰ってきたことだし、乾杯しましょ」

　月つき夜よがテーブルについたところで、めいめいのカップを手にとり、軽く触れ合わせる。

　三人同時に、ひと息に飲み干した。

「祐一、おいしい？」

「ああ」祐一はうなずいた。「うまい」

「うそばっかり」月夜は笑顔で「私なんかが、雪姉さんにかなうはずないじゃない」

「雪姉さんのコーヒーか」真昼は目を閉じ「どうやったら、あんなにおいしくなるのかな？」

　三人はしのびやかに笑った。

　やがて、空虚な沈ちん黙もくが部屋全体を支配した。

「お腹なかすいたね、なにか作ろう」唐突に、真昼が言った。「祐一も、食べるよね？」

　返事も待たずに真昼は台所に消え、あとには祐一と月夜が残された。

「……ねえ」ぽつりと月夜が口を開いた。「一〇年もどこに行ってたの？」

「そうだな」祐一は少し考え「はじめは南米に二年、それからロシアで二年。四年ほど東南アジアの辺りをまわって、最後はドイツに二年」

「なにやってたの？」

「色々だ。町の用心棒に、賞金稼かせぎに、隊商の護ご衛えい……最後の二年は、軍人やってたけどな」

「そう……こっちには、いつ？」

「四日前。仕事でな……それで、お前達はこの一〇年どうだった？」

「大変だったわよ。真昼と二人で、小さな町に引っ越して……いつ来ても、ここは変わらないわね。まるで、戦争なんかなかったみたい」

「データライブラリーでお前達の死亡記録を見つけたが」

「ああ、あれ……ちょっと、モスクワ・シティとごたごたやっちゃってね。あんまりしつこいんで、ひと芝居うったのよ。おかげで今は、平和そのもの」

「どうして、シティを出た？」

「祐一が出て行ったから」月夜は、祐一をねめつけた。「って言ったらどうする？」

　祐一は一いつ瞬しゆん、返答に窮きゆうした。

「冗談よ」月夜は微苦笑を浮かべ「ここには悲しいことが多すぎたから……だから、祐一だってここを離れたんでしょ？」

　返す言葉がない。

　フライパンでなにかを炒いためる音が、台所から聞こえてきた。

「月つき夜よ」祐ゆう一いちはミラーシェードをかけ直し、別人のようにきびしい声で問うた。「一つ答えろ。なぜ、わざわざこの時期にここに来た」

「この時期って？」

「とぼけるな」

「……仕事よ」

「依頼人は？」

「……言えるわけないでしょ、そんなこと」

「狙ねらいは、脳の標本か？」

「標本？　あれって……」

　月夜は、しまった、という顔で黙だまり込み、それから、おそるおそる祐一の顔を見た。

　祐一は、ふっと息を吐いた。『マザーコア』ほどではないといえ、あのサンプルも十分に貴重なものだ。各国も、色々と動いているらしい。

「それならいい……この仕事からは、手を引け」

　不承不承といった体ていで、月夜がうなずいた。

「……わかった、そうする」

「真ま昼ひるも、それでいいな」

「……了解」台所から、真昼が顔を覗のぞかせた。「祐一には勝てないからね」

　月夜が、右手を差し出した。

「じゃ、これでさよならね」

　祐一は、その手を握り返した。

「……全部かたがついたら、連絡する」

　剣をつかみ、立ち上がる。

「ご飯は、食べないの？」

「悪いな。二人で食べてくれ」

　真昼の言葉に答えて、自分の家をあとにした。




「……なんとか、ごまかせたみたいね」

「もっとはやく気づけばよかったんだ。錬れんが、並みの騎き士しに負けるはずない」

「祐一が相手なら当たり前ね。帰ったら、戦せん闘とうデータの解析やり直しましょ」

「……月夜……この仕事」

「降りるわ」決然として、月夜は答えた。「錬を死なせるわけにはいかないから」




『暴走フライヤーの解析、終了しました』

　今け朝さからの一連の騒さわぎの終しゆう焉えんを示すその報告を、七なな瀬せ静しず江えは自室の端末で受けた。

『問題の機体は、第一二階層駐ちゆう留りゆう部隊所属の予備機と判明。オーバーホールを控えて、倉庫に収容されていたものです』

「それで？　暴走の原因は？」

『は、それは』通信兵は眉まゆ根ねを寄せ『依然、判明していないようです』

　──当然だな。

　内心の呟つぶやきを表情に出さないよう細心の注意を払い「わかった。責任の所在については、後日改めて議論する」

　端末の向こうで兵士が最敬礼し、映像が途と切ぎれた。

　静江は、灯あかりの消えたディスプレイの四角い闇やみを睨にらみつけ、吐き捨てるように呟いた。

「……ばかが、誰だれが殺せと言った……所しよ詮せんはプログラムか……」




「降りるって、どういうこと！」

「どうもこうもない！　その子はとっとと神こう戸べに引き渡すの！　ここが依頼主に知られてるとまずいから、すぐに引き払わないと。ああ、もう！　どこに逃げたらいいのよ！」

「なんで、そんな急に！」

　リビングのテーブルの上には、ラップトップのディスプレイが置かれ、先日の錬れんの戦せん闘とうが映し出されていた。数値データを解析しているだけでは気がつかなかったが、こうして視覚映像にすれば明らかだ。

　神速で飛びまわり、舞うように剣を振るう、黒衣の騎き士し。

「この人はね、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちっていう騎士はね！　あんたが思ってるほど容易たやすい相手じゃないのよ！　シティの永住パスだって、命には代えられないわ！」

「そんなの、やってみなけりゃわからないじゃない！」

「やってからじゃ遅いのよ！」月つき夜よはテーブルを叩たたいた。「祐一はこの戦闘で自分用の剣を使ってない。なのに、あんたは引き分けがやっとだったのよ……勝てるわけがないじゃない」

「だから、真ま昼ひる兄にいと一緒に新しいプログラムも作って……」

「……錬」月夜は、一転して静かな口調になった「あんた、どうかしてるわ。これはビジネスなのよ。割に合わなければすっぱり手を引く、基本中の基本だわ」

「わかってるよ、そんなこと」

　ふてくされたような錬の答に、月夜は息を吸い込んだ。

「……そんなに、その子と一緒にいると楽しいの？」

　テーブルの上で、無音の爆ばく弾だんが炸さく裂れつしたようだった。リビングが静まり返った。

「つ、月つき姉ねえ」錬は狼ろう狽ばいした。「な、なに、わけのわかんないことを」

「違うって言うんなら、今すぐその子の手足を縛しばって、私の部屋に閉じ込めなさい」

「で、できないよ。そんな……」

「どうして？」

「どうしてって」錬れんは、月つき夜よを見て、真ま昼ひるを見て、最後にフィアを見た。月夜は肩を怒らせ、真昼は黙だまって目を閉じ、フィアは思いつめたように下を向いている。「それは……」

「いいわ」ぞっとするほど表情のない顔で、月夜が立ち上がった。「錬ができないって言うんなら、私がやる」

「だめだよ！」錬は、月夜の前に立ちふさがった。

「錬、そこを退どいて」

「いやだ」

「退きなさい！」

「退かない！」

　月夜が手を振り上げた。真昼が「月夜！」と叫ぶが、それよりはやくその手が振り下ろされ、錬は頰ほおを叩たたかれた。

　鞭むちを振るうような、高い音。

　月夜は自分の手をまじまじと見つめ、崩れるように椅い子すに座り込む。

　錬は月夜を睨にらみつけ、フィアの手をつかんで家を飛び出した。




　どこをどう走ったのかわからない。気がつくと町の中央、計算室の前に来ていた。

「れ……錬さん……苦しいです……放してください……」

　息も絶え絶えなフィアの声。手をつかんでいるのをすっかり忘れて、全力で走ってしまった。

　慌てて手を放す。

　そのまま壁かべにへたり込み、膝ひざの間に顔を埋めた。自己嫌悪で涙が出そうだった。

「……どうしょっか……月つき姉ねえ、きっと、すごく怒ってるよね」

「ごめんなさい……やっぱり、私」

　錬は、うつむいたままでかぶりを振った。

「フィアが悪いんじゃないよ」

「でも、私、皆さんに噓うそを！」

「知ってるよ」

　フィアの叫びが、え？　という驚おどろきの声とともに途切れた。

「……そ、そんな……あの、どうして……」

「最初の日に、自分のことをどんな風に説明したか、覚えてる？」

　錬は顔を上げ、先日の真昼とのやり取りを再現してやった。彼女の説明のどこに矛む盾じゆんがあったか、なにがおかしかったのか。

　説明が進むにつれて、フィアの青ざめた顔は、さびしげな微笑に取って代わられていった。

「そうだったんですか……全部、ばれてたんですね」

「うん」

　錬れんは目を閉じてしばし考え、フィアのエメラルドグリーンの瞳ひとみを見上げた。

「……フィア、一週間後に迎えが来るって、そう言ったよね？」

「はい」

「間違ってたらごめん。……本当は、迎えに来るのは、親類の人なんかじゃないんでしょ？」

　フィアは肯定するでも否定するでもなく、錬の視線を避さけるように目を伏せた。

　錬は、構わず続けた。

「本当は、どこにも行きたくないんでしょ？」

　この問いにも答はない。フィアは押し黙だまって、小さな手を握りしめていた。

「この仕事の依頼主は……フィアを迎えに来るのは誰だれなの？」

　フィアはついに、こらえきれなくなったように顔を上げた。

　エメラルドグリーンの瞳ひとみが、錬を正面から見返した。

「どこかの研究施設の人だって、そう聞いてます」口もとにぎこちない笑みを浮かべ「でも、私のこと、大切にしてくれるって……」

「フィア……」

　錬は立ち上がり、フィアの背に両腕をまわして、そっと抱き寄せた。

　フィアは目を閉じ、されるがままになった。

「フィアは、それでいいの？」

　数秒の沈ちん黙もくのあと、フィアがうなずいた。

「僕ぼくにできることは？」

「明日も、私と遊んでください」

「それだけ？　本当に、それだけでいいの？」

「……本当は、もう一つ」

　錬の腕からするりと逃れ、フィアはいつもと変わりのない、こぼれるような笑みを浮かべた。

「今ここで聞いたこと、私が話したこと……全部、忘れてください」

　作り物の、仮面のような笑顔だと、錬は思った。

「私は、研究の道具にされるんじゃありません。親切な親類に引き取られて、これからは、幸せな暮らしが待ってるんです」

　白すぎるほど白い繊せん手しゆが、錬の頰ほおに伸びる。

「あと三日。私を、実験動物じゃない、人間にしてください」

「……わかった。約束する」

　白く小さなその手を取り、錬はうなずいた。

　──軽快な拍手の音が、夜の町に響ひびいた

「……まあ、そんなところかな。上出来だよ、錬れん」

「ま、真ま昼ひる兄にい？」

　かすかな笑いを含んだ声は大通りのむこうから飛んできた。真昼は二人の傍そばまでやってくると、わざとらしいしかめっ面で腕組みをしてみせた。

「だけど錬。自分の言ったこと、覚えてる？」

「……ごめん、真昼兄。私情ははさまないっていったのに……」

「まあ、なんとなく、こうなる気はしてたけど。それに、謝あやまる相手が違う」

「そっか……月つき姉ねえは？」

「家。今頃ごろ、一人で酒飲んでくだまいてる。でも、今錬が帰っても火に油か」

　真昼はなにか思いついたのか、両手を一つ打ち合わせた。

「フィア、悪いけど家に帰って、月つき夜よの相手してあげてくれないかな」

　フィアが、不思議そうな顔をした。

「でも、私が行ったら」

「大丈夫。なんでもいいから、話し相手になってあげて」

「はい……わかりました」

　フィアは釈然としない様子で、それでも急ぎ足で天あま樹ぎ家の方に歩いていった。

「あっちは、あれでよし……さて、錬」

「ん？」

　ごん！　とすごい音がした。真昼のげんこつだと気づくのに、三秒ほどかかった。

　月夜の平手打ちどころではない。頭がくらくらする。

「錬も月夜も言い分はあるだろうから、その点はけんか両成敗。先に手を出したのは月夜だから、月夜は減点一。でも、相手を説得する努力もしないで逃げ出すなんて、人として最低。だから、錬に減点二。わかった？」

「うん……」

　殴られた頭よりも、耳と心の方がはるかに痛い。錬はしょんぼりとうなずいた。

「じゃあ、月夜を説得する方法を考えよう。具体的に、錬はどうしたい？」

　錬は顔を上げ、兄の顔をまじまじと見つめた。

「どうしたいって……真昼兄は月姉に賛成じゃないの？」

「僕ぼくは報酬もほしいし、錬が死ぬのは嫌いやだし、姉弟喧げん嘩かも見たくない。だから双方の意見を聞いてベストな選択をしたい。で、どうしたい？　あの子を神こう戸べに引き渡す？　あと三日ねばる？　それともいっそ、あの子を連れてこの町から逃げる？」

「……フィアは、依頼主に引き渡す。どの道、あの子を連れて逃げるなんてできないし……でも、町を案内してたら、あの子本当に嬉うれしそうで……たぶん、町なんか見たことがなかったんだと思う。だからあと三日間、できるだけあの子につき合ってあげたい……と、思うんだけど」

　言葉を切り、おそるおそる真ま昼ひるの顔色をうかがう。真昼は、目を閉じたままで答えた。

「プロ意識にかける、リスクを考こう慮りよしていない、状況分析が的確とはいい難い」

　それから目を開いて、

「でも、そういうばかな答を出すのが、錬れんのいいところだよ」

　だから満点。そう言って真昼は、錬の髪をくしゃくしゃにかき回した。




　リビングでは、月つき夜よが手て酌じやくで酒をあおっていた。

　テーブルの上には、さまざまな種類の酒がこれでもかというほど並べられ、空の瓶びんが床一面に散乱している。

　フィアがリビングに入ると、月夜はグラスを置き、振り返った。

「……なんだ。あんたか……あんたでもいいわ。そこ、座んなさい」

　ろれつこそまわっているが、目が据わっている。

　フィアは、おとなしく椅い子すに座った。

　空のグラスが勢いよくフィアの前に置かれ、ウイスキーがなみなみと注がれた。

「飲みなさい」

「は、はい！」

　言われた通りに、グラスの中の琥こ珀はく色の液体をひと息に飲み干す。なんとなく体に悪そうだったので、口に入ったところでアルコール成分は分解した。

「……いい飲みっぷりじゃない。もう一杯いきなさい」

　たちまち、グラスが琥珀色の液体でいっぱいになった。もったいない気がするので、今度は少しずつ飲むことにした。

　フィアが二杯めに口をつけたのを見届けると、月夜は自分のグラスにウォッカを注いだ。

「あんたさあ……」そのまま一気に飲み干し「錬のこと、どう思う？」

「え？　……そ、それは、あの……」

「ひどいと思わない？　あたしは、錬のことが心配で色々言ってやってるのにさ。錬ってば、なーんにも考えてないのよ」

「は、はあ」フィアは、肯定するわけにも否定するわけにもいかず、あいまいな返事を返した。

「拾ったばっかりの頃ころは手のかかる子でね……」フィアの返事を聞いているのかいないのか、月夜は独り言のように続けた。「体が弱かったもんだからしょっちゅう熱だして。あたしが薬持っていってあげたら、いらない、って言って。でも、夜になったらやっぱり、苦しい苦しいって言って。ほんとに苦しそうなのよ。あたし、見てられなくて……ああ、でも、あの頃の錬はかわいかったわー。今でもかわいいけど」

「あの、拾ったって……」

「あら」月つき夜よは、フィアの顔をちろりと見た。「錬れんったら、彼女にそんなことも話してないの？　だめねえ、あいつは……錬はね、八年前にあたしと真ま昼ひるが拾ったの……だからね……あ、あの子とあたしは……血がつながってないのよ……」

　しゃべっているうちに吃どもりはじめ、ついにはテーブルに突っ伏して泣き出してしまった。

「こーんなに、苦労して、育てたのに、やっぱり、血、つながってないと、だめかな」

「そんなことないです！」

「……あんたに、なにがわかるのよ」

「わかります！　錬さん、月夜さんのことも、真昼さんのことも、すごく心配してます。月夜さんを怒らせてしまってどうしようって、錬さん、泣いてました」

　弾はじかれたように月夜が顔を上げた。

「錬が？　そんなことを？」

「はい！」フィアは真剣な顔で、一いつ生しよう懸けん命めいに続けた。「私、姉さんも妹もみんな私が生まれてすぐに死んでしまって、だから、錬さんと真昼さんと月夜さん、すごくうらやましくて。私のせいで皆さんが喧けん嘩かしないといけないなら、やっぱり出て行きます！」

　叫ぶなり立ち上がり、部屋を出て行こうとする。

「待ちなさい！」

　月夜に、腕をつかまれた。

「放してください！　わたし、やっぱりここにいてはいけないんです！」

　月夜はフィアの手を引いて椅い子すに座らせ、まじまじと顔を覗のぞき込んだ。フィアは、どんな顔をすればいいのか、困ってしまう。

「……あの」

「あんた……いい子ね」

　月夜は、満面の笑みを浮かべた。

「え？」

「錬が……あんたのこと……好きになったの……よくわかるわ……さすが……」

　さすがあたしの弟、と呟つぶやくなり、テーブルに突っ伏してしまった。

　顔を覗き込むと、安らかな寝息が聞こえる。

　……許してくれたんですか？

　フィアは、ほう、と息をついた。

　玄関で錬と真昼の、ただいま、という声が聞こえた。




「真昼、錬の新しいプログラム、できた？」

「イメージだけはね。あとは、実戦レベルまで練り込まないと」

「勝てそうなの？」

「……きわどいね。むこうはこっちの手の内を知らなくて、こっちはむこうの手の内を知り尽くしてて、それでも、四対六で不利」

「なんとか六対四、は無理でもせめて五分五分ぐらいにしてよ。私は、今回のこと、全面的に許したわけじゃないんだからね。危ないと思ったら、殴ってでも止めるわよ」

「……善処します」

　キーボードを叩たたく乾いた音が、静かに響ひびいた。

「ところで、真ま昼ひる」月つき夜よが、ふと口を開いた。「あのディスク、ロック解けたの？」

　真昼はしばらく考えてから、思い出したように「ああ、錬れんの持って帰ってきたあれね」

「パスワード合わせるって言ってたじゃない」

「そういえば、そろそろ終わる頃ころだ」

　タイミングよく、真昼の部屋から甲高い電子音が聞こえた。

　二人はノート端末の前に集まり、ディスクの中身を開いた。文書ファイルが多数、作成された日付に並んでいる他ほかは、なにも入っていない。この端末は、どうやら日記帳の代わりに使われていたようだ。

　一番古い日付は終戦の一年後、西暦二一八九年二月三日。まずは、これから読む。

　ファイルが開かれ、ディスプレイが少し癖くせのある手書きの文字で埋まった。




「はい、おしまい！」弥生やよいのたおやかな手が、少したるみの出はじめたヴィドの腹を軽く叩いた。「どこもかしこも、悪いところ一つもなし。この分なら、あと一〇〇年は生きられるわね」

「いや、いくらなんでも一〇〇年は無理だろ」

　ヴィドは苦笑しつつシャツを着込み、大きく伸びをした。

「なんか、今日は疲れた」

「珍しい経験でしょ？　行列に並ぶなんて」

「まあ、そりゃそうだが」診察室の窓から大通りを見下ろす。

　人、人、人。

　まるで、町中の人間がこぞって参じたような、黒山の人だかり。

「……なんで、今日に限ってこんなに混んでるんだよ」

　医者のいる町というのは大変珍しいため、ヴィドは、この町に立ち寄ったときには必ずこの病院で検診を受けることにしている。

　雪騒さわぎのせいで延び延びになっていた定期検診のために、朝から張り切ってやってきたヴィドだったが、病院内に入ってやっと診察を受けることができたのは昼を過ぎた頃だった。

　ヴィドのぼやきに答えるように、隣となりの待合室から少女の声が響ひびいた。

「……あの！　次の人、どうぞ！……え？　お薬ですか？　えーっと……」

　そこでは、金髪にエメラルドグリーンの瞳ひとみの少女が、ナース服代わりのエプロンを翻ひるがえして、駆けまわっていた。

「……なにやってんだ？　ありゃあ」

「なんか、私のことすごく心配してくれて。錬れんちゃんと一緒に『なにか手伝わせてください！」なんて言うもんだから、受付やってもらってるの」

「で、錬は？」

「外で、行列の整理」

「そりゃまたかわいそうに」

　病院の前には、待合室に収まりきらない順番待ちの列が延々と続いている。列の間を駆けずりまわって「ならんで！　ならんでってば！　ならべ！」と叫んでいるのが錬だろう。

「まったく……どうして、この町ってこんな物好きばっかりなのかしら」弥生やよいは、盛大なため息をついた。「どうも、フィアちゃんの働いてるところをひと目見ようって、仕事の合間縫ぬって来てるみたいね……はーい、次の人」

「先生！　ちょっと腹の具合が……」

「あなた朝も来たでしょ！　……はい、次の人！」

　弥生の怒鳴り声を聞きながら、ヴィドはぼんやりと待合室を見やった。

　母親に連れられた小さな男の子が、頭を押さえてやってきた。痛い痛いと泣く子供をフィアは優しく抱きしめ、大丈夫大丈夫と頭を撫なでる。

　──お姉ちゃん、ありがとう。

　しばらくして、けろりと泣きやんだ子供は母親の手を引いて意気揚々と帰っていく。

「ヴィドさん、私の娘ね……」唐突に、弥生が言った。

「ん？」

「死んだあの人に似て、金髪に緑色の目だったの」弥生は、まぶしそうに目を細めた。「もし生きてたら、あの子みたいに美人になったかな？」

「ああ」ヴィドはうなずいた。「弥生に似て、とびきりの美人になったさ」




　西暦二一九七年八月一三日、ここで日誌は終わっていた。画面の文字は、はじめのものに比べて、やや乱れていた。

　二人は、ディスプレイを凝ぎよう視ししたまま微動だにしない。

　時計の針が、かすかな音を立てた。

　弾はじかれたように真ま昼ひるの手が動き、一番古いファイルを再び呼び出す。

　人工マザーコア開発プロジェクト、コード『天使アンヘル』

　その言葉から、二人は目を逸そらすことができなかった。

「……こういうことだったのか。月つき夜よの勘、当たったね」

「真ま昼ひる」月つき夜よの顔は真っ青で、目め尻じりには涙がにじんでいた。「このこと、錬れんには……」

「言える訳ない」真昼はかろうじて平静を装っていたが、手が小刻みに震ふるえるのを抑えることはできなかった。「どいつもこいつも、目の色変えるはずだ」

「ひどいわ……静しず江えおばさんがこんなことしてたなんて、私、信じたくない」

「あの人には、立場とか責任とかがあるんだ。仕方ないよ」

「……雪ゆき姉ねえさん、きっと怒ってるわ」

　それっきり、二人とも沈ちん黙もくした。ややあって、真昼は口を開いた。

「『マザーシステム』の話、錬にしたことあったっけ？」

「ないわ……錬は知らない方がいいことだもの」

「……フィアは、おとなしく神こう戸べに引き渡した方がいい」

「そうね……でも、どうやって錬を説得するつもり？」

　真昼には、答えられなかった。




　かすかな物音に、目が覚めた。

　時計を見る。夜中だ。

　錬は目をこすり、もぞもぞとベッドから抜け出した。

　扉の隙すき間まから、リビングの灯あかりが漏れている。できるだけ静かに扉を押し開くと、真昼と月つき夜よがテーブルに突っ伏したまま寝息を立てていた。

　錬は音を立てないように自分の部屋に引き返し、毛布を取ってきて二人の肩にかけた。

　また音がした。屋根の上からだ。錬は不ふ審しんに思い、家の外に出た。

「……フィア？」

「あ、ごめんなさい。起こしちゃいましたか？」

　フィアは屋根の縁ふちに座って足をぶらぶらさせ、夜空を見上げていた。

「そんな格好で外にいると、風か邪ぜひくよ」

「平気です。暖かくしてますから」

　錬は地を蹴けり、まったく音を立てずに屋根の上に着地した。

「ほんとだ、暖かいね」フィアの隣となりに座りながら「どうやってるの？」

「ちょっと、この辺の空気にお願いしました」

　そうして、二人はしばらく黙だまって空を見上げた。

　辺りは真っ暗で、お互いの顔もよく見えない。

　墨すみを流したような透明な闇やみの向こうで、鉛色の雲が少しずつ流れていた。

「……あと二日ですね」

　ぽつり、とフィアが言った。

「……そうだね」

　錬れんも、ぽつり、と答えた。

「錬さん。ありがとうございました」

「どうしたの？　改まって」

「ここに来てから五日間、毎日とっても楽しかったです」

「僕ぼくも、楽しかったよ」

　本心だった。フィアが喜ぶのが、気配でわかった。

「私、ここで過ごしたこと、錬さんのことも月つき夜よさんのことも真ま昼ひるさんのことも、ずっと忘れません」

「なんだか、おおげさだな」

　照れ隠しにそう呟つぶやくと、おおげさじゃありません、とフィアが笑った。

「外の世界がこんなに楽しいなんて、私、知りませんでした……私、ここに来てよかった」

「フィア」

　錬は、フィアの顔を見た。暗くてよく見えないが、きっと微笑ほほえんでいるのだろう。

　フィアは、いつも微笑んでいた。

「なにか、やりたいことはない？　どうしても、やっておきたいこと」

　そんな言葉が、口を衝ついて出た。

「やりたいこと、ですか？」フィアは真剣な顔でしばらく考え「……一つだけ。すごく見たいものがあります」

「なに？」

「あの、でも、きっと無理だから、やっぱりいいです」

「いいから言ってみて」

「……はい。私、あの……」ひと息「青い空が見たいです」

「……」

「シティの作り物じゃない、本物の空を」

「……」

「無理、ですよね……そんなこと」

「……」

「あの、錬さん……ごめんなさい……せっかく錬さんが私のために言ってくれたのに」

「いいよ」

「本当にごめんなさい」

「見せてあげる。青い空を」

「……え？」フィアが顔を上げた。「ほ、本当ですか？」

「本当」錬はうなずいた。「明日連れていってあげる。この地球で、まだ青い空が見れるところに」




　脳内時計が『二月一八日午後一〇時三五分』を告げた。

　神こう戸べシティ第二〇階層。士官宿舎の廊下に、祐ゆう一いちの姿はあった。

　かすかにうつむき、腕を組んで、その足取りもどこかおぼつかない。

　先ほどオペレーターから受けた一つの解析結果が、祐一の意識を支配していた。

　──シティ外部からのアクセス経歴がありません。

　外部の人間が障しよう壁へきを突破してネットに侵入し、データを改ざんしたものと、祐一は無意識に思い込んでいた。

　だが、今回のマザーコア交換実験に伴って、神戸シティは外部からのアクセスをいっさい遮断している。マザーシステムによって支配されたシティのネットは、情報構造という側面から見れば魔ま法ほう士しのＩ－ブレインそのもの。そこに強制的に侵入する手段など、あるはずがない。

　考えてみれば、当然のことだった。

　そして、この事実は必然的に、内部犯行の可能性を示し唆さしている。

　祐一は足を止め、ライトの白光に照らされるリノリウム張りの天井を睨にらみつけた。

　そもそも、この事件の発端は、なんだったか。

　──作戦立案コンピュータがハッキングを受け……

　──神戸シティ全域が、自閉症モードに入って回線を遮断し……

　それは、一体いつのことだ？

　祐一が最初の作戦会議ブリーフイングに参加したのが、二月一一日。その時点では具体的なタイムテーブルなどはなにひとつ決定していなかったから、作戦が立案されたのはおそらくその前日、二月一〇日。

　唐突に、一つの会話が祐一の脳裏をよぎった。先日の公園での、少女とのものだった。

　──でも、今月のはじめぐらいから、電話つながらないの

　少女の言葉が本当なら、神戸シティは二月の頭の時点ですでに自閉症モードに入っていたことになる。

　では、ハッキングが行われたのはいつだ？

「……まさか」

　祐一は無意識に剣の柄つかに手をかけ、足速に自室を目指した。




　彼は軍人で、新兵で、倉庫の見回りが担当だった。

　彼には気になることがあった。ここ数日間、同僚達の様子がおかしい。

　どこがおかしいのかと問われると困る。普段どおり真ま面じ目めに職務をこなしているし、休きゆう憩けい時間には談笑もする。

　だが、なにかが違う。すべては、あの気味の悪い脳標本がやってきてからだ。

　だから、この日、彼が交代の時間より一時間はやく倉庫にやってきたのは、偶然ではなかった。同僚達の、自分がいないときの仕事ぶりをこの目で確かめたかった。

　倉庫にたどり着いた彼の耳に飛び込んできたのは、かすかな歌声だった。

　最初は同僚の兵士が歌っているのかと思った。職務中に歌うなど懲ちよう罰ばつものだ。上官に知れたら、えらいことになる。彼は歌を止やめさせようと、倉庫に入っていった。

　……同僚が見当たらない。

　歌が、ますますはっきりと聞こえてきた。彼は、臆おくすることなくそちらを目指した。

　見張りの兵士達は、倉庫の一番奥の暗がりで、壁かべに向かってうずくまっていた。目を凝こらすと、なにかの作業をしているようだった。

　彼らはみな、壁に沿って走るケーブルを切り裂き、脳標本から伸びたコードをそのケーブルに接続していた。

「お、お前ら！　なにしてる！」

　彼の叫びに反応したのか、兵士達がいっせいに、ゆらり、と立ち上がった。

「……お、おい、お前ら……ど、どうし……むぐっ……」

　背後から伸びた兵士の手が、彼の口をふさいだ。四肢をばたつかせて必死の抵抗を試みたが、ほどなく、彼は兵士達に取り押さえられてしまった。

　──しばらくして倉庫の奥から、なにかが倒れる、どさり、という鈍い音が響ひびいた。







　　　第四章　人は生まれて死ぬものだから～A week─the last day～







　七なな瀬せ静しず江えの娘、雪ゆきが生まれたのは今から三〇年前、二月のある寒い日の夜中だった。

　その日は本当に寒い日で、病室の窓越しの空からしんしんと雪が降り注いでいた。

　だから、雪、と名づけた。

　……こんな時代が来るとわかっていたら、決して、雪などという名前にはしなかった。

　名前の通りの白い肌に、名前とは正反対の暖かで激しい気性。純粋で一本気で、こうと決めたらてこでも動かない、そんな一人娘に静江はありったけの愛情を注いだ。

　両親のあとを追うように軍の士官養成学校に進んだ雪は、一五歳のときに魔ま法ほう士し実験の被験者に志願した。静江も夫の誠せい一いちも必死で止めたが、彼女の決意は固かった。

　兵器になるつもりはない、という彼女の言葉に、静江はついに折れた。

　だがその三年後、雪が一八歳のとき、あの事故が起こった。世界は冬に閉ざされ、ほどなくして大戦が勃ぼつ発ぱつ。魔法士達は最強の兵器として、否いや応おうなく戦場に駆り出されていった。

　そこでなにがあったのか、雪はついに語ろうとはしなかった。

『最強騎き士し』『紅ぐ蓮れんの魔ま女じよ』『英雄』……。

　一人歩きする無数の虚名と伝説から逃げるように、わずか一年で退役。雪ゆきは帰ってきた。

　郊外のありふれた小さな家に恋人と二人。日増しに激化していく戦争に背を向け、ただ静かな生活を望んだ。

　二度と、剣をとろうとはしなかった。

　やがて、終戦。世界は荒廃した。

　当時、神こう戸べ市上層部の一人であった静しず江えの前には、二つの選択肢が用意されていた。

　神戸市民一〇〇〇万人を見殺しにするか、娘の命と引き換えに街を救うか。

　目を閉じれば、今でも思い出す。あのときの、この街のために死んでくれと泣いて頼んだあの日の、雪の笑顔。

『それで、みんなが助かるなら、私はいいわ……祐ゆう一いちには、母さんから謝あやまっておいてね。真ま昼ひると月つき夜よにも』

　あのとき、静江は確かに娘と約束した。

『約束して、かあさん。こんなことは、もう、これっきりにするって。私で足りなくなったら、そのときは神様の決めたことと思って諦あきらめるって。それさえ守ってくれるなら、私はいい』

　そう言って、あの子は二度と帰ってこなかった。

　あれから一〇年が過ぎた。もうすぐ、すべてが終わる。

　雪は、あの子は笑ってくれるだろうか？。

　──軍ぐん靴かの響ひびきが、思考を遮った。

「……そろそろ来ると思っとったよ」静江は顔を上げ「道化芝居も、幕引きかね」

　黒衣の騎き士しは無言で剣を抜き放ち、静江の喉のどもとに突きつけた。




「大変！　このままじゃ、日が暮れる前にたどり着けないよ！」

「本当ですか！　ど、どうしよう！」

　鳩はと時計が一二時を知らせたが、錬れんとフィアはまだ天あま樹ぎ家から出ていなかった。

　目が覚めたのは七時頃ごろだったのだが、それから、真ま昼ひると一緒に戦せん闘とうシミュレーションを始めたら、午前中いっぱいかかってしまったのだ。

「そんなに遠いところなら、また明日にすればいいのに」

　呆あきれ顔の真昼の言葉に、錬は激しくかぶりを振った。

「だめだよ！　もし、明日なにかあって、行けなくなったらどうするの！」

「はいはい」昼食の後片づけを終えた月つき夜よが、台所から顔を覗のぞかせた。「ピクニックもいいけど、自分の立場はわきまえて、軍に見つからないように気をつけなさいよ」

　腰に手を当てて錬とフィアを見比べ、

「……それじゃ、フィア。錬のこと頼んだわよ」

「はい！」

「ええ？」錬れんは情けない声で「月つき姉ねえ！　逆じゃないの？」

　抗議の言葉に、月つき夜よとフィアは顔を見合わせて笑った。あの日以来、この二人は妙に仲がいい。結託して、錬をからかっている節がある。

「だって、フィアはあんたと違って無軌道に突っ走らないから安心だわ……あ、でも、フィア。変なことされそうになったら大声だすのよ」

「変なことってなんですか？」

「月姉！　余計なこと言わない。ほら、フィア。急いで急いで」

「は、はい！　あの、真ま昼ひるさん、月夜さん。行ってきます！」

「行ってらっしゃい」真昼が手を振った。

　月夜はなにも答えずに、フィアのエメラルドグリーンの瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

　金糸のような髪にそっと指を絡め、

「……楽しんでくるのよ」

　フィアは月夜の瞳を見かえし、小さく笑った。

「はい、いっぱい楽しんできます」




　白々としたライトの光に、騎き士し剣の刃やいばがきらめいた。

「一応、聞いておこうか……何な故ぜわかった？」

　顔色ひとつ変えずに、静しず江えが問う。

　祐ゆう一いちは油断なく剣を構え、静江の動きに注意を払いつつ口を開いた。

「……手がかりは、はじめから目の前にあった。おれが気づかなかっただけだ」

　そもそもの事件の発端、『四番』誘拐劇げきの顚てん末まつを思い起こしてみる。

　犯人はシティのネットに侵入し、作戦表を書き換えることで両軍をかく乱した。

　ベルリンシティの作戦立案コンピュータがハッキングを受けたことに関しては、問題はない。だが。

「神こう戸べシティが回線を閉へい鎖さしたのが、二月一日。今回の輸送が正式に決定したのが、二月一〇日。……合わないんだよ、計算が」

　犯人が回線閉鎖以前に侵入していた、という可能性はあり得ない。潜せん伏ぷく型のウイルスは発見されていないし、なにより、一月の時点では輸送計画など存在しなかったのだ。

　極秘の作戦案を知り、外部から神戸シティにハッキングをかけてくる犯人のために回線を開くことができ、軍部の機密データを改ざんすることが可能な人間。

「確証を得るために、あんたの行動経歴をすべて洗い直してもらったんだが……ここのオペレータは優秀だな。あんたが『四番』と連絡を取るために使ったコード、見つけてくれたよ」

　静江から目を離さずに、卓上ペンを奪い取る。ペンの胴の辺りを指でまわすと、カバーが外れて論理回路が姿を見せた。

『……あれ？　おばあさま、どうかしましたか？』

　ペンの頭の辺りから、鈴を鳴らすような女の子の声が響ひびいた。

　祐ゆう一いちは、空中に文字を書き込んだ。

『どうしているか、気になった。元気でやっているか』

　すぐに、弾はじけるような声が返ってきた。

『はい！　今日は、ピクニックなんですよ』

『そうか、では楽しんでおいで』

　そう書いてから、ペンを元の形状に戻し、胸ポケットにしまい込んだ。

　Ｉ－ブレインは、すでに『四番』の位置を特定している。

「悪いが、あんたの企たくらみもこれまでだ」

「……祐一」静しず江えが、喉のどの奥から絞り出すように言った。「あと、一日。待ってはくれんか」

「……どういうことだ」

「それが、あの子との約束だ。一週間、時間をやると……」

　静江は、口をつぐんだ。祐一の全身から凄すさまじい怒気が噴ふん出しゆつし、騎き士し剣が一いつ閃せん。

　真っ二つに切り裂かれた机が、音を立てて崩れた。

「そういうことか。あんたが、何な故ぜこんなことをしたか、それだけがわからなかったんだが……そんなくだらない理由だったとはな！」

「くだらないだと……お前に」

「あんたはなにもわかってない！」祐一は、斬きりつけるように叫んだ。「一週間だと？　自分達の都合で殺すんだろうが！　たった一週間、人形に楽しい夢を見せて、それで、あんたの良心は満足か！」

　大きく息をつき、剣を鞘さやに納める。

「あんたの気持ちもわかる」ミラーシェードをはずし「……だがな、どの道、俺おれ達には天国の雪ゆきに合わせる顔などないんだ……腹を括くくってくれ」

　さっと手を振ると、完全武装の兵士が部屋に駆け込んでくる。祐一は、拘束しろ、と言い捨てて部屋をあとにした。

　扉の所でふと振り返ると、手て錠じようをかけられ、銃を突きつけられる静江の姿があった。

　奇妙に満足げな表情だった。




　町外れの変電所跡から、大戦前の旧地下街へ。迷路のような地下街を奥へ奥へと潜もぐっていくと、やがて、直径五〇メートルほどの巨大なトンネルに入った。そのままトンネルにそって真っ直ぐ進むこと三時間と少し。

　錬れんとフィアは、巨大な塔の中にいた。

　かつてはきれいな白に塗られていたであろう壁へき面めんは、いたる所で塗装が剝はがれ落ち、足もとには『宇宙港へようこそ』と書かれた極彩色の看板が、錆さびにまみれて転がっている。

「……ここは、軌道エレベーターですか？」

「そうだよ。よく知ってるね」

　二二世紀初頭、宇宙開発華やかなりし頃ころ、宇宙港と地上をつなぐために、それまでの連絡シャトルに代わってこの『軌道エレベーター』は造られた。

　直径一〇キロ、高さ一〇〇〇キロ。中央を真っ直ぐに走るメインエレベーターを軸に、まわりには観光客相手の娯楽施設から職員のための居住区にいたるまで、およそありとあらゆる設備が整えられた。ここは宇宙に上がるための道であると同時に、一つの巨大な街でもあった。

　人、資材、宇宙船。あらゆるものがこのエレベーターによって地球の重力圏の外に運ばれ、そこから月や他ほかの惑星、さらには太陽系の外へ飛び立っていった。人類の文明がもっとも豊かであった頃の、ここは記念碑だ。

「……さ、行こう」

　錬れんはフィアを促し、階段を上りはじめた。




　ひんやりとしたガラス筒の表面を指でなぞる。生命維持槽そうの中の雪ゆきは、今日も目を閉じ、ただあいまいな微笑ほほえみを浮かべていた。

『騎き士し、七なな瀬せ雪は自分のまわりの、すべての大切な人たちを守るために、戦う』

　彼女は、七瀬雪は自分の騎士道に殉じゆんじた。だが結局、自分も、真ま昼ひるも月つき夜よも、この街に住むことはできなかった。

　一〇年間、考え続けてきた。

　正解は、どこにあったのだろう。自分は、なんのために戦えばよかったのだろう。

『こういうの、嫌い？　いい言葉だと思わない？』

　あの日、彼女はなんと言ったのだろう。

『じゃあ、決まりね。これで祐ゆう一いちも本物の騎士よ』

　すべては遠い記き憶おくの彼方かなたにうずもれてしまい、思い出すことは、もう、できない。

　彼女は、今の自分に力を貸してくれるだろうか。

　マザールームの一番奥、壁かべをくり抜いて作られた祭さい壇だんのような空間に、ひと振りの剣が安置されていた。一〇年前、彼女が死んだとき、一緒にここに葬られた剣だ。

『祐一、あんた、私の剣、使ってみない？』

　あれは、彼女が死ぬ三日ほど前だった。あのときは『おれには、使いこなせない』と断った。突き返された剣を受け取って、彼女はどんな顔をしていただろう。

　すらりと剣を抜き放った。祐一の身長ほどもある長大な剣は、特異な金属結晶構造の生み出すほのかな紅くれない色をその刀身に纏まとい、表面に施された簡素な論理回路とあいまってどこか優美な印象を与えた。

　柄つかに象眼された大きな赤い宝石が、やわらかい光を放っていた。

（騎き士し剣『紅ぐ蓮れん』、所有者『黒くろ沢さわ祐ゆう一いち』、個人情報を再定義）

　はじめて手にしたその剣は、体の一部のようにしっくりとなじんだ。




　階段を上り、まだかろうじて動いているエレベーターを乗り継ぎ、上に上に。

　二人がたどり着いたところは、『第八展望台』と書かれた扉の前だった。

　緊きん張ちようした面おも持もちで振り返るフィアに、錬れんは笑顔で「開けてみて」と促す。

　わずかに開いた扉の隙すき間まから差し込むのは、一筋の光。

　フィアは、こくん、と喉のどを鳴らし、いっきに扉を押し開いた。

　──世界が、『青』に包まれた。

　雲ひとつない澄すみ切った青空が、二人の視界を覆おおい尽くしていた。

　暖かな空気が頰ほおを撫なで、若草の匂においが胸をいっぱいにする。

　空の果てで、太陽が優しく二人を照らしていた。

「どう？　フィア……フィア？」

　フィアは、夢を見るような足取りで扉の外に進み出た。

「……青い……そら……」

　そして、空を見上げたまま微動だにしない。この光景を、空の青を心に焼きつけるように。

「本当の空って、こんな色なんですね」

　静かに、本当に静かにそう呟つぶやいて、錬に微笑ほほえみかけた。

「錬さん。ありがとうございました。わたし……あの……」

　錬は、そっとフィアの手を取った。

　そこは、テラスのような空間だった。

　地上からの高度、およそ三万メートル。軌道エレベーターの中ほどからせり出すように作られたそのテラスはガラスの天てん蓋がいに覆われ、降り注ぐ日の光をいっぱいに吸い込んでいた。

　本来なら有機タイルで覆われているべき床には土が敷しき詰められ、さまざまな花や木が風に揺られて踊っている。テラスの端に歩み寄ると、眼下に黒い雲がどこまでも広がっていた。

「……ここは、雲の上なんですね」

「そうだよ。僕ぼくも、はじめてここに来たときにはびっくりした」

　一〇歳のとき、月つき夜よと喧けん嘩かして家を飛び出し、地下街をさまよっているうちにここに迷い込んだ。はじめて青い空を見たときの感動は、今でも忘れられない。

　最初に来たときは、むき出しのチタン合金の床は凍りつき、割れた天蓋の隙間から吹き込む極寒の冷気がテラスを支配していた。せっかくの青い空がもったいないと思った。壊こわれた天蓋を丁寧に修復し、大きな計算機を持ち込んで空気の状態を制御し、土を敷しき詰めて木や花を植えた。失敗を繰くり返し、ここまでになるのに三年かかった。

「気に入ってくれた？」

「……私、空がこんなにきれいだなんて、思いませんでした」

　フィアの瞳ひとみは、かすかに潤うるんでいた。

　二人は若草の絨じゆう毯たんの上に座って、しばらくの間、じっと空を見ていた。

「……フィア」視線を空に向けたまま、錬れんは口を開いた。

「はい？」

「むこうに行ったら、どうするの？」

「……毎日、実験です。青い空も、きっと見れませんね」

「フィア、だったら！」

「駄目です」フィアは、錬の言葉を遮った。「私が行かないと、とても困る人たちがたくさんいるんです……だから、私」

「……その人たちが、大切なの？」

「はい。みんな、見ず知らずの私にとってもよくしてくれました」

「そっか……」錬は笑顔を作り「いつか、遊びに行くよ」

「それは」フィアの顔を一いつ瞬しゆんだけ寂しげな表情がよぎった。が、暗い表情はすぐに笑顔に取って代わられる。「はい。待ってます」

「噓うそじゃないよ。絶対に会いに行く。約束する。だから、それまで待っていて」

　フィアが小さく笑う。その笑顔が、はっと強こわ張ばった。

（接近者の存在を感知）

　Ｉ－ブレインの抑揚のない警けい告こくに、錬は立ち上がり、扉を振り返った。

　──その男は、闇やみ色のロングコートに身を包み、テラスの入り口にたたずんでいた。

　男の手がゆっくりと動き、手にした剣を鞘さやから引き抜いた。放り捨てられた鞘が地を転がり、白いスイートピーの花を押しつぶした。

　剣は男が以前持っていたものに比べてはるかに長く、薄うす紅くれない色の刀身に施された細工は簡素なものだった。柄つかに象眼された宝石は血のように赤く、不気味な光を放った。

　男は、騎き士し『黒くろ沢さわ祐ゆう一いち』は錬をひたと見据え、ただひと言、静かに言い放った。

「……第二ラウンドだ」

　右手がゆらりと持ち上がり、紅の剣が正眼に構えられた。




　目を上げれば、一面の青空。どれだけ目を凝こらしてみてもなんの間違いも見出せない、本物の青。風は暖かく、ほのかに若草が香る。

　口もとに苦い笑みが浮かぶのを、祐一は自覚した。結局自分は、この青い空を笑って見上げることはできないらしい。その資格は一〇年前になくしてしまった。

　それでも、たとえ灰色の空の下でも、人は生きていく。

（「身体能力制御」発動。運動速度を六〇倍、知覚速度を一二〇倍で定義。聴ちよう覚かくを変換）

　地を蹴ける。

　六〇倍に引き延ばされた時間の中、静止画の視界に映るのは、黒髪の少年と金髪の少女。少女はおびえたように身を竦すくませ、少年は少女をかばうように立ちはだかる。

　二〇ミリ秒もの時間をかけて射程距離に踏み込み、上段から一いつ閃せん。

　空中に出現した窒素結晶の盾たてが、これを受け止める。

（騎き士し剣「紅ぐ蓮れん」情報解体発動）

『紅蓮』が窒素結晶の論理構造を破は壊かいするが、発生源たる『マクスウェルの悪まく魔ま』までは演算速度が追いつかない。跳ね返った剣先が、弧を描いて再び斬きりつける。嵐あらしのごとき連れん撃げきがことごとく氷の盾に受け止められ、無数の氷の銃弾が祐ゆう一いちめがけて襲おそいくる。

　かろうじて動いている、という程度のスピードだ。片っ端から叩たたき落とす。

　少年が、やっと一歩動く。

　少年の移動ラインをふさぐように剣を滑らせる。これも氷の盾に防がれる。剣先を引き戻すと、氷の盾が剣に吸いついたように手もとに入り込んできた。

　一二〇倍速の視覚が、氷の盾が蒸発していく様さまをゆっくりと捉とらえる。

　回かい避ひできない。

（騎士剣「紅蓮」完全同調。光速度、万有引力定数、プランク定数、取得、「自己領域」展開。容量不足。「身体能力制御」強制終了）

　半透膜状の球形の『揺らぎ』が祐一を包み込む。『自己領域』は、情報の海の最さい深しん淵えん、物理法則のもっとも基本的なパラメーターである『光速度』『万有引力定数』『プランク定数』に干渉し、周囲に『自分にとって都合がよい物理定数』が支配する空間を生み出す。

『紅蓮の魔女』七なな瀬せ雪ゆきによって生み出され、騎士の最強を支えた能力。その力は使用者をあらゆる運動法則の制約から解き放ち、超高速運動、飛行、擬ぎ似じ的な空間転移さえも可能とする。

　氷の盾が半透膜の外でゆっくりと気化、大気が震ふるえはじめる。

（時間単位改変。移動速度をコンマ９Ｃで定義）

『自己領域』の内部で時間の流れが加速する。通常空間との時間差、約三〇〇〇万倍。周囲と物理法則の異なる空間を身に纏まとって『主観的に普通』に動くとき、客観的な移動速度は光速度の九〇パーセントに達する。

　現実時間にして三〇〇〇万分の一秒足らずで、少年の背後にまわり込む。

（「身体能力制御」発動。容量不足。「自己領域」強制解除）

　周囲の物理法則を現実のものに合わせつつ、攻こう撃げき態勢をとる。が、その一いつ瞬しゆんのタイムラグに少年が移動。空間構造を歪ゆがませて距離をごまかし、射程外へと遠ざかる。

（運動能力を六〇倍で定義）

　かまわず振り下ろした剣先が少年の右腕を浅くなぎ、鮮せん血けつがゆっくりと飛び散る。

　同時に先ほどの氷の盾たてが爆ばく発はつ。大気が咆ほう哮こうをあげ、不可視の槌つちと化して襲おそいくる。後方に跳ちよう躍やくしつつ、返す刀で切り上げるように一いつ閃せん。

（情報解体、発動）

　剣に触れた空気が情報解体され、真空の盾となって衝しよう撃げき波はを遮断。四方八方に飛び散った衝撃波がガラスの天てん蓋がいを粉砕し、細かな結晶が日の光にきらめいた。

　少年は氷の銃弾を撒まき散らしつつ、テラスの端まで移動。こちらにちらりと視線を送り、そのまま後方に跳躍。

　砕けた天蓋のむこうに広がるのは、蒼そう穹きゆうの空。

（「自己領域」展開。万有引力定数改変）

　祐ゆう一いちは、ためらうことなくあとを追った。




　耳もとで、ごう、と風が叫ぶ。軌道エレベーターの白い壁へき面めんが、視界を高速で流れていく。

（「空間曲率制御アインシユタイン」簡易常じよう駐ちゆう。局所重力制御開始。容量不足。「分マ子ク運ス動ウ制エ御ル」強制終了）

　空間曲率制御デーモンアインシユタンを部分的に展開。体にかかる重力が緩かん和わされ、落下速度が安定する。

　やはり、まともにやっても祐一には勝てない。

『こと一対一の戦いに関する限り「騎き士し」は最強だけど、それでも、弱点はある』

　戦せん闘とうシミュレーションの最中に真ま昼ひるから何度も聞かされた言葉が、頭に浮かんだ。

『一番大事なことは、「自己領域」を起動した状態では近接攻撃ができない、ということだ』

『自己領域』は、あくまでも周囲の空間を制御する能力。使用者は『異なる物理法則に支配された空間』の中で『普通に動いている』に過ぎない。

　領域の内部に入られてしまえば、条件は対等。それどころか、『自己領域』に脳容量を使っている分だけ使用者が不利になる。

『だから「自己領域」によって移動してから、攻撃に移るまでには一いつ瞬しゆんのタイムラグがある』

『でも、それだけじゃ勝てないよ』

『そう、普通の状態ならこんなもの、弱点のうちに入らない。だけど』

　頭上に影。

　とっさに、軌道エレベーターの壁面に向けて重力場を発生、そちらに『落下』。

　一瞬遅れて、さっきまで錬れんのいた位置の真後ろに祐一が出現、騎士剣が空を切る。

　自由落下が始まる寸前で祐一の体は球形の『揺らぎ』に包まれ、錬の視界からかき消える。

　錬は軌道エレベーターの壁面に着地。

　前方には漆黒の雲海。

　後方には蒼そう穹きゆうの空。

　壁面を蹴けりつけ、再びその身を空へと躍おどらせる。

（「マクスウェル」展開。容量不足。「アインシュタイン」強制終了）

　重力が復活、自由落下が始まる。『ラプラス』の予測に意識を集中。『マクスウェル』が周囲の情報構造に多数の『マクスウェルの悪あく魔ま』を展開、空気分子を限界まで取り込んでいく。

（攻こう撃げき感知。「氷ひよう槍そう檻かん」自動発動）

　真後ろに祐ゆう一いちが出現。

　同時に、無数の窒素分子の槍やりが祐一の周囲を隙すき間まなく覆おおった。

　これが錬れんのねらいだった。

『身体能力制御』で運動を何十倍に加速しようと、足場のない空中では動くことはできない。騎き士しが空を飛ぶためには『自己領域』によって重力を書き換えなければならない。

　そして空中では、攻撃は三六〇度全方向からやってくる。

　槍が一斉に襲おそいかかる。騎士剣が嵐あらしのごとく乱舞し、氷の槍を次々と打ち落としていくが、全方位からの攻撃には対処しきれない。胴体や頭への致命的な攻撃こそ回かい避ひされたものの、槍は祐一の左足を貫き、全身をぼろぼろに切り裂いた。

　祐一の体が、ぐらりとよろけた。それでも祐一は騎士剣を構え、錬れんを見据える。戦せん闘とう能力は失われていない。

　さらなる攻撃を加えようとした瞬しゆん間かん、祐一の左手が懐ふところに差し込まれ、『銃』が取り出された。銃口がこちらを向き、発射。全部で三発。発射音を表すかすかな空気振動を従えて、銃弾が呆あきれるほどゆっくりと迫る。

　同時に祐一は『自己領域』を展開。その姿が視界からかき消える。

（「氷槍檻」発動準備。流体運動制御開始）

　氷を使って銃弾を弾はじけば隙すきができる。錬は気流を操作して最小限の動きで銃弾をかわしつつ、攻撃に備えた。

（攻撃感知）

　再び背後から危険信号が襲い来る。錬は、落ち着いてその攻撃に対処する。

（「氷槍檻」発動）

　祐一の周囲に無数の窒素結晶の槍が出現。それらは一斉に襲いかかり、祐一の体を貫……かなかった。

　氷槍の檻おりの一部が吹き飛ばされ、そこから祐一が脱出。錬に向かって剣を振りかぶった。

　啞あ然ぜんとした錬の視界の端に、先ほどかわした銃弾が映った。黒いブーツが三センチ足らずの金属片を支えに空中に静止する。体重を感じさせぬ動きで、一発目の弾丸から二発目の弾丸へ、さらに三発目へ。

　祐一の体は、銃弾を足場に空中を移動した。

　……剣が振り下ろされた。一回、二回、三回、鮮せん血けつが飛び散り、激痛が脳を焼いた。

　次いで、腹部に焼けるような衝しよう撃げき。

　錬れんは、騎き士し剣によって軌道エレベーターの壁へき面めんに縫ぬいとめられた。

　──フィア、逃げて。

　叫ぼうと開いた喉のどから、ぜい、というかすれた呼気とともに、生暖かい鉄の味があふれた。




「やめてください！」

　甲高い叫び声は、頭上から聞こえた。見上げた祐ゆう一いちの視界に金髪の少女が出現した。大きな瞳ひとみに涙をいっぱいに溜ためた少女の背中には、天使の翼つばさにも似た光の束が広がっていた。

「錬さん！　しっかりしてください！」

　少女は、少年の腹部に突き刺さった騎士剣を素手でつかみ、祐一の体を突き飛ばすように引き抜いた。そのままかばうように割って入り、血で汚れるのもかまわずに少年を抱きしめる。

　天使の翼が少年の体を包み込む。

　少女は、ぐったりとなった少年の体を抱え、涙で潤うるんだ瞳で祐一に懇こん願がんした。

「もうやめてください。私は戦えません。あなたの言う通りにします。だから……だから、錬を殺さないで！」

　少女の叫びが、蒼そう穹きゆうの空に響ひびいた。




　テーブルを指で叩たたく、鋭するどく単調な音がリビングに響く。

「真ま昼ひる、それ、やめて」

　真昼は指を止め、部屋の中を歩き回る月つき夜よを見上げた。

「月夜こそ、おとなしく座ったら？」

　月夜は真昼の顔を睨にらみつけ、椅い子すに腰を下ろした。

　深々と息を吐き、長い黒髪を苛いら立だたしげにかきまわす。

「……で？　なんか、動きはあったの？」

　真昼は、無言でかぶりを振った。

　現在、午後一一時。錬とフィアが神こう戸べ市軍に拘束されてから、六時間がすぎた。

　いつまで経たっても帰らない二人を不ふ審しんに思い、軍の通信を傍受してようやく事態を把握したのが午後九時。探知を恐れて発信機の類たぐいを持たせておかなかったのが、裏目に出た。

　現在、二人は軍司令部に、別々に軟禁されている。フィアは士官居住区の一室、錬は医務室のベッドの上だ。詳しいことははっきりとしないが、錬は祐一との戦せん闘とうで重傷を負い、傷はふさがったものの昏こん睡すい状態が続いているらしい。

　この家に兵士が差し向けられる気配は、まだない。

「おかしいと思わない？」と、月夜が言った。

　どうやら、同じことを考えていたらしい。真昼はうなずいた。

「軍の対応が鈍すぎる。というより、軍はまだ僕ぼくらのことをつかんでいない、と考えた方が」

「でも」月つき夜よが、真ま昼ひるの言葉を遮った。「それなら、どうやって軍は錬れんとフィアの居場所がわかったの？　そもそも、どうして祐ゆう一いちは真っ直ぐにあそこに行ったの？」

「そこなんだよ。問題は……」真昼は目を閉じ、自分に与えられた情報を整理し直した。

　フィアか錬か、どちらかの居場所がなんらかの手段で特定された。それも、二人が使った力をトレースしたのではない。それなら祐一は、まずこの町に来なければならない。

　では、最初からどちらかに目印がついていて、そのことに一週間もかかって気がついたのか。真昼には、それも不自然に思われた。

　真昼の頭脳は回転を続け、やがて、一つの結論にたどり着いた。

「……通信が、傍受された」

「通信？　誰だれと誰の」言いさした月夜の顔がはっとなった。「まさか……深読みし過ぎよ」

「でも、そう考えると、依頼人に動きがない理由が説明できる」

　依頼人は、こちらの素す性じようをつかんでいる。ならば、当然この事態も把握しているだろう。そうなった場合、依頼人は第一に、背後関係を知るこちらの口を封じようとするはずなのだ。

　──だが、この誘拐劇げきが、単なる狂言だとすれば。

　真昼の言葉に、月夜はううんと唸うなった。

「でも、もしそうだとして、誰が内通者なの？」

「決まってる」真昼は即答した。「フィアと知り合う機会があって、神こう戸べシティのデータを操作するだけの力を持っていて、この作戦に心の底では反対な人だよ」




　ドアのノブがかすかな音を立てる。士官室のベッドの端に座ってぼんやりとうつむいていたフィアは、顔を上げた。

　ためらいがちにドアが開き、向こうから車椅い子すに座った老ろう婆ばが姿を見せる。フィアは顔をほころばせた。だが、次の瞬しゆん間かんその笑顔が凍りつく。後ろから車椅子を押して、あの黒い騎き士しが、黒くろ沢さわ祐一が入ってきた。さらに、その後ろからは多数の兵士が。

　祐一は、車椅子から手を放してドアの脇わきの壁かべにもたれかかる。ミラーシェードに隠されたその顔は、完かん璧ぺきなまでに無表情だ。

　車椅子の老婆、静しず江えは車椅子をゆっくりと進め、フィアの目の前までやってきた。しわだらけの両手を伸ばし、フィアの頰ほおを包み込む。その顔は悲しみと悔恨に歪ゆがんでいた。

「すまないね。フィア」

「……謝あやまらないでください。おばあさま」

　兵士達の銃口が静江に向けられているのを見て、フィアは、なにがあったのかを悟った。しわだらけの手を取り、精一杯の笑みを浮かべる。

「おばあさまには、どれだけ感かん謝しやしても足りません……本当ですよ。実験室の培ばい養よう槽そうの中で一人で泣いていた私に話しかけてくれたのも、外の世界のことをたくさん教えてくれたのも、おばあさまじゃないですか」

「しかし約束は約束だ。一週間にはあと一日残っている。これではお前が……」

「おばあさま」フィアは笑顔のままで遮った。「私がほしかったものは、みんな貰もらいました。この一週間、本当に、夢を見ているみたいでした。だからいいです……錬れんは、私をかばってくれた人は、まだ目を覚ましませんか？」

「ああ、よく眠っとる。最悪の状態は脱したから、明日には目覚めるだろう」

　フィアは、よかった、と目を閉じた。

「……もし、約束を破ったことを悪いと思っているなら、私のお願いを聞いてください」

「なんだ？」

「錬を、黙だまって帰してあげてください」

「……それは……」

「いけませんか？」

「……すまん。私の一存では、決められん」言って、祐ゆう一いちに視線を送る。

「約束しよう」祐一はうなずいた。

「信じられません」

「どうすればいい？」

「……あなたと、同調させてください」

「……いいだろう」

　祐一は、フィアの前で片膝ひざをついて目線を合わせ、ミラーシェードをはずした。

　フィアは、Ｉ－ブレインに意識を集中し、天使の翼つばさで祐一の体を包み込む。

　祐一の思考、記き憶おく、感情。無限の情報がＩ－ブレインに流れ込んだ。

「あなたは……そうだったんですか」

　一いつ瞬しゆんですべてを読み取り、フィアは、翼を消し去った。

「私の前の人、あなたの……」

「ああ」祐一は、そっとフィアの金色の髪を撫なで「おれの、恋人だった」

　黒いコートの袖そで口から、真っ白な包帯が覗のぞいた。

　フィアは、こわごわと祐一の頰ほおに触れた。祐一は、拒まなかった。

　自分を捕らえ、錬に瀕ひん死しの重傷を負わせた、黒衣の騎き士し。

　だがフィアは、どうしても目の前の男に憎しみや怒りを感じることができなかった。

「……おれは、君に謝あやまるべき言葉を持たない」祐一は切れ切れに言葉を紡つむいだ。「その資格もない。だから謝しや罪ざいはしない。どれだけ理屈を並べても、こんなことは間違っている」

　ミラーシェードをかけ、立ち上がる。

「だが、それでも人は、今、ここで、自分にできる精一杯をやるしかないんだ」

　その言葉はまるで、自分に言い聞かせているかのようだった。

　祐ゆう一いちの体中に残る傷に、フィアは突然気がついた。

「……あの、私、うまく言えませんけど……その……」

「君はいい子だな」

　祐一の口もとが、かすかに動いた。フィアにはそれが、微笑ほほえんだように見えた。

「あの少年のことは、必ず約束」

　甲高いサイレンの音が、祐一の言葉を遮った。




『初弾、命中。次弾装そう塡てんは三秒後』

「了解。二、一、発射」

　フライヤーの前部に取りつけられた主砲が火を噴ふき、光の線がポートの内ない壁へき、対ビーム装甲の継ぎ目を正確に射抜いた。

　新たな爆ばく発はつが起こる。

『次弾命中。っと、敵が集まってきたよ』襟えり元もとの通信素子から、真ま昼ひるの声が響ひびいた。

　蜂はちの巣をつついたような大騒さわぎのポートに、警けい備び部隊のフライヤーが駆けつけた。機体の両脇わきから真っ直ぐに突き出したビーム砲塔が、いっせいにこちらを睨にらむ。

「真昼、攻こう撃げき予測ちょうだい」

　空っぽの助手席に無意識に視線を走らせる。真昼は下のポートで、市民にまぎれてこの戦せん闘とうをモニターしているはずだ。

『今から送る。月つき夜よ、きりきり避さけて』

　砲塔の向きから割り出した攻撃の予測ラインが、サブディスプレイに表示される。月夜がハンドルを右に左にぶんまわすたび、フライヤーが風に躍おどる木の葉のように宙を舞い、無数の攻撃ラインの隙すき間まを縫ぬっていく。

「換気ダクトを確認。真昼、操そう縦じゆう代わって」

『了解。月夜、スーツは装備してるね』

　ノイズ混じりのその声を合図に、ハンドルが月夜の操作とは無関係に勝手にまわり出す。フライヤーはシティの天井、作り物の夜空すれすれを、徐々に速度を落としながら飛ぶ。

　レーザーが船体をかすめ、衝しよう撃げきに風防ガラスが震ふるえた。

　月夜はハンドルから手を放し、ジャケットを脱ぎ捨てる。その下から現れたのは、肌にぴったりと吸いつく黒いボディースーツ。長い黒髪をフードの中に押し込み、口もとまできっちりと覆おおう。ゴーグルを装備すれば、肌の露ろ出しゆつした部分はまったくない。

　風防ガラスを開き、操縦席に立ち上がる。腕には強炭素繊維カーボンナノテエーブワイヤーと銛もりと射出装置が一体になったワイヤーガン。狙ねらいはダクトの真上一メートル。

　耳もとで、完かん壁ぺきに二〇度に保たれたシティの風が唸うなりをあげた。ハンドメイドの多機能スーツは風圧から身を守ってくれている。

「いくわよ。三、二、一」

　ビーム砲塔の一つが、ついに、失速したフライヤーを捉とらえた。

「ゼロ！」

　引き金を引き、同時に跳ちよう躍やく。手もとから打ち出された銛もりがチタン合金の壁へき面めんに深々と突き刺さり固定。月つき夜よは、銛から伸びたワイヤーの先に宙づりになる。大きくたわむワイヤーを巻き戻し、ダクトに飛び込む。

　ビームの束が無人のフライヤーに突き刺さり、爆ばく発はつを巻き起こした。




　警けい告こくサイレンはすぐに静かになった。祐ゆう一いちは内線に向かって叫んだ。

「なにがあった」

『第一九階層、六番ポートで、所属不明のフライヤーが突然発砲。警備部がこれを撃げき墜ついしました。犯人の個人データについては』

「その必要はない。そいつは囮おとりだ。すぐに『サンプル』の警備を固めろ」

　撃墜されたフライヤーは囮、爆発の一いつ瞬しゆんセンサー類が死ぬのに紛れて犯人が向かったのは第一九階層の天井、通気ダクト。その先はこの第二〇階層、軍事区画に通じている。

　このやり口は真ま昼ひるだな。どうやらまだ諦あきらめていないらしい。だが倉庫を狙ねらうにしてはポイントが悪い。一〇年で腕が鈍ったか。

「面会時間は終わりだ、ばあさん。悪いが、あんたはもうしばらく拘束させてもらう」

「……仕方あるまい。本来なら、国家反逆罪で銃殺ものだからな」

　兵士達に静しず江えを預けて部屋をでようとしたとき、フィアと目が合った。ひどく穏おだやかで、なにかに安心したかのような瞳ひとみ。

　祐一の脳神経を、かすかな違和感が走った。

「今来ているのが誰だれか、知っているのか？」

　フィアの表情が、凍りついた。

「……知りません」

「なるほど」

　祐一は兵士達の流れに逆らって、一人、医務室を目指した。




　軍司令部には、意外とはやくたどり着いた。

　ダクトの一部を切り開き、廊下の様子を確認する。兵士が数人、殺気立った様子で駆け抜けていった。

　月つき夜よは息を殺し、兵士達をやり過ごした。

　スーツの偏光迷彩を起動し、廊下に降り立つ。軽い着地音。反射的に肌が粟あわ立つ。

　大丈夫、気づかれていない。

　足音を立てずに走る。偏光迷彩は周囲の光をリアルタイムで歪ゆがませて風景に同化、装着者を透明に見せかけてくれる。

　一分足らずで医務室の前にたどり着く。外には見張りが二人。今は、中に医師はいない。

　廊下の角に身を隠し、ニードルガンを取り出す。針には即効性の麻酔が塗ってある。威力を最小に設定。首筋の辺りのわずかに肌の露ろ出しゆつしている部分に慎重に狙ねらいを定め、続けざまに二度引き金を引く。電磁射出のニードルガンは、まったく音を立てない。

　二人の兵士が、重なり合うように倒れた。駆け寄って懐ふところを探る。鍵かぎは持っていない。

　扉を調べる。鍵は電子式。デコーダーを接続すると三秒で開く。慎重に銃を構え、扉をそっと押した。

　白い医務室のベッドの上に、さまざまな器具につながれて、黒髪の少年が寝かされていた。月つき夜よはベッドに駆け寄ってスーツのフードを外し、少年の口もとに耳を寄せた。

　安らかな寝息が、耳をくすぐる。

　涙がでそうになった。

「真ま昼ひる、錬れんを見つけたわ」

　スーツの襟えりを口もとに引き寄せ、話しかける。ノイズ混じりの声が応こたえた。

『わかった。迎えに行く。司令部の外には、でられそう？』

　事前に頭に叩たたき込んでおいた、この司令部と第二〇階層の地図を思い出す。

「……ポイント三に、五分後」

　通信を切り、錬を抱えて立ち上がる。

　次の瞬しゆん間かん、医務室の扉が音もなく開いた。

　身構える間もなく、銀光が宙を閃ひらめき、眼前に剣の切っ先が突きつけられた。

「……手を引けといったはずだ、月夜」

　真っ二つに切り裂かれたゴーグルが、乾いた音を立てて床に転がった。




「私も、これ以上関かかわるつもりはないわ」月夜は腕の中の弟に視線を向けた。「でも、この子は返して」

「……その少年はお前の仲間、というわけか」

　喉のどもとから剣先をそらさずに、祐ゆう一いちが問う。「手を上げろ」も「武器を捨てろ」もなし。月夜が引き金を引こうと筋肉を一ミリでも動かした瞬間、右腕は切り飛ばされるだろう。

　血液が脳を駆け巡る音が、耳の奥で聞こえる。

「……弟よ」

「お前達に弟がいたとは、初耳だな」

「そうね、八年前までは、私も真昼も知らなかったわ」

　祐一は、かすかに笑った。相変わらず、剣先は月夜に向けられたままだったが。

「まあいい……真ま昼ひるはどこだ？　来ていないとは言わせない。呼び出してもらおう」

「お見通しってわけね」

　襟えりもとから小指の先ほどの大きさの通信素子をはずして、祐ゆう一いちに投げてよこす。祐一は、剣先をそよとも動かさずに片手で受け止めた。

「聞こえているな、真昼。月つき夜よとこの少年……錬れんは人質だ。研究記録は持ってきているか」

『研究記録？』

「こいつが奪ったディスクだ。渡してもらおう」

『……わかった』

「……雪ゆき姉ねえさんのことは、美しい過去の思い出ってわけね」

　月夜は口もとを精一杯皮肉っぽく歪ゆがめた。祐一の視線が、こちらに戻った。

「……あのデータを見たのか」

「見たわ……ってことは、祐一も知ってるのね。雪姉さんが死んでから一〇年、この街がなにをやってきたか」

　その問いに、祐一は沈ちん黙もくで答えた。

「遺い伝でん子しレベルからの、マザーコアの合成。成功したのは四〇体。うち三九体を実験サンプルとして処理。残ったのはあの子一人……そうよね」

「……そうだ」

「どうして！」月夜は叫んだ。「おばさんも祐一も、おかしいわ！　どうしてそんなことができるの？　一〇年前に雪姉さんが死んだとき、祐一、あんなに悲しんだじゃない！」

「あのときは、ああするしかなかった。あれが最善の方法だった」

「ならどうして一〇年も帰ってこなかったのよ！」

　月夜の叫びに、祐一が言葉を詰まらせた。

「……それは」

「……わかってるわよ」月夜は、静かに続けた「雪姉さんがああしなかったら、この街の人間一〇〇〇万人、みんな死んでた。雪姉さんのやったことも、静しず江えおばさんのやったことも正しかった……でも、それでも私達、この街に住めなかったんでしょ？」

「一〇年前とは状況が違う。今更、ここの人間に死ねというのか？」

「違う！　私が言いたいのはそんなことじゃなくて！」うまく言葉がでてこない。これでは聞きわけのない子供だ。「私は！」

「もう、やめてください」

　ひどく落ち着いた少女の声が、月夜の言葉を遮った。金色の髪にエメラルドグリーンの瞳ひとみの少女が、いつの間にか祐一の後ろに立っていた。

「もう、いいんです」

　少女の言葉に、月夜は先ほどまでの怒りも忘れて呆ぼう然ぜんとなった。

「もういいって……あんた、本当にわかってるの？　死ぬのよ、ううん、死ぬよりもっと悪いわ。心と記き憶おくを奪われて、この街を動かすための機械にされるのよ？　それでも……」

「はい。もう決めました」穏おだやかな笑みを月つき夜よに向け「私、この世界が、みなさんのことが好きです。みんなが笑って生きていけるのなら、私のことはいいです……だから、お願いですから争ったり悲しんだりしないでください。じゃないと、私……」

　最後は呟つぶやくようにそれだけ言って、フィアはうつむいてしまった。

　沈ちん黙もくが、医務室を包んだ。

『……データのコピーを月夜が持ってる。本体は、保険のためにこっちで持たせてもらうよ』

「真ま昼ひる！」

『月夜……もう、終わりだよ』

　月夜は唇をかみしめ、ポケットから小さなディスクを取り出した。

「これで、今度はフィアの代わりでも作るの？　こんなこと、いつまで続けるのよ」

「……人類の、最後の一人が滅びるまでだ」

　月夜は、ディスクを放り投げた。

　祐ゆう一いちの視線が、ほんの一いつ瞬しゆんだけそちらに向く。

　その瞬間、月夜の手が動いた。ニードルガンを持つ右手ではなく、左手が。

　ピストルから放たれた銃弾が、二センチ角のディスクを正確に射抜いた。

「真昼！」

『いくよ！』

　爆ばく音おんが響ひびき、医務室の外がい壁へきが吹き飛ぶ。突っ込んできたフライヤーの操そう縦じゆう席には真昼。

　祐一が剣を構え、

「だめ！」

　フィアが身を投げ出すようにして、祐一の腕に飛びついた。目に見えない糸に絡め取られたように祐一の体が硬直し、剣先が床に落ちる。

　月夜は弟の体を必死に抱きしめ、フライヤーの助手席にその身を滑り込ませた。




　その日、少女はいつものように猫ねこと二人で公園を散歩していた。

「待ってよ、トラちゃん」

　猫のトラが公衆端末の脇わきのベンチに駆け寄った。少女もあとを追い、ベンチに座った。

「なあに？　あのお兄さんにまた会いたいの？」

　同意するように、トラが甘えた声で鳴いた。

　少女は、先日出会った『お兄さん』のことを思い出した。服も靴も眼鏡めがねも全部真っ黒で、初めは恐こわそうだったけど、話してみたら、とっても優しかった。

　あのお兄さんはどうしてるだろう。

　久しぶりにお父さんと話もできて、少女はご機嫌だった。

　軽快なステップで、トラがベンチの背もたれに飛び乗った。首を上に向ける。まるで空を見上げているようだ。

「どうしたの？　トラちゃん」

　少女も上を見上げた。いつもと変りない、きれいな青空だ。

「……へんなトラちゃん。行こっ」

　弾みをつけてベンチから飛び降り、少女は公園を駆け出した。

　トラは、もう一度上を見た。

　青空が、かすかにちらついた。

「トラちゃん！　はやくはやく！」

　トラはベンチから飛び降り、少女を追いかけた。




「……おい、このデータ、おかしくないか？」

　隣となりの席で、同僚がそんなことを言いだした。彼は、同僚の端末を覗のぞき込んだ。

「ほら、これだよ、これ。論理構造が書き換わってる。こんな細かいところ、おれじゃなきゃ気づかないぞ……すぐに修復しないと」

　彼は、困ったな、と思いながらも、脳の奥からの指令に忠実に従った。

　腰のニードルガンに手を伸ばし、音を立てないように引き抜く。

　同僚は、画面に見入っていて、気づかない。

「でも、この論理構造、どっかで見たことあるんだよな。そう思わないか？　……ほら、情報理論の講義であっただろ」

　一いち撃げきで致命傷を与えるには、やはり脳がいいだろう。あとで情報を読まれる心配もない。

「……そうだ、思い出した。あれだよ、ほら……おい？」

　引き金を引いた。二回、三回、情報を読み取れないように、徹てつ底てい的に破は壊かいする。

　端末が、あっという間に血まみれになった。

　他ほかの連中が騒さわぎ出した。これはまずい。自分の脳も始末しておかなければ。

　彼は、銃口をこめかみに押しつけた。




『それ』には、名前がなかった。命と呼べるものすら、それには与えられなかった。それは、ただの情報構造の塊だった。

　それは、神こう戸べシティのネット構造を侵食していった。静かに、ゆっくりと、誰だれにも気づかれることなく、ただ、マザーコアを目指して。

　網目のようなネットを泳ぎ、中心に近づいたところで、『それ』は弾はじかれた。『それ』の前には巨大な壁かべが横たわり、マザーシステムへの道をふさいでいた。

　なん度か侵入を試みたあとで『それ』はついに諦あきらめた。

　ここからではだめだ。もっと近くに、マザーシステムの中枢に直接接続しなければ。

　三ナノセカントの時間をかけてそう結論した『それ』は、自分の『外部端末』達に新たな指令を送り込んだ。







　　　第五章　青い空と緑の草原と君と僕～Perfect world～







　目が覚めると見慣れた天井があった。自分の部屋だ。

　脳内時計が午前四時を告げる。

　自分の置かれている状況がわからない。錬れんはのろのろと上体を起こし、部屋を見まわし、それから、自分の体中に包帯が巻かれているのに気づいた。

　急速に記き憶おくが回復していく。

　負けた。最初に思い出したのは、まずそのことだった。あのとき、自分は祐ゆう一いちを罠わなにはめたことで油断した。そこを突かれた。剣で切り刻まれ、腹を貫かれ、血を吐いた。フィアの叫び声が聞こえて、記憶が途と絶だえた。

　フィアはどうなっただろう。どうしてここは自分の家なんだ。

　今日は、なん日だ？

　痛む体を引きずるようにしてベッドから抜け出し、錬はリビングに向かった。

　灯あかりのついていないリビングは真っ暗で、真ま昼ひると月つき夜よが互いに顔を合わせないまま、押し黙だまってただ座っていた。一睡もしていないのだろう、二人とも目が真っ赤だった。

　月つき夜よの頰ほおに、泣きはらしたあとが見えた。

　二人は錬れんの姿に気がつくと一いつ瞬しゆんだけ顔を強こわ張ばらせ、それから、ぎこちない笑みを浮かべた。

「月つき姉ねえ、真ま昼ひる兄にい、おはよう」

「……おはよう」

「……お腹なかすいたでしょう。私、なにか作る」

　月夜が台所に逃げ込み、あとには、真昼と錬の二人が残された。

「真昼兄」

「……うん？」

「僕ぼく、負けたの？」

「……そうだよ」

　真昼は、祐ゆう一いちと月夜の会話は伏せて、昨日のことを簡かん潔けつに説明した。

「フィアは？」

　錬の言葉に、真昼は視線を逸そらした。

　錬はくたくたと椅い子すに体を預け、そっか、と呟つぶやいた。

「真昼兄。お願いがあるんだ」

「……なに？」

　錬は目を閉じてしばらく逡しゆん巡じゆんし、それから、目を開いた。

「本当のこと、全部教えて」

「……今は、まだ……錬がちゃんとご飯を食べて、もう一度寝て、起きたら全部説明する」

「……うん、わかった」

　結局、食事にはほとんど手をつけず、錬は眠りに就いた。




　次に目が覚めたのは丸一日経たってからだった。午前一時。昨日に比べて、意識はいくらかはっきりとしていた。

　リビングに行く。誰だれもいない。しんと静まり返った部屋に、鳩はと時計の振り子の揺れる音だけが響ひびいていた。

　月夜の部屋の扉に手をかける。少しためらってから、ゆっくりと開く。月夜は部屋の隅で、毛布に包まって眠っていた。

　音を立てないように二つ並んだベッドの片方に歩み寄る。昨日まではここに、金色の髪にエメラルドグリーンの瞳ひとみの少女が眠っていた。丁寧に整えられた布ふ団とんにためらいがちに手を触れると、氷の塊に触れたような冷たい感触が指先に残った。

　真昼の部屋からは灯あかりが漏れていた。

　暗い部屋の中で机の上の端末がほのかな光を放っていた。ディスプレイの放つ白っぽい無機光に照らされて、真ま昼ひるは机に突っ伏して眠っていた。

　錬れんは小さく笑い、ベッドから毛布をつかんで真昼の肩にかけた。そこで端末の画面が目に止まった。それは、錬が持ち帰ったあのディスクだった。データのロックが外れている。どうやらそれは研究日誌のようだった。

　錬は一番古いファイルを開いた。少し癖くせのある手書きの文字が画面をうめた。錬は、なにげなくそれを読みはじめた。

　……読み終えた。

　頭の中が真っ白になった。なにも考えられなかった。

　震ふるえる指で次のファイルを開いた。

　すべてのファイルを読み終えるのに、一時間ほどかかった。




　玄関から一歩踏み出すと、凍えた大気が包帯ごしに突き刺さった。

　気温の制御がうまくできず、手足がしびれる。錬は何度も転びそうになりながら、夜の町をさまよい続けた。

　凝こごったような闇やみが町を支配し、道という道、空間という空間を隙すき間まなく満たしていた。大通りの青白い街灯に照らされた部分だけが、まるで切り取られたようにちっぽけな光を放っていた。目を上げると、底の見えない濁にごった『黒』が、どこまでもどこまでも、果てしなく広がっていた。

　ひどく、静かだった。

　町の外れまで歩いたところで、名な残ごり雪に足を取られた。体が地面に打ちつけられ、治りきっていない傷がひどく痛む。体を起こそうとして、気がついた。

　あの雪の日、日が暮れるまで、疲れて腕が上がらなくなるまで雪遊びをした、ここはその場所だった。

　弾はじけるような少女の笑い声が、耳にこだました。

　エメラルドグリーンの瞳ひとみと金色の髪と透き通るように白い肌と、春の光のような優しい笑顔が、目の前を通り過ぎていった。

　──錬は駆け出した。

　開いた傷口から血がにじみ、足がもつれ、体中が悲鳴を上げるのにもかまわず、錬は走り続けた。

　視界に映るものすべてが、錬を糾きゆう弾だんした。どうして負けたのか、どうしてなにも知ろうとしなかったのか、どうしてあの子の苦しみに気づいてあげられなかったのか。

　ありふれたたわいもない光景の一つ一つが少女のことを思い出させ、思い出はナイフとなって錬の心を突き刺した。

　錬には、ただ走ることしかできなかった。

　……気がついたときには、なにかに導みちびかれるように変電所跡に立っていた。町の中でもひときわ寂しいその空き地には、旧地下街の入り口がぽっかりと口を開けていた。

　春のテラスへと通じる、秘密の抜け道が。

『青い空が見たいです』

　ふいに、少女の声が聞こえた気がした。

　ここからトンネルを抜け、塔を上り、青空の見える場所へ。

　錬れんは、歩きはじめた。




　夜が明けるまでには、まだ一時間以上もあった。闇やみ色の空には無数の光の粒が瞬またたき、春のテラスを静かに照らしていた。

　風が桜の木の葉をざわめかせ、優しく走り抜けていった。

「ここは、夜でも暖かいんですね」

　テラスには先客がいた。一人は若草の絨じゆう毯たんの上に座って空を見上げている。もう一人はエレベーターの外がい壁へきにもたれるようにして、剣の柄つかをもてあそんでいた。

「……どうして、ここに？」

　錬は問うた。我ながら間の抜けた質問だと思った。もっと他ほかに言いたいことがあるのに、言葉になってくれない。

「最後にもう一度だけ、青い空が見たかったんです」

　フィアはいつもと同じように、にっこりと微笑ほほえんだ。

「それに、錬さんにもう一度会いたかったから」

　星明かりが少女の小さな体を照らし、淡い影を落としていた。




　祐ゆう一いちは無言でテラスの外に出ていった。あとには、錬とフィアが残された。

　二人はテラスの中でも一番大きな桜の木の下に座って、肩を寄せ合った。ふれ合った肩越しにフィアのぬくもりが流れ込み、錬の冷え切ったからだを温めた。

　そうやって、二人はしばらくの間、夜空の星を見上げていた。

　フィアが、ぽつりと口を開いた。

「……私が呼んだの、聞こえましたか？」

「……うん」

「来てくれて、嬉うれしいです。錬さんには、ちゃんと、謝あやまりたかったから」

「いいんだよ、それはもう」

「でも、錬さんをだまして、けがまでさせて……」

「フィア」錬は、その言葉を遮った「……時間は、あと、どれだけ残ってるの？」

「……今日、一日です。明日の午前七時に、実験が始まります」

　フィアの表情にかすかな影が落ちた。錬れんは目を閉じ、胸の奥からなんとか言葉をつむぎ出した。

「……教えて。本当のことを、全部」

　フィアは、静かにうなずいた。




「……私は、ベルリンの近くで生まれました。町ではなくて研究所で……」

　情報制御理論の権威『フリードリッヒ・ガウス研究所』。そこは、人類再建の要かなめとなるべき場所のはずだった。

　研究テーマは『マザー』に代わる新しいシステムの開発。多くの人材と地球に残されたわずかな資源が惜しげもなく投入され、あらゆる可能性が追求された。

「……もし、それが成功していれば、私は生まれませんでした」

　五年の歳月を費やした実験がすべて徒労に終わったとき、研究者達は次の段階に進むことを余よ儀ぎなくされた。

　より『マザーコア』に適した人間。その開発が始まった。

　もっとも効率よくマザーシステムを制御できる能力として、研究者達は『同調能力』を生み出した。膨ぼう大だいな脳容量に他者の情報をそのままコピーし、それを制御する能力。純粋に化学的な手段によって合成された遺い伝でん子しは培ばい養よう槽そうに詰め込まれ、そのうち四〇体が発芽、人間の形にまで成長した。

　完成品は細胞活性作用のある培養液の中で急速に成長し、もっとも完成度の高かった一体がマザーコアの素体に選ばれた。

　あとのものは実験サンプルとして、脳のう髄ずいだけを残して処分された。




「同調能力者が複数体集まると、ゲシュタルトを形成して能力が暴走してしまって……だから、一番できのいいものだけを残して、あとは次の研究のサンプルに使う。……はじめから、そういう計画だったんだそうです」

「脳髄って……」

「覚えてませんか？　私と錬さんがはじめて会ったときに、あの部屋にあった培養槽。あれが……全部、私の姉さんや妹です」

　錬は、反射的に顔をそむけた。フィアの淡々とした声が、心に痛かった。

「マザーコア開発プロジェクト、実験体『四番フイア』。私の名前は、ただのシリアルナンバーなんです」

「どうして逃げなかったの？　そこまでひどいことされて、逃げたいと思わなかったの？」

「同調能力者は、人を攻こう撃げきすることができません。魔ま法ほう士し能力を使えば、倒した相手の痛みやダメージが自動的にフィードバックされてしまうからです。だから、みんなの運命を知っても、私にはなにもできなかった」

「……それで？」必死に声を絞り出し、先を促す。

「それからなん日もたったある日、研究所に神こう戸べから視察がきたんです」




　──どうして泣いてるんだね？　お前は。

　車椅い子すに座ったその人は、少女が泣いているのに気がつくと、優しく声をかけてくれた。

　──名前は、なんというんだね？『フィア』？　それは名前じゃなくて、お前の番号だろう？　なにか、ちゃんとした名前は？

　研究員に教えられた通りに名乗った少女に、苦笑まじりの声が答えた。

　──ないのかい。では、私が考えてあげよう。『雪スニー』？『桜キルシユ』？　ドイツ語には、ろくな音がないねえ……ああ、いずれ、いい名前を考えるよ。だから、ほら！

　泣くのはおよし──




「嬉うれしかったです。培ばい養よう槽そうの中で涙を流してもすぐに溶けてしまって、誰だれも気づいてくれなかったから……それが、おばあさま……神戸シティ防衛局総司令官、七なな瀬せ静しず江えでした」

　静江は、その後もことあるごとにフィアのもとを訪れ、色々なことを教えた。外の世界のこと、歴史のこと、科学、文学、芸術、そして、静江自身のこと。

「おばあさまは、亡くなった娘さんのことで、すごく苦しんでました。そして、同じように私のためにも涙を流してくれました……だから、私は死ねなかった。どうせ死ぬのなら、おばあさまの役に立ちたい、そう思いました」

　それから三年あまりが過ぎ、いよいよ『マザーシステム』の実験が行われることになった。

「実験が決まった日、おばあさまが言いました。なにかやりたいことはないか、私にできることはないか、って。だからお願いしたんです。一度でいいから、外の世界が見てみたいって」

　静江は、フィアの願いをかなえるために策を練った。偽にせの依頼をでっちあげて誘拐劇げきを仕組んだ。フィアは、迎えをよこす、という静江の言葉を信じて、培養槽の羊よう水すいの中で静かにそのときを待った。

「でも、どんな人が来るかは知らなかったから……自分と同じくらいの男の子が来たときは、本当にびっくりしました」

　フィアは言葉を切り、小さく息をついた。その表情は、信じられないくらい穏おだやかだった。




　東の空が、かすかに白みはじめていた。

「次に目を覚ましたときは、錬れんさんの家でした。皆さんが私のことを警けい戒かいしているのがわかって、だから……利用してやれ、って思いました」

「……それで、あんな噓うそを？」

「はい……でも、錬れんさんは私のわがままに一いつ生しよう懸けん命めいつき合ってくれて、だから、錬さんが仕事でやってるんだってわかってても、私、嬉うれしかった」

　それは違う、錬は言いたかった。確かに最初は仕事のためだった、でも君の笑顔を見ていたら、そんなことどうでもよくなってしまったんだ。そう伝えたかった。それなのに、口を開いても言葉が出てくれない。

「わかってます」

　フィアの小さな形の良い頭が、錬の肩に預けられた。

「……あの雪の日、錬さんに抱きしめてもらったときに、錬さんの心が見えました。……私、生まれてはじめて自分が魔ま法ほう士しでよかったって、そう思いました。でも、悲しかった」

　悲しい。その言葉がフィアの口からでるのははじめてのことだった。

　とっさにフィアの顔を覗のぞき込んだが、そこには穏おだやかな笑顔があるだけだった。

「……錬さんが私のことを好きになってくれても、私はそれに応こたえることができないってわかってたから……それだけが、すごく悲しかった」

「悲しいなら、泣けばいいじゃないか」

　錬は呟つぶやいた。声が震ふるえているのが、自分でもわかった。

「錬さん？」

「どうして！」錬は叫んだ。「どうしてフィアはいっつも笑ってるの？　どうして、涙を見せてくれないの？　苦しいって、辛つらいって、死にたくないってどうして！」

　感情むき出しの声だった。自分がどんな顔をしているか、錬にはわからなかった。

「……涙は嫌いです……自分だけじゃなくて、見ている人まで悲しくさせるから……」

　フィアは微笑ほほえんだ。ぎこちない笑顔だった。欠けた笑い面の隙すき間まから、悲しみ、苦しみ、諦あきらめ、そんな感情が覗のぞいていた。

「……泣いてもどうにもならないことなら笑っている方がいいです。苦しいことも痛いことも、自分の胸の中にしまっておけば誰だれも傷つけない」表情を隠すように、目を閉じる。「……悲しいのは、私一人でいい」

「フィア！」錬はその名を叫んだ。「逃げよう。こんなのおかしいよ！」

「錬さん……」

「僕ぼくが守ってあげる。どこまででも連れていってあげる。そんな見ず知らずの人間のためにフィアが死ぬことなんかない！」

「だめなんです……」

「どうして！」

　フィアは、笑った。悲しいぐらいに澄すんだ笑顔だった。

「……シティがなくなったら、錬さんの町の人たちも、みんな死んじゃいます」




『……あんな大きなコンピュータ、どうやって動かしてるんですか？』

『電源を、ちょっと神こう戸べシティから借りてるんだ。内緒でね』




「……あ……」

　あの町は、神戸シティの電力によってかろうじて動いている。それがどんなに危ういバランスか、あの街の人間がどれだけぎりぎりで生きているか、あの雪の日、彼女にそれを教えたのは錬れん自身だった。

「だから、私はいいです……あの町があそこにあって、みんなが笑って生きていけるなら、私はそれでいい。だから」

　フィアの両腕が錬の背中にまわされた。そのまま錬の肩に頭を押しつけるようにして体を預ける。錬はそんなフィアを抱きしめることもできずに、呆ぼう然ぜんと次の言葉を待った。

「……だから、錬さんは……錬は生きて。一日が終わって、次の一日が来て、一年経たってなん年も経って歳としを取って、泣いて笑って悩んで苦しんで、誰だれのためでもない、自分のために生きて……そして、ときどきでいいから私のことを思い出して」

　あくまでも穏おだやかな声だった。穏やかな表情だった。

　優しい少女が、人を傷つけないために必死で作った笑い面。

　その仮面が人を傷つけることもあるのだと、どうしたらわかってくれるだろう。

　錬の腕が、ためらいがちに少女の背に触れた。

　そのときだった。

『ごめんなさい』

　頭の中で、少女の声が響ひびいた。泣き出しそうな声だった。驚おどろいてフィアの顔を見る。意識してやっているのではない。同調したＩ－ブレインを通して、思考が逆流してきた。

「……この一週間、本当に楽しかったです。生まれてはじめて自分の足で歩いて、お買い物をして、ご飯を食べて」

『ごめんなさい。私は誰だれも好きになってはいけなかったのに。誰かに好きになってもらう資格なんかなかったのに……相手を悲しませるだけなのに……』

「雪遊びもして、病院のお手伝いもして……青い空も、見ることができました」

『錬を悲しませたくなかった。錬と一緒にいたかった。普通の人間でいたかった。自分のために生きたかった……錬のために生きたかった』

「本当に、ありがとうございました……これ、もういりませんね。私だと思って……なんて、月並みですよね」

『……死にたくない……』

「……さよなら……」

　……東の空を中心に、いつのまにか澄すんだ『青』が空を包んでいた。フィアは肩からストールをはずして錬れんの肩にかけ、錬に顔を寄せてそっと口づけ、そして、なにも言わずに去って行った。最後まで、笑顔を絶やすことはなかった。

　錬は、少女が消えていった扉のむこうを呆ぼう然ぜんと眺め、やがて、静かにその場に崩れ落ちた。
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　どこをどう歩いたのかわからない。気がついたときには自分の家の前に立っていた。

　インターホンを鳴らすと、三秒で月つき夜よが飛び出してきた。

「このばか！　そんなけがでどこ行ってたのよ！　私も真ま昼ひるも……錬？」

　月夜は錬の手を引いて家に入り、タオルを持ってきて錬に手渡した。

「……ほら、顔を拭ふきなさい」

　そう言われてはじめて、錬は、自分が泣いているのに気がついた。




「……そう、フィアに会ったの」

　真昼はカップにコーヒーを注ぎ、ブランデーを一滴垂らして錬の前に差し出した。

「……うん……」

　錬は、カップの中のコーヒーを、少しずつ少しずつ、全部飲み干した。そして、空のカップを静かにテーブルの上に置いた。

「月つき姉ねえ、真昼兄にい……あの、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちっていう人は、どういう人なの？　七なな瀬せ雪ゆきさん……神こう戸べシティのマザーコアって、どんな人だったの？」

　二人は顔を見合わせ、うなずき合った。

「……昔、父とうさんがまだ生きてた頃ころ、私達はシティに住んでてね。隣となりの七なな瀬せっていう家に、一〇歳年上のお姉ねえさんがいたの。その人は軍人で、魔ま法ほう士しで、騎き士しだった。それが、七瀬雪ゆき」

　美人で格好よくて優しい雪は、双子のあこがれだった。二人の父と雪の母親が友人だったおかげで、小さな頃から兄弟のように雪にかわいがってもらい、それが自慢だった。

「なん年も経たって、ある日、雪姉さんが『私の彼氏よ』って紹介してくれたのが祐ゆう一いち。私達の目から見ても二人はすごくお似合いのカップルでね、祐一兄にいちゃんも私達を実の妹や弟みたいにかわいがってくれた。でも……」

　月つき夜よが口籠ごもる。真昼があとを続けた。

「戦争が終わって、父さんが死んで、世界がこんな風になって……シティを維持するために、雪姉さんは『マザーシステム』に使われた。……祐一も僕ぼくらも、シティを飛び出した……逃げたんだ、雪姉さんが死んでもなにも変わらない世界から」

「……雪さんを、止めなかったの？」

「みんなで止めたよ。なにか方法があるはずだ、雪姉さんが死ぬことはないって。でも、だめだった。僕らには知らされずに実験は始まって……結局、たくさんの人が救われた」

　感情を押し殺した声でそれだけ言って、真ま昼ひるは目を伏せた。

　錬れんは、立ち上がった。

「……ちょっと、寝る。しばらく、起こさないでね……」

「……錬！」

「なに？」

「よく……考えて」真昼は、顔を上げた。「たぶん、どの道を選んでもいつか後悔する日が来ると思う。それでも、僕ぼくらは錬の味方だよ」

「そうよ……だから、あんたはあんたの信じる通りにやりなさい」

「真昼兄にい……月つき姉ねえも、ありがと……」

　部屋の扉が、静かに閉ざされた。




　錬は夢を見た。

　夢の中の錬は、大きなガラス筒の中で、生暖かい透明な液体に漬つかって眠っていた。ガラス筒の外に見えるのは白っぽい金属質の部屋で、床にも机にも、割れたビーカーや試験管、錆さびたネジや壊こわれた機械の部品が散乱し、そのどれもが、埃ほこりにまみれて毛玉のようになっていた。

　錬は、羊よう水すいに似た培ばい養よう液の中で胎児のように体を丸め、まどろんでいた。ガラス筒の外に置かれた機械を通して、外の様子や人の心が流れ込んでいた。

　はじめに、よれよれの服を着て肩に銃を担いだ人達が入ってきた。頭の中に恐怖心が見えた。それが自分に向けられたものだと、しばらく気がつかなかった。銃を向けられて恐こわかった。気がついたら、そこらに転がっているネジやガラスに頭を打ち抜かれて、みんな死んでいた。すぐにロボットがやってきて、死体をきれいに片づけていった。

　それからなん日かして、重そうな服を着た男の人が入ってきた。頭の中に、たくさんのお金が見えた。男の人が、銃を構えた。頭の中が真っ白になった。その人も動かなくなった。

　次にやってきたのは、きれいな黒い服を着た男の人達だった。その人達は銃を突きつけなかった。頭の中に、戦争でたくさん人が死んでいるのが見えた。銃を向けられるよりずっと恐かった。その人達も、すぐに静かになった。

　なん人もなん人も、人は次々にやってきた。誰だれも彼も、錬れんを殺したいか、錬に殺させたいか、どちらかだった。そして、みんな、いつのまにか動かなくなった。錬は、だんだん上じよう手ずになっていった。

　ある日、その部屋によぼよぼのお婆ばあさんがやってきた。そのお婆さんの頭の中には、お金でも戦争でもなく、家で待っている家族の顔があった。錬はほっとした。でも、そのお婆さんも錬に銃を突きつけた。

　お婆さんの息が絶える瞬しゆん間かん、頭の中に見えたのは病気で寝ている孫の顔だった。お婆さんは、心の中で孫に詫びながら死んでいった。

　錬は、もう殺したくなかった。

　次の日、また誰かがやってきた。錬は目を閉じたままで、静かに銃弾が自分の頭を打ち抜くのを待った。

　銃弾は飛んでこなかった。代わりに声が聞こえた。

　錬は、ゆっくりと目を開けた。




「……錬は、どうするかしら」

「どうするかな」

　鳩はと時計が、午後一一時を告げた。錬はまだ部屋から出てこない。月つき夜よと真ま昼ひるは、リビングで錬の答を待っていた。

「どんな答を出しても、私達は錬の味方よね」

「もちろん」

　八年前のあの日、廃はい墟きよと化した父の研究室の地下でその子を見つけたとき、二人の戦いは始まった。錬と名づけたその少年、『情報理論』の権威『天あま樹ぎ健けん三ぞう』の最高傑作。すべての魔ま法ほう士しの雛ひな形がたにして最終形たる、最強の魔法士。少年の力を欲する軍を相手に、双子は戦った。

　辛つらく、苦しい日々だった。それでも、はじめて錬にあったときの涙をいっぱいに溜ためたおびえた瞳ひとみを思い出し、なんとかこの子を幸せにしたいと、二人は戦い続けた。少年は、シティから逃げ出して罪悪感を抱えてさまよっていた双子に、生きる目的と、未来への希望をくれた。

「……なにもかもうまくいって、誰だれも傷つかなくて、みんなが幸せになるような都合のいい答が、どうしてないのかしら……」

「僕ぼくらが、神様じゃないからだよ……でも、たとえ間違っていても、前に進むのを止めることはできない。僕らは、僕らにできることをやるしかないんだ」

　真ま昼ひるは立ち上がった。

「出かけるよ、月つき夜よ」

「出かけるって、どこに？」

「錬れんは今、必死で戦ってる。だから、僕らも戦おう」

　月夜はしばらく考え、はっとした。

「……そうね。あの子の負担を少しでも減らしてあげないと」

　二人は玄関を開け、夜の町を歩き出した。




　あと数時間で自分の一生が終わる。奇妙に冷めた意識の中で、その事実だけがフィアの心を支配していた。真っ暗な部屋の隅にうずくまっていると、闇やみが天井から降って来て空虚な心に入り込んでくるようだった。

　神こう戸べシティ地下階層、対魔ま法ほう士し用の特別室。部屋の壁かべからは常に一定のパターンの電磁波が放射され、フィアのＩ－ブレインの働きを阻害していたが、もとよりフィアには逃げる気などなかった。

　フィアは、じっと目を閉じた。そして、なんでもいいから考えようとした。そうしていないと、闇やみに心を食べられてしまいそうだった。

　……私は、なんのために生まれて来たんだろう。

　フィアは激しく頭を振り、その考えを追い出した。そんな答を今更出したって、なんにもならない。

　せめて、あとたったのなん時間かを幸せな気持ちですごしたかった。

　心に浮かんだのは、この一週間をすごした、天あま樹ぎ家の朝の情景だった。

　朝、目が覚める。清せい潔けつなシーツの香りを感じながら寝返りを打ち、ふかふかとした布ふ団とんの感触を楽しむ。

　ベッドからするりと抜け出し、鏡かがみの前で、髪にくしを通す。

　Ｉ－ブレインを通して聞こえてくるのは、姉兄弟三人の騒さわぎ声。

　遠えん慮りよがちに扉を押し開くと、リビングいっぱいに広がるのは朝食のいい匂におい。

　三人三様の笑顔が、いっせいにこちらを向く。

　──おはよう。

　──おはよ。

　──おはよっ！。

　だから、フィアも笑顔で答える。

　──おはようございます。

　すべては、夢。

　自分には決して手に入らないはずだった、世界で一番きれいな夢。

「……あれ？」

　笑った拍子に涙が一滴こぼれた。フィアは涙を拭ぬぐおうと、目もとに手を伸ばした。

「……おかしいです……どうして、涙が……」

　涙はあとからあとから湧わいて来て、どれだけ拭っても止まってはくれない。

　フィアは、ベッドに顔を押しつけた。




　目が覚めても、考えはまとまらなかった。

　錬れんはベッドの端に座って、じっと暗くら闇やみを見つめていた。

　そして考えた。自分のこと、世界のこと、歴史のこと、戦争のこと。

　自分の兄と姉のこと、この町の人たちのこと、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちという人の悲しい過去のこと、あの白くて大きな冷たい街のこと、そこに眠る雪ゆきという人のこと。そして、金色の髪とエメラルドグリーンの瞳ひとみを持った少女の、優しくて悲しい笑顔のこと。

『……死にたくない……』

　自分のために生きることを許されなかった、一人ぼっちの少女。研究室の電灯の冷たい光を、肺の中を巡る培ばい養よう液の感触を、ガラス筒の内の孤独な世界を、錬は知っていた。

　錬は、考えた。

　とても長い間そうやって、錬は考え続けた。




　脳内時計が『午前五時』を告げた。錬は音を立てないように扉を開け、リビングを覗のぞいた。

「おはよう。錬」

　真ま昼ひると月つき夜よが、声を合わせた。錬は二人の顔を見ないように椅い子すに座り、自分でもよく聞こえないぐらい小さな声で、おはよう、と呟つぶやいた。

「答は出た？」

「……フィアにもう一度会いに行く」

　真昼の問いに、錬は力なく答えた。

「助ける、じゃなくて？」

「……助けたいよ……でも、それでほんとにいいのか、なん遍考えてもわからないんだ」情けなくて、兄の顔をまともに見ることができない。「それに、フィアを助けたらこの町は……どっちかを選ぶなんてできないよ」

「……錬」

　優しい声でそう呼ばれて、錬れんは顔を上げた。真ま昼ひると月つき夜よが、そっくりな顔で笑っていた。

「ほら、僕ぼくの言った通りだろ。錬なら絶対そう言うって」

「わ、私だって錬ならそう言うと思ってたわよ！」

「……二人とも、なんの話？」

　真昼が錬の右手をつかみ、月夜が左手をつかみ、二人は錬を立たせた。

「ど、どうしたの？」

「錬にプレゼントがあるんだ。町のみんなから」

　わけもわからないままに、玄関まで運ばれてしまう。

「開けてごらん」

　錬は不思議そうな顔をし、玄関のドアを開けた。

　──錬は、自分の目を疑った。

　天あま樹ぎ家の前には町中の人たちが集まっていて、誰だれも彼もが、ありったけの家財道具をフライヤーに詰め込み、引っ越しの準備を終えていた。

「おお、来た来た。待ってたぞ錬ちゃん」

「しっかりやりなさいよ」

　口々にそんなことを叫びながら、町の人たちは錬の肩を叩たたいた。

「ちょ、ちょっと！」状況がわからずに、錬は叫んだ。「一体どうしたの、みんな。まるで、町ごと引っ越すみたいに」

「その通り！　町ごと引っ越すんだよ！」ジャンク屋の川かわ奈なが叫び返した。「どうせ、この町もそろそろ限界だからな！　いいきっかけだ」

「そんなむちゃくちゃな！　月つき姉ねえ、真ま昼ひる兄にい、一体……」

「町の機能が飽和状態に近づいてるのは知ってるでしょ？」真昼が、澄すました顔で片目をつぶって見せた。「だからね、ずっと前からみんなで引っ越しの計画を進めてたんだよ」

「それで、町内会で相談したの」月夜が、あとを続ける。「これこれこういう事情で、引っ越しを今日にしてくれませんかって。……みんな、快く承知してくれたわ」

「……でも、準備とか全然足りないんでしょ？　こんなことしたら、明日から……」

「いいのよ、錬ちゃん」一番前に立っていた弥生やよいが、錬に微笑ほほえみかけた。「あの子は私の命の恩人だもの。そりゃ、急な話だからいろいろ苦労とかあると思うけど……どうってことないわよ、そのぐらい」

「引っ越し先のめどもついとるぞ」長老の久ひさ川かわ老が、手に持った書類の束を振ってみせた。「ヴィドが前々から探してくれとった、まだ動く発電プラントじゃ。幸い、近くに食しよく糧りようプラントもある。どっちも大分手直しが必要じゃが、なーに、かまやせんて。のう！」

　久川の言葉に応こたえるように、住人達から歓かん声せいがあがった。

　錬は、皆の顔を一人一人順番に見て、最後に真昼と月夜の方を向いた。

「ありがとう……月つき姉ねえも真ま昼ひる兄にいも、本当に……」

「お礼なら、町の人たちに言わないと……僕ぼくも、こんなにあっさり賛成してくれるとは思わなかったよ」

「みんな、フィアのこと気に入ってたんですって」

　人垣が二つに割れ、白人の大男が進み出てきた。

「と、いうわけだ。町のことは心配しねえで、錬れんちゃんは、錬ちゃんが思う通りにやれ」

「ヴィドさん……」

「おれは頭が悪いから難しいことはわかんねえけどよ」ヴィドは照れた笑いを浮かべ「おれは、こう思うんだ。たとえどんだけの人が感かん謝しやしようが、どんだけの人が助かろうが、おかしいもんはおかしい。それを誰だれもおかしいと思わなくなったら、いつか取り返しのつかないことになるって……だからな。錬ちゃん、胸を張って行ってこい！」

「はい！」

　錬は、力強くうなずいた。




　透き通るようなソプラノの歌声が、リビングルームを包み込んでいた。ジーン・Ｄの『パーフェクト・ワールド』。彼女の好きだった、優しいメロディー。

　テーブルの前に隣となり合わせに二つ椅い子すを並べ、コーヒーカップも二つ。自分の分はブラックで。彼女にはミルクと砂糖をそえて。

「うまいコーヒーを入れるのは、結構むずかしいもんだな……」

　祐ゆう一いちの呟つぶやきは、カップから立ち上る湯気に溶けて、静かに消えていった。

　コーヒーを入れるのは、いつも彼女の仕事だった。その代わり、使い終わったカップは祐一が洗う。食事当番は一日交代、掃そう除じと洗せん濯たくは気がついたほうが進んでやる。掃除ぐらいロボットに任せたらいいじゃないか、そう提案した祐一を、彼女は笑ってたしなめた。

　ここは、私達のおうちよ。

　剣を捨ててはじめて得た、たった一年足らずの安息の日々だった。

　カップに手を触れたとき、テーブルのすみの小さな輪染みが目に止まった。木目のきれいに浮き出たテーブルは、誕たん生じよう日のプレゼントに彼女がせがんだもの。所帯じみていると笑ったら、顔を真っ赤にしてむくれて見せた。結局、古いテーブルは物置に放り込んで、このテーブルで一緒にケーキを食べた。

　そのときには、もう『マザーシステム』構想は始まっていて、彼女も被検体になることを承知していたのだと、あとになってから聞かされた。

　終わりがくることが決まっている幸福。どれだけ努力しても絶対に変えられない未来。

　それでも、彼女は幸せだったのだろうか。

「……おれなんかと一緒で、本当によかったのか？」

　カップをかすかに傾けると、苦い味が口いっぱいに広がった。こんな味ではなかった。彼女の入れてくれたコーヒーは、ほろ苦さの中に、どこか甘い香りがした。

　ため息がひとつ、スピーカーのメロディーと溶け合って、流れていった。

　ジーン・Ｄは歌う。青い空があり緑の草原があり、そして愛する人がそばにいれば、それだけで世界は美しい。

　それを失ってしまったら世界はどうなるのか、教えてはくれない。

「おれは、間違ってるかな……」

　罪もない少女を犠ぎ牲せいにして、ほんのなん十年かを永らえて一体なんになるのか。心のどこかで、そう叫ぶ自分がいた。人類の命運などとうに潰ついえているのだ。どうせ滅びる世界なら、せめて潔いさぎよく、すべてのものに優しくあればいい。

　だが、その声を押しとどめるように、もう一人の自分が叫ぶ。ここで諦あきらめていい世界なら、どうして彼女は死んだのか。どれだけ醜みにくく穢けがれても、生きることを諦めてはならない。

　どちらが正しいのか、一〇年考え続けても、ついにわからなかった。

　結局、人間には正しい解を得ることなどできないのだろうと、それだけはわかった。

「……なあ、雪ゆき。あのとき、なんて言ったんだ？」

　あるいは、ここにくればと思っていた。彼女との思い出の詰まったこの家で、彼女とよくそうしたように、コーヒーを飲みながら夜明けまで語り合う。そうすればあのときの彼女の言葉を、騎き士しの誓いを思い出せるのではないかと、そう思っていた。

　だが、やはり駄目だった。正しい答など誰だれも与えてはくれない。

　それでも、生きるのをやめることはできない。

　──脳内時計が『午前四時』を告げた。

　空のカップをテーブルの上に残し、立ち上がる。ロングコートと騎士剣を手にとり、スピーカーの電源を落とす。

　とうに冷え切った彼女の分のコーヒーに手を伸ばしかけ、ゆっくりと手を戻す。かわりに、ミラーシェードをはずしてカップの横にそえ、部屋をあとにした。

　玄関から外に出ると、家々の灯あかりと空の星とが夜の町をひっそりと照らしていた。

『少佐。すべての機材の搬入、終了しました。地下施設にお戻りください』

　襟えり元もとの通信素子から、声が響ひびいた。

「……了解した」

　通信を切り、振り返ってもう一度だけ『自分達の』家を見上げる。

　もう二度と、ここへやってくることはないだろう。

　オートロックの乾いた機械音が、肋ろつ骨こつを伝って心臓の辺りではねた。




　第一階層、第七ポート。寂れた税関の入り口で、錬れんはフライヤーから降り立った。

「真ま昼ひる兄にい、月つき姉ねえ。あとは、手はず通りにね」

「地下階層の地図は、頭に入ってるね。こっちも陽動みたいなことやってみるけど、あまり期待しないで」

「気をつけてね！　危なくなったらすぐに連絡するのよ！」

　二人の声を残して、フライヤーがエンジン音とともに飛び立っていく。錬れんはそれを見届け、よし、とひと声、気合を入れた。

　無人の税関を断りもなく通り抜ける。世界は一面の闇やみ。監かん視しカメラの作動ランプの光が四方八方から錬を睨にらみ、機械音声が警けい告こくを発する。

『警告します。当、神こう戸べ市第一階層第七ポートは、西暦二一九三年三月三一日をもって閉へい鎖さされました。当施設への立ち入りは専用のパスコード、または管理レベル五以上の身分証の』

　スピーカーに突き刺さった窒素結晶ナイフによって、警告音声は永久に中断された。

　同時に、一〇〇万のガラスを一度にこすり合わせたような異様な破砕音が、夜の静寂を打ち砕いた。館内全域に設置された一八七個の監視カメラが同時にゴースト化。槍やり状に変形したカメラは互いの体を貫き合い、次の瞬しゆん間かん、自分本来の属性を思い出したかのように小爆ばく発はつ。

　甲高い警告サイレンを合図に、錬は走り出した。

　ポート施設を飛び出し、市内へ。

　五〇〇メートル前方に軍事施設。それを守るように、巨大なバリケード。

　そのはるか手前には、闇やみ色の夜間迷彩色の一個小隊。ガス圧式機関銃の剣けん吞のんな光を向けて警告を発し、立ち止まる様子がないのを確認するや、躊ちゆう躇ちよなく発砲してくる。

　錬の視界に、二重映しに銃弾の軌跡が浮かび上がる。

　秒速一二〇〇メートルの銃弾を軽いステップでかわし、まったく迷いなく疾走。Ｉ－ブレインのモードは『運ラ動グ係ラ数ン制ジ御ユ』と『短期未来予測ラプラス』。すべての能力は、正常に作動中。

　一〇〇メートルの距離を二秒で駆け抜け、兵士の目の前で跳ちよう躍やく。愕がく然ぜんと目を見開いたその顔に膝ひざ頭がしらを叩たたき込みつつ、着地。

　兵士の手から離れた短機関銃を器用に受け止め、後ろ手に放り投げつつ疾走を再開。背後で衝しよう撃げき音。顔面に銃身の直撃を受けた兵士が倒れるのをラプラスの全方位視覚に捉とらえつつ、本物の視線は前方のバリケードを探る。

　銃弾が足もとの有機タイルを穿うがつ火花と、兵士達の怒声を従えて、ただひたすらに走る。

　五秒もの時間をかけて、バリケードに到達。高圧電流を通された高さ五メートルの鉄条網の向こうには、無数の短機関銃と、人の群れ。

「邪じや魔ま！」

　叫びひと声、鉄条網を蹴けりつける。Ｉ－ブレインは『短期未来予測ラプラス』から『分マ子ク運ス動ウ制エ御ル』へ、速やかに移行。完全絶ぜつ縁えん体たいと化したブーツが電流を遮しや蔽へいするのを確認する間もなく、超伝でん導どう状態に置かれた鉄条網全体に通常の数百倍の電流が発生。過負荷に耐え切れなくなった制御ボックスから火花が散り、轟ごう音おんとともに爆ばく発はつする。

　もうもうと立ち込める煙を眼下に、バリケードを飛び越えて着地。背後の兵士達をまったく無視して、ただ、前だけを見据える。

　五階建ての駐ちゆう屯とん施設のその脇わきに、ぽっかりと口を開けた機密区画への入り口。

　そこに、彼女は捕らわれているのだ。

（高密度情報制御を感知。攻こう撃げき接近）

　走り出そうとした瞬しゆん間かん、Ｉ－ブレインが抑よく揚ようのない声で叫んだ。

　とっさに前のめりに突っ伏した錬れんのうなじすれすれを、紅くれない色の騎き士し剣が走り抜けた。風圧に皮ひ膚ふが粟あわ立つのを感じながら両腕で体を支え、一挙動で立ち上がる。

　そんな錬を、男は無表情に見下ろしていた。

「なかなか好き勝手にやってくれたが、ここが終着駅だ」

「ミラーシェードはどうしたの？　どこかでなくしたとか」

「……減らず口を」

　黒くろ沢さわ祐ゆう一いちの声も態度も疲れきったようだったが、そのことに錬は気がつかなかった。




　扉の向こうで、絶叫が響ひびいた。

　泣き疲れて眠っていたフィアは、ベッドから顔を上げた。

　一体なにが起こったんだろうと耳をそばだてたとたん、立て続けに今度は銃声が三度。兵士の怒声は、やがて苦く悶もんのうめき声へと変わっていった。

　緊きん張ちように身をすくませ、扉に歩み寄ろうとしたとたん、ノブが音を立て、光が差し込んだ。

　隙すき間まから覗のぞくのは、血にまみれた兵士の頭。

　口もとを押さえ、必死で悲鳴をこらえた。

　扉がゆっくりと開いていくのに気づき、青ざめた顔で隠れ場所を探す。

　だが、扉が完全に開ききり、逆光の中に車椅い子すの人影が浮かんだとき、フィアは思わず叫んでいた。

「おばあさま！」

　駆け寄るなり首筋に抱きつくと、そのまま、崩れ落ちるようにして胸に顔を押しつけた。

「……すまない。辛つらい目にあわせたね」

　七なな瀬せ静しず江えのしわがれた手が、フィアの髪を優しい手つきで撫なでた。

「違います」フィアは潤うるんだ瞳ひとみで静江を見上げた。「おばあさまが連れて行かれてしまったから、私、心配で……私のせいで、ひどい目にあったりしませんでしたか？」

「……お前は、本当に優しい子だね」

　静江の両腕がフィアの背にまわり、抱きしめる。フィアは体を預け、されるがままになった。

「……最後に、おばあさまにこうやって抱きしめてもらえて、私すごく嬉うれしいです……まだ少し恐こわいけど、でも、もう大丈夫です」

「心配しなくてもいいんだよ」静しず江えは抱ほう擁ようを解いてフィアの顔を正面から覗のぞき込み「私はな、お前を助けにきたのさ」

「だめですよ、おばあさま。そんなことできるわけ」言いさしたフィアは、重大なことを思い出した。「そうだ、あの兵隊さん！　おばあさま、はやくお医者さまを呼ばないと！」

「大丈夫だよ」廊下に倒れたままの兵士に視線をやり、静江は笑った。底冷えのするような、すさまじい笑みだった。「あれは、もう死んでいる」

「……おばあさま？」

　そのときになってはじめてフィアは、静江の様子が普段と違っていることに気がついた。

　かすかにこわばった頰ほお。額ひたいに浮かぶ汗。血の気を失った肌はまるで死人のよう。暗がりでよく見えないけれど、お腹なかのあたりが赤く染まって……。

　──赤？

「おばあさま、それ……」

「ああ、ここにくるまでに五発ほどね」鮮せん血けつに染まった自分の腹部を見下ろし「うまくやったつもりだったんだが……私も年だね」

　フィアはすぐさま静江の服を脱がせ、息を吞のんだ。直径一センチほどの穴が全部で五つ、絶え間なく血を噴ふき出させている。そのすべてが重要な臓器を貫通していることはフィアにはわからなかったが、自分の能力をもってしても手の施しようがないことだけは理解できた。

「すぐに、お医者さまを！」

　叫ぶなり駆け出そうとしたフィアは、静江に腕をつかまれていた。

「もう、助からんよ……そんな顔をしないでおくれ。どのみち、私は長くなかったんだから……そんなことよりね、フィア。ここにいると危ない。はやくシティの外に、できるだけ遠くに逃げるんだよ」

「おばあさま！　しゃべっちゃ駄目です」

「いいから、よくお聞き……もうすぐ、この街は消えてなくなる」

　その言葉の意味をフィアが理解するのに、二秒ほどかかった。

「な……なにを……おばあさま！　なにを言ってるんですか！」

「説明している時間はない……と言って、聞く子じゃなかったね」静江は青ざめた顔で微笑ほほえんだ。「わかった、説明するよ。その代わり、終わったら私の言う通りにするんだよ」

「そんなこと」約束できません、そう言いかけたフィアは、静江の凄せい絶ぜつな眼光を受け止めようとして失敗し、目を逸そらした。「……わかりました」

　──廊下の外に倒れていた兵士が、最後の力を振り絞って通信素子の緊きん急きゆう警けい報ほうスイッチをオンにしていたことに、二人は気がつかなかった。




　脳内時計が『午前五時』を告げた。

　一〇メートルの距離をおいて、二人の魔ま法ほう士しは同時に身構えた。
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　互いの手の内を知る魔法士同士が戦う場合、勝敗は一いつ瞬しゆんで決する。相手の予測を何ミリはずせるか、何ナノセカント速く動けるか、そのわずかなずれが、勝者と敗者を分ける。

　だから、二人は動かない。脳内シミュレートの中では一秒間に何千何万回の攻こう撃げきを行いつつも、現実の肉体は一ミリたりとも動かない。対魔法士戦せん闘とうの本質が予測演算にあることを、祐ゆう一いちは経験によって、錬れんは直感で、それぞれに知っているのだった。

　行動を起こすのは、勝利を確信したとき。

　兵士達は遠巻きに、円陣を組むように二人の魔法士を取り囲んでいる。すべての者がこの場を支配する異常な空気、呼吸をすることさえためらわれるほどの超高密度の緊きん張ちようを感じ取り、身動きひとつできずにいた。

「ねえ」唐突に、錬が口を開いた。「あなたは、どうして戦うの？」

「くだらん感傷だな」祐一は答えた。「今ここで、そんなことを聞いてなんになる」

「僕ぼくは、あなたと戦いたくない。だって、雪ゆきさんはあなたの恋人だったんでしょ？」

「そうだ……だが雪は死に、この街はここにある。これが現実だ」

「こんなことが正しいと、本当に思ってるの？　雪さんを殺して、今度はフィアを殺して、それで自分たちは幸せになろうなんておかしいよ！」

「現にこの街はあるんだ！」祐ゆう一いちは、叩たたきつけるように切り返した。「一度動き出したシステムは止められん！　シティがなくなれば、人類は滅びるしかない」

「あなたは、雪ゆきさんが死んだことを正当化したいだけだ！　こんな街なんかなくても、人間は生きていける！」

「……では、君は弱者に死ねというのか」

「え？」錬れんは一いつ瞬しゆん、返答に詰まった。「……ち、違う！　僕ぼくは」

「なにが違う」祐一の声が、寒気のするような怒気を孕はらんだ。「老人、子供、病人。この街には、シティの外では生きていけない者が数百万人いる。一人の少女を助けるために彼らを見殺しにしろと、君はそう言うんだな！」

「それは……」祐一のすさまじい眼光に、錬は気け圧おされたように一歩あとずさった。

「どうせなにかを犠ぎ牲せいにしなければ生きていけないのなら、一人でも多くの命を、一つでも多くの幸福を望んでなにが悪い！」血を吐くような声で、祐一は叫んだ。「世界中の人間が助かるような都合のいい答があるなら──言ってみろ！」

　最後の言葉とともに、祐一は動いた。

　剣先をだらりとさげたまま、無造作とも思える動きで踏み込む。

　次の瞬間、球形の揺らぎに包まれた祐一の体は一陣の疾風と化し、一〇メートルの距離を駆け抜けてすでに錬の背後にあった。

　なぎ、払い、突く。一秒の一〇〇分の一にもみたぬ間の三さん連れん撃げきがことごとく窒素結晶の盾たてに受け止められ、砕けた氷片が明け方の薄うす明かりにきらめいたときには、祐一の体はすでに錬の正面にあって、次なる攻撃の態勢に入っていた。

　かすかに剣を引き、体ごとぶつけるように突き出す。

　錬の頰ほおに一筋の線が走り、うっすらと血が滴る。

　わずかに首を傾けて致命傷を避さけた錬は、氷の槍やりを撒まき散らしつつ後方に跳ちよう躍やく。なんとか距離を取り、戦いを仕切り直そうとする。

　祐一は、躊ちゆう躇ちよなく踏み込んだ。

　無数の槍が祐一の四肢をかすめ、切り裂かれた二の腕から鮮せん血けつがほとばしるのにもいっさいかまわず、錬の体を射程距離に捕らえる。

　虚を衝つかれ立ちすくんだ錬の、その額ひたいめがけて騎き士し剣を振り下ろす。

　上体をそらし、皮一枚でかろうじて避ける錬。

　剣先を翻ひるがえしてさらなる追撃をかける祐一。

　だが次の瞬間、弾はじかれたように後方に飛び退のいて攻撃を避けたのは、祐一の方だった。同時に、直前まで祐一のいた空間がいびつにねじれ、有機タイルが軋きしみをあげて砕け散った。

　ひと息に一〇メートルの距離を逃れ、祐一は騎士剣を構え直す。

　錬は右腕を水平に払い、自らの生み出した時空構造の歪ゆがみを消去する。

　そして、二人は同時に地を蹴けった。




　神こう戸べシティ地下階層、最深部。

　マザールームへと続く細い通路を進む、兵士の一団があった。

　彼らの顔は一様に蠟ろう人形のように無表情で、ロボットのごとく単調で規則正しい動きは一いつ瞬しゆんたりとも乱れることはない。

　めいめいが胸の前に、ひと抱えもある大きなガラスの水すい槽そうをささげ持っている。

　培ばい養よう液で満たされた水槽の中には、どくりどくりと脈打つ灰色の脳のう髄ずい。

　兵士達は互いに言葉も交わさず、合図もせず、真っ暗くら闇やみの廊下を正確に進んでいく。

　通路の一番奥には、それ自体が白光を放つ重厚な隔かく壁へき。

　先頭の兵士がその前に立つと、六重の隔壁はひとりでに開いた。

　三九人の兵士達は整然と一列をなし、マザールームの中央、ガラス筒の培養槽を目指す。巨大なマザールームのありとあらゆる場所に設置されているはずの警けい備びシステムはいっさいの沈ちん黙もくを保ち、闖ちん入にゆう者達の動向を静かに見守っていた。

　一人目の兵士が、培養槽そう、『マザーコア』にたどり着く。巨大な円筒容器の上部が音もなく開口し、人が一人どうにか通れる程度の隙すき間まが開く。

　兵士は手にささげ持った水槽を、静かに傾けた。

　灰色の脳髄が、培養槽に浮かぶ黒髪の女性の傍らをすり抜け、底近くに浮かんだ。

　続いて、脳髄がさらに一つ、もう一つ。

　やがて、すべての脳髄が培養槽の中に収まると、兵士達は腰のニードルガンを引き抜いて互いのこめかみに押し当て。

　──引き金を、ひいた。




　銀光が弧を描き、騎き士し剣の切っ先が錬れんの喉のどもとに迫った。

　のけぞるようにして皮一枚でかわすと同時に、錬は氷の槍やりを生成。反対に祐ゆう一いちの喉もとを狙ねらう。

　祐一が、躊ちゆう躇ちよなく踏み込んでくる。

　槍の穂先が肩をえぐるのをまったく無視して、剣を振り上げ、錬の額ひたいめがけて振り下ろす。

　かろうじてその攻こう撃げきを受け止めながらも、錬の心には困惑が生じていた。

　この人って、こんなに無む謀ぼうな動きをする人だったかな？

　攻撃に移るスピードがほんの数ナノセカントだが予測値よりも速く、逆に、回かい避ひに入るのがわずかに遅い。そのおかげでさっきから、あたるはずのない攻撃がいくつも成功し、祐一の体は傷だらけになっている。

　まるで、防御というものを忘れてしまったかのようだ。

　しかも、そのずれが少しずつ大きくなっていく。

　祐ゆう一いちの動きを予測しきれなくなっていく。

　ダメージだけを見れば圧倒的に優位にたっているはずの錬れんは、次第に追い詰められていった。

　無数の斬ざん撃げきと、無数の氷撃の生み出す、破砕音の多重奏。

　自己領域と空間制御の織おり成す蜃しん気き楼ろうのごとき揺らめき。

　その音律と幻影に酔うように、錬の動きは次第に反射的、衝しよう動どう的なものへと変わっていった。

　そして、錬の混乱が頂点に達したとき、それは起こった。

　はじめの動きは、それまでと変わりなかった。祐一が放った上段からの一撃を錬の氷ひよう盾じゆんが受け止め、弾はじき返す。跳ね返った剣先は弧を描き、翻ひるがえって錬に襲おそいかかり、再び盾たてに弾かれる。

　跳ね返された騎き士し剣が、慣性の法則にしたがって空中で回転した。重心を中心に、円を描くように。

　錬は自分の目を疑った。

　騎士剣の柄つかを握っているべき手が、祐一の姿が、錬の視界から消失していた。

　騎士剣を手放した祐一の体は、世界本来の物理法則を押しつけられて緩ゆるやかに減速しつつ、すべるように錬の背後に回り込んでいた。

　そのときになってはじめて錬は、自分がいつの間にか祐一ではなく騎士剣の動きを追っていたことを悟った。

　次の瞬しゆん間かん、背中にすさまじい衝しよう撃げき。一瞬呼吸が止まり、視界が反転する。

　必死に空中で身をひねり、なんとか着地したときには、再び祐一の手に戻った剣の切っ先が目の前にあった。

　喉のどもとめがけて騎士剣が突き込まれる。

（回避不能。防御不能）

　Ｉ－ブレインが叫んだ。

　だが。

　確実に錬の頸けい動どう脈みやくを切断するはずだった剣の切っ先は、皮ひ膚ふにわずかに食い込んだところで、その動きを止めていた。

「な、なんで……」

「このまま、おとなしく帰れ。月つき夜よと真ま昼ひるの弟を、殺したくはない」

「……偉そうなことを言った割には、あなたも甘いんだね」

「そうだ。だから、おれに殺させるな」

　錬は目を閉じ、開き、きっぱりと答えた。

「嫌いやだ」

「……なぜ、そこまであの少女にこだわる」

「さあ、なんでだろうね。いろいろ理屈はつけられるけど」一瞬の沈ちん黙もくのあと、錬は照れた笑みを浮かべ「結局、好きだからだよ。他ほかの理由なんかいらない」

　祐ゆう一いちの眉まゆ根ねが、苦しげに歪ゆがんだ。それは、強敵を打ち倒した勝利者の顔ではなかった。

「死が、恐ろしくないのか」

「恐こわいけど、でも、あの子を見捨てて生きたって、死んでるのと同じだと思う」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　やがて、祐一が諦あきらめたように大きく息を吐いた。

　喉のどもとに突き立つ剣先が圧力を増す。錬れんは最後まで絶対に目を閉じるまいと、まぶたに力を込め、祐一を睨にらみつけた。

　そのときだった。

　突然、祐一の襟えり元もとの通信素子から、けたたましい警けい告こく音が響ひびいた。

　祐一の視線が、かすかにそちらに傾く。

　弾はじかれたように錬は後方に跳ちよう躍やく、剣の間合いから逃れ、再び身構える。

　そして、気づいた。

　祐一だけではない。今や周囲を取りかこむ兵士のすべてが、自分の通信素子を、あるいは同様の警告サイレンを騒さわぎ立てる街頭スピーカーを凝ぎよう視ししていた。

　祐一と、錬と、すべての兵士が固かた唾ずを吞のんで見守る中、やがて警告サイレンは途と絶だえ、代わってスピーカーからは人の話し声が流れ出した。

　少女と、老人の声だった。




　曲がり角の向こうから聞こえてくる銃声は、激しさを増したようだった。

「そっちはどう？」

　手もとの端末から視線をそらさずに、真ま昼ひるは問うた。

「とりあえず感圧式地雷ばらまいてやったから、こっちにはこないわね」

　答える月つき夜よの声には、疲れがにじんでいた。

　錬と別れた二人は、軍のフライヤーをひきつけながら、第二〇階層に入った。

　途中でフライヤーを乗り捨てて、軍事区画、総司令部に侵入。この行き止まりの廊下で保安系統を乗っ取るためのアクセスポイントを見つけたまではよかったが、角を曲がったむこうの廊下には今も続々と兵士が殺到しつつある。

　このままでは、錬の退路を確保するどころか、自分達が逃げることさえままならない。

「でも、いつまでもつかわからないわ。できるだけ急いでね」

　真昼は、了解、と答えつつ、タッチパネルに指を滑らせる。

　しばらくの間、威い嚇かく射しや撃げきのきまぐれな破裂音だけが、あたりに響いた。

「ねえ、真昼」月夜が、ぽつりと口を開いた。「ばかなことしたって、後悔してない？」

　真ま昼ひるは月つき夜よの顔を正面から見返し、薄うすく笑んだ。

「ばかなことをしたとは思うけど、後悔はしてない」

「どうして？」

「かわいい弟の頼みだからね、それに……口くち癖ぐせだったじゃないか、父さんの。合理的な答なら機械でも出せる。ばかなことをするのが人間の仕事だ」

「そういえば、いっつも言ってたわね、それ」

　二人は顔を見合わせ、そっくりの笑顔を浮かべた。

「……さてと」

　月夜は曲がり角から首だけ突き出すように廊下を覗のぞき込み、すぐに引っ込める。一秒遅れて銃声が響ひびき、強化カーボンの壁へき面めんに火花が散った。

「そろそろやばいわね。まだかかりそう？」

「ちょっときつい」振り返った月夜の目の前に、端末のディスプレイをおしつける。「見て。構造が書き換えられてる」

　ディスプレイを覗き込み、月夜は目を見開いた。

「……なんなのよ、これ」

　神こう戸べシティのネット構造は、なに者の手によってか、原形が判別できないほどのすさまじい改変を受けていた。

　本来なら、制御中枢であるマザーコアを中心に樹構造を形成しているべきネットワークは、随所でいびつに絡み合い、上部と下部が逆転し、複雑なフィードバック回路を形成していた。

　真昼は、こういう構造の例を一つだけ知っていた。

　人の手では決して作り出すことのできない、自然成長の生み出す偶然の産物。不合理で、無秩序で、それでいてすべての要素が一つの無駄もなく有機的に結合し、互いを生かし合っていて。

　これはまるで……

「……にん……げん？」

「なに？　人間がどうしたのよ！」

　真昼の呟つぶやきに、月夜が答えたときだった。

　けたたましいサイレン音とともに、廊下の向こうの銃声が途と絶だえた。

　二人は、顔を見合わせた。

「……なによ、今の」

　月夜の疑問に対する答は、天井のスピーカーから発せられた。

　サイレンに代わってスピーカーから流れてくるのは、少女と老人の話し声。

　真昼は、危うく端末を取り落としそうになった。

「フィア？　それに、静しず江えおばさん……」




　突然、シティ全域、全階層のいたるところに設置された公共スピーカーが、甲高いサイレン音を鳴らし始めた。

　ほどなくして、家々の窓に灯あかりがともり、シティ全体が、人々のざわめきに満たされていく。

　眠たい目をこすりながら窓を開け、音の発生源をさがすもの。

　外がい套とうを着込みつつ家から飛び出し、なにも起こっていないのに気づいて舌打ちするもの。

　反応はさまざまだったが、人々は一様に甲高い警けい告こく音を発しつづけるスピーカーを不ふ審しんのまなざしで見上げ、静かに事の成り行きを見守った。

　サイレン音は、始まったときと同様に唐突に途と切ぎれた。

　人々は、安あん堵どの息をついた。

　だが次の瞬しゆん間かん、スピーカーはいっせいに、少女と老人の声でしゃべり始めた。




　そして、神こう戸べシティに住む一〇〇〇万人の人間すべてが、その言葉を聞いた。

『私は、マザーシステムを暴走させる』




「……マザーシステムを……暴走？　なにを……おばあさま！　なにを言ってるんですか！」

「私はな、この街が憎かったのさ」

　娘が死んでからの一〇年間、静しず江えにとって、生きることは苦痛でしかなかった。

　あのときどうすればよかったのか、他ほかに方法はなかったのか、来る日も来る日も静江は考え続けた。

　それでも、静江は諦あきらめてはいなかった。『マザー』に変わる新しいシステムの開発、それが、娘に対するせめてもの罪滅ぼしだと、静江はもてるすべてを研究に注ぎ込んだ。

　だが研究は失敗し、神戸シティ自治政府はすぐさまマザーコアの開発に着手した。

　彼らは、娘の死からなにひとつ学んではいなかったのだ。

　静江の悔恨は、狂気に変わった。

「そんな……だって、マザーシステムはもう限界で……」

「ああ、確実に劣化は進んどる。いつかは、動かんようになるだろう」心の奥から湧わき上がってくるどす黒い感情のままに、静江は叫んだ「いつかは、だ！　今日かもしれん、明日かもしれん。一年、二年、一〇年！　その間ずっと、あの子はあの暗い地下室で一人ぼっちで……私には、耐えられん」

「おばあさま……一体……なにを」

「私の開発したウイルスをね、マザーシステムに感染させたのさ」

「……ウイルス……」フィアの表情が、強こわ張ばった。「おばあさま、まさか姉ねえさんや妹達を！」

「ああ、ウイルスのベースになってもらった」静江は、くつくつと笑った。「同調能力者三九体による精神結合体ゲシユタルト。いかなる手段を用いても止められない、最強のウイルスにな」

「やめてください！」フィアが涙を浮かべて懇こん願がんする。「お願いです。やめてください、おばあさま！　そんなことしたって」

「もう、止められんよ」静しず江えは、優しい笑みをフィアに向けた。「だからね、お前はもう死ぬ必要はないんだよ。はやくお逃げ」

「そんなことできません！」

「聞き分けのないことを言うんじゃあないよ！」静江は、激しく咳せき込んだ。「……フィア、私の最後の願いと思って……」

「だって！　私はこの街を守るために……」言いさして、フィアは目を見開いた。「そうよ、おかしいわ……だって、あれがウイルスだっていうんなら、私は、なんのために……それに、一週間って……」

　半ば狂気に染まりかけた静江の心を、すさまじい衝しよう撃げきが貫いた。

「フィア！」腹部に走る激痛をこらえ、叫ぶ。「そんなことはどうだっていいんだよ！　早く逃げないと、時間が！」

「おばあさま……なにを、隠してるんですか？」

　フィアの両腕が背にまわり、静江を抱きしめる。エメラルドグリーンの瞳ひとみが、ゆっくりと閉ざされていく。

　同調するつもりだ。

「なにも隠してなどおらん！」

　なんとかフィアの手を振り解こうと、静江は身もだえしたが、五発の銃弾を浴びた身では少女の力に抗あらがうことすらできない。

　ほんの一いつ瞬しゆん、脳を走る不快感。

　抱ほう擁ようをといたフィアの顔には、諦あきらめにも似た微苦笑が浮かんでいた。

「……知ってしまったんだね」静江は嘆息した。「お前の見た通りだよ」

「……私は」フィアの声は、細く、弱々しかった「……ウイルスを止めるためのブレーカーだったんですね」

　静江は青ざめた顔で、小さくうなずいた。

　同調能力者によるゲシュタルト。それがどんな効果をもたらすのか、現代の情報理論では理解できない。マザーシステムの暴走がどのような形で起こるのか、まったく予想できない。

　このシティは、どうなろうとかまわない。

　だが、おそらく被害は神こう戸べシティ一つにはとどまらない。暴走を続けるマザーシステムは、やがて世界のすべてを吞のみ込み、人類そのものを滅ぼしてしまうだろう。

　自分の復ふく讐しゆうのために世界が滅びてしまうことは、さすがに、静江にも耐え難かった。

　だから静江は、完成された同調能力者である『フィア』に目をつけた。ウイルスが神戸シティを滅ぼしたあとで、それを止めるための中和剤として。

　だが、それをすればフィアは……。

「……おばあさま」

「ばかなことを考えるんじゃないよ！」静しず江えは激しい口調でフィアの言葉を遮り、また咳せき込んだ。「お前なら……たとえ世界がどうなろうと生きていける。はやく逃げておくれ！」

「だって」フィアは、青ざめた顔でぎこちなく微笑ほほえんだ。「私は、そのために呼ばれたんでしょ？　おばあさまは、そのために私に優しくてくれたんでしょ」

「確かに……はじめはそうだった……それは認めるよ」静江は渾こん身しんの力を振り絞って右腕をもちあげ、フィアの頰ほおに触れた。「だがね、やはり私には……お前を殺すことはできんかったよ……一週間もあったのに……どうして逃げなかったんだい」

「おばあさま……」切れ切れの言葉に、少女の笑顔が泣きそうにくしゃりと歪ゆがんだ。

「お前と出会ってから三年間……私はね……本当にお前が……かわいかったんだよ」

　視界が、闇やみに包まれはじめた。目の前の少女の顔も、かすんで見える。

「本当だよ……信じてくれるかい？」

「わかってます」少女の小さな手が、静江の手を握りしめた。
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　目の前が、ますます暗くなってきた。

　もう、なにもわからない。

　なにも感じない。

　──かあさん。

　耳もとで、懐なつかかしい声が聞こえた。

　雪ゆき。

　お前はきっと、私のことを怒っているだろうね。

　私ももうすぐ、お前のところに行くよ。

　だけど、私はこんな大罪を犯してしまったから、お前と同じところには行けないかもしれないね。

　それから。

　すまないね。

　静しず江えは、もはや視力を失いつつあるその眼めで、声を震ふるわせ自分の名を呼びつづけるもう一人の娘を見上げた。

　こんなことになってしまって、本当にすまない。

　でもどうか、こんな世界でお前だけでも幸せになっておくれ。

「……そういえば……お前に……新しい名前をつけてやると……約束したね」

　かすれた視界の中で、少女の金髪が揺れた。ぽたりぽたりと、なにかが顔にあたって、熱い。

　涙、という言葉が静江の心に浮かんだ。

「いいんです、そんなこと」少女の声は震えていた。「私は、フィアです。実験体四番だからじゃありません。おばあさまが私のことをフィアと呼んでくれたから、私はフィアなんです」

「そう……か」

　その言葉を最後に、静江の意識は、浮かび上がることのできない闇やみの底へと沈んでいった。




　兵士達は、一様に、言葉もなくスピーカーを見つめた。

　青ざめるもの、すすり泣くもの、地に拳こぶしを打ちつけるもの。

　スピーカーの向こうからは、もうなにも聞こえない。少女はどうなったのか、七なな瀬せ将軍はどうなったのか、ここからでは判然としない。

『マザーコア』『ウイルス』『実験体』……。静江が口にした言葉のほとんどは、マザーシステムの正体を知らない彼らにとって理解の範はん疇ちゆう外のことだった。

　そのかわりに、彼らのすべてが、一つのことを理解していた。

　この街の、戦後一〇年間にわたって自分達の生命を支えてくれた神こう戸べシティの最後が、これから始まるのだということを。

　黒くろ沢さわ少佐が崩れるように膝ひざをつき、その手から騎き士し剣が滑り落ちた。

　魔ま法ほう士しの少年が地下階層に向かって駆け出したが、咎とがめるものは誰だれもいなかった。

　そして、スピーカーの音声が途と絶だえてから一分近くが経過し、兵士達の驚きよう愕がくが徐々に不安と恐怖にとって代わりはじめた頃ころ、それはなんの前触れもなく始まった。

　空が、天井に投影されているべき明け方の空の映像が、唐突に消え去った。あとには、金属光沢をむき出しにした冷たいチタン合金のスクリーンが残された。

　それは、兵士達が生まれてはじめて目にする、神戸シティの『本当』の空の色だった。

　呆ぼう然ぜんと見上げる兵士達の前で、チタン合金の天井はかすかに震ふるえ、やがて、生物のように規則正しい脈動を開始した。

　ついで天井のいたるところが盛り上がり、なにか巨大な棒状の物体が幾本も突き出した。

　太さ二〇メートルはある蛇へびのようなその物体は、滑らかなその表面にチタン合金の灰色と土砂の茶色のまざった斑まだら模様を纏まとっていた。

　その先端はいったん平べったく広がったあとで、太さ五メートルほどでまちまちの長さの五つの部位に枝分かれし、まるで空をかくかのように、うねうねとうごめいていた。

　もはや、誰だれの目にも間違えようがなかった。

　巨大な、人間の腕だった。







　　　第六章　今日の向こうの明日～Dreamers─message for you～







　天井から突き出した無数の『腕』達は、人間でいえば肘ひじの手前にあたる場所まで突き出したところで、その動きを止めた。

　地上に向けて大きく手のひらを広げ、一斉に、人間にはあり得ない異様な動きで、ぐるりと手首をまわす。

　その光景を、人々は呆ぼう然ぜんと見上げた。

　男、女、老人、子供。

　第一階層に存在するすべての人間が、あまりにも異様な事態に、逃げることも忘れてただ空を見上げていた。

『腕』はそんな人間を嘲あざ笑わらうように、指を曲げ、伸ばし、さまざまな形を作ってみせた。

　チタン合金と土砂によって構成されていると思おぼしきその『腕』は、作り物めいた硬質感とはいっさい無む縁えんのものだった。腕としてほぼ完かん壁ぺきな造形を与えられ、生物のしなやかさをそなえたそれは、生きた人間に茶色と灰色の絵の具を塗りつけたような生々しさを感じさせた。

　突然、人々の視線が一点に集中した。『腕』の一本が、他ほかとは異なる動きを示していた。

　五本の指を大きく伸ばし、硬く握りしめる。

　あ、と声を上げたのは誰だれだっただろうか。

　拳こぶしを握った『腕』が、地上に向かって伸び始めた。肘ひじにあたる部分が現れ、肩が存在するべき場所を越えても、さらに伸びつづける。蛇へびのようにのたうつその姿に、人々はこれが人間の腕ではないことを思い出した。

『腕』は、硬く握った拳を地上に向け、探るように二、三度揺らし、

　──無造作に、打ち据えた。

　轟ごう音おんとともに、大地が震ふるえた。もうもうと立ち上る土煙。『腕』が拳をひいた跡はクレーター状にえぐれ、もはや原形をとどめぬ建けん築ちく物の残ざん骸がいが残った。

　倒とう壊かいしたチタン材の隙すき間まから覗のぞく、ピンク色の肉塊。

　小さな悲鳴が上がった。

　悲鳴はさらなる悲鳴の連れん鎖さを生み、瞬またたく間に第一階層全体に広がった。

　一人の男が、周囲の人間を突き飛ばし、ポートに向かって走り出した。

　突き飛ばされた女は、血相を変えてあとを追った。

　シティの外へ、なんとかしてシティの外へ。

　人の流れは巨大な濁だく流りゆうとなり、第一階層に住む一〇〇万の人間すべてを巻き込んだ。

　突き飛ばされた子供が、路傍にうずくまって泣き叫ぶ。

　タイルの継ぎ目に足を取られた老人が、人の波に踏まれ、蹴けられ、ぼろくずのようになって弾はじき出される。

　もはや理性を失った人々は、目を血走らせ、先を争ってポートを目指す。

　巨大な拳が人の群れに振り下ろされ、ちぎれとんだ肉片が周囲に降り注ぐ。

　新たな悲鳴が上がる。

『腕』は無造作に手を開き、甲に付着した汚お濁だくを振り落とすと、再び拳を形作る。

　それに倣ならうように、残った無数の『腕』達が拳を握り、地上を目指して成長を開始した。

　──崩ほう壊かいが、始まった。




　静しず江えの体を引きずるようにしてベッドの上に持ち上げ、両手を胸の前で組ませた。

　涙は出なかった。怒りも悲しみもなかった。フィアの心を支配していたのは、心臓に鉛を詰め込まれたような息苦しさと、抑おさえようのない自責の念だった。

　どうして、こんなことになってしまったの？

　──あなたが真実を知ろうとしなかったから、見せかけの幸せにすがってなにも知ろうとしなかったから。

　心の中で、すぐに答があった。

　フィアは、静しず江えに対して同調能力を向けたことがなかった。

　はじめて出会って、優しい言葉をかけてもらったときに、この人の心だけは覗のぞくまいと誓った。

　大好きなおばあさま。優しいおばあさま。

　そんな人が、他ほかの人間と同じように自分を利用しようとしているだけだとしたら。

　そう思うと、どうしても心のうちを覗くことができなかった。

　恐こわかった。

　静江の真意など、どうでもよかった。自分に残されたわずかな時を幸せにすごすために、『優しいおばあさま』にすがった。

　大好きな人だったのに、苦しみに気づいてあげることもできなかった。

　私にもう少し勇気があったら、もっとはやく気づいていたら、こんなことにならない方法があったはずなのに。

　──凄すさまじい轟ごう音おんが轟とどろき、天井からこぼれた土ぼこりが、フィアの頰ほおを打った。

　意識が現実に引き戻された。このままだと、たくさんの人が死んでしまう。

「……おばあさま」

　静江の懐ふところを探り、ピストルを取り出す。

　ひやりと冷たいそれを胸もとに押し込み、ベッドの脇わきに膝ひざをつく。

「ごめんなさい。おばあさまがせっかくくれた命なのに……私、ばかですね」

　やわらかさを失いつつある首筋に腕を回し、微笑を浮かべたその死顔に頰ほおを押し当てる。

　まだ、暖かい。

「……私も、すぐ行きますから」

　静江の頰にそっと口づけ、フィアは立ち上がった。

　部屋の外に倒れている兵士に駆かけより、その襟えりもとから通信素子をはずす。

　お願い。

　天使の翼つばさで通信素子を包み込み、フィアは語りかけた。




　音声の途と絶だえたスピーカーを、月つき夜よは呆ぼう然ぜんと見上げた。

　──私はな、この街が憎かったのさ。

　静江のその言葉が、耳の奥で幾重にも反はん響きようしていた。

「真ま昼ひる……」月夜は呼びかけた。誰だれかと話をしていないと、泣き出してしまいそうだった。

「……なに？」スピーカーを見上げたままで、真昼が答えた。

「静江おばさん……辛つらかったでしょうね」

「そうだね」真昼の手が、月夜の頭を撫なでた。「僕ぼくらみたいに逃げることもできなくて、おばさん、苦しんでたんだね」

　月夜はうなずいた。拍子に涙が一滴こぼれ、膝ひざの上で崩れた円を描いた。

「……考えてみたら、当たり前よね」声が震ふるえるのを、抑えることができない。「自分の、娘のことだもんね。私たちより、ずっと悲しかったはずよね」

　それでも、こんな方法を選んで欲しくはなかった。

　こんなことをしたって、誰だれも幸せにはなれないのに。

『……真ま昼ひるさん……月つき夜よさん……聞こえますか……』

　ふいに、襟えりもとの通信素子から少女の声が響ひびいた。

　月夜は涙を拭ぬぐい、通信素子を手にとって語りかけた。

「フィア、無事なの？」

『……はい』

　フィアの声は、硬く、弱々しかった。

　乾いたその声は、逆に少女の悲しみの深さを物語っているようだった。

「フィア」静しず江えおばさんは、と聞きかけてやめる。意味のない質問で、少女の傷をえぐりたくはない。「……そっちは、どうなってるの？　なにが起こってるの？」

『……そこでは、まだなにも起こってないんですね？　月夜さん、いま、どこにいますか？』

「第二〇階層、軍司令部よ」

　通信素子のむこうの声は、やっぱり、と呟つぶやいた。

『時間がありません。そこに、端末はありますか？』

「あるよ」と真昼が割って入る。

『真昼さんもいるんですね……今から、第一階層の様子を送ります』

　言い終わると同時に、端末のディスプレイに映像が浮かび上がった。

　天から伸びた無数の腕に攻こう撃げきされる、神こう戸べの街並み。

　月夜は、内心の驚きよう愕がくをかろうじて抑え込んだ。

「驚おどろいてる暇はないのよね。これが、マザーシステムの暴走？」

『はい。シティの構造材そのものがゴースト化して、街を破は壊かいしています』

『僕ぼくらにできることは？』と真昼。

『これを見てください』

　シティの映像に変わって、数字と記号の羅ら列れつがディスプレイを埋めた。

『マザーシステムの暴走は、マザーコアのある地下階層から上に、段階を追って進行していきます。第二〇階層に支配が及ぶまで一時間。いいえ、もう五六分ほどしかありません』

「……それまでに、市民を助けろっていうのね？」

　答えながらも、二人はすでに立ち上がっていた。

　感圧式地雷の解除コードを入力し、混乱した兵士達を尻しり目めに走り出す。

『はい。下の記号はポートを表しています。一番安全なのが左上のもの。右下に行くほど危険度が高くなって、赤くなっているのはすでにウイルスの支配下におかれたポートです。なんとか、一人でもたくさんの人を助けてください』

「それで」走りながら、真ま昼ひるが問う「フィアはどうするの？」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと、弱々しい声が答えた。

『……錬れんさんに伝えてくれますか？　勝手なことをしてごめんなさい』ひと息『あなたのことが大好きです、って』

「……ずいぶん、きつい仕事を押しつけるのね」月つき夜よは、努めて軽い口調で答えた。「愛の告白は、自分でやるものよ」

『……ごめんなさい』

　かすかな震ふるえを含んだその声とともに、通信が途と絶だえた。

　月夜は唇をかみしめた。

「……月夜」

「わかってるわ」心配そうな真昼の声に、月夜はうなずいた。「私達は私達にしかできないことをやりましょ……で、錬と連絡は？」

「ちょっと待って」真昼は、走りながら器用に端末を操った。「……こっちの呼び出しに答えない。下は電波障害がきついみたい」

「それもあと回し、か。しょうがないわね……で、どうやって街の人助けるつもり？　私たちだけじゃ無理よ」

「そりゃもちろん」真昼はこともなげに答えた。「手伝ってもらうんだよ」

「誰だれに？」

「決まってるでしょ」

　真昼は、完全武装で自分達の行く手をふさいでいる、兵士の一団を指差して見せた。




　空から伸びた巨大な腕が、街を押し潰つぶしていった。

　もはや兵士も市民もなかった。すべての者が、泣き叫び、逃げ惑い、為なす術もなく蹂じゆう躙りんされていく。

　目の前には、崩れ行く神こう戸べの街。いたるところで大地がえぐれ、天井に開いた大穴からは、同じように『腕』に破は壊かいされつつある第二階層が覗のぞく。人々は逃げ場を求めてポートに殺到し、マイナス四〇度の外気にどうすることもできないまま、拳こぶしに叩たたき潰されていく。

　先ほど、天あま樹ぎ錬が地下階層に向かうのが見えた。フィアを助けに行ったのだろう。

　そして、それらのすべてが、今の祐ゆう一いちにとってはどうでもいいことだった。

「おれは……」

　うつろな目で空を見上げ、それだけ呟つぶやいた。そのあとになんと続けたらいいのかわからない。おれは一体なにをしていたのか、どうすればよかったのか、なにができたのか。すべてが、今となっては空むなしい問いかけだった。

　どうせこんなものだ、心の中で誰だれかがささやいた。

　世界とはこんなものだ。一人の人間の願いなど一いつ顧こだにしない。一人の人間が努力したところでなにも変わらない。

　一〇年前もそうだった。

　結局、おれにはなにも変えられないのだ。

　──それでも、これはひどすぎる。

　どこかで笑い声が聞こえた。少し遅れて、それが自分の喉のどから漏れ出しているものだと気づいた。

　ああ、笑っているのはおれか。

　そう考えたとたんに、本格的な笑いの衝しよう動どうがこみ上げてきた。

　手のひらでわしづかみにするように額ひたいを押さえ、祐ゆう一いちは腹の底から笑った。そうしなければ、狂ってしまいそうだった。

　できるなら、頭ず蓋がいを割って自分の脳を引きずり出し、叩たたき潰つぶしてやりたかった。

　笑いながら見上げた視界が、ふいに、巨大な拳こぶしに覆おおわれた。

『腕』の一本が拳を振り上げ、祐一めがけて振り下ろす。

　祐一は反射的に、足もとに落ちている物体を拾い上げ、力の限り振りぬいた。

『腕』がちぎれとび、倒壊した高層建築にぶつかって粉々に砕け散った。

　祐一は無表情にそれを見やり、それから、たった今『腕』を斬きり飛ばした物体を眺めた。

　紅くれない色の、剣だった。

　戦え。

　心の中で、誰だれかが叫んだ。

　発狂寸前だった祐一の意識は、その声に従った。かりそめの正気を保つための、たった一つの方法を選択した。

　あれは、敵。

　倒すべき、敵。

　祐一は騎き士し剣を構え、無数の『腕』めがけて飛ひ翔しようした。
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　第六階層に異変が到達したのは、スピーカーの声が途と絶だえてから一五分後のことだった。

　少女がそれを見たのは、隣りん家かの人間に言われた通りに荷造りを終え、大通りに飛び出したときだった。

「……うそ……」

　少女には、目の前の出来事がなにかの冗談としか思えなかった。

　星も月もないくすんだ灰色の空から伸びた巨大な『腕』が、街を叩き潰し始めていた。

『腕』の一本が外周の高層建けん築ちくの一つに巻きついてそれを引き抜き、街の真ん中めがけて放り投げた。轟ごう音おんがまわりの大人達の悲鳴をかき消し、砂煙がもうもうと立ち上った。

『腕』は次の高層建けん築ちくを引き抜き、今度は棒切れでも振り回すように外がい壁へきを打ち据えた。

『腕』が動く度に表面の土砂がぱらぱらと剝はがれ落ち、こぼれ落ちた土くれが少女の家を押し潰つぶした。

　ショックのあまり、声が出せない。道の真ん中にへたり込んだ少女は、逃げ惑う群集に踏まれ、蹴けられ、傷だらけになって地に突っ伏した。結果的に、それが少女の命を救った。

　少女を押しのけて階層間エレベーターに殺到した人々は、崩れ落ちて来たチタン合金の壁かべの下した敷じきになった。

　なにかが、少女の中で音を立てて切れた。

　これは夢なんだ。

　きっとそうだ。

　手が痛いのも、足が痛いのも気のせいにきまってる。前に、ほしかったぬいぐるみを拾って、ほっぺたをつねったら痛くて、夢じゃない、と思ったとたんに目が覚めたことがあるけど、あれと同じだ。

　こんなひどいこと、現実のはずがない。

　少女はゆっくりとした動作で辺りを見まわし、瓦が礫れきの山から這はい出そうと必死にあがいているトラぶちの子猫を見つけた。

　どうしたの、トラ。そんなにびしょぬれで。

　まるで、真っ赤なペンキを被かぶったみたい。誰だれにそんないたずらされたの？

　歩み寄ろうとした少女の視界を、黒い点が通り過ぎた。上から、下に。いくつも。

　頭になにかが降ってきた。手にとって見ると、それは、小さな土の塊だった。

　少女が見上げたときには、空に大きな穴があき、その向こうから大量の土砂が、今まさに少女めがけて落下を始めたところだった。

　なんだろ、あれ。

　少女は声を上げて笑った。




「月つき夜よ！」

「わかってる！」

　月夜の声とともにフライヤーが急加速し、今にも少女を押し潰つぶそうとしている土砂の下に滑り込んだ。

　真ま昼ひるは腕を伸ばし、少女の体をすくい上げる。

　フライヤーはさらに加速し、土砂が落下を終えるより半はん瞬しゆんはやく、その下を走り抜けた。

「……間一髪」

　呟つぶやく真昼を少女は不思議そうに見上げ、すぐに意識を失った。

「ここはもう無理ね。第七階層に行くわよ」

　真ま昼ひるはうなずき、通信機を引き寄せた。

「〇一より各機へ、現時点をもって第六階層を放棄、第七階層の救助活動に移る」

『了解』

　軍用機達は真昼の指示に従い、第七階層に通じるバイパスへと飛び込んでいった。

「……あんたもよくやるわね」

「軍人っていうのはこんなときのためにいるんだから、きりきり働いてもらわないとね」

　呆あきれ顔の月つき夜よに、真昼はさらりと答えた。

　兵士達の元に投降した二人は、マザーシステムの暴走に関するデータと真昼の口八丁を盾たてに、第二〇階層に残ったわずかな警備兵達を丸め込み、市民の救出に乗り出した。

　機動性のあるフライヤーで一人一人を助け、輸送用のコンテナに乗せ換えて上の階層に運ぶ。

　寄せ集めの救出部隊に、即席の救出作戦。タイムリミットは一時間。

「精一杯やっても、一〇〇〇人が限界か……ま、ゼロよりましよね」

「そういうこと。さてと、救出の次は脱出」通信機に周波数を打ち込み「ヴィドさん？　準備できましたか？」

　通信機のむこうで、ノイズ混じりの声が答えた。

『……なんとかかき集めたぞ、一〇〇〇人分。近くの町やらよその連中やらに声かけてな』

「内わけはどうなってます？」

『一〇〇人規模の大型コンテナが六台に、五〇人規模の中型が七台。あとは、個人持ちの小型だ。どこに集めればいい？』

「大型は二〇階層に、中型と小型は一七階層に。定員に達したものから脱出してください」

　通信を切り、窓の外に目を向ける。

　チタン合金と土砂が直径二〇キロの街全体にわたっておびただしく積み重なり、『腕』が放り投げた高層建築が積み木のおもちゃのようにそこかしこに横たわり、あるいは外がい壁へきから半分突き出している。

　これは、もはや街ではない。廃墟だ。

　その廃墟の上で、無数の『腕』が乱舞している。街をあらかた破は壊かいし終えた『腕』は、仕上げとばかりに大地を穿うがち、階層と階層を遮る隔かく壁へきに巨大な穴をあけていった。

「ん？」

　真昼は目を凝こらした。空をのたうつ『腕』達の間を、黒い点が飛んだような気がしたのだ。

「……おかしいな」

「どうしたの？」

「いや、今……」

　真昼が指差した先で『腕』が根もとからちぎれとび、外壁に叩たたきつけられて粉砕した。

「なんなの！」と月つき夜よ。

　真ま昼ひるはスコープを取り出し、『腕』から『腕』へと飛びまわる、黒い点に向けた。

「……祐ゆう一いち？」

　長大な紅くれないの剣を構えた騎き士しの姿が、そこにあった。

　黒いロングコートはいたるところで裂けてぼろぼろになり、体中に無数の傷を受け、それでも祐一は戦っていた。

　また一つ、『腕』が騎士剣に切り裂かれて粉砕する。

　幽ゆう鬼きのごとく空うつろな、祐一の顔。

　その口元に凄せい惨さんな笑みが浮かんでいるのに気づいたとき、真昼は、思わずスコープから目を逸そらしていた。

「なに？　どうしたのよ、いったい！」

　月つき夜よがスコープをひったくり、黒い点に向けて覗のぞき込む。

　口もとが、祐一、という形に苦しげに歪ゆがんだ。

「……行こう、月夜」

　真昼の言葉に、月夜は強こわ張ばった顔でうなずいた。

　真昼は、作戦の進行状況を確認するために通信機に手を伸ばした。

　だが、通信機に触れるようとしたとたんに呼び出しランプが点滅。

　スピーカーの向こうから流れ出したノイズ混じりの声に、双子は思わず顔を見合わせた。

『……月つき姉ねえ……真ま昼ひる兄にい……聞こえる？　聞こえたら返事して』




　地下階層に通じるエレベーターに飛び乗ってから、もう一五分が経過していた。

　地表から地下階層までは通常の二階層分以上も距離があり、それに反して階層間エレベーターのスピードはあまりにも遅かった。

　エレベーターの底に穴をあけて飛び降りたいという衝しよう動どうを、錬れんは必死に抑え込んだ。地下階層はウイルスの中枢。どういう状態になっているかは想像もつかない。最悪の場合、途中で重力制御が利きかなくなって墜つい落らく死という可能性も、十分に考えられる。

　とにかく、今は待つしかない。

　と言っても、ただ座って待つだけでは芸がない。エレベーターの操作パネルはカバーを取り外され、有機コードを伝ってＩ－ブレインに接続されている。

　ここからシティのネット構造に進入して情報を集めているおかげで、状況はある程度つかめている。どうやら、上は大変なことになっているらしい。

　なんとか兄と姉に連絡をとりたいのだが、電波状態が悪くて通信素子が役に立たない。

　二人は無事だろうか。

　すさまじい改変を受けているシティのネット構造をどうにかたどり、錬のＩ－ブレインはやっとのことで地上の電波中継施設につながる回線を見つけ出した。

「月つき姉ねえ……真ま昼ひる兄にい……聞こえる？　聞こえたら返事して」

『錬れん？　錬なの？』

　すぐに姉の声で答があった。どうやら大丈夫らしい。自然と口もとがほころぶ。

「大丈夫みたいだね。真昼兄は？」

『ここにいるよ』今度の答は、兄の声。『錬、今どこにいるの？』

「エレベーターの中。地下階層に向かってる。そっちは？」

『軍と協力して、市民の救出』通信機の向こうの真昼が、事の顚てん末まつをかいつまんで説明した。

『何人助けられるかわからないけど、できるだけやってみる……それとね、フィアは……』

「暴走を止めにいったんでしょ？」

『……よくわかったね』

「わかるよ」錬は、小さく笑った。「あの子は、そういう子だもん」

『それでね』真昼は続けた。『脱出まであと四〇分しかないんだ。だから手助けにはいけない』

「うん、わかってる」

　薄うす暗い天井に視線をさまよわせ、言葉をさがす。

「……こっちはこっちでがんばるから、心配しないで」結局、口にできたのはそんなありふれた言葉だけだった。

『錬！』

　通信を切ろうとした錬を、月つき夜よの声が止めた。

「なに？」

『フィアから、伝言をことづかってるわ』

　錬は思わず姿勢を正し、通信機を耳に押し当てた。

『言うわよ、いい？』咳せき払いひとつ『……勝手なことをしてごめんなさい。あなたのことが大好きです』

　錬は目を閉じ、その言葉を口にしたときの少女の顔を思い描いてみた。

　なん度試しても、頭に浮かぶのは一度も見たことのない、少女の泣き顔ばかりだった。

『錬、聞こえた？』

「……うん、聞こえたよ」

『じゃ、今からバイパスに入るわ。通信通じなくなるから、切るね』通信機の向こうで、兄と姉の声が唱和する。『気をつけて』

「……行ってきます」

　エレベーターは緩ゆるやかに停止し、扉が音もなく開いた。

　その向こうには、金属光沢をむき出しにした狭い通路。

　そして、見渡す限りを覆おおい尽くす、チタン合金の触手の群れ。

　天井、床、壁かべ、あらゆる所から生え出した触手は、兵士達の血でその身を赤く染め、侵入者の到来に身を震ふるわせていた。

「そう簡単には、通してくれないよね」

（『短期未来予測ラブラス』『運ラ動グ係ラ数ン制ジ御ユ』常駐）

　錬れんは床を蹴けり、触手の只ただ中なかに飛び込んでいった。




　逃げ惑う兵士の群れをかき分け、フィアは地下階層の中枢、マザールームを目指した。

「……ここですね」

　灯あかりひとつない闇やみの中を、フィアは走りつづけた。通路を構成する強化カーボンはいびつに変形し、触手の群れとなって襲おそいかかってきたが、フィアが天使の翼つばさを震ふるわせるとすぐにおとなしくなった。

　暗く狭い通路を駆け抜け、たどり着いた所はそれ自体が光を放つ壁。天使の翼でそっと触れると、六重の隔かく壁へきは少女の前に道を開いた。

　視界に飛び込んでくるのは、中央にしつらえられた巨大な培ばい養よう槽そうと、折り重なるように倒れ伏す兵士の亡なき骸がら。

　赤いペンキを撒まき散らしたように、床、壁、機材、いたるところが血にまみれていた。

「ひどい……なんてことを……」

　泣き出したくなるのを懸けん命めいにこらえ、中央の培養槽に歩み寄った。

　巨大な培養槽の中央には、目を閉じ、あいまいな笑みを浮かべる黒髪の女性。その足もとを覆おおうように、灰色の脳のう髄ずいが三九体。

　胸もとからピストルを取り出し、培養槽に向けた。

『ヤメテ！』

　Ｉ－ブレインに、直接声を放り込まれたようだった。

　培養槽をかばうように、半透明な人間の立体映像が浮かび上がる。

　一〇歳に満たないくらいの、小さな女の子だった。

　金色の髪は長く腰の辺りまで伸び、大きなエメラルドグリーンの瞳ひとみに涙をいっぱいにためて、その背には、フィアをはるかにしのぐ、巨大な天使の翼を広げていた。

　三年前の自分の顔が、そこにあった。

「……やめるのは、姉ねえさん達の方です」

『ドウシテナノ？』

　問いかけを無視して、引き金に指をかける。

　私には、こうするしかないんです。

　天使の口もとが、悲しげに四フイアという形を作った。

　小さな体に不釣合いな巨大な天使の翼が、マザールームを覆おおうように広がってフィアを包み込もうとする。

　フィアは自分の翼つばさを精一杯広げて天使の支配に抗あらがい、引き金を引いた。

　飛び出した銃弾は培ばい養よう槽そうのガラス壁かべを撃うち抜き、甲高い破砕音とともに羊よう水すいが飛び出した。その衝しよう撃げきで銃弾はわずかに狙ねらいをそれ、脳達の隙すき間まを抜け、前頭葉を削り取っていった。

　──頭を走り抜けるすさまじい痛みに、フィアは、危うく銃を取り落としそうになった。

　脳達の受けた損傷が、同調作用でＩ－ブレインに流れ込み、痛みとして知覚されたのだ。

　痛みのあまり、立っていることができない。

　額ひたいを押さえてその場に跪ひざまずいたフィアに、天使の翼が覆おおい被かぶさる。

　とっさに痛覚を遮断し、翼を震ふるわせる。自分を取り込もうとする天使達の論理構造を押し戻し、なんとか安定を取り戻す。

　銃に砕かれたガラスの破片は、時間を巻き戻すように瞬しゆん時じにふさがり、あとには小さな羊水の水溜たまりだけが残された。

　これでは、だめ。

　フィアは唇をかみしめた。

　やっぱり、こんな方法ではだめ。すべての脳を倒すまで私の精神がもたない。もっと違う方法を考えないと。

　フィアは、静しず江えの心を読んだときに見た、ブレーカーの構造を思い起こした。

　静江の計画では、ブレーカーはマザーコアと同じ形式の培養槽に入れられ、このマザールームに設置される予定だった。

　ブレーカーは、ウイルスの論理構造に深く食い込んだ状態で休眠し、ウイルスがある一定以上に成長すると時限式に発動して、ウイルスの論理構造もろとも自じ壊かいする。そういう仕組みになるはずだった。

　ここにはそんな装置はないけど、でもこうすれば。

『ダメ！』

　天使の叫びを無視して、フィアは銃口を自分のこめかみに押し当てた。脳を攻こう撃げきすることで自分が傷つくのなら、逆に、同調した状態で自分が死ねば……。

　のしかかる天使の翼が圧力を増した。フィアの翼を絡めとり、精神に入り込んでくる。

　もう、体を自由に動かすことさえままならない。

　引き金にかけた指に、あらん限りの力を込める。

　ゆっくり、ゆっくりと、気が遠くなるほどの時間をかけて引き金を押し込んでいく。

　これでも、だめかもしれない。

　こんな無む謀ぼうな手段が成功すると思うこと自体、どうかしてる。

　でも、これ以外の方法が思いつかない。

　……錬れん、ごめんなさい。

　心の中で呟つぶやいたときだった。

　Ｉ－ブレインを通して、一つの映像が流れ込んできた。

　そこは地下階層の中間、マザールームへと通じる通路の入り口だった。

『フィア！』

　フィアは自分の耳を、目を、Ｉ－ブレインを疑った。

　通路をふさぐ扉を叩たたき、自分の名を呼ぶその姿は、黒髪の少年のものだった。




「みんな、押さないで！　まだ間に合うから！」

　月つき夜よの叫びに人々は空うつろな顔を向け、次々にフライヤーのコンテナへと吸い込まれていった。

『Ａ班、予定人数をクリア。これより離脱する』

「本部、了解」

　通信機に向かって盛んに指示を飛ばしていた真ま昼ひるが、スイッチを切って顔を上げた。

「月夜、予定時間が近い。そろそろ潮しお時どきだ。残ってるのは、僕ぼくらの班だけだよ」

「もう？」月夜は、時計を見て舌打ちした。「なん人ぐらい、いけたの？」

「ちょっと待ってね」真昼が端末を叩き「一三一〇人。軍の人も働いてくれた」

「……よしとするしかないわね」

　月夜は、周囲を見まわして逃げ遅れた者がいないのを確認し、コンテナに駆け寄った。

「真昼、早く！」

「わかってる！」

　はるか遠方で土煙が上がり、避ひ難なん民みん達がどよめいた。

　ついに、腕の攻こう撃げきがこの第二〇階層にまで到達した。

　二人はコンテナに飛び乗って扉をロックし、「ヴィドさん、出して！」

『おう！』

　一〇〇人の避難民を乗せたフライヤーは、瓦が礫れきの山と化した神こう戸べシティを急速に離れていった。




　侵入者の存在に気づいた天使が、隔かく壁へきの向こうの通路へと攻撃の手を伸ばした。

　そちらに力を割さいたために、フィアに対する支配力が弱まる。

　フィアは天使の支配を押し戻し、少年に対する攻撃を押し留とどめた。

『フィア！　聞こえてるなら返事をして』少年が、扉に額ひたいを押しつけるようにして、必死の形相で叫んだ。『フィア！』

「錬れん……さん」かろうじてそれだけを絞り出し、空気の流れに乗せて隔壁の向こうに送る。

　少年の傷だらけの顔が、ぱっと輝かがやいた。

『フィア！　よかった、無事？　ここを開けて。すぐ助けるから！』

「……錬れんさん」フィアは、固く目を閉じた。

　この壁かべの向こうに錬がいる。私を助けに来てくれた。

　この壁を開いて、通路を駆け抜けて、そうすれば錬に会える、錬と一緒に生きられる。

　無数の言葉の奔流を胸の奥に押し込め、精一杯の平静を装って、フィアは答えた。

「どうして来たんですか？　はやく逃げてください」

『……フィア』少年の顔に、さびしげな微笑が浮かんだ。『どうして、そんなこと言うの？』

「錬さんだって、おばあさまの言葉を聞いたでしょ？　私はこのときのために、今日ここで死ぬために生まれたんです」

『……やっぱり、死ぬ気なの？』

「はい……同調した状態で、ウイルスを道連れにします。マザーシステムを取り込んだウイルスの能力は圧倒的です。どんな魔ま法ほう士しでも太た刀ち打ちできません。でも、この方法なら……」

『それで暴走は止まるの？』

「……わかりません……でも、他ほかにどうしようもないんです！」涙が一滴、頰ほおを伝って流れた。

「私、止められなかった！　気がついてあげられなかった！　好きだったのに！　おばあさまのこと、本当に大好きだったのに！　でも、おばあさまは私に、幸せになれって言ってくれて……それなのに、私にはこんなことしかできない！」

『フィア……』

「……生きるってなんですか？」心が乱れて、声の震ふるえを抑おさえることができない。顔を上げると、小さな天使も自分そっくりの顔で、悲しそうに涙をこぼしていた。「人間ってなんですか？　世界ってなんですか？　私はこの世界が好きで、みんなのことが好きで、誰だれにも泣いて欲しくなくて、幸せになってほしくて……でも、それだけじゃ、なにも変えられなかった！」

　私は一体なにを言ってるんだろう。こんなことを今更言ったってどうにもならないのに。

　おばあさまは死んでしまった。

　シティも、なくなってしまった。

　もう、私にできることは一つしか残ってない。

「……これでウイルスが止まらなかったとしても、ダメージを与えることはできるはずです……だから、あとのことは」

『フィア！』錬の叫びが、フィアの言葉を遮った。『だめだよ！　それじゃ、だめなんだ！』

「錬さん、お願いですから──」

『フィア』錬は大きくひとつ呼吸し『よく、考えて？　僕ぼくは今、フィアと同調してるんだよ。フィアが死んだらつられて僕も死んじゃうけど、それでもいいの？』

　頭に冷水をかけられたようだった。パニックに陥りかけていた意識が急速に冷えていく。

「だめです！　そんな」必死に同調領域から錬をはずそうとするのだが、思うように動いてくれない。「そんな、どうして……」

『フィアとはもうなん度も同調したからね。コツはわかってるんだ』錬れんの声が、かすかな笑いを含んだ。『そういうわけで、ちょっとだけ僕ぼくの話をきいてくれる？』

「錬さん、お願いですから早く離れて！　このままだと」

『いいから聞いて！』フィアの反論を封じて、錬は語りだした。『……昔、僕が真ま昼ひる兄にいと月つき姉ねえに拾われてすぐの頃ころにね、月姉が僕をかばってけがをしたことがあったんだ。ひどい熱が出てね、月姉、一週間もうなされっぱなしで。だから僕言ったんだ。僕を軍に引き渡して、二人は逃げてくれって。……そしたらね、真昼兄に怒られた』

　心臓が、とくん、と震ふるえた。

「……なんて、言われたんですか？」

『……これはお前だけの問題じゃない、僕らにとっても大事なことなんだ。人間はなにかを犠ぎ牲せいにしないと幸せになれないのか、そんなにつまらないものなのか、僕らは今、その瀬せ戸と際ぎわにいるんだ……そう言われた。だから僕も、二度とそんなこと言わなかった』

　フィアはなんと言っていいのかわからずに、ただ、錬の言葉に耳を傾けた。

『今のフィアはね、あのときの僕とおんなじだよ。……確かに、フィアの言う通りかもしれない。もう他ほかに方法はなくて、世界を守るためにはフィアが死ぬしかないのかもしれない』

　でもね、と錬は続けた。

『それは仕方のないことかもしれないけど、それを仕方がないって言いたくないから、人間は戦うんでしょ？』

「錬……」

『僕は、諦あきらめたくない。ここで諦めたら、きっと、この世界でなにかを良くしていくことなんて、絶対にできない』

　フィアは目を閉じ、錬の言葉を静かに受け止めた。

　まぶたのふちから、涙があふれ出て止まらなかった。

『もしかしたら、もう、本当にどうしようもないのかもしれない。僕らがどんなにがんばっても、なにも変えられないかもしれない。でも』

　錬は、笑った。

　強がるでもなく、自じ嘲ちようするでもなく。

　それは、どこまでも明るくて、誇らしげな笑顔だった。

『それでも、もうちょっとだけ、がんばろうよ』

　フィアの目に、その笑顔はひどくまぶしいものと映った。

「……はい！」

　強くなりたい。生まれてはじめて、フィアはそう思った。自分の命を放り捨てるような自暴自棄な強さではなく、大切な人と並んで歩いていくための強さが欲しいと、心から願った。

　頭から銃を離し、力いっぱい放り投げる。

　生きていくための戦いに、こんなものはいらない。

「私も、がんばってみます」口もとに笑みが浮かんだ。

　天使の翼つばさが、さらに力を増した。体が蠟ろうで固められたように重く、指一本さえ動かすことはできない。

　それでも、もう恐こわくない。

　自分の翼をいっぱいに広げ、天使の翼に溶け込ませていく。抵抗はしない。外側から支配することができないのなら、内側から抑え込んで……。

「……錬れん」声に力を込め、少年に語りかける。「今から、ウイルスの精神構造にわざと取り込まれて、少しでも力を削そいでみます。これからなにが起こるのかわかりませんけど、私も諦あきらめないで戦います。だから！」

　その言葉に、少年が力強くうなずいた。

　直後、激しい振動がマザールームを、地下階層全体を襲おそった。




　切り落とされた『腕』がまた一本、地に叩たたきつけられ、新たな土煙があがった。

　剣をひと振りするや、次なる目標を探す。

　だが、周囲に動くものは一つもない。

　祐ゆう一いちは、もはやすべての『腕』を倒してしまったことに気づくと、つまらなそうに空を見上げた。

　空の中央に大穴が口をあけ、第一から第二〇階層までが、吹き抜けのようになっていた。

　住居も、公園も、すべてのものが瓦が礫れきの山に埋もれてしまい、生きた人間は一人もいない。一〇年にわたって一〇〇〇万人の命を支えてきた街の、それは、あまりにもあっけない最後だった。

　祐一は地にへたり込み、再び笑い出した。額ひたいの傷から血が滴り、涙のように頰ほおを伝った。

　笑うのに疲れ、力尽きたように騎き士し剣を放り出したとき、それは起こった。

「……ん？」

　最初、祐一は空の穴がふさがりはじめているのかと思った。巨大な穴の輪郭が狭せばまったように感じられたのだ。だが、すぐにそうではないことが知れた。

　祐一が反射的に騎士剣をつかんで立ち上がった次の瞬しゆん間かん、各階層を構成していたすべての物質が、滝のように崩落を始めた。

　土砂の流れに巻き込まれて、高層建けん築ちくの残ざん骸がいが、公園の並木が、あらゆるものが第一階層へと流入していく。それはまるで、巨大なあり地じ獄ごくのようだった。

　祐一の体は一気に数百メートルの距離を跳ちよう躍やくし、外がい壁へき近くの、かろうじて形を留とどめる高層建築の上にある。

　騎士剣を外壁に突き立てると、シティの外に通じる巨大な穴が生まれた。

　その間にも、崩ほう壊かいは加速度的に進行した。ついに、各階層の土台を為なすチタン合金の隔かく壁へきが砕け、豪ごう雨うのごとく降り注いだ。シティは円筒形の外壁と天井のみを残した巨大な器うつわとなり、内部を構成していた物質のすべてが、一つの場所に集まった。

　祐ゆう一いちが空うつろな視線で見る前で、第一階層に堆たい積せきした多量の土砂が水面のごとく震ふるえ、その中から、なにかがせり上がってきた。

　一辺が一キロメートル以上もある、巨大な、黒い立方体。

　外部との接続を表す無数のケーブルの束を引きずったままのマザーコアは、第二階層と第三階層の中間まで浮かび上がったところで、重力をまったく無視して静止した。

　同時に、あらゆる物質がマザーコアの周囲に集まり、黒い立方体はそれらを取り込んでいびつに変形しながら、成長していった。

　やがて、すべての物質を取り込み終えたマザーコアは三倍ほどにも膨ふくれ上がり、滑らかな白い金属光沢をもつ、巨大な卵へと変へん貌ぼうしていた。

　ふいに卵の表面、対称な二ヶ所が同時に揺らぎ、そこから棒状の物体が突き出した。

　それは、先ほどまでのものとは比べものにならないほど巨大な、二本の腕だった。




「なんだ、あれは！」

　はじめにそう叫んだのは、誰だれだっただろう。真ま昼ひると、月つき夜よと、フライヤーに同乗する一〇〇人の避ひ難なん民みんが見守る中で、それは始まった。

　遠く距離を隔てて、なお巨大に見える白いドーム、神こう戸べシティ。

　その外壁の一角が、突然崩ほう壊かいした。

　内側から破られた、そのように見えた。

　わずかな間を置いて、穴から巨大な物体が突き出した。長くて、丸みを帯びて、全部で五本。

　指だ、誰だれかが呟つぶやいた。

　指は何度か伸しん縮しゆくを繰くり返してから、ためらいがちに穴のふちをつかんだ。軽く力を込めた、と見えたときには外壁は砕け、ばらばらと地に降り注いだ。

　なん度かの試し行こう錯さく誤ごの末、指はついに固い支柱の部分をつかむことに成功した。ついで、穴の奥から手がもう一つ。先ほどのものが右手なら、今度のそれは左手だった。

　左手は空を目指すようにゆっくりと伸び、さらには腕の部分が姿を現した。あまりにも巨大すぎて感覚が狂ってしまいそうだったが、その腕は先ほど街を襲おそったものよりも、さらに三倍は大きかった。

　人々が固唾かたずを吞のんで見守る中で、腕はさらに伸びつづけ、ついに、肩にあたる部分が姿を現した。

　誰かが、ひっ、とうめいた。

　肩に続いて、穴から姿を現したのは、丸い卵形の物体だった。

　中央がかすかにとがり、その上に穴が二つ、下に一つ。上部から流れる色とりどりのケーブルは、長い髪のようで。

　それは、巨大な人間の頭部そのものだった。

　人々はもはや言葉もなく、その全身がシティから這はい出してくる様さまを呆ぼう然ぜんと見届けた。

　身の丈たけ、およそ二〇〇〇メートル。

　生まれたばかりの巨人は、己おのれの誕たん生じようを祝うかのように、鉛色の天に向かって、長く、高い咆ほう哮こうをあげた。




　祐ゆう一いちは永久凍土に覆おおわれた大地を踏みしめ、吹雪ふぶきの彼方かなたにかすむ巨人を見上げた。

　細く、しなやかで、まろみを帯びた、どこか女性的なシルエット。滑らかで、人間的な温かみすら感じさせるその体を覆う色は、かすかな紅を含んだ白。人間なら『雪のように白い肌』とでも表現すればいいのだろうか。

　そして、文字通り雲を衝つく巨人の、その顔に浮かぶ穏おだやかな表情は。

「……化け物め」祐一は、吐き捨てるように呟つぶやいた。「雪ゆきの情報を取り込んだか？　いい趣しゆ味みだな。だが、お前にその姿をまとう資格はない。……目障りだ」

　その声に応こたえるように、巨人は右手を開き、胸の前にかざした。

　大地のかすかな脈動を感じ取り、祐一はとっさの判断で『自己領域』を展開。ひと息に二〇〇〇メートルの距離を飛ひ翔しようし、巨人の眼前で静止する。

　同時に、眼下の大地が隆起し、巨人の右手に応えるように奔流となって噴ふき上げた。

　吹雪のうなりをかき消す、瀑ばく布ふのごとき轟ごう音おん。すべての物質を吞のみ込んで地から天へと流れ落ちる様は、空を目指して降り注ぐ巨大な滝のよう。

　奔流は右手を起点に氷柱のように成長し、一つの形を成していく。長さ一五〇〇メートル、幅二〇〇メートル。中央の厚みは一〇メートルもありながら、先端では紙よりも薄うすい巨大な壁かべ。磨みがき上げられた金属のように光沢を放つその表面には、稠ちゆう密みつに刻み込まれた論理回路。

「なんだ、それは？」祐一は、凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた。「騎き士し剣のつもりか？　そんなものを持っていいと思っているのか」

　巨人はその声に応えるように巨大な剣を軽々と振り上げ、霞かすむほどの高速で振り下ろした。

　衝しよう撃げきが、生まれた。

　音速をはるかに超過した大質量の生み出す衝撃波が、雪に覆われた大地をえぐった。地平線の彼方かなたまで一直線に大地が爆はぜ、巨大な爪つめ痕あとが穿うがたれていく。

　天を衝つくような轟音が、祐一の鼓膜を叩たたいた。

　巨人は自らの生み出した騎士剣の威力を見届けると、瞳ひとみだけで一〇メートルはある巨大な顔を祐一に向け、挑むようにねめつけた。

　祐一は幽ゆう鬼きのごとき笑みのままに騎士剣を構え、哄こう笑しようとともに巨人めがけて飛翔した。




　雷鳴にも似た轟ごう音おんとともに、かすかな衝しよう撃げきがフライヤーを襲おそった。

　強化カーボンの外がい壁へきに振動が走り、避ひ難なん民みん達が悲鳴をあげる。

　月つき夜よはいまだ振動の余よ韻いんを残す窓ガラスに手をつき、機外を見やった。

　本来なら神こう戸べシティのあるべき方角は、吹雪ふぶきのカーテンの彼方かなたに覆おおい隠され、ここからでは状況を窺うかがい知ることはできない。

　だが、断続的に響ひびく巨人の咆ほう哮こうと、時折フライヤーをかすめる攻撃の余波は、事態がなにひとつ好転していないことを示していた。

　あの鉛色の空の下で、世界の命運を賭かけた戦いは今も続いているのだ。

　月夜は拳こぶしを握りしめ、立ち上がった。

　人々が、怪け訝げんそうに見上げる。

　端末と首っ引きで考え込んでいた真ま昼ひるが、顔を上げた。

「どうしたの？」

「私……やっぱり戻る」

「戻るって……」真昼は目を見開いた。「月夜！　なにばかなこと言ってるの！」

「だって！」月夜は叫んだ。「錬れんもフィアも祐ゆう一いちも、あそこで戦ってるのよ？　いくら逃げたって、あの子達が負けたらそれで終わりじゃない！」

「月夜、落ち着いて！」真昼は月夜の腕をつかみ「僕ぼくらが戻ったって、できることはなにもないんだ。あの三人に任せるしかないんだよ！」

「わかってるわよ！」月夜はその手を振り解いた。「そんなこと、言われなくったってわかってる。でも、じゃあ私達ってなに？　全部あの子達に押しつけて、このまま逃げて、運良く助かったらばんざいって、それでいいの？　それじゃ、一〇年前と変わらないじゃない！」

「月夜……」

「──うるせえ！　静かにしろ！」

　二人の会話をなじるように、一人の男が野や次じを飛ばした。

「おい。助けてもらったのに、それはないだろ」

　別な男が、背後から肩をつかんでたしなめる。が、代わって隣となりの女が叫んだ。

「あんたたち、説明しなさいよ！　シティはどうなったの？　あの化け物はなに？　私達、いつになったら帰れるのよ！」

　その言葉に勢いづいたように、幾人かがひとかたまりに集まって、口々に騒さわぎ立てはじめた。

「俺おれの家はどうなったんだ！　娘は助かったのか！」

「なにが起こってるのよ！　マザーコアの暴走ってどういう意味？」

「あたしがなにしたっていうのよ！　家に帰して！」

　他ほかの大多数の人々は、ヒステリックに騒ぎ立てるその連中を、疲れた目で見やった。

　頭に血が上るのを月つき夜よは感じた。なんだというのだろう、この連中は。自分の都合を並べ立てるばかりで、今がどういう状況か考えようともしない。

　確かに、わけもわからずに家や家族を奪われた彼らの不安は並大抵ではないだろう。だが、ほとんどのものは必死でそれに耐えているのだ。

　なにか言ってやろうと口を開いた月夜を、制する手があった。

「……真ま昼ひる？」

　真昼は立ち上がると、怒声に完かん璧ぺきな無表情を返し、壁かべ際ぎわに歩み寄った。

　清掃用の散水バルブに手をかけ、全開までひねる。

　天井のスプリンクラーからほとばしった水は、正確に、問題の一角に降り注いだ。

　先ほどとは性質の異なる叫びが上がるのをまったく無視して、たっぷり一〇秒。バルブを閉じた真昼は、涼しげな笑顔で言い放った。

「頭は、冷えましたか？」

　騒さわぎを起こした連中はびしょ濡ぬれで、他ほかの者達はそれを遠巻きにして、すべての者が呆ほうけた顔で双子を見上げた。

　真昼は室内の空調温度を少し上げ、月夜の肩を叩たたいた。

「ほら、月夜」

「……ええ」

　月夜はうなずき、かつてのシティ住民達を見回した。

「そんなに説明してほしいんなら、教えてあげるわ。……他の人たちも聞いてちょうだい。戦争から一〇年、あなた達の安あん穏のんとした生活を支えてくれたマザーシステムの正体を！」




　淡青色の窒素結晶の盾たてが、同じく淡青色の槍やりを受け止め、破砕音が響ひびいた。

　間断なく襲おそい来る窒素結晶の槍から必死に身をかわし、錬れんは乳白色の平原、巨人の肩の上を駆け抜ける。

　マザーコアの浮上に伴って崩ほう壊かいした地下階層から辛くも脱出し、なんとか地上に這はい出した錬が見たのは、騎き士し剣を構える巨人の姿だった。

　ある程度の覚悟はしていたが、さすがに、ここまででたらめな事態は予想もしていなかった。

「いくら、なにが起こるかわからないって言ったって！」

　叫びとともに跳ちよう躍やくした直後、白い平原が激しく揺れ動いた。巨人が軽く肩を動かすだけで数メートル単位の振動が生じるため、運ラ動グ係ラ数ン制ジ御ユの助けなしには立っていることさえできない。

　いまだ余波に震ふるえる肩に着地し、再び疾走。

　前方にそびえるのは三〇〇メートル近い巨大な横顔。若い女性を模したと思おぼしきその顔は、鼻び梁りようだけで小さな丘ほどの大きさがあり、遠近感が狂って目め眩まいを起こしそうだ。

（空間曲率の変化を感知）

　Ｉ－ブレインが叫ぶ。

　とっさに身をかがめた錬れんの頭上すれすれに、空間の歪ゆがみが発生。風圧になびいた後ろ髪がなん本か巻き込まれ、引きちぎられる。

　その間にも氷ひよう槍そうは途と切ぎれることなく降り注ぎ、錬は演算速度の大半をそちらに振り向けなければならなかった。

　これだけの巨体なら懐ふところに飛び込めばなんとかなる、そう考えた錬だったが、騎き士し剣をかいくぐって巨人の肩にたどり着いた錬を待っていたのは、氷の槍やりと重力波の波状攻こう撃げきだった。

　おそらく、フィアと同調したときにこちらの能力を盗まれたのだろう。だが、

「なんで、同調能力者が人を攻撃できるの！」

　叫びながらも、その答はわかっている。魔ま法ほうを使っているのはマザーシステムであって、ウイルスはあくまでもマザーシステムと同調しているだけなのだ。外界からのフィードバックはマザーシステムに内包された何重もの障しよう壁へきによって遮られ、ウイルス本体までは届かない。

　距離をとれば、刃渡り一キロの騎士剣による斬ざん撃げき。接近すれば、分子運動制御と空間曲率制御の乱舞。おまけに、サイズが違いすぎるせいで、どんな攻撃を食らわせようと効果なし。

「これは、結構きついかも……」

　呟つぶやきつつ視線を移せば、はるか眼下、巨人の胸の辺りに、騎士剣を構える祐ゆう一いちの姿があった。

　笑みとも嘆きともつかない空うつろな表情で狂ったように騎士剣を振るい、巨人の体に無数の斬撃を見舞っていく。

　だが、それだけ。演算速度が違いすぎるせいで、情報解体できないのだ。かすり傷にも満たないわずかな損傷に、巨人は祐一の攻撃を防ごうとさえしない。

「あぶない！」

　錬が叫んだときには、すでに遅かった。騎士剣の一いつ閃せんで氷槍を振り払った祐一の背後から、唸うなりを上げて巨大な剣が迫っていた。

　祐一は振り返るが、回かい避ひできない。とっさに防いだ騎士剣ごと弾はじき飛ばされる。

　吹き飛ぶ体の向かう先は、もはや半はん壊かいした神こう戸べシティの外がい壁へき。

（「空間曲率制御アインシユタイン」常じよう駐ちゆう）

　錬はとっさに、巨人の肩から飛び降りた。




　虚無が、体の隅々までを満たしていくようだった。祐一は空っぽの心で、半ば条件反射的に巨人と戦いつづけた。

　おれは、なにをしているのだろう。そんな疑問が頭に浮かんだ。もはや、守るべき街はない。信じていたものはすべてでたらめだった。恋人の死は、無意味なものになってしまった。

　そんなことを考えている間にも、肉体とＩ－ブレインは自動的に、休みなく動きつづける。攻こう撃げきをかわし、切り裂き、『自己領域』を展開する。巨大な剣の生み出す衝しよう撃げき波はと絶え間なく襲おそい来る氷ひよう槍そうが体に無数の傷を生み、鮮せん血けつが飛び散る。

　どれだけ斬きっても、終わりは見えない。いかな攻撃を加えようと、巨人の体は小揺るぎもしない。休むことなく襲い来る敵、休むことなく動く剣、終わらない戦い、それを覚めた目で見る自分。

　おれは兵器だ。自動的に戦う、ただの兵器だ。

『これで、祐ゆう一いちも本物の騎き士しよ……』

　おれには、なにも守れなかった。おれには、なにも守れない。

　なん度目かの攻防で、祐一はついに回かい避ひに失敗した。唸うなりを上げて迫る巨大な剣に、とっさに騎士剣を立てるが、圧倒的な質量を受け止められない。

　枯れ枝を折るようなたわいもない音とともに、右腕の関節が粉砕する。

　衝撃はそれだけでは止まらず、祐一の体はごみのように吹き飛ばされた。

　おれは、騎士にはなれなかった。

　祐一の手から『紅ぐ蓮れん』がこぼれおちた。




　祐一がシティの外がい壁へきに叩たたきつけられる寸前で、錬れんはなんとかその体を受け止めた。

　水平方向の運動量を落下方向に転化しつつ、重力制御によって緩ゆるやかに減速、着地する。

　ぐったりと力なく横たわる祐一の口もとに手を当て、

「……よかった、生きてる」

　頭上の巨人を見上げた。

　祐一が動かなくなったのを確認したのだろうか、巨人は嘲ちよう笑しようするように、高く、一声哭ないた。

　錬は、人間の死顔のようなその顔を睨にらみつけた。

　……どうしたら。

　どうしたらいい、どうすればこいつを倒せる。必死に頭を働かせるが、思考はいたずらに空転するばかり。

　二〇〇〇メートルの巨体でありながら、騎士能力を備えたその運動は超高速。同時に分子運動制御と空間曲率制御を備えたその能力は、遠距離だろうと近距離だろうといっさいの死角なし。

　だが、最大の問題は、こちらの攻撃がいっさい効果をなさないことだ。

　そこまで考えて、錬は、ある疑問にぶつかった。

　……どうして、こいつはいつまでもここにとどまってるんだろう。

　考えてみればおかしなことだった。こちらが全力で攻撃を仕かけても、こいつには傷ひとつつけることはできないのだ。巨人にしてみれば、自分のまわりを飛びまわる小虫など律りち儀ぎに相手にする必要はどこにもないはずだ。

　巨人の顔から胸へと視線を滑らせ、腹から足に到達したところで、錬れんはあることに気づいた。

　足が、まったく動いていない。

　これまでの巨人の動きを思い返してみる。剣を振るうのは腕の力、それだけ。こいつは歩くどころか、膝ひざの屈曲による荷重移動すら行っていない。

　こいつはここにとどまっているんじゃない。ここから動けないんだ。

　でも、どうして。

　巨人の顔に視線を戻す。後頭部から生え出した長い髪のような無数のケーブルは、こいつが人間ではないことを示している。

　こいつの正体はマザーコア。中心でこいつを動かしているのは、マザールーム。

　唐突に、錬は少女の言葉を思い出していた。

『今から、ウイルスの精神構造にわざと取り込まれて、少しでも力を削そいでみます』

　口もとに笑みが浮かぶのを、錬は感じた。

　フィアは、あそこで戦ってる。僕ぼくの言葉を信じて戦ってくれてる。

　だから、僕も諦あきらめない。

　まだ僕は、僕にできることを全部やってない。

「……フィア。すぐに助けるからね」

　声に出すことで気力を奮ふるい立たせ、再び地を蹴けって跳ちよう躍やくする。

　それに気づいた巨人が、騎き士し剣を振るう。

　寸前で、巨大な剣をかいくぐる。圧倒的なエネルギーを孕はらんだ剣風を分子運動制御で弾はじき、錬の向かった先はシティの外がい壁へき。

　そこには、先ほど祐ゆう一いちの手から離れた『紅ぐ蓮れん』が突き立っている。

　錬の身長よりもさらに拳こぶし一つ分長い紅くれないの騎士剣。その柄つかを握りしめ、引き抜いた。

　正眼に構え、目を閉じる。

　なぜ軍は錬の力を欲したのか。なぜ兄と姉は錬を守ろうとしたのか。答はここにある。

　すべての魔ま法ほう士しの雛ひな型にして最終形たる、自分の『本当の』能力。

　それは、すべての力を取り込み、無限に成長する『自己進化能力』。

　これまでの祐一との戦せん闘とう経験、この騎士剣『紅蓮』の構造。それらを元に、自分の内に騎士能力を再現する。

（能力創生開始。「世界面変換デーモン」作成。ファイル名「サイバーグ」）

　Ｉ－ブレインの中にまったく新しい構造が組み上がり、騎士剣が自分の体の一部になっていく感覚があった。

（世界面変換デーモン「サイバーグ」常じよう駐ちゆう。「自己領域」展開）

「……行くぞ！」

　錬は叫び、騎士剣を振り上げた。




　すべてを語り終え、月つき夜よは大きく深く息をついた。

　人々は、無言のうちに、真実を受け止めた。

　マザーシステムが、魔ま法ほう士しの脳を利用した永久機関であったこと。神こう戸べシティ防衛局総司令の娘が、その犠ぎ牲せいになったこと。そのために、世界が滅びようとしていること。それを止めようと、戦っている者がいること。

　人々は、月夜の言葉にただ聞き入った。

　一人の男が涙をこぼした。それは、月夜に一番はじめに罵ば声せいを飛ばした、その男だった。

　涙はゆっくりと周囲に広まり、やがて、すすり泣く声がコンテナにひそやかに満ちた。

　月夜の目の前に座っている老ろう婆ばが、口を開いた。

「あんた、その、雪ゆきさん、とは友達だったのかい？」

「……はい」月夜は静かにうなずいた。「妹みたいに、かわいがってもらいました」

「そうかい……私ら、そんなことなんにも知らんで」老婆はうつむき「すまんかったねえ」

　その言葉に同意するように、周囲の者達が涙ながらにうなずく。

　月夜は、なにか救われた思いがした。

「みなさん！」一心に端末を操作していた真ま昼ひるが、避ひ難なん民みんに呼びかけた。「この中に、外部アクセスコードを持っている方はいませんか？」

　人々は、怪け訝げんそうに互いの顔を見合わせた。

「持ってることは持ってるが」中ほどに座った男が口を開いた「一体なにに使うんだ？」

「実は今、マザーシステムにアクセスしてるんです」

　一拍の間をおいて、人々がどよめいた。

「ちょ、ちょっと真昼！」月夜までが慌てる。「本当なの？」

「本当。と言っても、電波回線を介した不安定なやつだけどね……それで、なんとかネットの入り口まではたどり着いたんですけど、自閉症モードが機能していてそれ以上入れないんです」

「アクセスコードがあればなんとかなるのか！」と、先ほどの男。

「確証はありませんが、やってみる価値はあります」

　人々は、先を争うようにアクセスコードを差し出した。

「ありがとうございます！」

　真昼は、次々に差し出される数値を片っ端から打ち込んでいった。

　だが、一分後。

「……だめか」

　ディスプレイを埋め尽くす山のようなエラーメッセージを前に、真昼と月夜はそろってため息をついた。

「やっぱり、市民回線じゃ優先度が低くて無理か」

「軍用でも普通のやつじゃ無理よ。上級士官用の秘ひ匿とく回線でもないと」

「……だめかい？」最後にコードを差し出した中年の男が、ディスプレイを覗のぞき込んだ。「すまねえな。役に立てなくて」

「いえ！　とんでもないです」

　真ま昼ひるは男に笑みを返し、再び端末に向き直った。

「こうなったら、とことんやってみる！　月つき夜よ、他ほかのフライヤーに通信まわして」

「わかったわ！」

　月夜は答えて、通信機に手を伸ばした。

　と、月夜のズボンの裾すそを、くいくいと引く手があった。

　振り返った月夜の目の前に、紙切れをつかんだ小さな手がおずおずと差し出された。

「……あんた、確か」

　そこには、真昼と月夜が助けたあの少女が、真剣な顔で立っていた。

「……これ、お兄ちゃんからもらったの」

「お兄ちゃん？」

　顔を見合わせた二人に、少女はうなずいた。

「お父さんに電話できる、秘密の番号だって」

　月夜は、紙に書かれた一連の番号を凝ぎよう視しした。

「……お兄ちゃんって、どんな人？」

　月夜の問いに、少女はしばし考え、

「公園であったの。黒い服で、黒いサングラスかけてて、軍人さんだって……」

「黒い服で、軍人？　その人が、そう言ったの？」

「うん！」

　月夜は、ありがとう、と少女の頭を撫なで、その番号を真昼に差し出した。

「……真昼、これ」

　真昼はうなずいた。

「……いける！」




　錬れんは騎き士し剣を構え、吹雪ふぶき舞う空を飛ひ翔しようした。

　無数の氷の槍やりが、巨人の指先を取り囲むように出現する。そのうち半数は巨人の生み出した盾たてに阻まれるが、残った半数は防御をかいくぐり同一のタイミング、同一の地点に着弾する。

　それとまったく同時に、自己領域を纏まとった錬の体が着弾点の真上に出現、空間が歪ゆがみ、すさまじい重力が巨人の指を引き裂こうとする。

　限界まで広がった傷口に追い討ちをかけるように、騎士剣が一いつ閃せん。

　波状攻こう撃げきに耐え切れず、太さ一五メートルはある巨人の指先がついにちぎれとんだ。

　巨人はその顔にはじめて苦痛を浮かべ、叫びとともに剣を振るう。

　錬れんは騎き士し剣を立ててそれを受け止め、同時に自分の後方に向けて重力場を発生。

　自ら後方に飛ぶことで衝しよう撃げきを殺した錬は、空中で一回転してシティの外がい壁へきに着地、再び跳ちよう躍やくする。

　祐ゆう一いちは、うつろな目でそれを見守った。

　なぜこの少年は諦あきらめないのだろう。そんな言葉が、祐一の胸に浮かんだ。

　なぜここまで戦えるのだろう、なぜここまで傷つきながら、立ち上がるのだろう。

　自分の身長よりも長大な『紅ぐ蓮れん』を構え、前を見据えたその横顔が、誰だれかに重なった。

『騎き士し、黒くろ沢さわ祐一は……』

　頭の奥が、ずきりと痛んだ。

　錬が『紅蓮』を振るい、剣先が銀の弧を描くたび、その光が彼女の姿を思い出させた。

『騎士、黒沢祐一は……』

　弾はじき飛ばされた錬の体が、地に叩たたきつけられた。凍土の上をなん度もバウンドしながら体勢を立て直し、祐一の隣となりに着地する。

　傷ついてぼろぼろの体から血を滴らせ、それでも錬は『紅蓮』を構えた。

『……世界で、一番きれいなもののために戦って……』

　脳の中で、なにかが弾けた。




「──世界で一番きれいなもの？　ああ、そういえばそんなこと言ったわね」

「なあ、教えてくれよ。いったいなんなんだよ、それ」

「……さあ……」雪ゆきは、首をかしげて見せた。「本当はね、私にも、よくわかんないの」

「おいおい、それじゃ」

「でもね」言った雪の目は、真剣そのものだった。「あると思わない？　そういうの。たとえ世界がなくなっても、人間が滅びても、それでも守らないといけないものって」

「あるか？　そんなもの」

「……ない、かな？」

　雪は、なんだか寂しそうな顔をした。普段は年上ぶっているくせに、そんな顔をしていると二つも三つも幼く見えた。

　祐一は目を閉じた。頭は、彼女の膝ひざに預けたまま。そうやっていると、頰ほおを撫なでる風や木々の隙すき間まから差し込む日の光や、彼女の体温が間近に感じられる気がした。

「いや」祐一は目を開き、雪の頰ほおに手を伸ばした。「あるかもしれないな。そういうの」

　──彼女は、笑っていた。




　祐ゆう一いちは、騎き士し剣を構える錬れんの腕をつかんた。

　錬が、はっとこちらを見る。

「……肉体に頼りすぎている。騎士剣を手にしたら、通常の感覚はすべて捨てろ」

　錬の手から『紅ぐ蓮れん』を取る。体中からなけなしの力を絞り出してかろうじて立ち上がり、不安げな錬の視線に、かすかな笑みで応こたえる。

「手本を見せてやる」

　足もとがふらつき、Ｉ－ブレインの力を借りなければ立っていることさえままならない。それでも、倒れるわけにはいかない。自分が騎士であるために。

　たとえ可能性が限りなく零ゼロに近くても、否、たとえ完全に零であっても、戦うことをやめてはいけない。剣を振り上げ続けなければならない。
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　あの日、彼女の前でそう誓ったのだから。

「来るぞ！」

　叫びざま、錬の体を突き飛ばし、頭上から襲おそいくる巨大な剣に対して身構える。

　視界を覆おおい尽くさんばかりの剣に対して騎士剣を向ける。剣の腹ではなく、刃でもなく、一〇〇分の一ミリにも満たない切っ先を巨大な剣の刃に合わせる。

　刃渡り一キロあまりの巨大な剣の全運動量を剣先の一点に受け止め、負荷が肉体を破は壊かいする寸前で受け流す。

　巨大な剣の切っ先が、祐一の右後方一メートルに巨大なクレーターを穿うがったときには、祐一の体はすでに二〇〇メートル上空、巨剣の上にあった。

「……すごい」

「まだ！」

　錬の呟つぶやきに応こたえるかのような叫びとともに、祐一は巨剣の腹に着地。足もと一面を覆う論理回路に騎士剣の切っ先を突き立て、二〇〇メートルの距離を駆け抜ける。

　祐一が再びその身を空に躍おどらせた瞬しゆん間かん、巨大な剣のいたるところに亀き裂れつが発生。論理構造に致命的な損傷をきたした剣は自重を支えきれなくなり、先端から滝のごとく崩れ落ちていった。

　巨人は不快げに叫びをあげ、かろうじて柄つかだけを残す騎士剣の残ざん骸がいを握りつぶした。

「ちょっと！　復活してくれたのはありがたいけど、無茶しすぎだよ！」

「これぐらいやれなければ勝てんさ」着地の衝しよう撃げきでふらつく体を錬に支えられながら、祐一は巨人を見上げた。「それより、見ろ」

　騎士剣を失った巨人は、新たな行動に出ていた。再び手を開いて胸の前にかざし、土を吸い上げて剣を創造する。ただし、今度は両手で。

「一本で無理なら二本か？　短絡的だな」呟つぶやき、視線を落とすと、黒髪の少年が嬉うれしそうに自分のことを見ていた。

「……なんだ？」

「真ま昼ひる兄にいと月つき姉ねえの言った通りだな、って思ってさ」錬れんは、照れたような笑みを浮かべ「祐ゆう一いち兄ちゃんは、強くてかっこよかったって」

「……くだらないことを言うな」祐一は視線を逸そらし「一時休戦だ」

　右手を差し出した。

「そうだね」

　錬が、その手を握り返す。

　それを待っていたかのように、錬の襟えりもとの通信素子が叫んだ。

『錬！　生きてる？』

「生きてるよ！」錬は通信素子をはずし、祐一の前にかざした。「祐一も無事！」

　通信素子の向こうで、真昼が安あん堵どの息をついた。

『……手短にいくね。マザーシステムにアクセスしてその巨人の構造を調べたんだけど、一つ弱点になりそうなことを見つけたんだ』

　祐一と錬は、思わず顔を見合わせた。

「弱点？　あいつに？」

『そうなんだ。よく聞いて』真昼は、早口にまくし立てた。『そいつは人間の姿をしているんじゃなくて、人間なんだ。どういうわけかわからないけど、そいつの情報構造は人間そのものなんだよ』

　二人は、そろって頭上の巨人を見上げた。

「人間？　あれが？」

「それで、あれが人間だとどういうことになる」

『だからね、そいつのネット構造は人間の神経で、それを制御している中枢は頭の中に一つだけなんだ。ウイルスの母体の脳のう髄ずいは、マザールームごとそいつの頭の中。しかも、マザールームの中では同調作用が全開になってるから、攻こう撃げきを受けることはない』

　そこまで言って、真ま昼ひるは息を吐いた。

『ここから先は、僕ぼくにもはっきりとしたことは言えない。頭の中に飛び込んでしまえば、こっちもむこうを攻撃することはできないからね。だけど、錬れんの能力ならウイルスと同調して、内側から破は壊かいすることも可能なんじゃないかと思う。……ごめん。こんな不確定な作戦で』

「ううん」錬は、首を横に振った。「ありがとう、真昼兄。なんとかやってみるよ」

『気をつけるのよ！　生きて帰ってこなかったら承知しないからね！』通信機をひったくったのだろう。月つき夜よの声が飛び出してきた。『……祐ゆう一いち。錬のことお願いね』

「わかった」祐一は短く答え、巨人を見上げた。「……光明が、見えてきたな」

　錬はうなずいた。




　二人の魔ま法ほう士しは、同時に地を蹴けった。

　祐一は右に、錬は左に。巨人の左右から同時に襲おそいかかる。

　巨人は、両の手に一本ずつ構えた剣を、二つの目標に対して同時に振り下ろした。

　片方は外れたが、もう片方は命中。

　祐一が巨大な剣に吹き飛ばされ、その隙すきに錬が巨人の懐ふところに飛び込んだ。まっすぐに巨人の頭を目指して飛ひ翔しようする。

　錬の行く手に、無数の氷ひよう槍そうが壁かべをなして立ちはだかった。

　錬は止まらない。

　先が見通せないほど稠ちゆう密みつに穂先を並べる氷槍の群れめがけて、迷いなく突っ込んでいく。

　無数の槍やりの穂先によって構成されていた完かん璧ぺきな平面が、中央から突き出すように崩れ、なだれを打って錬に襲いかかる。

　その攻撃を受け、かわし、空間の檻おりに絡めとり、錬は減速することなく前進を続ける。

　巨人は業ごうを煮やしたように一声叫び、空間を断続的に伸しん縮しゆくさせてすさまじい重力波を見舞う。

　──まだなの？

　錬は重力波をかわしつつ、一時後退。巨人との間に五〇〇メートルの距離をとる。

（高質量、超高運動量の接近を感知）

　唐突に、Ｉ－ブレインが叫ぶ。

　とっさにかわした錬の眼前を、巨大な壁が通過していった。

　Ｉ－ブレインの動作状態を変更する余裕がない。

　巨剣の生み出す衝しよう撃げき波はに、錬れんの体は吹き飛ばされる。

　木の葉のごとく宙を舞う錬めがけて、もう一本の騎き士し剣が襲おそう。

　かわせない。

　防御も間に合わない。

　錬は、反射的に目を閉じる。

　だが次の瞬しゆん間かん、巨人は突然その動きを止めていた。

　巨大なその顔に苦痛をにじませ、苦く悶もんのうめきを轟とどろかせる。

　間に合った。

　錬は見上げた。

　はるか五〇〇メートル上空、巨人の頭に剣をつきたてる、騎士の姿を。

「──祐ゆう一いち！」

　錬は、その名を叫んだ。




　巨人の頭頂に剣を突き立て、情報解体のためのチャンネルを開いた瞬間、祐一の脳に走ったのは奇妙な既視感だった。

　肉体が感じる手ごたえは固く無機的でありながら、Ｉ－ブレインに流れ込む反応はまったく生物のそれ。

　かつて、真ま昼ひると月つき夜よを助けるために暴走フライヤーを破は壊かいしたときと、同じ感覚だった。

　──なるほど、お前だったのか。

　だが、巨人の情報強度はあのときのフライヤーの比ではない。騎士剣を介して逆に祐一の脳に入り込み、『黒くろ沢さわ祐一』という情報に対して怒ど濤とうのような攻撃を仕かけてくる。

　意識を根こそぎ吹き飛ばされそうなほどの情報の渦に、祐一は歯を食いしばって耐えた。

　一体どれくらいの間そうやっていたのかわからない。気が遠くなるほど長い数ミリ秒が経過する頃ころには、祐一は自我崩ほう壊かい寸前にまで追い詰められていた。

　Ｉ－ブレインの中の祐一は広大な意識空間の中心に座り込み、果てのない闇やみを呆ぼう然ぜんと見上げた。

　……やはり、おれの力では足りないのか。

　諦あきらめるな、心の中で誰だれかが叫んだ。ここで諦めれば一〇年前となにも変わらない。

　だが、祐一がいかに気力を振り絞ろうとも、ウイルスの情報構造はあまりに巨大で、あまりに圧倒的だった。

（無駄ヨ）

　鈴を鳴らすような、少女の声が聞こえた。

（無駄ナコトヨ。アナタガナニヲシテモ、モウドウニモナラナイ）

　声は、騎き士し剣を通して流れ込んでくるようだった。

　うるさいだまれ。祐ゆう一いちは、その声を振り払った。おれは諦あきらめない。絶対に諦めない。彼女に誓ったんだ、本物の騎き士しになると。

　嘲あざけりの笑いが、祐ゆう一いちの脳にこだました。

（アナタハ騎士ジャナイワ。ダッテソノ剣ハタダノ機械ダモノ）

（アナタガ騎士ダト言ウノナラ、ドウシテ彼女ハココニイルノ？）

（許シヲ請こイナサイ。ソウスレバ、アナタモ仲間ニ入レテアゲル）

　断る。

　ここで諦めるくらいなら、死んだ方がましだ。

　そう叫ぶ祐一に、声は、冷然と告げた。

（ナラ、死ニナサイ）

　小さな体に不釣合いな巨大な翼つばさを広げた天使が、祐一の意識の中に降り立った。

　天使の翼が、なぶるように祐一の周囲を踊る。

　祐一はなんとか死の手から逃れようとするが、もはや力を失ったその意識は、剣を振り上げることはおろか立ち上がることさえできない。

　諦めて、たまるか。

　祐一は、微笑ほほえみを浮かべる天使を睨にらみつけた。

　そのときだった。

　突然、天使の翼に一筋の線が走り、切り裂かれた白い羽が闇やみ色の意識空間を流れた。

　見えざる刃に切断された。祐一の目にはそのように映った。

　天使はたじろいだように身を引き、祐一の意識空間からかき消えた。

　祐一は半ば放心状態で、目の前に立つ黒髪の女性を見上げた。

　彼女はたおやかな笑みを浮かべ、祐一に手を差し伸べた。

　祐一はその手を取り、立ち上がった。

　騎士剣を通して、マザーシステムから力が流れ込んでくる。

　祐一は笑った。

　雪ゆき。

　おれは、戦うよ。




　祐一は目を開いた。

　乳白色の台地を絶え間なく流れる、光の幾何学模様。

　マザーシステムとウイルスの論理構造が、せめぎ合っているのだ。

　あとひと押し、それだけで扉は開く。

　自分に残されたわずかな力をかき集め、騎士剣に寄りかかるようにして、柄つかをしっかと握り直す。

　彼女の残した、最強の騎き士し剣『紅ぐ蓮れん』。

「……雪ゆき！」

　渾こん身しんの力と、すべての思いを込め、祐ゆう一いちは叫んだ。

「おれに力を貸してくれ！」




　燃え立つような激しい光が、巨人の頭から噴ふき上がった。

　祐一の騎士剣を中心にして、直径一〇〇メートル近い巨大な円が、白い大地に口をあける。

　その穴めがけて、錬れんはまっしぐらに突っ込んで行く。

　飛び込む一いつ瞬しゆん、二人の視線が交わった。

　祐一が、うなずいた。

　錬が、うなずきかえした。

　穴は錬を吞のみ込むと、出現したときと同様に、瞬しゆん時じにして消失した。

　力尽きてその場に倒れ伏した祐一に、無数の氷ひよう槍そうが襲おそいかかった。




　目を開けると、周囲は一面の光の海だった。

　錬は、自分が生まれてからの何年かを過ごした、培ばい養よう槽そうの羊よう水すいを思い出した。

　夢の中でまどろんでいるような、希き薄はくな現実感覚。自分の体を見下ろすと、なに一つ身につけていないやせた体は、うっすらと透き通っている。

　……あれ？

　祐一が穴を開けてくれて、その穴から巨人の頭の中に飛び込んで、そしたら急に目の前が真っ白になって……それで？

　錬は、ようやく気がついた。

　……ここ、マザーシステムのネット構造の中だ

　錬は光のプールを見渡し、とりあえず、明るい方が中心だろうと見当をつけて泳ぎはじめた。

　進むにつれて、光は密度を増していった。時折、光の中でもなお明るく光る小さな球体が、傍らを流れていった。

　錬は、そのうちの一つに、軽く触れてみた。

　光の弾がはじけ、周囲に数え切れないほどの映像を生み出した。

　子供、大人、老人、男、女。それは、とある駅の、とあるカメラが一〇年にわたって見続けてきた映像だった。

　錬が最後の一枚を見終えると、映像は、自然にもとの光球に戻って流れていった。

　……これ、マザーシステムの記き憶おくなんだ……でも、どうしてこんなところに……。

　記憶は、どこまで進んでも途と切ぎれることなく、次々と流れていった。それは、一人の人間の一〇年の記録であったり、一つの机とそれに座った多くの人たちの記録であったり、道端の街灯の記録であったりした。

　すべての記録に共通する言葉は、人間。

　ネットの海をさらに進むと、ある所を境に様相が一変した。一面の光で覆おおわれていた視界のそこかしこに、白い天使の羽が漂ただよい始めたのだ。

　錬れんは、油断なく周囲に気を配りながら、さらに中心を目指した。

　ふいに、頰ほおにかすかな痛みを感じた。漂う羽の一枚が刃に変じて錬の頰をかすめたのだ。

　同時に、周囲の空間から、悲鳴に似た波動が伝わってきた。

　この世界で他者を攻こう撃げきすれば、痛みは自分にも跳ね返ってくる。

　それをわかっていて、なお攻撃を仕かけてくるのか。

　さらにもう一枚、刃と化した羽が錬の心臓めがけて飛来する。

　が、刃はいくらも進まないうちに、虚空から突き出した小さな光の手に受け止められた。

　刃は羽に戻り、さらに光の粒子となって霧む消しようする。それを見届けたように、小さな手も溶けて消えていった。

　その手が誰だれのものか、錬にはわかっていた。

　……守ってくれてる。

　さらに、時間は流れた。どれくらい経たったのかわからない。脳内時計は『三ミリ秒』を告げていたが、錬の意識には数時間とも数日とも感じられた。

　ついに、錬はマザーシステムの中心にたどり着いた。

　そこでは、巨大な天使の羽に身を包んだ小さな少女が、光の海の中から必死で記き憶おくの球を掘り出していた。

　錬が近づくと、天使はこわごわと振り返り、おびえたように身をすくませた。

　……フィアの小さい頃ころって、きっとこんなだったんだろうな。

　錬は、天使に向かって手を差し伸べた。

　天使はその手を払いのけ、痛そうに自分の手を押さえた。

　錬は、天使に話しかけた。

「……なにをしてるの？」

　勉強してるの。

　周囲の空間から、答があった。

「勉強？　なんの？」

　今度の問いに、答はない。

　天使は、おびえと恐怖の入り混じった目で錬を見上げた。

　錬は片かた膝ひざをついて天使と目線を合わせ、優しく問いかけた。

「君は、どうしたいの？」

　周囲の空間が、怒りに震ふるえた。

　すべてを滅ぼす。

　そう叫んだ。

「違うよ」錬れんは、静かにかぶりを振った。「君は、そんなこと望んでない」

　私が恐こわくないの？

　声に、訝いぶかるような調子が混じった。

　私が恐くないの。私にはあなたを攻こう撃げきできないけど、私がその気になればあなたの家族も、友達も、町も、何もかも消し去ってしまえるのよ？

「恐くないよ」

　本当に、恐くない？

　これでも？

　ふいに、天使の体が膨ふくらみはじめた。見る間にそれは錬の視界を覆おおい尽くし、雲を衝つく巨人の姿へと変へん貌ぼうした。

　錬は巨人を見上げ、小さく笑った。

「……どうして、君はそんな姿を選んだの？」

　え？

　天使は不思議そうに、自分の姿を見下ろした。

「どうして、わざわざそんな姿になってしまったの？　その姿になったおかげで、君は人間の弱点を抱えてしまったんだよ」

　その言葉を聞いたとたん、巨人は身み震ぶるいし、巨大な原形質の塊へと変貌した。

　液状の体を震わせ、新しい姿を探すように変貌を遂げていく。

　だが、でき上がったのは巨大な天使の少女の姿だった。
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　そんな、どうして……

　青ざめた顔で自分の両手を見つめる天使に、錬はさらに言いつのった。

「もっと違う姿を選んでいれば、僕ぼくらには手の出しようがなかったのに」

　天使は答えない。

　こころなしか、その体が小さくなったような気がした。

「どうして君は人間の姿をしているの？」

　答はない。

　天使は、たじろいだように自分の体を翼つばさで隠した。

「どうして君は、シティの記録を探っていたの？　その記き憶おくの海の中から、君はなにを探してるの？」

　私は……。

　いまや天使の体は元の大きさまで縮ちぢこまり、両手で耳をふさいでむせび泣いていた。

「君は」錬れんは目を閉じ、自分の記き憶おくに残るその感情を思い出した。

　──培ばい養よう槽そうのガラスの向こうに広がる『人間』の世界。

　──自分の意志で歩き、呼吸し、会話する。その当たり前の行為に対して向けられた、限りない羨せん望ぼう。

「君は」錬の瞳ひとみから、涙がこぼれた。「人間になりたかったんだね」

　もはや翼つばささえ失った少女は、胎児のように体を丸め、身を震ふるわせていた。

「だから君は、フィアを傷つけなかったんだね。フィアが自分達を止められるたった一人の存在だと知っていても、フィアに生きていてほしかったんだね」

　錬は手を伸ばした。

　今度は、少女も拒まなかった。

　金色の髪に触れた瞬しゆん間かん、光が弾はじけた。




　錬は目を開いた。

　霊れい廟びようのようにしんと静まり返る、広い円形の空間、マザールーム。

　目の前には、巨大な円筒形の生命維持槽。

　少女は、天使の翼を広げたままでガラス筒に寄りかかり、死んだように目を閉じていた。

　天使の立体映像が、生命維持槽の前に浮かび上がった。涙をいっぱいにためた瞳で、それでも、どこか満足げな笑顔で。

　天使の翼つばさがそっとフィアの体を抱き上げ、錬れんの目の前に運んだ。

　錬はその体を抱きとめ、天使に視線だけで問いかけた。

　天使は、うなずいた。

　その背から天使の翼が消失し、同調支配が解ける。

　錬はうなずき返し、生命維持槽そうに手を当てた。

　美しい黒髪の女性と、そのまわりにたゆたう三九体の天使たち。

　錬は、大きく息を吸い、それから、もう一度だけ天使を振り返った。

　天使は、泣き笑いの顔で唇を動かした。

　その子を、よろしくお願いします。

　錬はもう一度大きくうなずき、生命維持槽に向き直って目を閉じた。

（「分マ子ク運ス動ウ制エ御ル」常じよう駐ちゆう。「炎えん神じん」発動）

　羊よう水すいが一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とうし、雪ゆきの遺い体たいと天使の抜け殻が炎に包まれた。

　次の瞬間、マザールームのすべてが光に包まれた。壁かべが、床が、周囲のあらゆるものが光を放ち、光は天井を突き破って噴ふき上がった。

　錬はフィアの体をしっかりと抱きしめ、溢あふれ出す光の奔流に吞のみ込まれていった。




　フライヤーの窓越しの闇やみの空に、光が爆はぜた。

　巨人がその動きを止め、両手の剣を取り落とした。

　少女は窓に駆けより、顔を押しつけるようにしてその光景に見入った。

　崩れゆく巨人の中から、さらなる光が立ち昇った。今度のものは、ひときわ明るく、暖かい。

　少女は目をしばたかせ、私はまだ夢を見てるのかな、と思った。

　光は凝ぎよう縮しゆくして人間の姿をとり、空に向かって昇りはじめた。少女はその中に、母親と、トラぶちの子猫ねこを見た気がした。

　天を目指して飛び続ける光たちを追って空を見上げた少女は、今度こそ本当に驚おどろいた。

　ふいに鉛色の雲に切れ目が走り、光が差し込んだのだ。

　ぽかんと口を開けた少女の前で、雲の切れ目は広がり続け、その向こうに青空が覗のぞいた。光は雲の切れ間を通って、どこまでも飛び続けた。

　あれは天国に通じているのかな、少女は考えた。そして、雲の切れ目がふさがって青空が消えてしまうまで、空を見上げ続けた。




「じいさま！」川かわ奈なが叫んだ。「ありゃあ、一体なんだい！」

「……わからん」久ひさ川かわ老は、むう、と唸うなった。「わからんが、しかし……」

　弥生やよいは、うっとりと空を見上げた。

「きれいね……」

「それじゃ、それ！」久ひさ川かわ老は叫んだ。「あんなにきれいなんじゃ。なんでもええわい。そう思わんか！」

　人々の間から、歓かん声せいが巻き起こった。




　生きている、まずはじめに思ったのはそのことだった。

「……おれは、騎き士しになれたか？」

　祐ゆう一いちは、目の前に浮かぶそれに向かって話しかけた。自慢の黒髪も雪のような白い肌も、光に包まれていてよくわからなかったが、それでも間違えようがなかった。

「お前との約束、守れたかな……」

　彼女は腰の剣を引き抜いた。厳おごそかに構えて祐一の肩に載せ、にっこりと微笑ほほえむ。

　祐一は、笑いかえした。

　祐一が笑顔で見守る中で、彼女の体は宙に浮き上がり、そのままゆっくりと、青空の向こうに吸い込まれていった。




「ま、真ま昼ひる……あれ、一体、なに？」

　光で満ちた青空を見上げ、月つき夜よは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「なにって、言われてもね」真昼はいたずらっぽく笑い「月夜、本当にわからないの？」

　月夜は、目をしばたかせた。

「だから、一体なんなのよ！」

「もちろん」真昼は、青空の眩まぶしさに目を細めた。「奇跡だよ」

『神こう戸べシティの方角！　お前ら、ちゃんと見てるか！』

　ヴィドの大声が、コンテナいっぱいに響ひびいていた。




　少女が目を開けると、目の前に少年の顔があった。

「あ……」

　エメラルドグリーンの大きな目がぱっちりと開いたのを見て、少年は、ほう、と息をついた。

「あ、あの……」

「おはよう、フィア」

　少年の手が、少女の肩にストールをかける。それっきり、なにも言わない。

　少女はどんな顔をしたらいいのかわからなくなり、とりあえず、にっこり微笑ほほえんだ。

「錬れん。助けてくれて……」

　ありがとう、と言おうとした少女に、少年がそっと手を伸ばした。優しい手つきで、少女の目もとを拭ぬぐう。

　指先には、涙が濡ぬれ光っていた。

「あ、あれ？　私、どうして泣いて……！」

　あっと思ったときには、少女は、少年の腕の中に抱きしめられていた。

「嬉うれしいときは、泣いてもいいんだよ」耳もとで、優しい声がささやいた。「フィアが死ななくて、ほんとによかった……」

　少年の声が震ふるえているのに、少女は気がついた。

　涙が、少女の頰ほおを伝って流れ落ちた。

「……私……わたし……」

　あとは、言葉にならなかった。

　涙が次々に零こぼれ落ち、やがて、少女は激しく泣きじゃくりはじめた。

　少年の手が、金色の髪をそっと撫なでる。

　その腕の中で、少女はいつまでも泣きつづけた。

　いつまでも、いつまでも。







　　　終章　一人の騎士～Life goes on～







『神こう戸べシティが崩ほう壊かいしたあの大惨さん事じから、一週間が過ぎた。

　災害を生き延びた千数百人の市民は、近くの町に避ひ難なんし、生活の再建を図っている。いろいろな問題もあるが、それなりにうまくいっているらしい。

　かくいうわが町も、避難民のほぼ三分の一にあたる四〇〇人を受け入れ、人口が一気に倍増した。これについては、半数のものがこれまでの町に残り、あとの半数は新しい町の整備を進めている。いずれすべての住民が引っ越せば、一〇〇〇人規模の大きな町になる予定だ。

　神戸シティの跡地には、精密機械やチタン材目当てのジャンク屋が集まるようになった。その中には、かつての神戸市民も混ざっているらしい。たくましいというべきか、現金というべきか。人間というのは、意外とどんな状況でも生きていけるものなのかもしれない。

　我が家のことも、少しは書いておこう。今回の一件の収支を振り返ってみると、収入は完かん璧ぺきに零ゼロで、支出は神戸シティの偽造パスの代金と、銃火器いくつか。キャンセルした仕事の分は計算に含めていないが、家族会議の結果、皿洗いと掃除は当分の間、錬れんが一人でやることになった。これで僕ぼくも楽ができる。

　もっとも、毎日のようにフィアが家事の手伝いに来るので、錬れんもまんざらではないようだ。

　フィアは弥生やよいさんの家に引き取られ、病院の手伝いなどをしている。本当は我が家で引き取るつもりだったのだが、弥生さんのたっての希望でそういうことになった。大反対した者が約一名いたが、動機があまりにも不純なので満場一致で却下された。

　あれからもう一週間、世界はそれなりに、つつがなく動いている。

　さて。あの日、町中の人間に目もく撃げきされた〝光〟と〝青空〟について、僕はこう推論している。〝マザーシステム〟と〝同調能力〟が組み合わさった結果、ある種の──




「なにが〝情報構造体の共鳴現象〟よ。奇跡だって言ったの真ま昼ひるじゃない！」

「……月つき夜よ、人の日記、かってに見るもんじゃないよ」

　突然の声に、真昼は振り返った。

　月夜は厚手のコートを着込み、マフラーと格かく闘とうしていた。

「いいじゃない、減るもんじゃないし。そんなことより真昼、早く支度しなさいよ」

「支度って？」

「今日は祐ゆう一いちの見送りに行く日でしょ？　錬とフィア、もう行っちゃったわよ」

「……あ」すっかり忘れていた。

「……もう少し、いろんなこと話したかったんだけど……本当に、もう行っちゃうの？」

「ああ」残念そうな錬の言葉に、祐一は短く答えた。

「これから、どこに行くんですか？」とフィアが問う。

「そうだな……まずは南米、それからロシア。もう一度、一〇年のやり直しだ」

「そっか……じゃあ、ひとめぐりしたらまた帰ってくるの？」

「……ああ、そうか」祐一はしばし考え「それもいいかもしれんな」

「楽しみにしてますね」

「おれも、お前達がどうなってるか楽しみだ」

　祐一はそう言ってポケットに手を伸ばし、

「……ん？」

　その手がふと止まった。

「どうしたの？」

「いや、新しいミラーシェードを……テーブルの上か？」

「私、見てきます！」

　叫ぶなり、フィアが駆け出した。

　錬と祐一はその後ろ姿を見送り、小さく笑った。

「……しっかりやれよ」

　ぽつり、と祐ゆう一いちが呟つぶやいた。

「わかってる」

　錬れんはうなずき、空を見上げた。

　鉛色の雲に覆おおわれた、太陽の昇らない空。

「……この空が晴れる日は、来るのかな……」

「さあな……もしかしたら、人間はこのまま滅びるのかもしれん」

　錬は、祐一の顔を覗のぞき込んだ。

　視線に気づいた祐一は、だがな、と続けた。

「滅びないものなんて、この世界にはないんだ。それを虚むなしいものにしたくないから、おれ達は生きるんだろ……と、これはお前が教えてくれたことだぞ」

「……そうだね」錬はうなずいた。「生きてる限り、可能性は残ってるんだもんね」

「そういうことだ」

　祐一は口笛を吹きはじめた。

　ノスタルジックなイントロから、ポップな主旋律へ。

「パーフェクト・ワールド？　それ」

「ああ、これだけは雪ゆきに覚えさせられた」

　いまだ名な残ごり雪を残す大通りに、口笛の調べがひそやかに流れた。




　真ま昼ひるの指が、未練がましく端末を滑る。

「日記なんて、帰ってきてから書けばいいでしょうが！」

「もうちょっとで終わるから」

　いっこうに端末から離れようとしない真昼に、月つき夜よは、ああもう、と頭をかき、玄関から飛び出した。

「真昼！　先行くわよ！」

「ちょっと待って！」

　真昼はコートをつかみ、立ち上がった。

　玄関を開けたところで、思い直して引き返す。

　端末を叩たたき、今日の日記に最後の一文をつけ加えた。




　──僕ぼく達は、この世界になにを祈り、なにを願って生きていくのだろうか』




　それからコートをはおりつつ家を飛び出し、大通りへと走り出した。







　　　　あとがき







（注）本作品に登場する「情報制御理論」なる理論は、あくまでも著者の空想の産物です。そのような理論は平成十二年十二月現在確立されておりませんし、「熱力学第二法則の破れが実証された」などという話も寡か聞ぶんにして知りません。




　ふう、これでよし。なにせアインシュタインの「私の方程式は関係ない」という言葉を取り上げて「ほれ見ろ！　やっぱり相対性理論は間違ってたんだ！」などと主張する輩やからもちらほらと見かける昨今、油断は禁物です。この小説を読んで永久機関なんぞ発明された日には、研究室のＴ先生やＫ先生に申し訳が立ちません。

　……お願いですから、本当にやめてくださいね。




　と言ったところで気を取り直して、三さえ枝ぐさ零れい一いちの『ウィザーズ・ブレイン』お楽しみいただけましたでしょうか。本編未読の方もいらっしゃるかと思いますので（私はあとがきから読む派）ここではいっさい内容には触れません。小説はあくまでも本編勝負。読者の方々にこれを読んで「ああ、おもしろかったな」と思って頂いただいて、ついでにほんの少しでも心に残るものがあったなら、駆け出しの物書きとしてこれに勝まさる喜びはありません。そう思われなかったあなたは……ごめんなさい。純すみさんの美び麗れいなイラストの数々でも見て機き嫌げんを直してください（笑）。

　本作品はこれで一応完結はしていますが、作者の中ではこれは巨大な物語のいちエピソードとして位置づけられています。人気が出たら、続きを書かせてもらえるかもしれない。「はやく続き出さんかい！」といった類たぐいのお手紙など、頂けたら幸いです。




　最後になりましたが、この場をお借りして感謝の言葉などを。

　本作を選んでくださった審査員の方々。筆の遅い作者を温かく見守ってくださった担当の鳥とり居いさん。すばらしいイラストを描いてくださったイラストレーターの純珪けい一いちさん。応援してくれた友人一同。電撃ＨＰ掲示板の皆さん。私のつたない日本語に容赦のない批評をくれた妹の人。「人生バクチ」とばかりに突っ走る息子をいさめてくれる家族一同。「修正が進まない」と嘆く筆者を励ましてくれた同期受賞の皆さん。そして、独自のアニメ・物語論で本作のストーリー構築に多大な影えい響きようを与えてくれたＳＦ研究会のＴ先せん輩ぱい。この本が今こうしてここにあるのは、みなさんのおかげです。ありがとうございました。

　そしてなによりも、この本を手にとってくださったあなたに、最大級の感謝の言葉を。





二〇〇〇年十二月某日　自宅パソコンの前にて　三さえ枝ぐさ零れい一いち
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三さえ枝ぐさ零れい一いち

１９７７年、兵庫県出身。大阪の某大学院で物理学を専攻する傍ら、生まれて初めて書き上げた本作が第７回電撃小説大賞《銀賞》を受賞。趣味は体を使わないこと全般で、格闘ゲームと少女漫画と某ビジュアル系バンドを偏愛している。
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純すみ 珪けい一いち

最近ようやっと独り立ちに成功したイラストレーター。今までいろんな事があったねぇ……（遠い目）。人生これ即ち修行なり。毎日ゲームやって怠惰に暮らしてます。黒が好き。いやむしろ愛してる。もっと黒を！
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